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エピローグⅡ　副社長、凱がい旋せんす







「副社長！　着きましたよ！　起きて下さい！　早く、早くぅ！」




　ＮＹ──ペンシルヴェニア駅。

　大陸横おう断だん鉄道。東の終わりにしてアメリカの象しよう徴ちようたる町の入口となる駅で、鉄の列車に似に合あわぬ可愛かわいらしい声が響ひびき渡る。

「ほらッ、先に行ってますからね！　寝ね過すごして西部に逆ぎやく戻もどりなんてしたら社長に笑われますし、ニコラスさんには苦く笑しようされますしヘンリーさんには鼻で笑われますし鬱うつ気ぎ味みのエレアンさんが躁そう状態になっちゃいますしレイチェルさんがまた無む賃ちん乗車始はじめちゃいますよ！」

　気き品ひんと力強さ、そしてある程度の年ねん季きを兼ね備えた列車の中から、声の主ぬしである少女が鳥のように囀さえずりながら飛び出した。

　駅はそれほど混んでいるわけではないが、人の群は絶え間なく蠢うごめき、それぞれの目的地へと向かって迷いなく歩み続けている。

　列車から飛び出た少女はその行き先を探すように、その場でクルクルと回り続けた。

　まだ15に満たないであろう少女は、小さな身体からだに相そう応おうの雰ふん囲い気きを周囲に振りまいている。

　ただ、彼女の首には明らかに不ふ釣つり合いな存在──新聞記者が使う写真機が下げられており、そのアンバランスさがかえって少女の幼さを強きよう調ちようしているように見えた。

　それは決して玩具おもちやなどではなく──黒と銀のコントラストに彩いろどられたライカ製のボディは、少女の周囲に重じゆう厚こうな空気を張りつめさせている。

　少女はそんな空気の中で一人浮うき上がり、ルルララルルラと鼻はな歌うた混じりに同行人の下車を待ち続けた。

　そして──その男は、少女が数すう回転して眼めを回しかけた頃に現れる。

「ふむ……そう急せくな、キャロルよ」

　列車の扉から顔を出したのは、鋭い目つきが特とく徴ちよう的な壮そう齢れいの男だった。

　一見すると若くも見えるが、頭とう髪はつには白髪しらがも交じっており、年ねん齢れいを正確に把は握あくする事はできない。鷹たかのような鋭い目を光らせながら、顔の左側には片かた眼鏡めがねを付けている。

　レンズというよりも、その輝きはまるで鏡かがみであり──凸とつ型に広がる反射が駅の内部を歪ゆがんで映し出していた。

　身なりはかなり整っており、ブランド物の服や椅い子すの横に置かれた高級感かんを漂ただよわせる傘かさなど、一見すると裕ゆう福ふくな財ざい閥ばつの中ちゆう枢すうにいる人間のようにも思えた。それだけに、彼の悪人としか思えない目の鋭さは強い違い和わ感かんとなり、見る者の心に強く強く焼き付けられる。

「あ、やっと降りて来た！　遅いですよ、副社長！」

　そんな物ぶつ騒そうな空気を湛たたえた男を、写真機を提さげた少女は屈くつ託たくない笑顔で出迎えた。

「もー。私は早くこの長なが旅たびの記録を記事にしたくて仕方ないんですから！」

「やれやれ……仮に人間が一生の間に奏かなでられる心しん臓ぞうの鼓こ動どう音おんが一定だった場合、今、心しん拍ぱくが早まっている分は確実に寿じゆ命みようを縮めているということをもっと自覚するといい」

「そんなわけのわからない自覚はいいですよう、新聞記者は記事の速さが命ですよ！　早く新聞社に帰って記事とか色々纏まとめないと！」

　一いつ刻こくも早く移動したいという雰囲気の少女に対し、

「ふむ……速さが命と同等か。キャロルよ。それではせいぜい２６４８点といったところか」

「……何点中ですか？」

　ジト目になって睨にらみ付けるキャロルの視線も気に掛けず、『副社長』と呼ばれた男は淡たん々たんと言葉を続けていった。

「新聞記者において重要なのは情報の正確さだ……と言いたいところだが、実際にはそうとも限らん。ハッタリだけも記事にはなる。いや、ハッタリだけの方が売れる事すらある。大事なのはセンスと運と体力。身体と心が資本であり、今を生きる心臓と脳のう髄ずいの鼓動、新聞記者としての命も人間としての命と同等である……そう判断する事もできるが、結論になっていないゆえ、これもせいぜい２６４９点といった所か」

「１点差!?　……いえ、もういいです。いいですから、その人間の鋭えい気きを養う為ためにも早く会社に──」

　もはや諦あきらめて議論を切り上げようとしているキャロルだったが──ふと、副社長の後ろに視線を送り、不ふ思し議ぎそうな声を口にする。

「あれ？　えっと……あれ？」

「どうしたキャロル。淑しゆく女じよたるもの、そうみだりに人を指差すものではない」

　人差し指を向けてくる助手を窘たしなめ、副社長はモノクルレンズの位置を直し始めた。

　そんな副社長に対し、キャロルは頭に疑問符ふを浮かべながら問いかける。

「えーっと。副社長。今回の取材、私と副社長の二人旅でしたよね？」

「ふむ……確かにお前と私はこの旅において最も多く行動を共にした間あいだ柄がらだと言えよう。だが、わざわざそんな分かり切った情報を確認するとは、どうやらキャロルの視線の先、つまり私の背中に何か異い変へんがあるという事と判断するが、とりあえず言いたい事を言ってみたまえ」

「……えっと……」

　キャロルはほんの一いつ瞬しゆん思し考こうを巡らせ──

　副社長ではなく、その背後にいる存在に対して言葉を投げかけた。

「あのう、どちら様ですか？」

　すると、副社長の背に寄り添うように立っていた『彼女』は、小さな笑いをクスリと漏らし、淀よどみない声を周辺に響ひびかせる。

「こんにちは」

「む……？」

「初めまして、というべきですかしら？　それとも、『またお会いしましたね』、と言うべきかもしれませんけれど」

　副社長が首だけで振り返ると、そこには一人の女性が立っていた。

　一般的な女性の旅行者といった雰ふん囲い気きのその女性は、やはり淀みない微笑ほほえみを浮かべると、あらかじめ用意してあったかのような言葉をスラスラと紡つむぎ出す。

「ＤＤ新聞社の副社長さんですよね。それとも……情報屋さん、とお呼び致しましょうか？　ギュスターヴ・サンジェルマンさん。……これも本名かどうかは怪しいものですけれど」

　突然現あらわれ、必要以上に仰ぎよう々ぎようしくこちらの素す性じようを確認する一人の女。

　キャロルは少し不ぶ気き味みなものを感じ、副社長の陰に隠かくれるように一歩退ひいたが、副社長──ギュスターヴは全く動どう揺ようを見せず、対抗するような仰々しさで言葉を返す。

「どちらも真実ではあるので、貴き姉しの思うように発言されるのが宜よろしいでしょうな。ただ、貴女あなたが如い何か様ような立場で我々に接触したのかによって、こちらも態度を変えねばなりませんが」

　副社長はゆるりとした動作で背せ筋すじを伸ばすと、片手で襟えりを直しながら正式に彼女に対して向き直る。

　女は柔らかい微笑ほほえみを浮かべたまま、淡たん々たんと相手についての情報を確認した。

　即すなわち、彼らが確かな『情報屋』であるという情報を。

「貴女あなた達……ＤＤ新聞社の情報屋は、どんな類たぐいの情報でも扱うって聞きましたけれど？」

「ふむ……確かに。我々は情報屋。情報を通貨とし、金を買う。我々にとっては情報こそが社会の基準にして絶対的価か値ち観かん。その値ね打うちは株かぶ価かの相そう場ば以上に激しく変動し、取とり引ひき相手によって七なな色いろに輝きを変化させる。そんなものしか取り扱えない難なん儀ぎな商売です。人の醜しゆう聞ぶんから名めい聞ぶん、声せい聞ぶん、遠えん聞ぶん、著ちよ聞ぶん、奇き聞ぶん。お望みとあらば風ふう聞ぶんや虚きよ聞ぶんさえも商品として売り渡しましょう。……で、貴女あなたはそんな我わが社しやを頼られた大事な大事な御お客きやく様、という形で宜よろしいのですかな？」

　宣伝文もん句くのような長なが台詞ぜりふを枕まくら詞ことばに、極めて慇いん懃ぎんに尋たずねる副社長。だが、その目には欠片かけらも媚こびた様よう子すは見られない。まるで、相手の正体を見み透すかしているかのように。

　そして──女は、副社長が見透かした通りの行動をとった。

　柔にゆう和わな笑顔は崩さずに。

　淡々とした動作。

　動いた量は、微び々びたるもの。

　ただ、鞄かばんの中から黒光りする小さな塊かたまりを取りだし、副社長の胸元へと向ける──ただ、それだけの事だった。

「改めて、初めまして。あるいはお久しぶりですわ。お二人とも」

「え？　……ひっ!?」

　彼女が手に握っている物が拳けん銃じゆうだと気付き、キャロルは思わず表情を引きつらせる。

　一方の副社長は、突然現あらわれた凶きよう器きに表情を一いつ切さい乱す事なく、女に向かって静かに語りかけた。

「なるほど。情報を通つう貨かとして扱うならば、強ごう盗とうに遭あって根こそぎ取られるという事も当然想そう定ていしておくべき事ではある……。客ではないなら、丁てい寧ねいに応おう対たいする必要も無し、か」

「ふ、副社長！　それどころじゃ……」

　カタカタと震えながら写真機を握り締めているキャロル。そんな彼女を庇かばうように足を動かすと、副社長は淡々と駆け引きという名の情報を語り出す。

「では強盗のお嬢じようさん、わざわざ警察の厄やつ介かいになる危険を冒おかしてまで、我々から奪いたい情報とは如い何かに？　……と、その前に名前ぐらいは聞いておきたいが？」

　銃を向けた強盗に対し、あくまでも慇懃を貫つらぬき通す。ただし、ニコリともしない副社長。

　対たい照しよう的に、女は銃を向けながらニコやかに笑う。副社長と彼女自身の服に隠かくれた小さな銃に、遠く離れた駅員達が気付く気け配はいは微み塵じんも感じられはしなかった。

「私わたくしの名はヒルトン。『双ふた子ご』の片かた割われですわ」

　あっさりとした名乗り。

「ふむ。理解した。だが……全体としての名より、個々の名を言って貰えると助かるのだが」

　そして、あっさりとした受け答え。

　キャロルは何が起こったのか解わからずに、写真機を持つ手を強く握り締めている。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、ヒルトンと名乗った女は静かに首を振り──笑顔を僅わずかに引きつらせながら忌いま々いましげな言葉を口にした。

「……そう。貴女あなたがたの……そういうところが恐ろしいのです」

「ほう？」

「情報屋、情報屋、情報屋！　そう名乗れば何を知っていても許されるとばかりに！　何もかも見み透すかしたような目で、まるで世界の支配者であるかのように立ち回る！　貴方がたは……正直なところ、何ど処こまで知っておりますの？　私達の事を……私の事を！」

　完全に憤ふん慨がいしたわけではないが、いつ引ひき金がねを引いてもおかしくない雰ふん囲い気きを振り巻く女の一方で──情報屋は、完全に自分の世界に入ったように独り言を紡つむぎ続ける。

「ふむ……何処まで知っているか、と聞かれれば実に曖あい昧まいな答えとなり、私自身も非常に判断に困る事となるだろう。……『何処まで知りたいか』と問われたのならば『何処までも』と答える事ができるのだが」

　半なかば本気でその問いに考え込みながら、副社長は独り言さながらに言葉を続けた。

「既に知っている事の量など、無む学がくゆえ言い表す言葉を一つしか知らないのでね。私が何処まで知っているかという問いには、敢あえてその一言で答えるとしよう。即すなわち、『知りうる限り』とただ一言」

「ふざけないで頂ちよう戴だい」

　顔からスゥ、と笑みを消し去り、ヒルトンと名乗った女は声こわ色いろを重くしながら言葉を続けた。

「貴方達は、シカゴを色々とウロチョロしてくれてたわね。貴方達はどこにでもいた。それこそ、私達と同じぐらい、どこにでも！」

「その件には訂正をさせていただきましょう、強ごう盗とう犯はんのお嬢じようさん。我々は貴女あなたのように全米中じゆうにはいないし──逆に、我々は貴女がいないところにもいた」

　謎なぞかけをするように言葉を返す副社長に、ヒルトンは一度だけ歯ぎしりをすると、感情を冷ましながら改めて情報屋に問いかける。

「そう、だから、私達は知りたいのよ」

　だが、完全に冷静にはなれなかったようで、言葉を続けるに従い、ヒルトンは徐々に声の調子を荒げていった。

「ヒューイ様が……ヒューイ様が何な故ぜ左目を奪われたのか……いったい、私の知らない所で何が起こっていたのか！　シカゴとアルカトラズで私が置かれた状況を見ると──貴方達『情報屋』が奴らとグルになっていた……そう考える事もできるのですけれど？」

　呼吸を整えながら、ぶれていた銃じゆう口こうの先を静かに安定させるヒルトン。

　それまでの焦りは純粋な怒りと憤いきどおりによるもので、決して人に銃を向ける事に対する緊きん張ちようなどではなかった。

　彼女の鋭く据すわった眼がん光こうは既すでに人を殺した経験のある者のそれであり、副社長はおろかキャロルにすらその脅おどしが本気であるという事を伝えている。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい、例え何か彼女の望む情報を話したとしても、無事には帰れないのではないか。写真機を抱えた少女はそんな思いに囚とらわれたのだが──一方の副社長は小さく息を吐くと、半なかば呆あきれたように首を振る。

「君は、自分の行為の生み出す結果を自分で信じる事ができるのかね？」

「……どういう事かしら？」

「脅しに屈する情報屋は、いずれ必ず嘘うそをつく。命いのち惜おしさに口を開く情報屋は、自らが助かる為ためならば相手にとって耳みみ障ざわりのいい嘘を平気で紡つむぎ出すことだろう」

「……」

　思し案あんの表情を見せながらも、ヒルトンは銃じゆう口こうを外さない。引ひき金がねに籠こめる力も緩めない。

　だが、その状況において副社長は一歩も退ひかずに言い放った。

「ＤＤ新聞社は脅しに屈し、真実を曲げる事はない。だが、貴き姉しが『強ごう盗とう』だというのならば……あえて抵抗せずに引き渡しましょう。全ての情報を」

「ふ、副社長、どうせ言いなりになるなら、もっと下した手てに出ましょうよう!?」

　どうするつもりですかと泣きそうな眼めで見上げる助手を余よ所そに、副社長ギュスターヴ・サンジェルマンはモノクルの奥の瞳ひとみを光らせる。

「ここではいずれ駅員に見つかって騒ぎになる。とりあえず場所を変えるとしよう」

「……元からそのつもりですわ。どうやら逃げるつもりもなさそうですし……罠わなに嵌はめるつもりだったら、後でどうなるか……私の秘密を知っている貴女あなたには良く解わかっているでしょう？」

「大変結けつ構こう。では道すがら、頭の中を整理して……ある種の覚かく悟ごをしておいていただこう」

「覚悟？」

　奇き妙みような物言いをする副社長は、そのまま更に奇妙な言葉を口にした。

「語り手の選せん別べつ無く情報を根こそぎ奪うという事は、知らなければ良かったという情報まで全て全て知ってしまうハメになる」

　紡ぎ出される言葉は、ヒルトンと名乗る女の全てを見み透すかしているかのようだった。

　この先さき彼女の身に何が起こるかさえも、全て全て、淀よどみなく────

「覚えておきたまえ。知った結果に何が起ころうとも……強盗相手にアフターサービスを行う程ほどに臆おく病びような商売ではないのだよ。情報屋という職業は」

　ゆったりとして、それでいて重い言葉を吐き出しながら、副社長は静かに言葉を紡ぎ出す。

「さて……君の頭の整理を助ける為に、歩きながら君達の事について確認するとしようか。君達、『吸ラ血ミ鬼ア』と呼ばれる『手て駒ごま』が、シカゴという町に対して何を為なしたのか、そして、何を為せなかったのか────それでは、語ると致しましょう」




「ゆるりとした真実を……決して包み隠かくさずに」
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プロローグⅤ　異い端たん者しや編へん隊たい







　それは──奇き妙みような集団だった。




　　　　⇔




１９３４年　某ぼう月某日




イリノイ州　シカゴ




「其そは……蒼あおき慟どう哭こく。雨音はそう答えた」




「蒼の悲ひ慟どう……其は……風を呼び込む魂たましいの色しき相そう」

　ホンブルグハットを目ま深ぶかに被かぶった男は、広大な水面を前にして呟つぶやいた。

「ミシガンから吹きすさぶ風は……シカゴを幾いく度どでも蘇よみがえらせると言うのです。誰が？　誰かが」

　その男の奇き妙みような呟つぶやきは、湖から流れてくる風に流されるままに消えていく。




　彼が言うように、シカゴは復ふつ興こうの街と言える。

　ニューヨークとロサンゼルス。東西に分かれた二つの大都市を結ぶ途と上じようにあるシカゴは、産業や人、文化が流通する際の要よう所しよとして発展してきた。本格的に発展が始まってから数十年の間に、次々と鉄道や運うん河がの施設が完成し、アメリカ大陸の重要な交通拠きよ点てんとして次第にその人口を増やしていく。

　また、周囲の土地を利用した農業や畜ちく産さんが発達し、アメリカの食料庫として順じゆん調ちような発展を続けていった。

　だが、１８７１年──シカゴを劫ごう火かが包み込む。

　原因は断定されていないが、特定されない程ほどに些さ細さいなきっかけから始まった火は、街を容よう赦しやなく焼き払った。

　後のシカゴの大火と呼ばれ、全米の防ぼう災さい意識を高めるきっかけとなったこの火災は数日にわたって燃え続け──逆に、たったの数日間で二百五十人もの命と十万人分ぶんの家を燃やし尽くす。

　だが、ここからの復興こそが、シカゴという街の象しよう徴ちようだと言う者もいる。

『仕方がない、ならば……燃えない物で家を造るとしようじゃないかね』

　そんな考えの元、木と小麦の焼け跡から──石と鉄の建造物が穂ほ孕ばらみ始めた。

　石と鉄は、植物以上の勢いで空へ空へと芽めを伸ばし、やがて一つの巨大なビルを造り上げる。

　ホーム・インシュランス・ビル。

　１９３１年の時点で取り壊された、その世界初の『摩ま天てん楼ろう』を始めとして、それこそ天を摩さすらんばかりの勢いのビル群が立ち並ぶ。

　そして現在──シカゴという街は、火事を教きよう訓くんとした多数の消防署と──その布ふ陣じんに護まもられて発展した高こう楼ろうが立ち並ぶ大都市となっていた。

　国内でも指ゆび折おりのシカゴトリビューン新聞社。その本部であるトリビューン・タワーを始めとして、街にはＮＹと肩を並べる、あるいはそれ以上の摩天楼がひしめいていた。




　まさに大都会、まさにアメリカの発展の歴史の象徴の一つ。

　そんな広大な街と自然の象徴たる湖の狭はざ間ま。

　湖から風が吹きすさぶ湖岸に立ち、ホンブルグハットの男は両腕を開き、首をゆっくりと左右に振りながらミュージカルのように大おお仰ぎようで、ミュージカルや詩し劇げきよりも遙かにわざとらしい台詞せりふを吐き出した。


「風が運ぶもの──

　其そは乾いた藻も

　其そは生なま温ぬるい湿り気を帯びた砂

　其は勇ゆう烈れつなる光

　其は身を切り裂く冷たい空気

　我々はその全てに希望と絶望を同時に見出し

　温度差さは、やがて力を生み出すだろう」



　大声で呟つぶやき終えた男は、顎あごに手をやりながらフムリと息を唸うならせる。

「温度差、という単語は些いささか安っぽいか……ふぅむ。何かよい単語は無いものか」

　帽ぼう子しの鍔つばが光を遮さえぎり、眼めの様よう子すはまったく窺うかがい知れない。ただ、顎あご回まわりに皺しわなどが見られない事から、それほど高こう齢れいであるとも感じられない男だった。

「覬き覦ゆな答えを望むこの身に教えてくれはしないだろうか時の流れるままに。我が同志よ」

　背後に向かって呼びかけた男の声に対し──

　周囲の空気から返ってくるのは、完全なる沈ちん黙もくのみ。

「……問いかけたのに何な故ぜ沈黙が続くのか……私の背後の静せい寂じやくが闇やみとなって我が足先を喰らうのです。クラップ！　クラップ！　おお、おお、偉大なる王よ聞き届けたまえ。静寂が自らの存在を殺す為ために叫び声を上げて私の身体からだを喰らうので──ぐおぁっ」

　側そく頭とう部ぶへの衝しよう撃げき。

　彼の言う静寂とやらが、回転を利かせたハイキックという自己主しゆ張ちようを叩たたきつけてきた。

「何が安いって……単語だけじゃない。『詩し人じん』……お前の存在全すべてが安くてビックリしたぞ」

　格かく闘とう家かばりの一いち撃げきを放ったのは、ハスキーな声が特とく徴ちよう的な女だった。

　不ふ機き嫌げんそうな表情を隠かくしもしない彼女は、蹴けられた側のコメカミを両手で押さえて蹲うずくまる男を蔑さげすんだ眼で睨にらみ付ける。

　笑うよりも寧むしろムスリとした顔の方が魅み力りよく的というような、淀よどんだ目つきの女だった。年は二は十た歳ち前後だろうか。顔立ちは整っている部ぶ類るいに入るだろうが、その眼の異い様ような淀みが周囲の人間とのあからさまな壁を作りだしている。

　更に言うと、彼女の吐き出す言葉は粗そ野やというわけではないが全く女性らしくなく──今し方『詩人』と呼ばれた男は、かつて彼女の言葉使いを『殺人鬼きの手入れが行き届いたマスケット銃に女め神がみが宿ったとしたならば、恐らくそれが君だろう』と評した事がある。

　しかし、格かつ好こうは至って女性的であり、どこかの社交界かいの令れい嬢じようか、世が世なら貴族の娘と言っても違い和わ感かんが無い格好だ。

　そんな優ゆう美びな服装を纏まとう身体から発せられるのは、どこまでも憮ぶ然ぜんとした冷たい言葉。

「いいか『詩人』。タダでさえ事を起こすまでは目立つなとヒューイ様に言われている。それを忘れたのか？」

　冷めた目で見下ろしてくる淀んだ金きん髪ぱつ女を見上げ、『詩人』は静かに頷うなずいた。

「言われるまでもなく。重力と男の尊そん厳げんに逆らって、私の側頭上で君が踊ったタップによって記き憶おくが羽ばたき去るかと思ったが、どうやら私の心は余よ程ほど美び味みらしい。ヒューイ様の言葉は記憶の渡り鳥と化し、私にすっかりなついてしまったよ」

　意味の通じがたい言葉を紡つむぎ続ける男に対し、女は不ふ機き嫌げんな表情のまま問いかける。

「では問題だ。私は今お前のヘンテコな言葉遣づかいについて何を思っている？」

「おお！　おお！　神よ！　神よ！　私の目の前に現れた二人の悪あく魔まは、大地に奥おく歯ばをこすりつけながら告げるのです。『汝なんじ、篠しの突つく血けつ涙るいのダンスを踊れ』と。つまり君の刹せつ那な的な怒りの前において如い何かなる答えにも意味など存在しないのである。悲しきかな、悲しきかな」

「怒りはあっている。だが惜しい。答えは『死ね』だ。お前風ふうに言うなら『汝、地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれよ』といったところか？」

「そのようにストレートな物言いは言こと霊だまを汚けがす！　不ふ言げん実行はさらに論ろん外がいだ！」

「無む神しん論ろん者じやの癖くせに『神よ』とか叫んでる貴き様さまは論外どころか常識の埒らち外がいだ」

　男は屈くつ辱じよく的な言葉に対し、スックと立ち上がりながら反論を開始した。

「それはあべこべである。風かぜ切きり羽ばねを寄りあわせた首のない人形がそう言った……神を信じていないからこそ神は我が身の内に降り立ち、飼い慣らし、初めてその御み名なを叫ぶ事ができるのだと！」

「悪いが、もう何を言っているのか十三割がた理解できない」

「むむ……哲てつ学がく的な問いを私にするつもりか……十割を超える絶対的にして不確かな矛む盾じゆん。残りの三割とはいかなる世界からの来訪者たるや？」

「一割はお前の頭、一割はお前の存在意い義ぎ、残り一割はお前が縁えん起ぎ悪くなるように無む理り矢や理り13の数に合わせる為ための数あわせだ」

　淡たん々たんと放たれる侮ぶ蔑じよくの言葉に、『詩し人じん』は静かに頷うなずいた。

「むう……理解できた」

　詩人は噛かみしめるように口元に柔らかな微笑ほほえみを浮かべ──

　次の瞬しゆん間かん、先せん刻こく以上に大おお仰ぎように両手を開いて空を仰ぎ、背骨が折れるかと思わせるほどに身体からだを反らせながら不快の意志を叫び立てる。

「神よ、……神よ。……神よ！　どうか彼らに罪をお与え下さい。私が罰ばつの執しつ行こう者となりえるだけの罪を。そのためならば私は彼らを火の衣に詰めた路傍の石スーパーブラツクジヤツクで打ち砕き、溢あふれ出る罪の残ざん滓しを啜すすり喉のどの渇かわきを癒いやしましょうぞ！」

「狂ってる」

　うんざりとした表情で的てき確かくに『詩人』を表現する女だったが──

　その背後から、新しい声が掛けられた。

「あれあれぇ。随ずい分ぶんとまた派は手でに叫んでるねぇ」

「見てたんだなあ。シックルも派手に回し蹴げりなんかして、女の人がそんなことしたらすごくすごく目立つと思うんだなあ。う、うん」

　高低に分かれた二つの声に振り返ると、シックルと呼ばれた女はそこに立っていた二つの人ひと影かげに言葉を返す。

「遅いわよ、レイル、フランク」

「仕方ないよぉ。僕達は嫌でも目立つからね。僕は顔をマフラーと帽ぼう子しで隠かくせばいいけどぉ、フランクは隠しようがないって」

「ご、ごめんなさいだなあ」

　不ふ機き嫌げんな顔で睨にらまれた二つの影は、一方は薄い笑みで肩をすくめ、もう一方は怯おびえた表情で身体からだ全体を縮こまらせる。

　しかし──身を縮こまらせた方──フランクと呼ばれた人影は、それでも隣となりに立つレイルという人影の何倍もの膨ふくらみを見せている。

　レイルと呼ばれた方は小こ柄がらな少年で、フランクと呼ばれた方は、外がい見けんはレイルよりも年下の子供のようだったが、そのスケールが桁けた違ちがいに大きかった。

　身長は２メートルを軽く超し、頭とう身しんがあるわけではなく、頭部が非常に大きい、幼児がそのまま拡大されたような体型と言える。

　その上、筋肉か脂し肪ぼうかは解わからないが胴どう回まわりも非常に太くなっており、身体全ぜん体たいで巨大なビア樽だるに手足が生はえた人形を彷ほう彿ふつとさせる。

　一方のレイルは、一見はどこにでもいるストリートチルドレンといった服装の少年だった。

　体型や顔立ちは、まるで球体関かん節せつの人形のような印いん象しようであり、どこか冷たい印象を周囲に与えている。

　だが──スケールの事を抜きにすれば、彼にもフランクに劣らぬ程ほど特とく徴ちよう的な部分があった。

　レイルの皮ひ膚ふには仰ぎよう々ぎようしい縫ほう合ごう痕こんが無数に走り、露ろ出しゆつした皮膚が地図か路ろ線せん図ずのようになっている。

　恐らくは服の下も全て同じような状況なのだろう。顔面にも横よこ一いち文もん字じに縫合痕が走り、こめかみのあたりからは縦たてに縫合痕が走っていた。

　口元は疵きずに引きつられるかのような薄い笑みを浮かべており、透すき通るような白い肌はだと疵きず痕あとの生々しさのギャップを自じ嘲ちよう気味に笑っているかのようにも見える。

　手元の人形に嫉しつ妬とした子供がその全身をナイフで切り刻んだ──そんな印象を周囲に与える少年だった。

　そんな関節人形の少年が、ビア樽人形の巨大な子供に笑いかける。

「この街に来るまでが大変だったんだよねぇ？　フランクがいるのがバレたらそれでお終しまいだからさぁ。この体格じゃあ普通の列車のドアに入らないから、貨か物もつ列車を乗り継いだ後、いったい何マイル歩いたことやら」

「ご、ごめんよう」

「謝る必要なんか無いよぉフランク！　悪いのはヒューイの奴やつさ！　あいつがこんな大だい都会に僕らを呼ぶのが悪い！　しかも、『目立たないように』だってぇ？　あの変へん態たい、絶ぜつ対たい絶対僕達たちの事をからかって楽しんでる！」

　笑みを浮かべながらも、他の面子めんつが『様さま』づけで呼んでいた相手にストレートな毒を吐く。

　フランクはそんなレイルを見てオロオロと視線を泳がせており、『詩し人じん』は嬉うれしそうに両手を広げながら信じていない神に対して惜しみない感謝を捧ささげていた。

「おお、早さつ速そく神が罪を与えなされた！　我ら『妖怪ラルウア』の内部組織『吸ラ血ミ鬼ア』の一員たる少年が、我らの創造主しゆにして絶対的な法であり運命であり、そして秩ちつ序じよと友ゆう愛あいの象しよう徴ちようであるヒューイ様に対してリリスの林檎リンゴを差し出した！　暴ぼう言げんかな暴言かな愚おろかなるかな聖なるかな！　ここはつまり連れん帯たい責任なので死して魂たましいを墓ぼ標ひように刻めいシックルぅぼぁぁぁっ」

　叫びながら懐ふところに手を伸ばす『詩人』の喉のどに、軽やかな足そく刀とうがサクリと刺さる。
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　帽ぼう子しと喉を押さえながら悶もん絶ぜつする仲間を余よ所そに、足を戻しながら振り返ったシックルが不ふ機き嫌げんそうな表情のまま口を開いた。

「良かったな、お前の罪とやらは代わりに『詩人』が引き受けてくれたそうだ」

　そう言いながら、シックルは眼前の少年に対して疲れたように溜ため息いきを吐く。

「後ろのバカに同意するわけじゃないが、お前は本当にヒューイ様への忠ちゆう誠せい心しんが無いな」

「だったらどうするの？　報告する？　僕、消されちゃうかもねぇ！　アハハハハハハ！」

「その程度で消す程ほどヒューイ様は暇ひま人じんじゃない。それに、お前の叛はん意いなんぞヒューイ様はとっくに気付いていることだろう」

「ああ、そうだろうねぇ。……そう、そういう所も腹立たしいんだよぉ！　アハハハハハ！」

　笑いながらも、レイルの目に一いつ瞬しゆんだけ暗い影がよぎった。どうやらレイルは本気でヒューイを憎んでいるようだが、特に隠かくしもしないまま気を取り直したように言葉を続けた。

「で、今日は他に誰が来るのさ？　ひょっとして久しぶりに『吸ラ血ミ鬼ア』全員集合？」

「リーザとチーだね。アデルは相変わらずティムの用よう心じん棒ぼう。クリストファーは行方ゆくえ不明」

「え？　クリス、まだ見つかってないの？」

　驚いたように言う少年に、シックルは静かに口を開く。

「双ふた子ごの情報網もうにもここ１年引っかからない。最悪の事じ態たいを考えておいた方がいいかもな」

「……そうなんだぁ……」

　淡たん々たんと告げるシックルの言葉に、レイルは少しだけ表情を曇らせた。口元だけは相変わらず笑顔を浮かべている事から、本当に縫ほう合ごう痕こんに口を引っ張られているのではないかと想そう像ぞうさせる。

　そんな微び妙みような状況の中、空気を読まない言葉の騒そう音おんが鳴り響ひびいた。

「黄昏たそがれの中に曙しよ光こうが輝く。夜の闇やみは全ての時を止め、我々はその時を超える為ために日々を生きていくのである。驚くべき事である。だがしかし、ああ、だかしかし！　私は時には疲れない。ただ、襲おそい来る理り不ふ尽じんに疲れ果てたのです。いったい幾いく度ど時の川を進めば待ち人に会えるのでしょう。運うん河がを築く為にはあとどれ程ほど時の川を堰せき止めなければならないのでしょう」

「黙れ『詩し人じん』。何度も言うがお前の無意味な言葉の羅ら列れつは詩に対する冒ぼう涜とくだと早く気付け」

　ようやく復活した『詩人』の言葉に、シックルは忌いま々いましげに言葉と唾つばを吐き捨てた。

　一方、全く『詩人』の意図を汲くめなかったレイルは、笑いながらシックルに問いかける。

「アハハ。今のはなんて言いたかったのかな？」

「待つのに飽きたとさ」

「わぁ。たったそれだけの言葉を素であれだけ意味不ふ明めいにできるんだから、ある意味天てん才さいだねぇ。全ての意味で変へん態たいだけど」

　ケラケラと笑うレイルに、『詩人』は静かに首を振る。

　落ち着き払った態度で縫合痕の少年へと歩み寄り、その肩にそっと手を乗せた。

「なに？　どしたの？　『詩人』さん？」

「レイルよ……良く聞け。言葉は偉大だ。文字でも手しゆ話わでも、何かを伝え、より正確に相手に自らを伝える手段がある事は素晴らしい事だ」

　唐とう突とつに通常の言葉使いになった男の意図を探ろうとするが、相手の目はやはり帽ぼう子しに隠かくれて全く見えない。

「言葉は世界の全てを表現しきれる。百ひやく聞ぶんは一見にしかず。だが、千せんの言葉は人の見える景け色しきを正確に語り、万まんの言葉はその光景を覆くつがえし──億おくの言葉は、世界そのものを塗り替える」

「……」

「言葉は力だ。言葉の全てを信じれば、私は言葉にだって欲よく情じようできる！　だが、私が言葉だけで世界の物理法ほう則そくを操あやつるにはまだ言葉足たらずだ。そこで──私の代わりに物理的な君の力でシックルを吹き飛ばしてくれたら、御お礼れいに世界が楽しくなる魔ま法ほうの言葉を教ええぇぇ」

「真ま面じ目めに聞くな、損をする」

　シックルに首もとを掴つかまれ頸けい骨こつをずらされそうになっている『詩し人じん』を余よ所そに、レイルは少し残念そうに言葉を紡つむぐ。

「あーあー。たまに真面目に話す『詩人』さんの言葉、もうちょっと聞きたかったんだけど」

「吹き飛ばされたら堪たまらないからな」

　シックルは不ふ機き嫌げんそうな表情に僅わずかな苦く笑しようを浮かべ、周囲をぐるりと見渡した。

「そろそろ、リーザから連絡がある筈はずなんだけど──」




　　　　⇔




　そんな奇き人じん達の集団を、遠とお目めに監かん視しする男達がいた。

「……あれ……か？」

　岸辺から離れた林の中から、木に隠かくれるようにして『詩人』達を監視する者が三人。

「ああ、間違い無い。こっちの手て配はい書しよにある覚え書きそのままだ」

「ま、あの丸いデカブツは間違えようがねえわな」

　双そう眼がん鏡きようを握る男はレンズの奥で欠伸あくびしている巨きよ漢かんを見て苦く笑しようし、その周囲に並ぶ人間達にも注意を払う。

「おっと。ガキの顔にもちゃんと線路みてえな縫ぬい目がある。ビンゴだ。他の二人は手配書の連れん中ちゆうか確定できねえが……」

「まあ、違ったとしても運が悪かっただけだ。……そいつらのな」

「そうそう。運が悪いだけさ、俺らは何も悪くねぇ」

「違いない」

　物ぶつ騒そうな事を言いながら笑い合う男達。

　服装はロングコートと中なか折おれ帽ぼう。至し極ごく一般的な格かつ好こうと言えるが、その下から滲にじみ出る雰ふん囲い気きが、あからさまに彼らが一般人と異なる存在──俗に言う『ギャングスター』だという事を示していた。

　特に双眼鏡の男はあからさまで、頬ほおにナイフによるものと思おぼしき疵きず痕あとが生々しく走っている。

「で、どうする。俺らだけでやるか？」

　不意に笑いを消し、男達の一人が驚く程ほどに冷めた表情を顔面に貼はりつけた。

　魚をさばくように人の喉のどを掻かき切る事ができるであろう目で、遠目に見える巨漢達たちを睨にらみ付ける。

「いや……やめとけ。ただの見せ物小ご屋やの集団ってわけじゃねえらしいからな。ヒューイとかいう奴やつの私し兵へい部隊の中でも、特に狂った連れん中ちゆうだって話だ」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞく男だけは未だに薄うす笑わらいを浮かべたまま、いまだ緊きん張ちようしきらぬ声で指示を出す。

「とりあえず人を集めろ。あいつらさえ始し末まつすりゃ……」




「──どうなるのかしら？」




　唐とう突とつ。

　その声は、あまりにも唐突だった。

　どこからともなく聞こえた艶なまめかしい女の声に、頬ほお疵きずの男は目から双眼鏡を離して勢いよく後ろを振り返る。

　だが、そこには女性の姿など影も形も無く──

　同時に、ある筈はずの二人の仲間の姿も消えていた。

「え……？」

　ドクリ、と心しん臓ぞうの音が弾はじけ、男の身体からだを緊張が包み込む。

　つい今いまし方がた仲間が見せたようなものではなく、自らへの危機感に端たんを発する緊張。

　瞬しゆん時じに湧わき出た汗が背中を濡ぬらし、彼は何が起こったのかを把は握あくすべく脳のう内ないに湧き上がる恐怖を無む理り矢や理り押さえつける。

　と、同時に──視し界かいの下に何かが見えた。

　倒れ伏している二つの身体。数秒前まえまで普通に会話を行っていた仲間達たちだ。

「お、おい……」

　ゆっくりと視線を下ろしていく。完全に視界を下げるよりも前に、男は二人の意識が既すでにないであろうと理解する。

　うつぶせに倒れた二人の男の後こう頭とう部ぶに、奇き妙みような円上の物体が突き刺さっていたからだ。

　天使の輪を想像させる銀色のそれは、血を噴ふき出させる事もなく、ただ深々と仲間達の頭ず蓋がいへと染みこんでいる。

　状況が呑み込めない代わりに唾つばをゴクリと呑んだ男に、今度は男の声が掛けられた。

「貴き様さまら、何者だ」

　ゆっくりと背後を振り返ると──

　最初に、何本もの刃やいばが見えた。

　続いて、その刃の隙すき間まから、髪を後ろに束ねた男の姿が見える。

　黒くろ髪かみに黄色い肌はだ。服装も相まって、一ひと目めで東とう洋よう人じんと解わかる男だった。

　東洋人は同情をするように溜ため息いきをつくと、哀あわれみを籠こめた目で男に刃を近づけていく。

「運が悪かったのは、貴様らの方というわけだ」




「それが、全てだ」




　　　　⇔




「お待たせ」

　どこからともなく聞こえてきた女の声に、シックルと『詩し人じん』は特に疑問を抱かずに言葉を返す。

「ああ、待ったぞリーザ。おかげでこの阿あ呆ほうの散さん文ぶん詩しならぬ惨さん文ぶん詩をどれだけ聞かされた事か」

「おお……闇やみより生まれし声が我々に毒どく林檎リンゴの蜜みつを運んできたか。しかし時は既に満ち、絶望の海へと溢あふれ出した。溢れ出したのだ！　熟うれすぎた林檎は毒をも腐らせ、やがて我らが脳のう髄ずいをも腐らせるであろう。悲しきかな悲しきかな。怒りに満ちる満月の欠けたることも無しと思えば」

「……『遅いぞ』でいいじゃないのよ」

　リーザと呼ばれた女の声が呆あきれたように響ひびくが、やはり周囲にその姿は無い。

　代わりに、彼らの側そばには東とう洋よう人じんが歩み寄ってきており、『詩人』の叫びに対して忌いま々いましげに口を開いた。

「貴き様さま……まだそのウザッたい言葉使いを改めぬのか。クリストファーに余よ計けいな影えい響きようを与えた時よりも更に言葉と心を壊したか？」

「クリストファー！　おお、そう言えば彼かの男だけだった。我が言こと霊だまに魂たましいを共鳴させた偉大にして誠実なる人物は！　詩しを唄うたにしたがる悪あく癖へきはあったものの、なるほど我が言霊は確かに奴やつの心に入り込んでいたか」

「……いや、もう何も言わん。だから貴様も黙れ」

「チー。このアホは相手にしない方がいい。話せば話す程ほど言葉が腐り落ちていく」

　シックルの言葉に、チーと呼ばれた東洋人──ホン・チーメイは疲れたように溜ため息いきをつく。

「ふん……そんな事は今はいい。それよりも、こいつだ」

　そう言いながら、チーは懐ふところにしまっていた紙を取りだした。

「なあに、これ？」

「ぼ、僕らの事が書いてあるみたいなんだなぁ」

　興味深ぶかげに紙を覗のぞき込んだレイルと、その遙か頭ず上じよう高くから更に覗き込むフランク。

　彼らの目に映る紙には、確かに自分達たちの身体からだの特とく徴ちようのようなものが書いてあり、フランクに至っては簡単な図まで描かれている。

「……いやぁ、本当になんなのこれ？」

「そこの林でお前らを監かん視ししていた連れん中ちゆうがいて、そいつらが持っていた」

　手て配はい書しよの一部には新鮮な血の色が滲にじんでおり、捕らえてここに連れてきていないという事実も含め、持ち主がどうなったのかを如によ実じつに暗示していた。

　淡たん々たんと語るチーに対し、シックルが眉まゆを顰ひそめながら口を開く。

「そいつらが何者か聞いてから始し末まつしたんだろうな？」

「少し脅おどしたら、自ら我が刃やいばに喉のどを貫つらぬかせた。意い外がいと覚かく悟ごのある奴やつだ」

「他に証しよう拠こになるようなものは持ってなかったしね。こんな事ならお仲間を呼ぶまで様よう子すを見ておけば良かったわ……」

　艶なまめかしい声だけが響ひびき渡り、チーの言葉を補足する。

　奇き妙みような集団は、自分達たちが監視されていたという不ぶ気き味みな事実を知らされほんの僅わずかに互いの顔を見合わせたが──

　その中で、心しん底そこ気に病んでいる表情の者はフランク一人だけだった。

「ど、どうすればいいのかなあ。僕達、見張られちゃってるってことなのかなあ」

「ま、それはそれで面白いんじゃない？」

　対たい照しよう的に、線せん路ろ疵きずの少年は楽しげに顔を歪ゆがませた。

「どうせヒューイの奴、すぐに動けとは言ってないんでしょ？」

「御ご名めい答とうよ」

　やはり楽しげに笑いながら、リーザの声は静かに周囲を包み込む。

「そもそも……まだＮＹとこっちで、どちらで事を起こすかは決めてない。捜査局きよくの連れん中ちゆうがどっちの餌えさに引っかかるか次第。少なくとも捜査局の連中は、確実にＮＹに引っかかったみたいだけど──問題は、ベリアムと『ネブラ』の子こ飼がいの連中ね」

「えー？　待ってよ。下へ手たしたら僕達たちに仕事は無いってことぉ？」

「そうなるわねえ。もっとも、貴女あなた達の顔はティム達と違って捜査局には知られてないから、こっちが本題になる可能性は大きいんだけれど……」

「けれど？」

「それだけに、その手配書は問題だわ」

　一いつ瞬しゆん声のトーンを落とし、真剣な調子になって全員に警けい戒かいを呼びかけた。

「レイルとフランクだけなら、余よ所そで何かやって追われるのも解わかるけど──シックルや『詩し人じん』、チーだけじゃなくて、ティム達の『妖怪ラルウア』や、『リズム』と『タイム』みたいな他のチームの名前まで示し唆さされてる」

「……どういう事だ？　俺はベリアムに顔が割れているが……他の面子めんつも全てか？」

「どういう事か解れば苦労はないわ。最悪、こっちが囮おとりになってＮＹのティム達に頑がん張ばって貰もらうだけだけどね」

　リーザの姿は見えないので表情は確認できないが、声から察するにかなり深しん刻こくな状況であると予想させる。

　シックルもその事実に微び妙みように不ふ機き嫌げんさを増し、『詩し人じん』も暫しばし押し黙った。

　だが、レイルだけは尚なおも楽しげに笑い続け、ポケットから小さな紙かみ筒づつを取りだした。

「どうだっていいよ。どんな連れん中ちゆうが相手だろうが──僕達は、自分自身を囮おとりにすればいいだけじゃない」

　人差し指ぐらいの大きさの筒を、手て配はい書しよでグシャグシャに包み込み──何かを引き抜くような動作を見せたかと思うと、それを勢いよく湖に向けて投げ放つ。

　紙の塊かたまりは風に逆らうように宙を舞い、湖面に優しく着水した。

「あとは、集まってきたところを弾はじけばいい。それだけでしょ？」

　刹せつ那な──薄暗い湖面を、まばゆい光が覆おおい尽くす。

　次いで、轟ごう音おん。

　閃せん光こうと轟音が水面を激しく煌きらめかせ、次の瞬しゆん間かんには、僅わずかな煙と火か薬やくの臭においだけが周囲の空気に残される。

　重要な手がかりになるかもしれない『手配書』が、小型の爆ばく薬やくによってあっという間に灰に帰した。

　だが、誰もそれを咎とがめようとしない。何人かは呆あきれたような表情を見せているが、どうせ指し紋もんを採ったりといった警察的捜そう査さをする必要も無いと理解していたのだろう。

　チーはヤレヤレとばかりに首を振ると、逆に少年に賞しよう賛さんの言葉を贈る。

「火薬の威い力りよくが以前と段だん違ちがいだな。流石さすがだ」

　だが、それに対してレイルは少し寂しそうな目をして笑い声をあげた。

「アハハハ、残念だけど、これ作ったのは僕じゃないんだぁ」

「ほう？」

「ハリウッドの映画技ぎ師しと採さい掘くつ場じようで出回ってたのを見つけて買い占しめたんだ。なんでも、持ってきたのは僕より少し年上っぽい不ふ良りよう連中って話だけど……ま、誰が作ったかなんてどうでもいいよね」

「……」

　黙り込むチーに対し、少年は笑顔を自じ嘲ちよう気味なものへと変えて言葉を紡つむぐ。

「別に、僕の名前が歴史に残るわけじゃないしさ」

　その言葉にチーは暫しの沈ちん黙もくを続け、レイルは何事も無かったかのように街へと向けて歩きだした。

「じゃ、こっちで動く事が本格的に決まったら『双ふた子ご』でも通じて指し示じを出してよ。それまでは好き勝かつ手てにやってるからさ」

「あ、ちょ、ちょっと待ってようレイル。一人で動くと危ないんだなあ」

　その後をドスドスと追いかけるフランク。

　次いで、去りゆくレイルの背中にリーザの艶なまめかしい声が掛けられた。

「あら、あっちの林に死体が三つ転がってるから、どうせ暇ひまなら処理しておいて頂ちよう戴だいね？」

「……ハハっ！　子供に死し体たい処理させるなんて最低の大人おとな達だねぇ。そりゃぁ僕も歪ゆがんだ性こん根じように育つわけだ！」

「あら、歪みは美び徳とくよ。感謝しなくてもいいから、死体の処理はお願いね？」

「……お前も嫌いだよ、リーザぁ……」

　吐き捨てるように笑いながら、レイルは片手を上げてとりあえずの了りよう承しようを表現する。

　二人が遠ざかるのを見送りながら、チーは独り言のように呟つぶやいた。

「レイルの奴やつ、クリストファーに似てきたな」

「ええ。あの子、ヒューイ様には敵意剥むき出しの癖くせに、クリスにだけは懐なついてたからね」

「あの愚おろか者、どこで何をしているのやら……」

　舌した打うちしながら仲間の顔を思い出すチー。

　今はいない存在だが、その者が死んだという想そう像ぞうは全くしていない表情だった。

　一方、リーザは既にその男の事など関係無ないとでも言うかのように、全員に響ひびき渡る声を湖面上に跳ね返らせる。

「とにかく、全員この街に集まった事も確認できたし……具体的な仕事内ない容ようは双ふた子ごを通じて連絡するから、それまでは──この手て配はい書しよの連れん中ちゆうに気を付けて過ごすことね」

　凛りんとした響きに、残った面めん々めんは同意の頷うなずきを返し、『詩し人じん』だけがやはり大おお仰ぎように両手を広げて身体からだ全体で呟き叫んだ。

「よろしい。ならば今宵こよい、この瞬しゆん間かんから私は待ちましょう、惑わく溺できにヒューイ様の指し令れいを待ちましょう。その声が掛けられた刹せつ那なから、街の色を、街の色を全て我らの色に塗り替えましょう。ああ、ああ、聖せいなるかな哀あわれなるかな何も知らぬ囚とらわれ人よ！　自分達の理解できぬ監かん獄ごくの中で、自分達の知らぬ間に世界の空気を塗り替えられよ！」

「殺意が湧わく程ほどにテンションを狂わせる男だ」

「お前の色に塗り替えられたら、正気と狂気がひっくり返るぞ」

「少しとは言わないわ。永遠に黙っててね、『詩人』さん？」

　チー達は思い思いの突っ込みをいれ、あとは『詩人』など存在しなかったとでも言うかのように、それぞれの目指す場所か、あるいは当てのない散さん策さくへと足を向けた。

　一人、本当の静せい寂じやくの中に取り残された『詩人』は──

　周囲からリーザの気け配はいも消えた事を確認して、独り言を呟いた。

「我々のような表面だけの異常者と、ヒューイ様の色に塗り替えられた世界、か。人々にとってそれは果たしてネバーランドとなりうるか、あるいは死人彷徨さまよう冥めい府ふとなるか。いや、誰にも何も理解できぬかもしれん。さすれば牢ろう獄ごくの中の人々の役割は……」

　今後この街で起こりうる事を想そう像ぞうし、詩人はさらに帽ぼう子しを深く被かぶり直す。

　まるで、この街の未来を追つい悼とうするように。




「……さしずめ、不ふ思し議ぎの国のアリスだな」




　　　　⇔




　詩し人じんがそんな事を呟つぶやいていた頃──

「……？」

　巨きよ漢かんの少年を従えたレイルは、林の中で不思議そうに呟いた。

「死体なんて……ないじゃん」

　その言葉は空しく木々の間に染み渡り、返事をする者は誰だれ一人としていない。

　林の中には湖からの風が吹き流れるが、血の臭においすら欠片かけらもなく──

　ただ、生ぬるい空気だけが少年達たちの周囲を蠢うごめくだけだった。

　ドロドロと、ドロドロと。













プロローグⅥ　マフィアリターンズ







シカゴ郊こう外がい　廃はい工場




「ああ……悲しい……悲しい話をしよう」




　自動車産さん業ぎようが発展すると共に、シカゴはその生産の中心地の一つとなった。

　各地に自動車工場が乱立し、労働者の需じゆ要ようが非常に高まり、工場で働く人数が一気に増えた。労働者階かい級きゆうにおいて黒人と白人の差さ別べつ問題なども起こり、決して順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな歩みでは無かったものの、発展する工業は摩ま天てん楼ろうの周囲を鮮やかな鉄てつ色いろで埋め尽くす。

　そんな時代の残ざん滓し──油と錆さびの臭においが漂ただよう廃工場の中で、その青年は静かに呟いた。

　年は二は十た歳ち前後と言ったところだろうか。青年は何か大きな機械の一部と思おぼしき物体に腰をかけて、ただただ悲しげな溜ため息いきを吐き続けた。

　青く染まった工こう具ぐ服だけを見れば、工場で働いていた工こう員いんのような印いん象しようを受ける。

　だが、その青は通常の作業服ではありえない程ほどに鮮やかな青に彩いろどられ、町まち中なかを歩いたら目立つ事この上ない外がい観かんであると言えよう。

　そして、真に奇き妙みようだったのはその色ではなく、寧むしろ男が手で弄もてあそんでいるものだった。

　ナットなどを締める時に使うモンキーレンチ。

　その名前だけを聞けば、作業員の男が持っていて当然と思おぼしき代しろ物ものだが──異常な点が二つあった。

　一つは、大きさ。

　決して大おお柄がらとは言えない男の手に握られている銀色の棒ぼう状じようは、どう見ても子供の腕よりも長く、工こう具ぐというよりも中ちゆう世せいの戦士が使っていたメイスといったフレーズがしっくりとくる。

　そしてもう一つは──

　銀色に輝いている筈はずのレンチの表面が、赤くこびりついた血によって濁にごりきっていた事だ。

　一見すると、男は優やさ男おとこのように見えた。意い外がいと筋肉はがっちりしているが、艶つやのある金色の髪が顔に垂れ、その下では寝ぼけているかのような半はん開びらきの目が浮かんでいるのが印いん象しよう的である。

　艶つややかな髪と白い肌はだだけを見ていれば美び青年と言ってもいいかもしれないが、その瞳ひとみに讃たたえられた色はどこまでも淀よどんでおり、見る者を必要以上に不安な気持ちにさせた。

「この工場は……俺が昔むかし働いていたところだ」

　パシリ。

　左手で半はん回転させたレンチを右手で受けながら、青年は静かに語り紡つむぐ。

「決して環かん境きようのいい職場じゃなかった……。その時点でもう悲しい。ああ……やばい、やばいなこりゃ。思い出したら悲しくて泣けてきた。涙が目の裏側まで来てる。やばい、やばいやばいマジで泣けてきたんだけどどうすればいい？　なにこれ？　なに？　俺の思い出は俺をこれ以上悲かなしくさせてどうしようっての？　なにか現在の俺に得とくがあるのか？　やばいよ……どういう事なんだよこれ……超ちよう怖こえぇ。俺の記き憶おくなのに俺に得にならないことをするってどうよ？　やばい、自分自身に自信が持てなくて悲しいぞオイ」

　パシリ、パシリ。

　新しん体操のバトンのように、男は両手の間で器き用ようにレンチを弄んでいた。

　心なしか、そのテンポが早くなったように見受けられ──

　男の周囲にいた数人の人ひと影かげは、静かに一歩後うしろに下がる。

　同時に、男の真正面にいた男が、首を振りながら言葉を紡ぐ。

「グラハムさん……話が逸それてます」

「……ああ、悪いな。……そう、悲しい話だ。俺は試験的に仮かり組ぐみしたパーツや不良車しやを解かい体たいするのが大好きでな……とにかく、解体で自己を保とうとしていた精神的に不安定だった俺は、来る日も来る日も自動車を解体し続けた。パーツを完全に無む傷きずで取り出すのは結けつ構こうコツがいるからな。ところが、だ。業ぎよう績せき不振になった工場は、余りにも悲しい副ふく業ぎようを始めちまう」

「はぁ」

「禁きん酒しゆ法ほうの利り権けんに乗っかって、酒の密みつ造ぞうに手を出し始めたのさ。工場の機械を上う手まいこと使ってな。……バレないとでも思ったのかね？　俺は見み過すごせなかった。悲しいよな。ラッドの兄貴が人を殺してるのは見過ごしてる俺が、密造酒しゆ造づくりは見過ごせないときた。ああ、俺は昔から気にくわなかったこの工場の腐った空気を壊してやろうと、役人にチクッてやったのさ」

　パシ、パシ、パシ、パシ。

　レンチの回転を速めながら、グラハムと呼ばれた男は心しん底そこ悲しげな瞳ひとみで悲しみのテンションをあげていく。

「だが……悲しい事に満足できなかった。『腐った空気』や人の悪あく意いと善ぜん意い……そんなもんは所しよ詮せん形の無いものだからな……俺は、何かを壊したっていう実感が欲しかった」

　パシッパシッパシッパシッ

「ああ、ああ、悲しい……そして結局マフィア崩れのチンピラになって、人の関かん節せつや車や金庫の解かい体たいをするなんざ、俺がぶちこわした密造酒造りよりも遙かに悪だ！　だが……信じられるか！　俺は、俺はそんな風ふうに形あるものを『破壊』する自分に、善ぜん悪あくとかそういうの抜きで……満足してたんだぞ……！」

　パ、パ、パ、パ、パ、パ、パ、パ、パ、パ、パ……

　途中から音が消え、武ぶ術じゆつ家かが持つ棍こんのような勢いで、グラハムの持つ鉄が回転の速度を増していく。

「これほど悲しい事があるか……！　本当に、本当に壊したいのは俺だ！　壊さなきゃいけないのは俺だろ！　それを考える度たびに俺は今の自分が悲しくて悲しくて悲しくて悲しくて悲しくて───────────────────超ちよう悲かなしいよどうしてくれんだよっらぁッ！」

　そのままゆらりと立ち上がり、手にレンチを回転させたまま、グラハムは足下の機き械かい部品を蹴けり上げた。

　決して軽い部品では無かったが、サッカーボールさながらに宙を舞う鉄の塊かたまり。

　自分の頭上から落ちてくるゴツゴツとした凶きよう器きに、青年は回転させていたレンチを突き上げる。

　ガキン、という小こ気き味み良い音が響ひびき渡り、僅わずかに鉄てつ塊かいが宙に浮き戻った。

　当然ながら再び重力に引かれる部品を、変わらぬ勢いで再び突き上げる。




「ぁぁぁああぁぁああああぁぁぁぁぁあぁぁぁぁあああああぁぁぁっぁあぁあああああっぁぁあっぁぁぁああああぁぁぁぁぁっぁあああぁぁぁあぁああッ！」




　ギチ、ガキッ、ガン、ゴキ、キュィ、ガキッ、ゴッ、ギッ、ギッ……




　絶ぜつ叫きようと共に、リズミカルな金属音が廃はい工場内ないに木霊こだました。

　彼の周囲にいた数人の男達は既すでに安全な場所へと退たい避ひしており、柱の陰などから緊きん迫ぱくした表情でグラハムの奇き妙みような『リフティング』を見守っている。

　いつの間にか青い作業着の中から小さなレンチを取りだし、大小二つのレンチを器き用ように操あやつって鉄てつ塊かいを宙に舞わせ続ける。

　時とき折おり、鉄塊から分離した部品が地面に落ちるが──それは無む理り矢や理り引きはがされたものではなく、パーツ毎ごとに無む傷きずで分ぶん解かいされた、再さい利用すらできそうな完全な状態だった。

　更に数分絶叫が続き────

「……あぁ……あ……ああぁぁ………………」

　叫び疲れたのか、グラハムの絶叫が止まるころ──

　宙を舞っていた鉄塊は、いつしかその姿を殆ほとんど消していた。

　口を閉ざすと同時に、青年は小さいレンチの方をベルトにはさみ、空あいた手で落ちてくる小さな鉄塊を掴つかみ取る。

　息を整えながら手の平を確認すると、そこには親指の先ほどのボルトが一本あるだけだった。

　グラハムはゆっくりと自分の周囲に転がる部品の数々を見て、それが完全に一つ一つのパーツに分解されている事を確認する。

「……」

　彼の表情からはいつしか悲しみは消えており、代わりに、前まえ髪がみの間からは狂ったピエロのような狂きよう的てきな笑顔が現れた。

「……………………バラせた」

　コトが終わったと確認した周囲の人間達たちは、恐る恐るグラハムの元へと近づいていく。彼らの格かつ好こうは特に統一されているわけではなく、作業着を着ているのはグラハム一人で、他の人間達は普通に町の裏うら路ろ地じに屯たむろすチンピラといった格好だった。

　その中の一人が、呼吸を整え切った男に対し、確認するように声をかける。

「あ、あの……気が済みましたか？　グラハムさん？」

　仲間の言葉が耳に入ったのかどうか、青い作業着をよろめかせながら、グラハムはその場でクルクルと回転しながら工場の天てん井じようを仰ぎ見る。

　所ところ々どころ屋根が抜けて、隙すき間まから夜空が見えた。

　星々の光を目にした男は涙を流さんばかりに目を潤うるませるが、その涙は先せん刻こくまでのような悲しみによるものではない。

「超バラせた。すげえ……一回も床に落とさないままバラせたよ！　見た？　見た？　うっわ、凄すごいすっきりしたんだけどどうする？　やっぱりだ……俺に間違いは無かった！」

　グラハムは身体からだ全体を大きく広げ、手にした巨大レンチを勢いよく放り投げる。

　回転して円えん盤ばん状に見える銀色の塊かたまりは、そのまま天てん井じようの屋根の隙すき間まへと突き進み、一いつ瞬しゆんだけ屋内から姿を消した。

「人生は……人生は、楽しい！」

　叫ぶと同時に、投げたレンチが落下を始める。グラハムはダンサーばりに一いつ回転してみせ、そのまま背中に腕を回して回転するレンチを受け止める。

　明らかに人間離ばなれした曲きよく芸げいをやってのけた後、グラハムは造ぞう作さもないとばかりに口くち笛ぶえを吹き、楽しげに楽しげに口元を歪ゆがませた。

「んー！　星を掴つかんで落ちてくると思ってたのに、残念！　でも星が落ちてきたら俺達死しんでるよなぁ！　うお、ヤバイ。ヤバイよこれヤバイよ！　星が落ちてこなくて俺達ってひょっとして超超超超ラッキーだったんじゃねえ!?　どうするよおいどうするよ！　なに？　これはひょっとしてあれか？　天が……宇宙が俺を生かそうとしてるってことだろ、そうだろ!?」

　先せん刻こくの言葉と比べ、テンションの高さはそのままに、ただ感情の方向だけが入れ替わる。

　興こう奮ふん剤ざいでも注射されたのかというぐらい躁そう状態のグラハムに対し、仲間達はいつものことだと顔を見合わせ苦く笑しようした。







　グラハム・スペクター。シカゴ出身。元もと自動車工場の作業員。

　シカゴでルッソ・ファミリーの下した働ばたらきのような事をやっていたが、工場が潰つぶれたのを機にＮＹへと移住する。

　そこで愚ぐ連れん隊たいのリーダーのような事をしていたのだが、かつてシャーネという女を誘ゆう拐かいした縁えんから、ジャグジー・スプロットを始めとする一いつ派ぱと交流を持つことになった。

　気弱な刺青いれずみ少年とは不ふ思し議ぎとウマがあい、ＮＹの先せん達だちとして色々と便べん宜ぎを図り、逆に彼らに助けられたりもした間あいだ柄がらである。

　物ぶつ品ぴんの破壊という行動に何よりの快感を感じる性せい癖へきの持ち主であり、爆ばく破はと解かい体たいの差でニースとよく対立していたという噂うわさもあった。

　もっとも、彼が性癖以い上じように周囲を困こん惑わくさせるのが、その喜き怒ど哀あい楽らくの激しさだ。人生のどん底とばかりに悲しんでいたかと思えば、急に株かぶが大当たりしたように人生の絶ぜつ頂ちようを迎える。感情の起き伏ふくが常に０か１００かという非常に極きよく端たんな性格だった。

　意図してやっているのか無意識に行っているのかは不明だが、躁そう鬱うつが激しいというわけではなく、常に躁状態で感情の方向だけがコロコロと切り替わる。

　見るからに人を寄せ付けがたい性格ではあるが、暴力的な割に面めん倒どう見みがいいせいか、意い外がいと多くの人間に慕したわれている面も持ち合わせていた。




　彼を慕う人間の一人である男が、拍手しながら言葉を向ける。

「いやいや、凄すごいですねえグラハムさん。次は是ぜ非ひ手を使わないで頭でレンチを受け止めてください。できたらお祝いに葬そう式しきぐらいには出てあげますから」

　拍手とは裏うら腹はらに、言葉には全く敬けい意いが籠こもっておらず、男は全てを諦あきらめたような目つきでグラハムの事を見つめていた。

「あれ？　俺、バカにされてる？　やべえ、バカにされるなんてちょっとワクワクしてきたぞ。マゾ？　俺はマゾだったのか？　そんな馬鹿な！　でもそれはそれで面白いかもしれないと思ってる俺がいるよ、やべえ、超ちよう楽たのしい！」

「マゾなのは貴女あなたとつるんでる俺らの方っすよ……。まあ、マゾだというのなら止めませんので、貴方を追いつめるようなビッグニュースを今ここで発表していいですか」

「やべえ、俺、これ以上ワクワクさせられたら爆発するんじゃないか!?　くそッ……だが俺は負けない……！　来い、お前の全てを受け止めてそのまま殴なぐり返して下へ手たすれば殺す！　ああッ、ヤバイよ……殺しちまうよ！　誰か、誰か俺を止めてくれ……！　俺の闘いはまだ始まったばかりだ！」

　溜ため息いきをつきながら首を振る仲間に、グラハムは両足で小こ刻きざみにリズムを取りながら言葉を返す。放っておいたら踊り出しそうな勢いだったが──そんな彼につられる事こと無なく、諦てい観かんの瞳ひとみを持つ仲間は淡たん々たんと言葉を吐き出した。

「いやぁ、プラチドさんが……用があるそうで、急いで来いって」

　プラチド。

　その名前がでた瞬しゆん間かん、グラハムはリズミカルな動きをピタリと止める。

「えッ……いつ？」

「いや、今から30分ぐらい前……丁ちよう度どグラハムさんが語り始めた辺りっすかねえ」

「……え？　何？　ちょっと待て。ちょっと待てよ？　おかしいぞ？　凄すごく凄くおかしいぞ？　シャフトよぉ、お前それ、なんで先に言わないの？」

　恐らく渾名あだなであろう、『シャフト』という名を呼ばれた青年は、冷静な表情のまま淡々と答えを返した。

「いやぁ……話しかけられる雰ふん囲い気きじゃなかったんで」

「なるほど。納なつ得とくした。……まあいいさ。悲しみは楽しさで乗り越えられる。俺がさっきそうしたように！」

「あともう一つ、グラハムさん」

「ん？　なんだ？　何か楽しい話か？　でないと却きやつ下かだ」

　プラチドの邸やしきへと足を向けながら、グラハムはニコニコとして部下に問いかける。

「さっきの自動車工場を潰つぶした話、もう語り口を変えて十回近く聞いてるんで流石さすがに飽きてきました。そろそろ新しい経験をして人生を前に進めてください」

「……それ、楽しい話？」

「グラハムさんの頭の中は非常に楽しいですよ、ほんとうにににいいぎぎいぎぎぎいぎぎぎ」

「楽しいなら笑えよ、なあシャフト？　楽しい時に笑えるようにしておかないと、イザという時に笑顔の代わりに涙がでるぜ？　ほら、今みたいにヒヒヒヒハハハハハハハハハハ」

　ニコニコとしたまま両手のレンチをがっしりと握り、その輪の中にシャフトの首を通して力強く締め上げるグラハム。

　明らかに殺人未み遂すいだが、絶対に殺さないという事が解わかっているのか、周りの者達は溜ため息いきをつきながら苦く笑しようを漏らし、誰も止めることはしなかった。

　もっとも、心しん底そこ楽しんでいるのはグラハムだけではあるのだが。




　　　　⇔




シカゴ　ルッソ邸てい




　シカゴの街まち外はずれにある、周囲の中から少しだけ浮き立った豪ごう邸てい。

　夜や半はん過ぎに幾いく人にんもの厳いかめしい男達が出入りし、どのような職種の者が住まう家なのか誰もが気付いているが、誰もその事を口に出さない。

　自動車販はん売ばい業ぎよう。それが、その豪邸の主あるじであるプラチド・ルッソの肩かた書がきだった。

　他にもいくつかのレストランやホテルを経営しているという実績もあったが、それは表おもての肩書きに過ぎない。

　プラチド・ルッソと言えば、一時期はシカゴの中でも中ちゆう堅けんの力を持っていたマフィア組織のボスだ。

　だが、数年前から疫やく病びよう神がみに取り憑つかれたかのような事じ態たいが連発し、その名声と力を急速に落とし、現在では人数がいるだけで解散寸すん前ぜんの組織と陰で噂うわさされている。

　ケチのつき始めは、二人組の強ごう盗とうだった。

　その月の売り上げを、野や球きゆう選手の格かつ好こうをした男女にあっさりと奪われた瞬しゆん間かんから、プラチドの運命は坂道を転がり始める。

　同じ日に『レムレース』というテロ集団に潜せん入にゆうさせていたスパイを失い、同時に部下を町の不ふ良りよう集団に消され、さらには荒あら事ごとでは最高の手て駒ごまであった甥おい、ラッド・ルッソが裏切りに近い形でファミリーを離り脱だつした。

　ラッドは列車強ごう盗とうをすると仲間達たちと出かけた直後、あっさりと警察に捕まり、現在はアルカトラズに収しゆう監かんされているらしい。

　プラチドにとって、当時は使いづらい手駒を捨てられたと強がっていたが、その強がりは１年と保もたなかった。

　彼が思う以上に、彼の甥は周囲へと強い影えい響きようを与えていた。プラチドがラッドを失ったと知るや、周囲の組織も露ろ骨こつに圧力をかけてくるようになる。同時に、金を奪われたという噂うわさも周囲の組織へと漏れだした。

　ラッドに心しん酔すいして組織にいた数名の部下が、彼とプラチドの縁えんが切れた事を知り、露骨に他た組織へと寝ね返がえり始めたのだ。

　明らかに風向きが悪くなる中──とどめとばかりに、チャイニーズマフィアとの取引に出向いた十数名の構成員が、何者かに大量虐ぎやく殺さつされる事件が起きた。

　事件自じ体たいはその取引相あい手てが死体の処理を行って公おおやけにはならなかったが、向こうはそれを貸しとし、なけなしの利り権けんなどを全て奪い去っていった。

　無む論ろん、最初はそのチャイニーズマフィアを疑ったが──仮に確たる証しよう拠こがあったとしても、一いつ矢しを報むくいるどころか弓を引く前に首を飛ばされる事は明白という組織力の差があった。

　結局何なにも事じ態たいを打開する事ができず、ついにはプラチド自体の能力の低さが組織内ですら噂されるまでとなる。

　終わりに最も近い男。

　シカゴのマフィアの間では、哀あわれな転てん落らく者の代表として酒のネタに語り継がれる存在。

　それが、プラチド・ルッソという男だった。

　──筈はずなのだが──




「……来たか」




　部屋の中に入ってきたグラハムを見て、プラチドは重々しい声を吐き出した。

　60近い男とは思えぬ力のある声で、そもそも、噂に聞こえるような人生の閉へい塞そく感など微み塵じんも感じさせぬ声を響ひびかせる。

「遅かったな」

「ちょっと揉もめ事を片付けてましてね」

「ふん……こちらに来た時のように、列車強ごう盗とうみたいなバカな真ま似ねはしなかったろうな？」

「いやあ、ありゃあ、知り合いが昔やった事に対抗しただけですよ」

　笑い出したいテンションを必死に抑えながら、グラハムは精せい一いつ杯ぱいの敬けい意いで一いち礼れいをする。

　この街に来る際、グラハムは列車強盗のような真似を行っている。

　と言っても、同乗した新聞記者達たちに出で鼻ばなを挫くじかれ、結局髭ひげを生はやした豚ぶたのような男から現金を奪うだけのショボイ結果となったのだが。

　結果として警察から数日間身みを隠かくして到着が遅れる結果となり、助すけっ人とを頼んだ幹かん部ぶ達を些いささか不安にさせていた。

「ま、ラッドの兄あに貴きが出しゆつ所しよするまで、なんとか代わりは務めてみせますよ」

「ほう……ところで、その後ろの奴やつは何な故ぜ顔を真ま紫むらさきにしてるんだ？」

「何か楽しい事があったみたいです」

　窒ちつ息そくしかけてまだ顔がうっ血しているシャフトは、目め線せんを泳がせながらも身体からだはシャンと正している。一方のグラハムは、片かた膝ひざを軽く曲げ、モンキーレンチも腰のベルトに突き刺したままだ。

　マフィアのボスに対して命を失いかねない無ぶ礼れいな態度であったが、プラチドに特に気にしている様よう子すは見られない。

「で、俺らに用ってのはなんですか？」

　あまりプラチドの事を好きではないのか、グラハムは挨あい拶さつもそこそこに本題を切り出した。

「シカゴに呼ばれてからここ数日、なにもすることがないってのは退たい屈くつで退屈で。おかげで仲間に十回も同じ話をして顰ひん蹙しゆくを買ってたとこなんですがねえ」

「フン……そう苛いら立だつな。お前達は切り札だ。切り札は最後までとっておくものだろう？」

「いやあ、世の中には最初からガンガン攻めてくるジョーカーってのもいますから、気を付けた方がいいですよ？　本当に」

　誰かの事を思い浮かべているのか、苦く笑しようを浮かべながらグラハムは静かに首を振る。

「で、俺達は何をすればいいんで？」

「なに、簡単な事だ。客を連れてきて貰もらいたい」

「？」

　不ふ可か解かいな言葉だったが、運転手でもやらせるつもり──というわけではなさそうだった。

　その後に続いた言葉が、ストレートに仕事の内容を表現した。

「向こうはこちらを殺しに来るかもしれないが、……我々としては、生きたまま丁てい重ちようにお出迎えしたいのでな」

「おやおや、最初の仕事がいきなり捨すて駒ごま任務か。それはつまり、こっちを殺せる力を持った奴やつを、こっちは殺さずに連れてこい、って話でしょ？」

「その力を、俺の目の前に連れてくるまでに削そいでおけ」

「……」

　──ま、５年近くここの仕事を受けてなかったわけだしな。

「ま、いいや。やりましょ」

「グラハムさん!?」

　悲鳴を上げたのは、ようやく顔色が回復したシャフトだった。




　プラチドの手前、その後は慌あわてて口を噤つぐんだが、グラハムを見つめる目は露ろ骨こつに『なんでそんなヤバそうな仕事を！』と告げていた。同時に、半分諦あきらめの視線も含まれている。

「なに、何人かの候補がいる。そのうち一人を捕らえてくれればいいだけだ……その中にはガキだっているそうだ」

「……？」

　ますます訳が解わからなくなるグラハムを余よ所そに、プラチドは奥の扉とびらへと声をかけた。

「おい、説明してやれ」

　すると、扉が音を立てて開き、奥から三人の男達たちが入ってきた。

　三人ともいかにもマフィアといった風ふう体ていの男達で──中心に立つ男には、頬ほおに特とく徴ちよう的な疵きず痕あとが走っていた。

「お前がグラハムか」

「……あんたは？」

　頬ほお疵きずの男がリーダー格と見て話しかけたが、相手が口を開くよりも先に、プラチドが簡単な紹介を口にする。

「クリークだ。ファミリーの若い連れん中ちゆうを束ねてる」

「……フン」

　どうやら『部外者』であるグラハムの事を快く思っていないようで、あからさまな蔑さげすみの視線を投げかけてくる。

「わお。凄すごい蔑みの視線だねオイ。さしずめ『なんでこんな部外者野や郎ろうが一いつ丁ちよう前まえに俺とならんでボスの前に立ってやがるんだ。マフィアにすらなれてない三流のドサンピンが。そのアホみたいにでけえレンチをケツの穴から突っ込んで脳のう味み噌そのネジを締め直してやろうか、この青あお白じろいウミウシ野や郎ろう』ってとこかい？　だとしたら楽しいねぇ。今こん後ご仲良く喧けん嘩かできそうだ」

　それをわざわざ口に出して指し摘てきするグラハム。

　一いつ瞬しゆんにして、室内を緊きん迫ぱくした空気が支配した。

　対するクリークは不快そうに眉まゆを顰ひそめ、目を反らしながら言葉を返す。

「……『青白いウミウシ野郎』とまでは思っていない。その前までだ」

「ハハッ！　俺はあんたみたいな堅かた物ぶつ嫌いじゃないぜ？　あ、でも気を付けろよ、ラッドの兄あに貴きは多分あんたみたいな奴やつが嫌いだから、多分目を合わせただけで殺されるぞ？　あ、いやいや、兄貴の名前を笠かさに着て脅おどしてるわけじゃなくてさ、これマジ忠ちゆう告こくだから気を付けろ！」

「いいから黙れ」

　プラチドの言葉に、一いつ旦たん部屋の中が静せい寂じやくに包まれる。

　自信と威い圧あつ感に満ちあふれた声だった。とても崖がけっぷちに立つ男が出せるようなものとは思えなかった。

　グラハムが視線を送ると、クリークは軽く頷うなずき、懐ふところから取りだした一枚の紙切れをグラハムへと差し出した。

　それに目を通し、グラハムの心しん臓ぞうの鼓こ動どうが跳ね上がる。

　知り合いの名があったというわけではない。

「た、楽しそう……！　なに？　なによこいつら？　サーカス!?　やべえ、やべえよ……え、なに？　どこの国のサーカス団よこいつら？」

　純粋な好こう奇き心しんに囚とらわれたのだろう。グラハムは目を輝かせながら『手て配はい書しよ』の覚え書きを読み込んだ。
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　そこに描かれているのは、身長２メートル以上のビア樽だるのような子供や、体中に縫ほう合ごう痕こんのある少年。両手に巨大な鉄てつ爪づめをつけた東とう洋よう人じん等、常に帽ぼう子しを被かぶっている大おお仰ぎような語り部、カポエラという妙みような足あし技わざを使う金きん髪ぱつ美女。

　確かにサーカスのような面子めんつの覚え書きを前に、グラハムは半はん開びらきだった目を見開いて子供のように目を輝かせる。

　俄が然ぜんやる気を出している捨すて駒ごまの男に対し、クリークは嘲あざけるように忠ちゆう告こくをする。

「解わかっていると思うが──貴き様さまは我々とはなんの縁えんもない集団だ。どの道みち信用はしていないが、殺す前に『忠告はしたぞ』と言う為ためだけに言っておいてやる」

　サディスティックな目め線せんになって、クリークは普通に拷ごう問もんをするときのような凄すごみをきかせて脅おどしではない本気の言葉を投げかけた。

　しかし──

「もしもそいつらに逆に捕まった時に、ルッソファミリーの名前を出したりしてみやがれ。その時はウミウシの方がましだって程ほどにグチャグチャにすりつぶして──」

「じゃ、行ってきますわ」

　グラハムはクリークの言葉をまるで聞いておらず、手て配はい書しよを握り締めると、ニコニコと笑いながら足早に出口へと向かう。

「おい……居い場所は今いま若い連れん中ちゆうに探らせてる。お前らはその後で行けばいい」

　引き止めるようにかけられたプラチドの言葉を、グラハムは軽く首を振って一いつ蹴しゆうする。

「こんな面白いこと、積極的に関わらなきゃ損でしょうよ？」

　最高に機き嫌げんのよさそうな笑顔で去っていくグラハムを見送りながら──その背中に、プラチドは忌いま々いましげな思いを誰にも聞こえない声で吐き捨てた。

「ふん……弟おとうと分ぶんだけあって……ああいう所はラッドのバカにそっくりだな」




　　　　⇔




「信用できるんですかい？　ボス」

　グラハムが去った後──あからさまな苛いら立だちを隠かくす事もなく、歯ぎしりをしながらクリークはプラチドへと問いかけた。

　部屋からはクリークの仲間達たちも退室しており、現在はボスと二人きりの状態となっている。

　一方のプラチドは、心しん底そこどうでも良いといった表情となり、渋しぶみのある声を響ひびかせた。

「さあな。殺し以外は完かん璧ぺきにこなした優秀な奴やつだが……どうも俺ではなくラッドに心しん酔すいしているようでな。……いつでも後ろから撃うつ準備はしておいた方がいい。そもそも、あいつらを呼んだ幹かん部ぶもラッドと仲が良かった連中だからな。俺やファミリーへの忠ちゆう誠せい心しんはあるまい」

「……まあ、ボスの甥おい御ごさんに文もん句くを言うつもりはありませんが、一いつ旦たん家を出た方ですしね」

　かつてラッドとプラチドの間で起こった事を知らないクリークは、プラチドがラッドを始し末まつしたがっている事は知っているが、口ではラッドに対して一応の敬けい意いを示している。

　また、プラチドもそれを知りつつ、敢あえてクリークの言葉を否定するような事はしなかった。

「うむ。とりあえず奴らをぶつけて、その変へん態たい連中のより具体的な特とく徴ちようや命令系けい統とうを探れ」

　プラチドはそこで大きく息を吐き、僅わずかに声を重くして言葉の続きを口にする。

「上は、その情報を特に欲しがっていたからな」




　その後もいくつかの会話を交わしたクリークとプラチドだが──不意にクリークが表情を引き締め、小声になってプラチドに一つの問いを投げかけた。

「ところでボス……あのチンピラどもには酒は飲ませないんで？」

「あいつらは所しよ詮せん手て駒ごまだ。兵士のコマなどいくら取られても痛くはない」

　酒、という単語に対し、プラチドも声を抑えて答えを返す。

　そして──クリークに対して、奇き妙みような言葉を口にした。




「どうだ？　一度死しんで生き返った感想は？」




　クリークは微び妙みような表情で首を振り、自分の喉のど元もとを手でさする。

　昼間、自らチーの爪へと突き刺した致命傷が完治しているかを確かめるかのように。

「あんまり気持ちのいいものではありませんね。咄とつ嗟さの事とはいえ、死んだふりをするしか無かったわけですから。まあ、俺らが治った時に奴やつらが林から出ていったのは幸運でしたがね」

　語りながら、クリークは数すう刻こく前の事を思い出し、再び背中に汗を滲にじませた。

「とっさに手前で喉をついて一ひと芝しば居い打うったまでは良かったですけど、あの後でじっくりと調べられたらアウトでしたからね」

「なあに……最初に大おお怪け我がをした時は再生に時間がかかる。それは知ってた事だろう？」

「そんなことまでは考える余よ裕ゆうありませんでしたよ……。ともあれ、俺はあんな化ばけ物ものみたいな連中の相手は御ご免めん被こうむりたいですがね。何なん度ど死ぬかわかりゃしない」

「まあ、そう言うな……確かに痛みってのはそうそう味わうべきものじゃあないが──」

　そう言いながら、プラチドは机にある鋏はさみを手にとると、自らの左手に勢いよく突き刺した。

　即そく座ざに血が噴ふき出すが、初しよ老ろうの男は歪ゆがんだ笑えみを浮かべて首を振る。

「激しい痛みが一いつ瞬しゆんで消え失せる感覚は、慣れれば病みつきになる」

　刹せつ那な──流れ出た血が動きを止め、続いて映画のフィルムを逆ぎやく回まわしにしたかのように、血と傷きず痕あとの時間が遡さかのぼった。

　自らの意志を持った昆虫の群ぐん体たいさながらに、溢あふれ出た血が我われ先さきにとプラチドの傷痕に吸い込まれる。

　クリークはその光景を見て満足そうに微笑ほほえむと、深々と一いち礼れいをしてボスの部屋を後にした。




「愚おろか者のラッドにも思い知らせてやるさ……」

　一人残のこされたプラチドは、かつてラッドにされた仕し打うちを思い出しながら、完全に再生した己おのれの左手を見つめていた。

　蘇よみがえるのは、かつて甥おいにライフルを向けられた時の光景。

　ラッドの語る狂きよう気きの論ろん理り。

　そして、圧倒的な恐怖。




『俺が殺すのは、殺して楽しいのはぁ、緩みきった奴よ。解わかる？　自分は絶ぜつ対たい安全な所にいて、次の瞬しゆん間かん自分が死ぬかもしれないってこれッッッッッッッッぽっちも考えてない、そういう奴。例えば──』

『そう、例えば────』

『──今の叔お父じ貴き、あんたみたいな奴さ』




　あの瞬しゆん間かん、自分の半分もいかぬ年の甥おいから感じた恐怖と屈くつ辱じよくを克こく明めいに脳のう裏りに再現し、プラチドは怒りとも喜びとも受け取れる表情を満面に浮かべて見せた。

「そうだな、ラッド。今の私は、次の瞬間に自分が死ぬなどと欠片かけらも考えてはおらん」

　初しよ老ろうの男は、年に合わぬ若々しい憎しみを胸に、血の繋つながった甥に対する言葉を吐き出した。

「だが……貴き様さまに今の俺は殺せんよ。絶対に……絶対にな」

　誰にも聞かれる事の無い言葉は、そのまま老ろう人じん自身の糧かてとなって回かい帰きする。

「フハ……ファハハハハハハハハハ……ファハハハハハハハハハハハハハハ」

　重おも苦くるしく室内に響ひびく自らの笑い声も、自身の心を癒いやす薬となった。

　その笑い声によって、自分自身に与えられた力の素晴しさを噛かみしめるかのように。




　　　　⇔




「そういや、ラッドの出しゆつ所しよってもうすぐだろ？　うちのファミリーで迎えるのか？」

「どうなんだ、クリーク。ボスは今でもラッドを始し末まつしたがってんのか？」

　部屋から出た途と端たん、自分と共に林の中で『再生』した仲間達たちにそんな事を問いかけられた。

　クリークは軽く笑うと、自分自身を安心させるべく問いかけへの答えを口にする。

「どっちでもいいさ。俺らはもう普通のチンピラじゃあねえんだ。今日、実感したろ？」

「ああ……まあ、そうだけどよ」

「俺も実際にこの身体からだの凄すごさを実感してな……なんだか、どんどん自信に溢あふれてくる自分が解わかる。そりゃそうだろうよ。この身体さえあれば、殺し合いに負けるって事はありえねえんだからな……」

　クリークはニヤリと笑いながら、昼間──一度死しぬ前よりも遙かに余よ裕ゆうと自信に満ちた笑えみを貼はり付けていた。もしも以前の彼だったらならば、あるいはグラハムに対してそこまで見み下くだした態度は取らなかったかもしれない。

　変わりゆく自分を頼もしく感じながら、クリークは皮ひ肉にくと余裕に満ちた声で仲間に対して力強い言葉を投げかけた。

「まあ、どっちにしろラッドについては心配ないだろ。生かして利用するも、とっとと殺すも、全てはボスの気分次し第だいさ。……お前らも知ってるだろう？」




「人ひと質じちは、俺らの手の内だからな」




　　　　⇔




　外観よりも広大に感じるルッソ邸ていの奥深く。

　とあるドアの前で、年若い子供の声が響ひびき渡った。

「スープ、持ってきたよ」

「ええ……ありがとうございます」

　室内にいた女は、か細いが優しい温かみのある声で扉とびらの外へと返事する。

　彼女のいる場所は、奇き妙みような空間だった。

　本棚とベッド、テーブルセットが並ぶそこそこ豪ごう華かな内装の部屋。

　しかし、奇妙な違い和わ感かんが空気の中に漂ただよい、女の周囲をぐずりぐずりと包み込んでいた。

　違和感の正体は、窓。

　僅わずかに開いた窓には格こう子し状の柵さくが嵌はめられ、インテリアや転てん落らく防止のものというよりは、完全に鉄てつ格ごう子しといった外観で内部に閉へい塞そく感を与えている。

　人の手首程ほどの幅しかない隙すき間まは、露ろ骨こつなプレッシャーとなって、住まうものに己おのれの立場を自覚させる。

　自分が、軟なん禁きんされているという事実を。

　だが、今いま現在その部屋の住人となっている女にとって、それは特に気になる事ではなかった。

　軟禁されていようがいまいが、彼女の心になんら特別な変化はない。

　変化があったとすれば、それはもっとずっと前の話だ。

　自分のせいで大事な人が傷つき、遠くへ離れてしまった時から──

　彼女は、決して死ねなくなった。

　約束を果たす為ために。

　自分が本当に愛していると気付いた男との約束を果たす為に。

　その男に──残ざん酷こくに残酷に殺される為に。

　女は部屋に差し入れされたスープを口につけ、一人虚こ空くうに思いを馳はせる。

　自分を愛していると、愛しているから殺すと約束した男──ラッド・ルッソの顔を思い浮かべ、彼女はまだ生きている自分に対し、喜ぶべきか悲しむべきか、そんな奇妙な迷いに包まれていた。




　女の名は──ルーア・クライン。

　ラッド・ルッソの婚約者は、遠い地の刑けい務む所しよにいるという恋人に思いを馳せ──ただ、ただ、自分が彼に殺される日の事を考え続けていた。

　嬉うれしそうに、嬉しそうに──













プロローグⅦ　大不自然の恵み







１９３３年　冬　シカゴ某ぼう所しよ




　男が目を覚ますと、そこはベッドの上だった。

　自分の周囲から漂ただよう不ふ自然な香りが、彼を一いつ瞬しゆん不快にさせる。

　最初は夢うつつだったが、数分かけて意識を覚かく醒せいさせるにつれ、どうやらここは病院か何かの施設らしいと気が付いた。

「あ……良かった……目が覚めたんだね」

　身体からだを蠢うごめかせていると、背中の辺りに走る痛みと、耳に届く子供の声に気が付いた。

　静かに首を横に動かすと、そこには小学校の高学年か、中学校に入りたてといった歳とし頃ごろの少年の姿がある。

　少しだけホッとしたような表情をしている少年だが、どこか全体的にどよりとした重い空気を感じさせる表情だった。

　そんな少年の姿を見て、男はゆっくりと思い出す。

　自分の身に起こった事と、側そばに座る少年が何者であるのかを。

　背中を襲おそう激しい痛みに耐えながら、静かに、静かに──




　　　　⇔




　這はいずった後に細い血けつ河がを生み出し、死から逃れるべく抗あらがう影は──

　流れ出た血よりも濃い紅あかを両眼めに湛たたえる、一人の怪かい人じんのものだった。

　眼球の白目の部分は赤く染まり、中央に陣じん取どる純白の虹こう彩さいの中に漆しつ黒こくの瞳どう孔こうが浮かんでいる。

　力無い笑えみを浮かべる口元から覗のぞくのは、上下共ともに鋭く研とぎ揃そろえられた犬けん歯しの群だった。

　通常ならば切せつ歯しや臼きゆう歯しが並ぶ場所にも、等しく八や重え歯ばが立ち並んでおり、笑みと合わさりイルカの口を想そう像ぞうさせる。

　更に特とく徴ちよう的な事に、彼は全身を古めかしい西洋貴き族ぞくのような衣服に身を包み、その異い様ような眼と口元と相まって、吸きゆう血けつ鬼きのような魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいを彷ほう彿ふつとさせた。

　クリストファー・シャルドレード。

　それが、男の名前だった。

　ヒューイ・ラフォレットの私し設せつ部隊『吸ラ血ミ鬼ア』の一員である彼は、数日前に行ったＮＹでの仕事において、実に40年ぶりの敗北を味わった。

　セラードが生み出した技術に応用を加え、ヒューイが独自に生み出した『ホムンクルス』。

　完全な不ふ死し者であるエニスとは違い、老ろう化かは起こる『不完全な不死者しや』とも違い──彼らには『不ふ老ろう』のみが与えられた。

　年とし老おいて死ぬ事が無い以外は、他の人間と全く同じ条件で生を謳おう歌かする。しかし、確実にこの世の理ことわりから外れた不自然な存在。

　積み重なり続ける経験が自らを死から遠ざけ、ヒューイの私兵として存分にその技術を働かせてきた。誰かに殺される事やとっさの事故から身を守る事が続けば、それは結果として『不死者』に近づく事になる。

　そのように、どんどん不自然な存在になっていく自分が、あまりにもあっさりと、それが自然の摂せつ理りであるかのように敗北した。

　彼を襲おそう事実は確かな衝しよう撃げきとなって、心の中に明確なくさびを叩たたき込む。

　相手の名は、フェリックス・ウォーケン。どうやら偽ぎ名めいらしいが、クリストファーにとってはどうでも良いことだった。

　自分のような不自然な存在よりも、遙かに人間離ばなれした存在。

　馬鹿げている程ほどに奇き妙みようで凄すさまじい存在を目の当たりにした事で、彼の心には少なからず動どう揺ようが走った。そんな己おのれの心に整理をつけるため、シカゴの湖こ岸がんで大好きな自然と戯たわむれて疲れを癒いやしていたのだが──

　背中に走る衝しよう撃げきに気付いた時には、既すでに遅かった。

　自分に怨うらみを持つ麻ま薬やく中ちゆう毒どく者が、背中に鋭いナイフを突き刺していたのだ。

　あっさりと返り討うちにしてその場を立ち去ったまでは良かったが──彼は不ふ死し者ではないので、当とう然ぜん流れ出る血は身体からだの中に返らない。

　存ぞん外がいとあっさり身体から熱が奪われていくのを感じながら、彼は自分が不死者とも人間とも違うという事を思い知らされた。

　赤い目から徐々に光を失わせるクリストファー。

「なにが違うんだよ……俺だって普通に生きて──死ぬときは死にたくねえんだよ……誰か教えてくれよ……何が──何が違うんだよ」

　自分に足りないものを考え続けて、死への恐怖を紛まぎらわせていた時──

　彼の横に、一つの影が立つのを確認した。

　クリストファーはその影の全身を見て、優しい微笑ほほえみを浮かべ、影に対して問いかけた。




「やあ──友達にならないか？」




　その小こ柄がらな人ひと影かげは、あまりにも唐とう突とつ、あまりにも不ぶ気き味みな重傷者からの問いかけに、数秒の間沈ちん黙もくしていたが──

　やがて、静かにその口を開き、か細い声で答えを返す。

「友達だって？　……オレと？」

　少年は戸と惑まどいながらも、目の前の怪しい男に恐怖を感じた様よう子すもなく、ゆっくりした動作で右手を前に差し伸べる。

　その表情は、心なしか微笑んでいるようにも見えた。




「オレの名前はリカルド。リカルド・ルッソだよ。よろしく」




　　　　⇔




　ベッドに横たわりながら全てを思い出したクリストファーは、暫しばし目をつむって考える。

　隣となりから心配そうに窺うかがう少年に、初めに何を言うべきか。

　時間にしては僅わずかだったが、ズキズキする背中の痛みのリズムに合わせ、様々な疑問や迷いが心の中を駆けめぐる。そうこうしている間にも疲労感かんと薬の副ふく作用と思おぼしき眠ねむ気けが襲おそい掛かり、二度寝ねへの誘いが身体の中を駆けめぐる。

　だが、結果として目を開いた時に口にしたのは、最も単純な受け返しだった。

「ああ……僕はクリストファー……クリストファー・シャルドレードだよ……よろしく」

　赤あか目めの怪かい人じんの言葉を聞いて、リカルドという名の少年は無言のままで頷うなずき、安あん堵どの表情を僅わずかな微笑ほほえみに変えて見せた。

　イルカの歯で不ぶ気き味みに微笑み返し、彼の意識は再び眠りの中へと落ちていった。




　　　　⇔




　数日後。

　完全に意識が覚かく醒せいし、背中の痛みも徐々に治まり始めたクリストファーは、改めて自分の置かれている状況を整理する事にした。

　──助けられた。

　まさかあの状況で自分に手を差し伸べるものがいるとは考えていなかった。どうして最後に少年の人ひと影かげを見た時に、自分はあんな事を口走ったのだろうか？

　素直に「助けてくれ」と叫んだ方が助かる可能性は高かったかもしれないのに。

　だが、結果として自分は助けられてここにいる。

　医者に聞いた話では、ここはルッソ・ファミリーと縁えんのある病院で、あの少年はボスのプラチド・ルッソの孫まごだという。

　組の人間に助けを求め、死にかけていたクリストファーを病院まで運んでくれたという話を聞き、クリストファーは医者に一つだけ尋たずねかけた。

「あのさ、あの近くに……」

「薬やく中ちゆうのクズの死体なら、組の連れん中ちゆうが処理したぞ」

　医者は何が聞きたいか解わかっていたようで、予想された答えを一歩先さきに返す。

「これでお前はルッソ・ファミリーに莫ばく大だいな借りと弱みを作った……と言いたいところだが、あの薬中野や郎ろうはちょっと色々あってな……プラチドの旦だん那なは、忘れてやるとよ」

　──ああ、そういやあいつ、ルッソファミリーに潜せん入にゆうしてた捜査官かんだったっけか。

　もはや朧おぼろ気げな記き憶おくと化している男の事を思い出しながら、クリストファーは暫しばし考え、今度は最後まで質問を言い切った。

「あのリカルドって子は、どうして俺を？」

「さぁな。普段は組の人間に助けを借りるなんて事はしねえんだが、よっぽど助けたかったんだろうよ。……お前の事を『友達だから助けてくれ』って言ってたぜ」

　ぶっきらぼうな態度の医者は、それだけ言うと肩を竦すくめて病室から去っていった。

　──僕を？　なんで？

　疑問は深まるばかりだったが、あれこれ考えても仕方があるまいと、クリストファーは身体からだを休める事に専せん念ねんする。

　どのみち、ここに長く居る事にはならないだろうと考えていたからだ。

　──ま、双ふた子ごがすぐに俺を見つけて連絡が来るだろ。そうすれば、あとはあの子に借りだけ返せば済む話だ。

　──なんか怪しいけど、あんなにすんなり友達だと言ってくれたのは嬉うれしいかな。




　医者が部屋を出てからして、当のリカルドが病室に顔を出した。

「ああ、すっかり元気そうだね。クリス」

　少年の表情には最初に見せた安あん堵どの表情などはなく、少しムスリとしたような無ぶ愛あい想そうな感じの表情を見せている。

　──ま、シックルよりゃましか。

　仕し事ごと仲間の顔を思い出しながら、クリストファーはベッドに横になったまま少年の顔を見上げた。

　特に不ふ機き嫌げんな事があるわけではないようで、恐らくそれが普段の表情なのだろう。

　クリストファーは特に気にせず、少年に話を切り出した。

　既すでに『クリス』と呼んで長年の友人のように語りかけてくるリカルドだったが、クリストファーも他人に対してそうしているので、特に気にする事はしない。もしかしたら、違い和わ感かんすら感じてないかもしれない。

「あーっと。そのさ、ありがとな」

「何に対して？」

　表情を変えぬまま尋たずねるリカルド。普通ならば疑問に思う受け答えだが、クリストファーは少年の言いたい事を即そく座ざに理解し、ニヤリと笑いながら言葉を返す。

「助けてくれたのと、僕なんかと友達になってくれた事の両方さ」

　その答えをどう思ったのか、少年は言葉を返さない。

　どうやら、余り愛想が良いわけでもないようだ。

　クリストファーは暫しばしリカルドの人間を観察しようと思ったが──特に向こうからは何も会話を切り出さず、微び妙みような沈ちん黙もくが互いの間で壁になる。

　結局先さきに折れたのはクリストファーで、気になっていた事を尋ねる事にした。

「ねえ」

「ん……なに？」

「どうして僕を助けたのさ？　こんな怪しい……人間離ばなれした怪かい物ぶつみたいな変なのを。しかも初しよ対面でいきなり友達になるなんて。友達として忠ちゆう告こくするけど、いきなり友達になろうなんて言う奴やつは信用しない方がいいよ？　人生を破は滅めつさせられる」

　何が楽しいのか、クリストファーは自分を追いつめる言葉を淡たん々たんと吐き続ける。

　少年は静かにその問いと忠告を聞き入っていたが、全てを聞き終えた時点で、その問いかけに対する短い答えを口にした。

「だからだよ」

　その答えは、本当に短かった。

「？」

「だから、貴女あなたを助けたんだ。貴方なら……オレも含めて、オレの嫌いな世界の何もかも壊してくれそうな気がしたから」

　淡たん々たんとしていた。

　ただ、ただ淡々としていた。

　涙ながらに語れば、それなりに事情を察する事ができるであろう言葉。顔を俯うつむかせるだけでも、何か深いわけがあるのだろうと、聞いた者が勝かつ手てに少年の背景を想そう像ぞうするであろう言葉だったが──少年が吐いた言葉には、なんの感情も籠こめられておらず。まるで用意されていた台本を淡々と読み上げたかのようだった。

　だが──全く感情が籠もっていないのに、クリストファーには不ふ思し議ぎとそれが嘘うそだとは感じられなかった。

「オレは貴方を利用しようとしてるだけだ。だから友達になった……軽けい蔑べつした？」

「いや、そういう分かり易やすいのって僕は嫌いじゃないね。共きよう生せい関係・寄き生せい関係は両方とも立りつ派ぱな自然界の摂せつ理りだよ。ナマコとその内ない臓ぞうに隠かくれる小こ魚ざかなに友情が生まれないとも限らない」

　苦く笑しようを交えながら、クリストファーは呆あきれたように首を振る。

「でもねえ。サーカスのピエロと友達になったって、ネバーランドにゃ連れて行ってはくれないんだよ？　……いや、でもどうなんだろう。ピエロに不可能はないって聞いた覚えが……『詩し人じん』の旦だん那なが昔、『ピエロの鼻の中にはパンドラの空から箱ばこが詰まってる』とかなんとか……あれってどういう意味だろう……」

　一人でブツブツと呟つぶやき始めるクリストファーを余よ所そに、リカルドは湿り気のない言葉の続きを吐き出した。

「別に、格かつ好こうが変だからクリスを助けたわけじゃない」

　リカルドは周囲に他人がいない事を改めて確認し──

　やはり、淡々とした口く調ちようで言葉を告げる。

「この前……うちの組の人達たちをたくさん殺してたでしょう？　見てたよ」

「……」

　一つの疑問が減る代わりに、新たな疑問が増えた。

「……見てたって……」

「クリスと、変な東とう洋よう人じんの人……オレ、遠くから見てたんだ。あの時は怖かったからずっと隠かくれてたけどね」

「じゃあ、その事を君のお爺じいさんに言ったのかい？」

「言ってないよ。言ってたらクリスはもう生きてないだろうし」

　さらりと語るリカルドの声には、恩おん着きせがましい調子は含まれていない。

　だが、話の内容は明らかに恩着せがましいものだった。

「オレが何を考えてるのかは……もっと仲良くなったら、そのうち話すよ」

　冷めた表情のままのリカルドに、クリストファーはゆっくりと右手を差し出し──少年の細い首をガシリと掴つかみこむ。

　真まっ赤かな目を爛らん々らんと赫かがやかせ、牙きばの羅ら列れつする口元を凶きよう暴ぼうに歪ゆがませながら囁ささやいた。

「実はもう立ち上がれる僕が、『証しよう拠こ隠いん滅めつだー』って叫んで、君を酷むごたらしく殺して逃げるとは考えないのかい？」

　だが、少年は少しだけ苦しそうな顔をしながらも、やはり冷静な瞳ひとみのままで言葉を喉のどから絞しぼり出す。

「……それなら……それでいいよ。友達に殺されるならそれもいい」

　クリストファーは即そく座ざに少年の喉から手を離し、彼の言葉に対して賞しよう賛さんの口くち笛ぶえを吹いた。

「……面白いね、面白いよ君。『詩し人じん』の奴やつやシックルとはまた別種の変へん人じんだねえ。レイルやフランクとは気が合うかも。今度縁えんがあったら紹介するよ」

「ありがとう。その人達はよく知らないけど……」

「なに、友達は多い方がいい。今度、ＮＹにいる友達も紹介する。フィーロって言うんだけどさ、気むずかしそうだけど根は優しい奴だから、チーやリーザよりは仲良くなれるさ」

「酷ひどいね、友達は利用するって言ってるオレに、自分の友達を紹介するの？」

　ほんの少しだけ表情を和らげたリカルドに、クリストファーは満面の笑えみを浮かべながら言葉を紡つむぐ。

「友達は利用するものさ！　時には無む償しようで、時には有ゆう償しようで利用しあってこそでしょ。話すと安心する、なんていうのも立りつ派ぱな利り害がい関係だし」

「……っていうか、怪け我がしてるのに元気だね」

「割と痛いよ？」

　少しだけ笑顔を見せたリカルドとたわいもない会話をしながら、クリストファーは暫しばらくこの少年に付き合うのも悪くないと思い始めた。弱みを握られているからというわけではなく、単純に『面白い』と思ったからだ。

　──ま、『双ふた子ご』を通じてヒューイの旦だん那なの連絡があった時は、適当に理由言って抜け出せばいいか。




　軽く考えながら、クリストファーは退院後ごにリカルドの護ご衛えいとしてルッソ・ファミリーに迎え入れられた。最初は露ろ骨こつに怪しんでいたルッソ・ファミリーの人間も、リカルドがなんの問題もなく接しているのを見て次第に気にしなくなっていった。

　と言っても、彼を受け入れるわけではなく、ただ空気のように扱っているだけだったが。

　護ご衛えいとしての仕事能力を発はつ揮きするような事件も多くは起こらず、クリストファーに実力があるのか無いのかを示す機会も無いまま、ただいたずらに時だけが過ぎ去っていく。




　そして、１年の月日が流れ──




　ヒューイからの連絡は、まだ一度も無く──

　リカルドからも新しい話が聞けるわけでもなく、ただ普通の『年の離れた友人』としての関係が続くだけだった。

　そして、今日も時は流れゆく。

　淡たん々たんと、淡々と。

　空気の中に、少しずつ不ふ穏おんな空気を孕はらませながら。
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シカゴ　『ネブラ』本社ビル




　摩ま天てん楼ろうが何本も聳そびえ立つシカゴの中心部。

　高こう層そう建築群ぐんはただ闇やみ雲くもに立てらているわけではなく、計算された区く画かく整理の元に立ち並んでいる。聞いただけでは無ぶ骨こつに思える高層建けん築ちくの数々も、その一つ一つが建築家達たちのデザインの結晶であり、見る者に趣おもむき深い感かん嘆たんを与えている。

　大通りの中心から見渡すと、ビル群の合間から抜けるような冬空が広がっており、空と鉄てつ筋きんの塊かたまりが意い外がいな程ほどに調ちよう和わを見せている。

　そんな摩天楼の中に、その会社は存在した。

　シカゴ川に沿って発展した商業地区。

　美しい時計塔とうが象しよう徴ちよう的なリグレー・ビルから少し離れた所に、淡あわい白塗りのビルが空高く聳そびえ立っていた。

　複ふく合ごう企業体『ネブラ』の本社ビル。

　ＮＹにある『ミストウォール』という支社ビルも白が特とく徴ちよう的な外がい観かんだったが、このビルは更に淡い白色で、日光にくすんで本当に霧きりの塔が聳え立っているように錯さつ覚かくさせる。

　ほんの数十年前にカル・マイブリッジによって設立された『ネブラ』という会社は、元は興こう行ぎよう師しに近い集団で、遊園地の遊ゆう具ぐなどを製作したり、各種イベントの企画を立ち上げる子会社に過ぎなかった。

　だが、資本と共に才さい覚かくを現したカルの手により、様々な企業の買ばい収しゆうや株かぶ投とう資しでの成功を収め、驚くほど短期間で国内に名を轟とどろかせる複合企業体となった。

　経営は実に多角的で、元となった遊園地の運営やイベントの開かい催さいなどもより大だい々だい的に続けており、食料品販はん売ばい、化学工業、鉄てつ工こう業、保険、最近では出版にまで手を出し、大だい企業の一部としては趣しゆ味みのように小さな規模だが、銃じゆう器きの類たぐいの開発にまで手を出しているという話もある。

　能力さえあれば10年で内部企業の社長になる事も可能と言われ、世界的な大だい恐きよう慌こうの煽あおりで流石さすがに一時期よりは地じ味みになっているものの、今でも都市部で一いつ発ぱつ成功を夢ゆめ見みる事業家達たちの羨せん望ぼうの的まととなっていた。

　まさにアメリカンドリーム。

　その象徴たるビルを前に、写真機を握った少女は興こう奮ふんしたように声を上げた。

「凄すごい……凄いですよ副社長！　このビル、窓まど枠わくの一つ一つに違う彫ちよう刻こくがありますよ！　ビルの前に立ってる銅どう像ぞう、これも凄いカッコイイですよ！」

　少女はこの場に辿たどり着くまでに散さん々ざんネブラという企業の事を予習して来たのだが、実際に聳え立つ『芸術作品』を見た瞬しゆん間かん、予習した全てを頭の中から吹き飛ばされた。

「ビルの建築は複数の建築家の意見を纏まとめて、ネブラ内部の建設業者がとりまとめたそうだ。あえて一人の建築家に頼まなかった事は賛さん否ぴ両りよう論ろんあるがな。ちなみにその銅像はドイツの芸術家、カルナルド・シュトラスブルクが自らの手で刻んだ一品だ」

　写真機少女の言葉に答えながら、鋭い目をしたモノクル眼鏡めがねの男がビルの中へと歩みゆく。

「あぁッ！　待って下さいよう副社長！　このビルを見上げる写真を一枚……」

「本社に３ヶ月前に撮さつ影えいしたものがある。その時から大して変わっていないから改めて撮影する必要はあるまい。それに、勝かつ手てに撮とるとあとで苦く情じようが来る可能性があるから気を付けろ」

「く、苦情!?」

　書類とハンコを持って襲おそいくる弁べん護ご士しの群を想そう像ぞうし、写真機の少女──キャロルは思わず悲鳴をあげる。

　対する副社長は毅き然ぜんとした態度で、歩きながらキャロルに説せつ教きようじみた言葉を投げかけた。

「それだけではない。この世はいつ、何が起こるか解わからんからな。フィルムを無む駄だにはできん。撮さつ影えいの知識は部屋で学まなび、技術は現場で覚えるのを良しとすることだ」

「うう、すいません……」

「ふむ……もっともこれは私の意見であり、全く逆の考えを持つ者もいるだろう。記者たるもの、できるだけ多くの意見を聞いて自分で判断する事だ。結果的に圧力や社の方針、己おのれの信しん念ねんでどれだけ曲がった記事を書くことになろうとも……多くの意見を聞いておくこと自体は、総合的に見て有ゆう益えきな場合が多い」

　堅かた苦くるしい物言いだが、キャロルは真剣な表情で『ハイ！』と頷うなずき、写真機を持ったまま副社長の後をトテトテと付いていく。

　二人は、ＮＹの小さな出版社である『ＤＤ新聞社』の社員だ。

　ＮＹ市内だけで発行される地方紙『デイリー・デイズ』を発行しているしがない会社だが、裏の顔としては優秀な『情報屋』として、裏では州しゆう外がいにも名前を轟とどろかせる存在だ。

　その会社の見習いであるキャロルはどう見ても学校に通っていなければならない年とし頃ごろだが、実じつ年ねん齢れいなどは周囲の誰にも教えていない。一方の副社長──ギュスターヴ・サンジェルマンもキャロル以上に年齢不ふ明めいなのだが、二人の外見からすれば、周囲からは親子と見られる事が殆ほとんどだった。

　ＤＤ新聞社の副社長はデスクワーク専門の社長と違い、アクティブに全米、時には海外を飛び回る根っからの現場主義の男であり、本社には１年のうちに10日いれば良い方だと言われている。

　そんな中、今回は新しん米まいカメラマンの研けん修しゆうと合わせ、各かく都市に散らばるＤＤ新聞の関係者や取材に協力してくれる人物の顔見せを行うという目的の旅を続けていた。

『いつフィルムが必要になるか解わからない』

　副社長の言葉は、キャロルの中に実感として強く残る。

　10日前、初めてこの街に来た際にも、列車の中で強ごう盗とうに遭あうというハプニングに遭そう遇ぐうした。

　結けつ局きよく副社長の機き転てんのおかげでなんとかその場を切り抜けたのだが、キャロルとしてはその際に慌あわてるだけで何もできなかった自分を恥じていた。

　──こんなんじゃ、立りつ派ぱな記者にはなれないや……。もう絶対に慌てたりしな……い……ぇええぇえええッ!?

「ええぇえええッ!?　副社長！　副社長！」

「静せい虚きよたれ、キャロル」

　目を泳がせながら慌てるキャロルを、副社長は凜りんとした声で戒いましめる。

「だ、だって……今、入口ですれ違った人って……」

「うむ。マンフレッド・ベリアム上じよう院いん議員だな」

　キャロルは何度も振り返って確認するが、既すでに議員を中心とした護ご衛えいの集団に阻はばまれ、その後ろ姿を確認する事はできなかった。

「だな、ってそんな」

「大だい統とう領りように会ったわけでもあるまい。上じよう院いん議員の一人や二人でそんなに焦ってどうする」

　常に冷静な副社長の横よこ顔がおを見て、キャロルは改めて眼前の上じよう司しを尊そん敬けいする。

　──凄すごいなあ、副社長はいつでも冷静なんだなあ。

　純粋に新聞記者としての憧あこがれを抱きながら、キャロルは冷静さを取り戻して別の話題を切り出した。

「でも、こんな大きな会社にも知り合いがいるなんて、やっぱり副社長は凄いですね！」

「会社の大小は関係あるまい。どんな相手だろうと、我われ々われＤＤ新聞社の大事な取とり引ひき相手なのだから、如い何かなる時も最大限の敬けい意いを、しかし対等の立場として決して卑ひ屈くつになるなかれ、だ」

「はい！」

　副社長の知り合いがどんな人間なのかを想そう像ぞうし、キャロルはワクワクしながら副社長と共にエレベーターの中へと踏み込んだ。

　上昇を始めたエレベーターは留まる事こと無なく突き進む。

　会議室や接客室のある階を通り過ぎ──

　ただ、ただ、まっすぐと──最上階を目指して突き進んでいった。




　　　　⇔




30分後　一階　エントランスホール




「全く……知ち名めい度どでいえばベリアム議員の方が上だろうに。そんなことではまだまだ３２５点といったところだな」

「……何点中でひゅか……？」

　その問いには答えず、副社長はやれやれといった表情で首を振り、放心しているキャロルをホール内のベンチに座らせた。

　目を点にしながら腰が砕けているキャロルは、金魚のように口をパクパクとさせている。

「冷静たれ。あれほど気さくな人物の前で、何をそんなに緊きん張ちようする事があったのだ」

「らって……だ、だって、ひゃひょ……社長が出てくるらん……なんて……」

「社長ではない。マイブリッジ氏は会長だ。あと、他者の前では私の事は副社長ではなくサンジェルマンと呼べと言ったろうに、何回も副社長副社長と……もしも相手方がたの会社の副社長との会話だったらどうするつもりだ」

　ギュスターヴは淡たん々たんと語るが、キャロルにとっては殆ほとんど耳に入っていなかった。

　最上階の更さらに上。芝生しばふとベンチだけが置かれた簡かん易い的な屋上庭てい園えんでキャロルが顔見せさせられたのは、国内、いや、世界有ゆう数すうの『成功者』であるネブラの会長本ほん人にんだった。

　副社長が気さくに挨あい拶さつを交わしていた所までは覚えているが、相手の名前を出された後の事は殆ほとんど記き憶おくに残っていない。会長たるカルの顔すらも朧おぼろ気げなものとなって消え失せていた。

　一方で、欠片かけらの緊きん張ちようも見せていない副社長を見て、キャロルは青ざめた顔を横に振る。

　──この人、本当にどういう人なんだろう……。

　憧あこがれと同時に恐れも抱き始めたキャロルに対し、副社長は『何か飲み物を買ってくる』と言ってどこかに去っていってしまった。

　──ああ、いなきゃいないで不安が……。

　自分が写真機を抱えている事に気付き、もしもこの状況で物取りにあったらどうしようという不安に駆られる新しん米まい記者。まだ腰が抜けているので立って副社長を追う事も間に合わず、広大なホールの中にポツンと一人取とり残された。

　こんなビルの中で物取りもあるまいとは思ったが、勝かつ手てのわからぬ場所で堂どう々どうとしていられる程ほどにキャロルの肝きもは据すわってはいなかった。

　──あううう。

　青い顔から更に血の気を失わせていくキャロルだったが──

　不意に、その前に影が立った。

　──お医者さん？

　最初見た瞬しゆん間かん、キャロルの目には鮮やかな白はく衣いが映り、医者が現れたのかと考えた。

　次いで、特とく徴ちよう的なその身体からだのシルエットを見て彼女は勘かん違ちがいをし直した。

　──女じよ医いさん？

　アメリカでは１８００年代にエリザベス・ブラックウェルという女医が誕生し、１８５３年には彼女達たちの手によってＮＹに女性スタッフのみの診しん療りよう所じよが設立されている。

　そんな歴史もあり、この時代では決して女医は稀まれな存在ではないのだが──医者に掛かった事の少ないキャロルにとっては、比ひ較かく的てき珍しい存在だと言えた。

　もしかして体調の悪そうな自分を気き遣づかって副社長が連れてきてくれたのだろうか。

　そう考えたキャロルは申し訳なくなって、慌あわてて意識を覚かく醒せいさせる。

「あ、あの！　大丈夫です！　すいません！　すいません！」

　何がすまないのか解わからない叫びだったが、キャロルは混乱する頭で謝しや罪ざいの言葉を連れん呼こした。

　すると、相手の方も驚いて、キャロルの言葉をオウム返しにする形で勢いよく謝り始めた。

「ええッ!?　あ、あのう！　す、すいません！　ご、ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　そこでキャロルは冷静さを取り戻し、目の前で取り乱している白衣の女性に目を向けた。

　白衣の上には気の抜けるような表情をした黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの顔が載っており、長く伸びた前まえ髪がみがばらりと額ひたいに垂れている。それとは対たい照しよう的てきに、白衣の中にはモデル──世が世ならプレイメイツと呼ばれるような、些いささか極きよく端たんすぎる曲線の身体からだが収まっていた。

　頭を下げる度たびに、地じ味みな服にも関わらず強調される胸が視し界かいに入り、キャロルはそのスタイルを見て『あー、面めん倒どうそうだからここまで大きいのはいらないや』などという、暢のん気きな考えを巡らせていた。

「え、ええっと。すいません、寝てるのを起こすつもりはなかったんです！　ただ、気分が悪そうだから大丈夫かなーって思って近づいたら急に飛び起きて謝ってくださったからもしかして気付かないうちに足とかぶつけちゃってたんじゃないかと思ってええと、ええと……」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをグルグルと泳がせながら謝る白はく衣いの女に、キャロルはどことなく親しみを感じ、微笑ほほえみながらヒラヒラと両手を振って見せる。

「あ、そうじゃないんです！　えっと。私がちょっと寝ぼけてただけですから、気にしないで下さい！　こっちこそごめんなさい……！」

「あ、そうだったんですか！　ごめんなさい、私も変に気を遣つかわせしまったみたいで……」

「いえ、こっちこそごめんなさい」

「いえ、私こそ……」

　そんな調子のやりとりを十二回ほど繰り返した後、キャロルは自分の緊きん張ちようがほぐれている事に気付き、自然と笑い声が滲にじみ出た。

「アハハ、なんか私達謝あやまってばかりですね。あの、おかげさまでなんだか元気が出ました！　ありがとうございます！」

「えッ？　そうなんですか？」

　キャロルの唐とう突とつな謝しや礼れいに、白衣の眼鏡女おんなは暫しばしキョトンとしていたが──

「でも、元気が出たみたいで良かったですね！」

　と、まるで自分が元気づけられたような笑顔で微笑む白衣の女性に、キャロルは完全に緊張がほぐれて、子供らしい調子で話しかける。

「私はキャロルって言います。新聞屋の助手で、この会社の事を色々取しゆ材ざいしてるんですよー。お姉ねえさんは、このビルに入ってるお医者さんなんですか？」

「え？　ええっと……うーん、お薬とかは作ってますけど、お医者さんっていうわけじゃないですねえ。多分」

　──じゃあ、薬屋さん？

　そういえばネブラには薬品開かい発はつの企き業ぎようも入っていた筈はずだ。

　キャロルは元来のミーハーな好こう奇き心しんゆえか、更に突っ込んで質問しようとしたのだが──

「何をしている？」

　女性同どう士しの会話に唐突に割って入った渋しぶい声に、キャロルと白衣の女は同時に身体を固まらせ、声のした方向に目を向ける。

　すると、そこには片手にコーラの瓶びんを持った副社長が立っており、いつも通りの鋭い視線を白はく衣いの女へと向けていた。

「ルネ嬢じようよ……何をしている？　その娘は私の助手だが」

「あ、ギュスターヴさん！　え、ええっと！　別に攫さらって実験体たいにしようとか、そんなことは考えてないですよ？」

「副社長！　……って、あれ？　えっと……お知り合いなんですか？」

　実験体云うん々ぬんを冗じよう談だんと受け取ったキャロルは、笑顔のままで副社長へと問いかけた。

「うむ……私というよりも、我が社の社長の知人なのだが……」

「え!?　社長の!?　凄すごい！」

　キャロルにとってＤＤの社長のイメージと言えば、書類の奥に埋まっている印いん象しようしかなく、顔すら見たことのない存在だ。

　会社の外に出たことがあるかどうかも不明だったが、まさかこんなにスタイルのいい美人の知り合いがいたなどとは！

　野や次じ馬うま根こん性じようで興こう奮ふんしたキャロルは、更に個人的な取材をしようと口を開いたのだが──その前に、副社長がルネと呼んだ女性に対していつも通りの声を投げかけていた。

「そもそも、偶然このエントランスに出てきたわけではないのだろう？」

「ええ。ＤＤ新聞社の情報屋さんがいらしたって聞いて、御ご挨あい拶さつぐらいはしておこうと思って！　でも、こんなに可愛かわいい情報屋さんが一緒だなんてビックリです！」

「か、可愛いって……そんな」

　柔らかい笑えみに見つめられて照れたのか、顔を真まっ赤かにして俯うつむくキャロル。単に子供と言われた可能性は思いつきもせず、素直に表情をほころばせている。

　副社長はそんなキャロルの頭にポン、と手を乗せ、淡たん々たんとルネとの会話を続けていった。

「ま、それはともかくだ。マイブリッジ会長殿どのはまだまだ現役のようで何よりだ。君の方は最近何をやっているのかね？」

「あはは、相変わらずですよー。実験しては失敗して、周りのみんなに迷めい惑わくをかけちゃって」

「ＮＹの１２００人は、成功かね、それとも失敗かね？」

「んー。まだなんとも言えませんねえ。あれは私だけの管かん轄かつじゃありませんから！　総合的に見ないといけませんし、他からのゴタゴタも多いんですよ。ホーマーさんなんかはＮＹで色々と動いてますし、私も最近は物ぶつ騒そうになってきましたから、ルッソ……」

「それ以上は、部ぶ外がい者の耳に入れるとまずいのではないかね？」

　ピシャリと言った副社長の言葉に、ルネはハッとして慌あわてて自分の口を塞ふさぐ。

　──本当に自分の口を手で塞ぐ人、初めて見た。

　キャロルとしては今いまし方がたの会話の意味はさっぱり理解できなかったようで、ドジな人なんだなあと思いながら目の前の女性に親しみを感じるだけだった。当のルネも失敗したという様な照れ笑いを浮かべてキャロルの頬ほおをプニプニとつつく。

「もー、危なかったですねーキャロルちゃん。私がうっかりもっと喋しやべっちゃってたら、口くち封ふうじしなくちゃいけないところでしたよ？」

「アハハ、危なかったですよー」

　キャロルもルネの冗じよう談だんに笑い返し、そのまま三人で軽い会話を交わして別れを告げた。

「それじゃあルネさん、お仕事がんばって下さいね！」

「はい、キャロルちゃんもがんば……ヒアァッ!?」

　手を振りながら後ろ向きで歩いていた為ため、ベンチに足を引っかけてひっくり返るルネ。

　慌あわてて起きあがると、顔を真まっ赤かにしながら手を振って小こ走ばしりで駆け去って行った。

　白はく衣いに眼鏡めがねという知的に見える格かつ好こうをしているのに、随ずい分ぶんとそそっかしい人だなあと、キャロルはほほえましく見送って自分達たちもその場を後にしたのだが──

　ビルの外に出た瞬しゆん間かん、副社長が奇き妙みような事を呟つぶやいた。

「本当に、何もされなかったか？」

「へ？　どうしたんですか副社長？」

「うむ……忠ちゆう告こくはしておくが、彼女には気を付けた方がいい。付き合い方のコツを掴つかむまでは、一人で会わない方がいいだろう」

「え？　どうして？」

　キャロルは副社長の意図が解わからず、不ふ思し議ぎそうに尋たずね返す。

　だが、副社長は暫しばらく黙ったまま歩を進め──リグレー・ビルの前、シカゴ川のほとり辺りに来た所で、視線を前に向けたままキャロルへの答えを口にした。

「あの『口封じしなければなからなかった』というのは……おそらく、本気だろうからな」




　　　　⇔




数分前　シカゴ川　リグレー・ビル前




　全ぜん米べいでも有数のチューインガム会社が誇る時計塔とうが特とく徴ちよう的てきなビル。そのリグレー・ビルとシカゴトリビューン本社ビルの間を抜けると、シカゴ川に架かかる橋に出る。

　50メートルを軽く超える川かわ幅はばにどっしりと居い座すわった橋で、多くの人々や車が行き交う大通りだが──橋を通る人々は、その途中である一点──橋の入口の辺りからビルの時計塔を見つめて立っている二人組に気付き、好こう奇きの視線を向けていた。

　それでいて、なるべく関わり合いにならないように足を速めてその前を通り過ぎていく。

　注目の的まとになっている二人は、まるで人形のような二人組の──子供だった。

　一人は異常に身長が高く、ビア樽だるのような体型の子供。

　腰にはリュックを一つ提さげているが、体格と比べるとまるで巾きん着ちやく袋ぶくろのように見える。

　その隣となりに立つもう一人は、体中に幾き何か学がく的な縫ほう合ごう痕こんを走らせた小こ柄がらでか細い少年だった。

　少年は冬だというのに上着を脱いでランニング姿になっており、黒い縫合痕を見せつけるように衆しゆう目もくの中に晒さらけ出している。

　縫合痕の少年は生き生きとした表情で、噛かんでいたガムを包み紙に吐き出した。

　そして、オロオロした調子で目を泳がせていた隣となりの巨きよ児じへと話しかける。

「ガムはいいよねぇ、フランク。噛んでて飽きない」

「うーん。僕も好きだけど、十個ぐらい一度に食べないと物足りないから、僕はお金がかかっちゃうんだなあ」

「そのぐらいケチケチしないで使おうよ。ガムは最高の食べ物だよ？　ほら……あそこにあるビル、ガムの会社なんだってさ。もしもヒューイの奴やつに『この街を焼き払え』って言われても、僕はあのビルだけは絶対に護まもってみせるよ？」

「あ、ああ……ひょっとして、だからわざわざこの場所を選んだの？」

　堂々と物ぶつ騒そうな事を言う少年に対し、巨児は不安げに周囲へと目を向けた。

「ね、ねえ。それよりもレイル。みんな僕らのこと見てるみたいなんだあ」

「そうだねぇ。僕の疵きず痕あととフランクの図ずう体たい、どっちに注目してるんだろうねぇ。疵痕なんて珍しくもないだろうに、やっぱり僕の……この、誰かに意図的にやられたって感じの縫合痕に同情とか哀あわれみでもかけてくれてんのかねぇ」

「た、多分だれもそこまで考えてないと思うんだなあ。で、でも、こんなに目立っちゃって本当に大丈夫なのかなあ？」

「いいっていいって。もう『目立つな』なんてヒューイの指示は無む効こうだろ？　このぐらい目立てば、嫌でも『敵』の連れん中ちゆうは気付いてくれるだろうし。ただ立ってるだけで警察に尋じん問もんされたりもしないだろうしさぁ。ま、あからさま過ぎて罠わなだと思われたらそれまでだけどねぇ」

　ケラケラと笑いながら、レイルは楽しげに一つの提案を持ち出した。

「そうそう。いいこと思いついたんだけどさぁ。フランク」

「なあに？」

「昨日は、『どうせ僕達が歴史に残ることなんかない』って言ったけどさ……フランク、『サンジェルマン伯はく爵しやく』って知ってる？」

　突とつ如じよとして出された名前に、フランクは暫しばし考え込み、残念そうに首を振る。

「んー……知らないなあ」

「昔のヨーロッパにいた人なんだけどさ、歴史には残ってるんだけど、タイムスリップしただの不ふ老ろう不ふ死しだの、そういう変な噂うわさで有名になった人なんだって」

「へ、へえぇ」

「だからさ、フランク！　僕達もそういう方向で有名になれば歴史に残るんじゃない？　例えば、その二人組が現れた街は必ず謎なぞの大だい爆発が起こって地図から消しよう滅めつするとかさぁ！」

　心しん底そこ楽しそうに目を輝かせるレイルに、フランクはやはりしばらく考えこみ──

　やがて、何かを思いついたように口を開いた。

「だ、駄だ目めだよお、レイルぅ」

「なんで？」

　心底不ふ思し議ぎそうに尋たずねるレイルに、フランクは巨大な頭を振って言葉を返す。

「そ、それじゃ、僕達を見たってみんなに教える人がいなくなるんだなあ」

「あ……そうかぁ。そりゃそうだよねぇ！　ハッ……アッハハハハハハ！」

　狂きよう的てきな笑いを浮かべる少年に、橋を歩く人々はさらに距離を離して通り過ぎていった。




　だが、その状況に対し、唐とう突とつな変化が訪れる。

　退たい屈くつしていたレイルとフランクの耳に、屈くつ託たくのない少女の笑い声が飛び込んできた。




　最初は、自分達たちが笑われたのかと疑った。

　別に傷きず痕あとやフランクの体たい躯くを好こう奇きの目で見られる事は慣れているが、大だい爆ばく笑しようされるというのは珍しい。特に怒った訳でもなく、レイルが好奇の視線を巡らせると──

　大きな写真機を握った少女が、笑いながらこちらに歩いてくる姿が目に飛び込んでくる。

　──なッ……笑うだけじゃなくて写真まで!?

　これは新しいパターンだ。レイルは既に自分の縫ほう合ごう痕こんを『個性』を通り越して『ファッション』と考えているので別に抵抗はないが、フランクは自分の巨きよ躯くを気にしているのではないかという危き惧ぐが思い浮かんだ。

　もっとも、橋の上で囮おとりになろうと言い出した自分には何も文もん句くは言えないのだが。

　レイルがそんな事を考えていると──少女と隣となりにいるモノクルの男の会話も耳に入る。少女は常にその男の事を見ながら歩いていて、どうやらこちらの事は目に入っていないようだ。

「アハハハハ！　もー、副社長ったら！　そんな冗じよう談だん言うなんて珍しいですね！」

「うーむ。冗談ではないのだが。まあ、キャロルがそう信じるのならばそれを止める権利は私には無い。だが、上じよう司しとしてみすみす危険に近づけるわけにもいかん。どうしたものか……」

　二人の会話が明確に聞こえ、レイルは一いつ瞬しゆん張りつめかけた緊きん張ちようを即そく座ざに解いた。

　──なんだ、僕達を笑ってたわけじゃないのか。

　それに、こちらを見ていないのならばそのまままっすぐに近づいてくるのも理解できる。どうやら前の男と歩を合わせているだけだと思われた。

　──あれ？

　矛む盾じゆんに気付き、レイルは少女の隣を歩く男を見やる。

　男は確かにこちらに向かってきて、視し界かいにも入っている筈はずだが、全くレイル達のことを気にしている様よう子すは見られない。

　それはそれで珍しい事だ。あの目つきの鋭さからして、もしかしたらどんな状況でも冷静でいなければならない殺し屋か何かの類たぐいだろうか？

　と、レイルがそんな事を訝いぶかしんでいる間に、目の前を通り過ぎた副社長に続いて歩いていた少女は、フランクの巨大な足に気付かずそのまま直進を続けていた。

「もー、副社長ったら！　あんなに優しそうな人を捕まえて危険だなんてキャゥァッ!?」

　トスン、という軽い音と共に、少女の身体からだが急きゆう停止する。

　ぶつかられたフランクは、自分が通行の邪じや魔まになっていたのだと思い即そく座ざに身体を縮こまらせた。

「あ、ご、ごめんだなあ」

「アイタタ……す、すいませヒアァッ!?」

　鼻をさすりながら謝りかけた少女は、相手を見上げ、その余りの大きさに悲鳴をあげる。

「あーあー、驚かせちゃったねぇフランク」

　その巨体の足の陰からヒョイと顔を出すレイル。

「ひッ!?」

　フランケンシュタインの怪かい物ぶつのような疵きずを見て、少女はまたも悲鳴をあげる。

　その様よう子すがおかしいのか、レイルはクスクスと笑い出す。フランクはオロオロとしており、困ったようにレイルと少女の間で視線を往復させていた。

　と、立ち止まって様よう子すを見ていたモノクル眼鏡めがねの男が歩み寄り、少女の頭を軽く押さえて強制的に悲鳴を止めさせる。

「自分からぶつかっておいて悲鳴をあげるものではない。失礼だぞ、キャロル」

「……。……。……」

　キャロルと呼ばれた少女はまだ息を荒げていたが、横に立つ男の存在に安あん堵どを感じたようで、10秒ほどかけて徐々に呼吸を整える。

　同時に、自分が何をしてしまったのかを理解したのか、顔を青くしながらおずおずと頭を下げた。

「あ、ご、ごめんなさい……」

　そんなキャロルに助け船を出すように、モノクル眼鏡の男が率そつ先せんして帽ぼう子しを取り謝しや罪ざいする。

「連れが大変失しつ礼れいをした。よく言って聞かせるのでお許し願いたい」

「いいよ別に。僕だっておじさんの顔かお見みて『殺し屋みたい』とか考えてたし」

「だが、私は君にぶつかられていない」

「……ていうか、よく僕らと普通に話せるねぇ？」

　縫ほう合ごう痕こんに引き寄せられ、口元は相変わらず笑えみの形を作ったままだが、レイルは不ふ思し議ぎそうな目をして目の前の男を見上げていた。

　そんなレイルの疑問を聞き、片かた眼鏡の男が言葉を返す。

「ふむ……傷きず痕あとと身長の事を言っているのであるならば、別に私にとってそれは話をするにあたっての障しよう害がいではないが？　無む論ろん、人によるだろうがね」

「へえ……普通の人は大たい概がい変な目で見るもんだけど？」

「私の友人には君きみ以上の傷痕を灰色の布で隠かくす医者もいる。それに隣となりの者の身長の事を言っているのならば、やはり他にも長身の者はたくさん知っている。私は直接会あったことは無いが、この州の南にあるオールトンの街に住むロバートという少年は、今年で16歳さいながら既に身長２４０センチに達し、いまだ年に10センチ程ほどの速度で成長しているそうだ」

　後のちに身長の世界記録を生みだし、病気で亡くなった際には３メートルを超えていたという人物の名を上げながら、モノクルの男は淡たん々たんとした調子でレイルとフランクを見つめていた。

「そ、そうなんだあ」

「……」

　フランクは感かん嘆たんの声を漏らし、レイルはまだ何か納なつ得とくできないといった表情だったが、再び口を開く前に、おずおずとした調子のキャロルの声が耳に届く。

「あ、あのう……本当にごめんなさい……。ぶつかった上に悲鳴なんてあげちゃって……」

　カメラを肩に提さげた少女はシュンとした表情で俯うつむいていたが、レイルは軽く笑いながらその肩をポンポンと叩たたく。

「いいってば。僕だって今いま君きみを見た瞬しゆん間かんはカメラ泥どろ棒ぼうだと思ったんだからさぁ」

「ええッ!?」

「嘘うそだよ」

　悪戯いたずら小こ僧ぞうっぽい微笑ほほえみを浮かべる少年に、キャロルは一いつ瞬しゆん目を白黒させ──頬ほおを膨ふくらませながら笑うという器き用ような真ま似ねをしてのけた。

「もう……！　酷ひどいですよう？」

　すっかり緊きん張ちようをほぐされた形となったキャロルは、頬を戻すと同時に子供らしい笑顔を浮かべて、改めて一礼した。

「本当にごめんなさい。私はキャロルっていいます！　さっきのお詫わびに、一緒に御ご飯はんでも食べませんか？」

「え？」

　レイルとしては、そんな申し出をされたのは初めての経験だった。

　そもそもヒューイの『目立つな』という指令をバカみたいに守ってきた為ために、人ひと前まえに縫ほう合ごう痕こんを晒さらした経験自じ体たいが少ない。フランクも同じ事で、仕事の時とき以外はいつもヒューイの『別べつ荘そう』に身を寄せている。

　フランクは一瞬顔かおを輝かせたが、すぐに暗い表情になって首を振った。

「で、でも、僕が座れる椅い子すがあるお店なんてないんだなあ」

　しかしキャロルは気にしない。

　既すでにフランクの巨きよ躯くに対する驚きは克こく服ふくしたようで、子供特とく有ゆうの無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮かべながら、どこかマセた調子で言葉を紡つむぎだした。

「大丈夫ですよ！　サンドイッチでも買ってきて、近くの広場で座って食べましょう！」

「いいのぉ？　僕達遠えん慮りよしないよぉ？」

「ぼ、僕、大食いだから、お金がかかっちゃうんだなあ」

　意い地じの悪い笑えみと遠慮がちな顔を同時に向けられたキャロルだが、胸を精せい一いつ杯ぱい張りながら自信に満ちた台詞せりふを言い放つ。

「心配しないでください！　こう見えてもこのサンジェルマンさん、新聞社の副社長なんですから！　太ふとっ腹ぱらなんですから！」

「ふぅむ……」

　自じ慢まんげに語られた片かた眼鏡めがねの男は、顎あごに手を置き、冷静な声で意見を述べた。




「……ひょっとして、金は私が払うのか？」




　　　　⇔




ルッソ邸てい




「それじゃ、ルーアさん。他に何か欲しいものがあったら遠慮しないでね」

　淡たん々たんとした声をかけ、リカルド・ルッソは静かに部屋の扉とびらを閉める。

　リカルドの立つ長い廊下には部屋がいくつもあり、その奥にはルッソ・ファミリーの人間が一人で座っている姿が見えた。

　一人しかいないが、トイレに立つ際にも常に代わりの人間に呼びかけ、決してこの廊下が無む人じんにならないように配はい慮りよされている。

　足を組み、新聞を読んでいるが──その隙すき間まからはしっかりとこちらの様よう子すを窺うかがっていた。

　その様子を見て、部屋の前でリカルドを待っていたクリストファーが退たい屈くつそうに欠伸あくびをする。

　今いまし方がた部屋の中で会っていた女は、ルーアという名前の『客きやく人じん』らしい。

　軟なん禁きん状態で何が客人なんだかと思いながら、クリストファーは特に同情もしていなかった。

　一いつ体たい彼女がどんな人間なのかは知らないが、逃げたいという素そ振ぶりを見せているのならばまだしも、特にこれといった感情を表す事もしない。

　リカルドが半分世せ話わ係がかりのような感じで出入りしているのだが、人ひと質じちに取られる可能性も殆ほとんどないと言って良いだろう。クリストファーはそう考えていた。

「あの娘が来てからもう１週間だっけ？」

「そうだよ。オレだったら、きっともう耐えられない。あんな殺さつ風ぷう景けいな部屋なんて」

「おやおやおや。そんな根こん性じよう無なしな調子でどうするのさ。刑けい務む所しよとか入ったら発はつ狂きようするよ？」

「別にいいよ」

　クリストファーの馴なれ馴れしい挑ちよう発はつに、リカルドは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

「オレはマフィアになる気はないし──どのみち、うちの組は爺じいちゃんの代で終わりさ」

「そうなのかい？」

「前にも言ったけど、父とうさんと母かあさんはとっくに死んでるしね」

「ああ、そういやそんなこと言ってたっけ。なんで死んだんだっけ？」

　遠えん慮りよなく尋たずねるクリストファーに、リカルドは特に怒りも悲しみも浮かべずに答えを返す。




「爆ばく弾だんだよ。車ごと木こっ端ぱ微み塵じん」




　余りにもあっさりと語られた事実だが、その内容は口く調ちように反して実に重い。

　普通ならば何かのジョークかと思えるような言葉だったが、彼の目と家いえ柄がらが、それが真実であると告げていた。

「ハハハハハハ！　相変わらずそういう事こと軽く語るねぇ。嘘うそでももう少し悲しそうに言った方がいいんじゃないの？　よく知らないけど」

「別に……同情とかされても、父さんと母さんが戻ってくるわけじゃないからね」

　両親の死を語る際にも、リカルドは特に情じよう動どうを感じさせなかった。だが、やはり何か思う事はあるようで、その言葉の後に暫しばしの沈ちん黙もくが訪れる。

　クリストファーは特に空気の重さなどは気にしていなかったが、リカルドの方から場の空気を変える問いを投げかけた。

「そういうクリスはどうなの？　家族とかは？」

「血の繋つながりって意味じゃ、いないかな。最初からいないようなもんだったからさ……両親が死んだ君の気持ちが正直解わかりかねて困ってるんだけれどどうしたもんなんだろうね？　でも、人は行ったことがない世界を小説や芝しば居いで見て感動する事ができるから、きっと僕も協調できる時は来ると信じたい。ま、その為ために付き合ってる家族同どう然ぜんの連れん中ちゆうならいるけどね。いつか大事な物は何かって聞かれた時に素そ知しらぬ顔で『家族です』って答えるのが僕の夢さ」

「偽ぎ善ぜん的だね」

「偽物の僕にはピッタリさ。……っていっても、リカルドには良く解らないと思うけど」

　廊下の角を曲がりながら、二人はそんな奇き妙みような会話を繰り返す。

　ここに来てから１年になるが、リカルドが自分の過去などを殆ほとんど話さないように、クリストファーも過去の事は自分からは殆ど話さなかった。

　だが、時とき折おり向こうから尋ねられれば、クリストファーは特に気にせず答えを返す。

　そもそもリカルドにはシカゴでの大量殺さつ戮りくを目もく撃げきされている為、今いま更さら何かを隠かくすこともないと考えていた。それでも、ホムンクルスや不ふ死しの酒の事などについては色々と黙ってはいたのだが。

「ああ……家族って……ラミアとか言う人達たち？」

「まあね。あとは敢あえて言うなら僕はこの地球の家族になりたい。残念ながら、血は繋つながってないけどね」

「時々クリスって変なこと言うよね」

　冷めた目で見つめるリカルドだが、クリストファーは笑いながら言い返す。

「そうかい？　チーっていう相あい棒ぼうには『お前は気の狂った事しか言わぬ』って言われてたけどねえ」

「……それでも友達でいてくれたチーさんって、凄すごくいい人だね」

「僕もそう思うよ」

　──そういや、チーとかどうしてんのかな、今いま頃ごろ。

　そんな事を考えていると、リカルドが立ち止まり、親指で玄げん関かんの方角を指し示した。

「このあと、ルーアさんに新しい本でも買ってこようかと思うんだけど……オレも、久しぶりに町に出たいし」

「ああ、いいね。あの子なんだか雰ふん囲い気き暗いし、本とか似に合あいそうだね」

　答えながら、クリストファーは随ずい分ぶんと久しぶりに外出することを思い出した。

　基本的にクリストファーの仕事はリカルドの護ご衛えいのようなものだ。しかし、彼の外がい観かんを顧かえりみて学校との行き来には同行しておらず、送り迎えを拒否している為ために別の組員達が遠とお目めに彼を見守っている状況だった。

　だが、こうして私用の外出の際は、大たい抵ていリカルドはクリストファーを連れて歩く。

　以前に『僕と歩いてるとこ見られたら、友達できないかもよ？』とからかったのだが、『ルッソの孫まごってだけで充分孤こ立りつしてる』と返された。

　結果として、世界から孤立したような変人と、周囲から孤立した少年の奇き妙みような生活が始まった。クリストファーとしては、今まで経験したことの無い『普通の生活』に、退たい屈くつしながらも決して強い不快感を抱いてはいなかった。

　家の外に出る事は滅めつ多たに無いものの、リカルドとの言葉遊あそび的な会話や書庫の本を読み漁あさるだけで随ずい分ぶんと気が紛まぎれたものだ。

　──うーん。『双ふた子ご』からの連絡が全然来こないのも、もしかしたら僕があんまり街に出てないからかもねえ。

『双子』とは、ヒューイの部下の伝達係がかりだ。

　各地で好き勝かつ手てに副ふく業ぎようなどをこなしている面子めんつに、どこからともなく現れてヒューイの言葉を伝える役割を持っている。

　彼らは『シャム』と『ヒルトン』と呼ばれる男女の二人組らしいが、実際にはどういう人物なのかはクリストファーにも計り知れなかった。

　重要な場面で呼びかければ必ず返事が聞こえ、なおかつその声をあげる者が毎回違ちがうという不ふ思し議ぎな存在である。ミストウォール事件の時も、その場にいた『シャム』が手伝ってくれたおかげで無事に逃げ延びられたという話も聞いていた。

　彼らは、どこにでもいる。

　そう意識していたクリストファーだが、流石さすがにシカゴの郊こう外がいにまでいるとは限らない。

　基本的に彼シヤムと彼女ヒルトンが居るのは、ヒューイが必要だと判断した場所だけだろう。

　──それとも、もう僕は用よう済ずみにされたかな？

　今、こうして殺し合いも喧けん嘩かも無い平へい穏おんな日々を受け入れていられるのは、ある意味でただの人間である男に完かん膚ぶ無なきまでに敗北したからかもしれない。殺し屋として鈍なまったと言われても仕方ないだろうし、ヒューイや仲間にも見捨てられた可能性だってある。

　そんなことを考えながらも、クリストファーは特に苦く痛つうを感じてはいなかった。

　──ま、ここでリカルドの成長を面白おかしく見守るのもいいかもねえ。そうだ、こっそり協力してリカルドを立りつ派ぱなボスに仕立て上げるってのもありかな。

「僕好ごのみのマフィア。自然に優しくて……歌が上う手まくて……空を飛び……車を片手で持ち上げ……片手にワイングラスをくゆらせながら情じよう婦ふを十三人……」

「……何なに言ってるの？　もう行くよ？」

　ブツブツと呟つぶやくクリストファーを余よ所そに、クリスは一人で先に玄げん関かんを出て行った。

　慌あわてて後を追おうとしたクリストファーだったが、その耳に重じゆう厚こうな声が掛けられる。

「何ど処こに行く、クリストファー」

　振り返ると、そこには数人の部下を伴ったプラチドの姿があった。

「リカルド坊ぼつちゃんが買い物に行かれるそうで。僕はその付き添いですよ」

「そうか……」

　リカルドと比べて些いささかつまらなそうに話すクリストファーだったが、プラチドはその差さ異いに気付いてはいないようだった。

「貴き様さまの実力は知らんが──もうすぐ、忙しくなると思っていた方がいいぞ」

「はあ」

「ちょっとした問題児じが出所でてくるのでな……その際、リカルドに手を出すかもしれん。もしも俺の血族である孫まごに傷きず一つ付けさせてみろ、同じ場所を火で焼いた鉄パイプで千せん倍ばい深く抉えぐりこんでやるからそう思え」

「千倍深ふかかったら、多分突つき抜けてこの家が火事になっちゃうんじゃないですかね？」

　自分を雇やとっているのはプラチドではなくリカルドだと言わんばかりの態度で言葉を返したクリストファーは、そのままボスの姿を振り返る事こと無なく玄関の外へと出て行った。







　残されたプラチドに、部下の一人が声を掛ける。

「いいんですかボス。リカルド坊ぼつちゃんをあんな奴やつと出かけさせて」

「フン……放っておけ。どういう訳か、リカルドもあの奇き人じん以外には懐なつかんからな」

　余よ裕ゆうに満ちた笑えみを浮かべながら、プラチドは静かに独り言を呟つぶやいた。

「それに……今となっては、孫まごよりも自分の身の方が可愛かわいいのでな」

　生々しく口元を歪ゆがめ、続きの言葉は心の中で吐き出していく。

　──不ふ死しの酒。

　──それさえあれば、寿じゆ命みようすらも克こく服ふくできるのだろう？




　──そうなれば……子し孫そんを残す意味など無いからな。




　　　　⇔




　南なん北ぼく二つに分かれたリグレー・ビルは、途と中ちゆう階かいが連れん絡らく通路で繋つながる形となっている。

　その連絡通路の下には、建物の間を利用した広場が広がっており、大通りを行き交う人々の憩いこいの場となっていた。

　キャロル達たち四人は互いに簡単な自己紹しよう介かいを終えた後、その広場なら花か壇だんの縁えん石せきにフランクも腰掛けられるだろうと、全員で移動する事にした。

　向かう途中、ホットドッグの屋や台たいから買い占しめに近い形で食料を購こう入にゆうし、キャロルは副社長の説せつ教きようを受けながら広場に向かって歩いていた。

「まったく。大通りではちゃんと前を見て歩く事だ。先せん刻こくのような事でカメラを壊してみろ。カメラマンとしては１００点も良いところだ」

「だから何点中ちゆうなんですか……？」

「２６７８万３４１９点中だ」

「こういう時だけリアルに答えないで下さいよう！」

「それはそうと、ホットドッグ代はキャロルの給金から差し引いておくよう経理へと連絡するのでそのつもりでおくように」

「ああああうううううぅ」

　キャロルが泣きそうになっている後ろの方では、フランクがレイルを肩に乗せて歩み進む。

　元から球体関かん節せつ人形風ふうのレイルが、まさに腹ふく話わ術じゆつの人形のような感じになっている。椅い子すほどもあるフランクの肩に座りながら、レイルはちょっとした空中散さん歩ぽの気分を味わっていた。

　そんなレイルの耳元に、フランクが少しだけ楽しげに語りかける。

「ぼ、僕、さっきの、背の高いロバートさんって人と友達になれるかなあ」

「ヒューイの奴やつが会わせてくれるわけないだろ」

「そ、そっかあ……」

　シュンとした調子で顔を俯うつむかせるフランクに、レイルはコロコロと笑って言葉を返した。

「ま、いいじゃん。友達欲ほしい病のクリストファーなら、話せば自動的に友達なんだからさ」

「え、でも、クリストファーは……」

「生きてるよ」

　フランクの言葉に、レイルは妙みように自信に満ちた笑えみを浮かべて見せる。

「絶対生きてるって。あの一番吸きゆう血けつ鬼きらしい格かつ好こうしたあいつがそう簡単に死んだら、僕らなんか前の仕事で……っていうか、あの研究所でとっくに死んでるよぉ」

　楽しげな笑い声を聞いて、フランクは頷うなずくことしかできなかった。

『研究所』という単語に嫌な思い出でもあるのか、フランクは肩をブルリと震わせ、レイルがバランスを取るのに苦労するハメとなる。

　そして、何かを忘れる為ために、フランクは意い図と的に話を変える事にした。

「で、でも……いいのかなあ。本当にあんなにホットドッグもらっちゃって」

「大丈夫だって。フランクは大食いなんだから、食べ物は貰もらえる時には貰っておかないとさぁ。それに、なんか運命を感じない？　サンジェルマンの話をしたら、本当にサンジェルマンって名前の人に会えたんだからね！」

　二人はそんな会話をしながらサンジェルマンの抱えるホットドッグの山を見て、子供らしく目をキラキラと輝かせる。

　しかし、フランクだけはまたすぐに暗い顔になって、レイルにヒソヒソと話しかけた。

「で、でもさあレイルぅ。あの人達たち、きっと、いい人達なんだなあ」

「？　そりゃあ奢おごってくれるんだから」

「ぼ、僕達、囮おとりになってるから……この人達と一緒にいたら、きっと巻き込んじゃうんだなあ」

　自分達があの橋の上に立っていた理由を思い出し、フランクは出会ったばかりのキャロル達の安全を気に掛ける。キャロル達が来る前のレイルとの会話では、他人の安あん否ぴなどあまり気に掛けていない様よう子すだったが、どうやら知り合った人間の事には気を遣つかう性格らしい。

　一方、街を地図から消しよう滅めつさせようと発はつ案あんしていたレイルは──

「大丈夫だって。考えてもみなよフランクぅ。こんな白はく昼ちゆう堂どう々どうと、人だかりのある場所で僕達を襲おそうと思う？　まともな脳のう味み噌その連れん中ちゆうだったら、僕らが夜に隠かくれ家がに帰るのをつけてきて寝込みを襲うと思うよ。そこを返り討うちにしようって魂こん胆たんさ！　別にキャロル達と一緒に帰るってわけじゃないから、迷めい惑わくは掛からないだろ？」

　一応はキャロルを気き遣づかっているようだが、フランクには随ずい分ぶんと穴の多い見通しのようにも聞こえる。だが、前方を歩くキャロル達の持つホットドッグの匂においが鼻に届き、フランクはそれ以上追つい及きゆうせず、とりあえず自分の腹を満たす事にした。




　直後──その判断は間違いだったと気付かされる。

　確かに、レイルの案にはいくつか穴があった。

　その最大の穴は──

　敵てき側に、まともな脳のう味み噌そを持っていない人間が居たという事だった。




　　　　⇔




シカゴ川　橋きよう上じよう




「こっちっすよ、グラハムさん」

「シカゴは今日も綺き麗れいだな……そう思うだろ」

　先を歩くシャフトの声に、グラハムは顔を俯うつむかせながら呟つぶやいた。

「なんて……なんて悲しいんだ！」

「あああ、こんな時に悲しいモードに入っちまってるよこの人！　つーか、いい加か減げん口くちで『悲しい』って言うのやめましょうや！　自己暗あん示じか何かなんすかそれ！」

　シカゴ橋を渡りながら、数人の男達たちが悲鳴のような声を口にする。

　男達の中心を歩くグラハムは、半はん開びらきの目に涙を溜ためながらシカゴの摩ま天てん楼ろう群を仰ぎ見た。

「見ろよ……左側に見えるリグレー・ビルを……ホワイトテラコッタの色が栄はえる美しいビルだろ？　そうだろ？」

　感情を煮に詰つめきった声を絞しぼり出すが、仲間達は誰も真ま面じ目めに聞いてはいない。

　時間の無む駄だだと理解しているからだ。

「対して、右に見えるトリビューンタワーのゴシック的な美しさがある！　ああ……ああ……両方とも同じぐらい美しい！　全く別種のビルが同時に同じ視し界かいに入る……まるで別々の時代と街が融ゆう合ごうしたみてえだ……！　悲しい……これって悲しすぎるだろうがよぉ！」

「……なんでですかい？」

　思わず突っ込みを入れたシャフトの耳に、グラハムの不ふ毛もうな叫びが反はん響きようする。

「空の青さとの調和も満点だ！　パーフェクトだ！　芸術がろくすっぽ解わからねえ俺が素直に『あ、綺麗だ、すげえ』って思えるぐらいなんだから相当だろうよ！　なのに、なのにだ！　俺はその次になんて考えたと思う!?　『壊しがいがありそうだ』だぞ!?　バカか!?　綺麗だって思ったのになんで壊したくなるんだよ！　どんな虚きよ無む主義者だよ俺は！　なんで俺の頭の中には、10メートルぐらいある超ドでけえレンチであのビルを綺麗にバラす映像が見えるんだよ……！　なんだこれ、俺は一体どこに行こうとしてんだ!?　謝れ！　あのビルに住んでる人達とあのビルを作った人達に謝れよ俺！　くそッ……自分の頭がおかしい事を確認するだなんて、これほど悲しい事があるかぁあ!?」

「多分、今の俺らの方が遙かに悲しいんすけど……」

　青い作業着に巨大なレンチ。

　いつ警察を呼ばれてもおかしくない男が、訳の解わからない絶ぜつ叫きようを上げている。

　橋を渡る人々は、先せん刻こくレイルとフランクがいた時よりも遠回りに歩を進め、視線すら合わせぬように通り過ぎていった。




　　　　⇔




リグレー・ビル　中央広場




「へえー。二人とも、サーカスにいたんですか！」

「そ。全国を回ってね。フランクも僕もこんな身体からだだからね。親に売られたんだ」

「そんな……」

「あ、別になんとも思ってないよ？　おかげで楽しく生きてられるし」

　ケラケラと笑いながら大おお嘘うそをつくレイルの言葉を、キャロルはすっかり信じ込んでしまっていた。真剣な目をして少年の話を聞きながら、無む邪じや気きな声で賞しよう賛さんの言葉を贈る。

「凄すごいですね……なんだかカッコイイです！　憧あこがれますよぅ！　あ、あの、もし良かったら、今度ちゃんと仕事として取材させてください！」

「アハハ。団長がいいって言ったらね。でも、団長は酷ひどく気まぐれな奴やつでさー。人の心の痛みとかそういう事をちっとも考えない奴だから、気を付けた方がいいよぉ？」

　ヒューイの顔を思い浮かべながら、ストレートな悪口を言ってのけるレイル。

　フランクは大きな顎あごを存ぞん分ぶんに動かしてホットドッグを頬ほお張ばり続け、副社長はホットドッグの屋や台たいから調ちよう達たつした紅茶を口に含むばかりであり、会話をしているのは主にレイルとキャロルという状態になっていた。

　縫ほう合ごう痕こんにもこの短い時間ですっかり慣れたようで、キャロルはまっすぐにレイルの顔を見つめながら話していた。

　やがて、余りにも素直に信じるキャロルに悪いと思ったのか、レイルは少しだけ本当の事を交えて自分の事を話し始める。

「僕はね。サーカスで火か薬やく係なんだ」

「えッ。火薬……ですか？」

「そうだよ？　ほら、色々あるじゃん。人間大たい砲ほうとか、火の輪くぐりとか、手品師しのショーなんかでこう、ドーンで爆発する箱の中から脱出する奴とかさ。そういうのを演出するのが僕の仕事なんだ」

「へえー！　凄い……凄いですよ！　私と同じぐらいの年なのに、そんな重要な仕事をしてるなんて！」

　ますます目を輝かせるキャロルを見て気を良くしたのか、レイルは徐々に自分の本ほん音ねを言葉の中に含ませていく。

「火か薬やくが好きなんだ。まあ、そうなるように育てられたってのもあるけど……」

「育てられた？」

「ああ、サーカスでってことさ。……まあ、実じつ際さい火薬は大好きさ。考えてもごらんよ。名前もない一ひと粒つぶ一粒の結晶が、液体が、粘ねん土ど状じようのグズグズの何かが……ふとしたきっかけで、自分を表現するんだ。名前もなく消えていく存在なのに、火がついて爆発を起こせば、どんな人間でも振り向くだろう？」

　淡たん々たんと語りながらも、レイルの表情はどこか輝いていた。皮ひ肉にくに満ちた微笑ほほえみではなく、心しん底そこの笑えみが顔面に浮かんでいる。

「ま、一いつ瞬しゆんで消えちゃうけどさ……火薬の名前なんて誰も一いち々いち覚えないだろうし。だけど、その時、その瞬しゆん間かんに『爆発が起きた』っていう記き憶おくは、音は、光は、人の記憶にしっかりと刻み込まれる。あるいは……その爆発で怪け我がでもすれば、傷きず痕あとも一生残のこるかもね」

「その例えはちょっと物ぶつ騒そうですよう」

「アハハ、そうだねぇ」

　苦く笑しようするキャロルに、レイルはにこやかな笑顔を返す。

「噂うわさじゃ、このシカゴには芸術的な爆ばく弾だん魔まがいたらしいけど……僕の目標は、とりあえずその人を超えることかな」

「爆弾魔？」

「うん。本当に都市伝でん説せつみたいな話なんだけどね。爆弾を華か麗れいに操あやつる女の子の爆弾魔で、解かい体たいする予定のビルを、解体業ぎよう者しやが入る前に爆弾で綺き麗れいに倒とう壊かいさせたりとか……湖の岩場で爆ばく薬やくの実験を続けて、湖こ岸がん線せんの形を地図と変えちゃったとか……それでいて、ビルを倒壊させた時も周りの建物には一いつ切さい被害を出さなかったっていうんだから凄すごいよねえ」

　確かに都市伝説としか思えない話だったが、キャロルは割と真剣に話を聞いていた。情報屋の助手になってまだ１年未み満まんだが、それでもその間に奇き妙みような話は嫌というほど聞かされたり体験したりしてきた経験から、爆弾魔の話も充分にありえるものと受け取っていた。

「迷めい惑わくなんだか迷惑じゃないんだかよく解わからない人ですね……」

「まあ、新聞にも載らなかったから、眉まゆ唾つば物ものだけどね。会えるもんなら、一回会あってみたいけど……どんな外見してるのかも解らないし」

「あ、それなら……」

　──うちの新聞社なら調べられるかもしれません。

　そう答えようとしたキャロルよりも先に──

　重おも暗くらく圧おも闇くらく、それでいてよく通る声が二人の間に響ひびき渡った。




「悲しい……悲しい話をしよう」




「え……？」

　キャロルとレイルが同時に振り返ると、そこには真まっ青さおな柱が立っていた。

　群ぐん青じよう色いろの作業着を着た若い男が、悲しげな瞳ひとみで花か壇だんの横からレイル達を見下ろしている。

「その爆ばく弾だん魔まってのが……眼がん帯たいの上に眼鏡めがねをかけてる女の事だとするならば……今はもうこの街にはいない。そいつが今いるのはＮＹだ」

「……誰？」

　レイルが訝いぶかしげに尋たずねるが、男は『詩し人じん』とは違った調子で大おお仰ぎような台詞せりふを吐きながら、ベルトに提さげた巨大なレンチを取りだした。

「更に悲しい事に……ＮＹに向かおうにも、まずは俺と一緒に来てもらう事になってるんで人生ってままならねえよなあ本当に、という悲しい悲しいお話だ」

　──まさか……敵!?

　こんなに白はく昼ちゆう堂どう々どうと現れるとは計算外がいだった上に、あからさまな凶きよう器きを取りだしているではないか。

　なんと声を返すべきか迷っていると──横に座っていたキャロルが、顔を青ざめさせて悲鳴を上げた。

「ああぁぁぁあーッ！」

　そのままレイルの手を取って無む理り矢や理り立ち上がらせると、作業着の男から引き離すように副社長の陰へと引っ張っていった。

　そして、副社長の陰に隠かくれながら大声をあげる。

「列車強ごう盗とう！　ふ、副社長！　列車強盗の人ですよ！」

　一方の作業着の男は、キャロルと副社長の姿を見て、暫しばし考え込み──

　やがて、何かを思い出したように手を打った。

「ん……？　あ？　ああ……ん？　あれ？」




　　　　⇔




　遠とお目めに様よう子すを見ていたシャフトを始めとするグラハムの一いつ派ぱは、現場の様子についてオロオロしながらささめき合っていた。

「おい……どうするよ、グラハムさんマジで特とつ攻こうしちまったぞ？」

「ていうか、ただでさえみんなあのデカイのとかをジロジロ見てるとこに！」

「あの人は後をつけるとかそういう脳のう味み噌そ無い人だからなあ。……それよりも、やばい事が一つある」

　唯ゆい一いつ冷静な顔をしていたシャフトだが、ターゲットと同行していた面子めんつを見て疲れたような溜ため息いきをつく。

「俺らがこっち来る時、列車強ごう盗とうやったって言ったよな？」

「ん、ああ」

「グラハムさんはともかく……俺らは一回、あの片かた眼鏡めがねのオッサンからも金を取ろうとしたわけだよ」

「……それで？」

　その時とき現場にいた何人かは、青い顔をしてモノクルレンズの男を見つめている。それだけで答えの予想はついたが、俄にわかには信じられず、敢あえて尋たずねる事にした。

　だが、やはり返ってきた答えは想そう像ぞう通りのものであり、シャフトは顎あごをさすりながら当時の痛みを思い出す。

「返り討うちにされてんだよ。ほんの数秒で、グラハムさん以い外がい全員な。……俺らの名めい誉よの為ために言っとくけどよぉ……あのオッサン、絶対ジュージュツか何かやってるぜ」




「しかもグラハムさんと意気投とう合ごうしたらしくてな……ま、ちょっとした顔かお見み知しりってとこか」




　　　　⇔




　一方のグラハムは、10日ほど前に出会った新聞記者の二人を見て、不ふ思し議ぎそうな表情でレンチをクルクルと回転させる。

「なんだこれは……誰かと思えば、列車で一緒になった情報屋がなぜここに居る……？　ま、まさかこの二人が『詩し人じん』と『シックル』って奴やつか……？　そうなのか？　探たん偵てい小説において意い外がいな奴が犯人だとはよく言うが、お前らは新聞屋にして情報屋にして実はヒューイって野や郎ろうの下げ僕ぼくだっていうのか……？」

　そう言いながら、懐ふところから取りだした紙を見て四人の特とく徴ちようと見比べる。

「確かにオッサンの方は手て配はい書しよにある『大おお仰ぎような口く調ちよう』っていうのに当てはまらないでもないが……とすると、嬢じようちゃんはカポエラ使いか？　おい、ちょっとカポエラを見せてみろ」

「か、カポエラってなんですか!?　そんなの知りませんよう！」

　わけの解わからない事を言われ、キャロルは肩を震わせながらも律りち儀ぎに答えを叫び返した。

「なにぃ……!?　カポエラ使いなのにカポエラを知らないだと……？　こいつは一体どういうミステリーだ？　なるほど……自転車に乗るのは知識ではなく経験だと言うが、それと似たような事だってのか……？　いやいや待て、俺は今嘘うそをついた。本当は違うんじゃないかなーって半はん分ぶん解わかってた……だが、素直にそれを認められない俺はなんだ？　俺になんの得があるってんだよ……なんの得があるってんだよぉ！　ええ、嬢じようちゃんよぉ!?」

「そんなこと私に聞かれても!?」

　理り不ふ尽じんな叫びに身体からだを震わせつつ、キャロルは副社長の陰に身を隠かくす。

　一方、手て配はい書しよのターゲットに間違い無いと思われる二人はそれぞれ違った様よう子すを見せていた。

　巨きよ児じの方はオロオロとした目でこちらと少年を見やり、少年は憎ぞう悪おに満ちた目つきでグラハムの事を睨にらみ付けている。




　──あんな奴やつの下げ僕ぼくって言うな！

　レイルは珍しく怒りの感情に支配されたが、敢あえて口には出さなかった。

　キャロルの今の叫びを聞く限り、詳しい事情は解わからないが──どうやら目の前の男は何かの強ごう盗とう犯はんらしい。

　──で、なんでその強盗犯が、僕らの手配書を持ってるんだろうねぇ？

　徐々に冷静さを取り戻しながら、レイルは目の前の事じ態たいを整理する。

　今いまし方がたのキャロルとの会話を聞くに、どうやら余り頭はよくないらしい。本当にただのチンピラという可能性もある。

　だとすれば、自分達たちを捜す『敵』は、このような場ば末すえのチンピラにも手配書を配って手当たり次第に自分達を捜させているという事だろうか？

　とりあえず目の前の頭の悪そうなチンピラを拷ごう問もんすれば、手配書を渡した組織の名前ぐらいは聞き出せるだろうか？　素直について行くという手もあるが、流石さすがに行った先にマシンガンを持った人間がたくさん待ちかまえていた場合、レイルとフランクでは勝ち目が無い。

　──クリストファーがいればなあ。せめてチーかリーザがいれば、マシンガンも怖くないんだけど。

　──決めた。

　グルグルと考え続けたレイルは、とりあえずの結論を導きだした。

　──ついてくフリして、途中で適当に半はん殺ごろしにして『詩し人じん』達のとこにつれてこう。

　所しよ詮せんはチンピラ、そうそう大した実力ではないだろう。

　そう見けん当とう付づけたレイルは、顔にいつもの皮ひ肉にくげな笑えみを浮かべて口を開いた。

「嫌だって言ったら？」

「そんな悲しい事は言わせねえよ」

　首を振りながらレンチを構える作業着のチンピラに、レイルはやれやれとばかりに溜ため息いきをつき、挑ちよう発はつ的な言葉を口にする。

「そんな怖い顔しないでよぉ、お兄にいさん。ついていくよ。行けばいいんでしょ……フランク！」

　レイルの言葉に、フランクは慌あわてて口の中に入れていたホットドッグを飲み込むと、レイルの身体からだをヒョイと掴つかんで自分の肩へと持って行った。

「れ、レイル君……フランク君……」

　事じ態たいが飲み込めていないキャロルは、不安そうにレイルとフランクを見つめている。

　そんな少女に対し、レイルは少しだけ寂しげに笑うと、クスリとしながら別れの言葉を吐き出した。

「ああ、キャロル。今日は本当にありがとう。束つかの間まだったけど、君みたいな普通の子と楽しく話せたのは久しぶりだよ。初めてかもしれない」

「ほ、ホットドッグも美お味いしかったんだなあ」

　一方的に御お礼れいだけを言い、レイルは少しだけ目を伏せて考え──

　小声になって、キャロルと副社長にもう一言だけ投げかける。

「これは、忠ちゆう告こくっていうか……まあ、言いづらいんだけどさ」

　具体的な『仕事』内容は知らないが、自分が呼ばれた事の意味を考え、目の前の少女を気き遣づかって導き出した言葉だった。

「すぐにシカゴから出てった方がいいよ？」




「どこかで、大きな爆発とかが起こるかもしれないからねぇ」
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　　　　⇔




　青い作業着の男に連れて行かれるレイル達を、キャロルはオロオロとしながら見送っていた。

　止めようか、人を呼ぼうか迷っていたキャロルは、レイルに「ああ、大丈夫だから」との笑顔を向けられて、結局何なにもする事ができなかった。

「副社長……」

　と助け船を求めてみるものの、

「ふむ……彼らが自ら行く、と言った以上は止めようがあるまい。嫌がっているのならば簡単に見み過すごす事もしないが。何か考えがあっての行動と見受けられるしな。それでも納なつ得とくがいかぬと言うならば、一緒についていってみるか？」

「で、でも……」

「その覚かく悟ごがないのならば、記者として離れた場所から事件を報道する事だ。無む論ろん、最さい前ぜん線せんに自ら出向き、より肉にく薄はくした真実を追求する記者もいる。記者という存在の心の持ちようをどう捉とらえるかは個々の感性と信しん念ねんに任せるしかない。無論、社に明らかに有害となる信念はごめん被こうむりたいがな」

　淡たん々たんと語る副社長だが、もう遠くに霞かすみつつあるフランクの巨体を見つめ、あくまで冷静にキャロルに対して気を使う。

「……まあ、あの二人は簡単にどうこうされはしないだろう」

「えッ……？」

「さて……キャロルよ。今しばらくシカゴに留まるぞ」

「ちょッ……どういう事ですか？　だってもう明日には一いつ旦たんＮＹに帰る予定じゃ」

　──もしかして、あの二人を助けに行くつもりじゃ!?

　そんなスーパーヒーローに対して抱くような淡あわい人ひと任まかせの期待をするキャロルだったが、やはり副社長の目は殺し屋のような鋭い目を尖とがらせたまま──

「何かが起こる予感がするのでな。ＮＹの本社に帰る前に巻き込まれておくのも一いつ興きようだろう」

「……さっきと言ってる事が違いません？」

「私は、最前線に身を置く類たぐいの人間なのでな。ただ、あの二人についていくのがその最前線になるとは限らんが」

　何の迷いも無く告げる副社長に対し、キャロルは冷ひや汗あせを掻かきながら言葉を返す。

「あのう……そういう時って、『お前は危険に巻き込まれないうちに帰れ』って言ったりしないんですか？」

「言って欲しいのか？」

「まさか！」

　敢あえて大声で答える事によって、キャロルは一いつ瞬しゆん怯おびえかけた自分に喝かつを入れる。

　そんな見習い記者の少女に、副社長は静かな調子で口を開いた。

「ふむ。確かに帰れと言う事も考えたのだが、今の状況では、逆にお前を一人にする方が危険と判断できるからな」

「？」

　どういう事かと尋たずねようとしたキャロルだったが──疑問を口にする前に、答えが強制的に目の前に飛び込んできた。

　周囲の人々が去りゆくフランク達の方に注そそがれている中──ゆっくりとキャロルの隣となりに腰をかけた男が一人。

　頬ほおに傷があり、明らかに堅かた気ぎではない男が片手で器き用ように新聞を広げている。

　そして──その新聞と身体からだの間で、男は空あいた方の手で軽く懐ふところを広げ──丁ちよう度どキャロルと副社長にだけ見せるように、黒光りする拳けん銃じゆうを覗のぞかせていた。

「……とりあえず、来て貰もらおうか」

　男の要求は淡たん々たんとした物だが、目め線せんは新聞から動いていない。

「もしもあいつらと無関係だったら……」

　──解放して貰える？　で、でも、それはそれでレイル君達が心配だし……。

　キャロルはクリークの言葉にそんな事を考えていたが、それは全く見けん当とう違ちがいの悩みだった。

　クリークは口にしていた煙草たばこを地面に投げ捨てながら、サディスティックな笑えみを浮かべて続きの言葉を吐き出した。

「運が悪かったと、諦あきらめるんだな」




「ふ、副社長……」

　怯おびえるキャロルの声に対し、副社長は尚なおも淡々と答え、大人おとなしく連行される素そ振ぶりを見せる。

「キャロルよ。先せん刻こくお前が『まさか』と叫んだ時の威い勢せいが、実際に事件が起きた時まで続いている事を期待しよう」

　そして、珍しく皮ひ肉にくげな微笑を浮かべたかと思うと──副社長はそっと、キャロルにだけ聞こえる声で呟つぶやいた。

　まだ幼さの残る少女を、更なる不安の渦うずに陥おとしいれる一言を──




「恐らく、こんな事は事件のうちにすら入らないだろうからな」




　　　　⇔




「それで、どこまで行くの？　青色のお兄にいちゃん」

　リグレー・ビルから大だい分ぶ離れ、人通りの少なくなった路ろ地じ裏うらにさしかかった瞬しゆん間かん、レイルはここがチャンスとばかりに声をあげた。

　最初は青い作業着の男一人だったのだが、リグレービルを離れた頃からいつの間にか人数が増えており、気付けばレイル達は五、六人の男達に囲まれている状況となっていた。

　青い作業着の男はピタリとそこで立ち止まり、大げさな仕し草ぐさでグルリとこちらを振り返りながら、少年の問いに対する答えを返す。

「悲しい話だが、それは決して言えないらしい……しかし逆に言えば、これだけは言える。俺の名前はグラハム。グラハム・スペクターだ」

「誰も名前なんか聞いてないんだけどぉ？」

「ああ、悲しい事にお前は俺になど興味がないらしい！　しかし、しかしだ！　俺がこれから手前てめえらにする事を考えると、やはり名乗らずにはいられない！」

「な、なにをするつもりなのかなあ」

　不安げに尋たずねかけるフランクに、グラハムはレンチで自らの肩をトントンと叩たたきながら言葉を吐き出した。

「お前ら、レイルとフランク……って名前で間違いないんだよな？」

「そうだよ？　名字フアミリーネームは無いけどね」

　レイルが自じ虐ぎやく的な笑えみと共に答えると、グラハムは一人で何度も頷うなずきつつ──

「そうか……良かった。ここまで来て人違いだったらどうしようかと思ったぜ」

「で、それと自分の名前を言うことに、何の関係があるのさ？」

「自分が名乗る前に、相手に名前を尋たずねるのは失礼だろ？　……いちいちこんな当たり前の事を聞かれた俺は、やはり常識はずれの人間だと思われてるのだろうか……そうなのか？　やはりこの作業着か!?　この真まっ青さおな作業着が原因なのか!?　俺が町まち中なかでも休みの日でもずっとこの服装だから怪しく悲しくいやらしく思われるのか……？　ちゃんと毎日洗せん濯たくして三着の作業着を回し着しているというのに！」

　単純にして馬鹿らしい答え。

　それに続いて勝かつ手てにわめき始めたグラハムを見て、レイルは一いつ瞬しゆんキョトンとしたが、すぐに楽しげな笑いを浮かべて皮ひ肉にくの言葉を投げかけた。

「アハハハ、お兄にいちゃん、誘ゆう拐かいしてる最中なのに、随ずい分ぶんと礼れい儀ぎ正しいんだねぇ」

「誘拐？　そう、誘拐……お前らはそう取るのか……だが実際になんと言われようと仕方の無い状態だ！　こちらの事情も告げずに一方的に連れ回すなど、誘拐以い外がいの何物でもない……ああ、とうとう墜おちる所まで墜ちたか？　俺は墜ちたのか!?　墜ちる？　何ど処こへ？　地じ獄ごく？　だが、地面の下に地獄があるなどと誰が決めた!?　それは地面と地下というものに対して、あまりにも失礼な考え方じゃあないのか!?　考えてもみろ……かつて世界は、地球を中心として宇宙が回っていると考えられていた。つまり、その説が真実ならば、墜ちる所まで墜ちた先は地球の中心だ！　なんてこった……かつて世界は、地じ獄ごくを中心に回っていたのか……深い……そして悲しい話だ。なんて悲しい話なんだ……」

　完全に自分の世界に入るグラハム。

　膝ひざをついて泣き出した作業着の青年の肩にポンと手を置き、レイルは子供らしからぬ慈じ愛あいに満ちた声を投げかける。

「いいんだよお兄にいちゃん、悲しくてもいいんだよ。僕達はお兄ちゃんを許してあげるよぅ？」

「うう……こんな子供に許されるとは、俺はますます悲しみの地獄に堕おちていきそうだ。だが礼は言おう。ありがとよ……」

「大丈夫だよ、お兄ちゃんは悲しくなんかないよ」

　レイルはゆっくりと首を振り、それが自然な流れだとでも言うかのように続きの言葉を吐き出した。

「それで……誰に言われて、僕達たちを連れて行くの？」

「誰に言われようが、悲しい事には代わりはない。……それに、こんな安っぽい手で俺が口を割ると思われていたという事実が更に悲しみを増加させる……ッ！　なんだ……俺は一体何な故ぜこんな悲しみに囚とらわれなくてはならない!?」

「アハハ、流石さすがに引っかからないか」

　悪戯いたずら小こ僧ぞうの笑えみを浮かべて、レイルは軽く舌を出す。

　そして──その舌をしまうと同時に、笑顔を邪じや悪あくな雰ふん囲い気きのそれへと変へん質しつさせた。

「じゃ、いいよ。無む理り矢や理り聞くだけだから」

「あ？」

　グラハムが顔を上げると同時に、レイルはパチリと指を鳴らし、背後に立つフランクに呼びかける。

「フランク、始めるよ」

「あ、ああ。解わかったんだなあ」

　巨きよ児じはコクリと大きく頷うなずくと──

　なんの躊躇ためらいもなく、地面に膝ひざをつくグラハムの身体からだを蹴けり上げた。




「ぐッ……」

　前まえ触ぶれもなく襲おそった衝しよう撃げきに、グラハムは思わず舌を噛かみそうになる。

　──なんだ!?　何をされた!?

　突とつ然ぜん身体の横から襲った衝撃は即そく座ざに全身に伝わり、骨と内ない臓ぞうを激しく揺さぶった。

　それに続いて、グラハムは自分の身体が奇き妙みような落下感かんに囚われているのに気付く。

　──あれ、俺……横に落ちてる？

　そう思った瞬しゆん間かん、グラハムの身体が二度目の衝撃に包まれた。

　ビルの側面に叩たたきつけられる形となったグラハムは、壁をずり落ちながら、目の前に広がる光景に目を向ける。

　自分を蹴けり飛ばしたと思おぼしきフランクの姿が見えたが、そのサイズは普通の子供と同じように見えた。そこで初めて、自分が随ずい分ぶんと長い距離を飛ばされたという事に気付かされた。

　──俺は……何メートル蹴り飛ばされた？




「て、てめえらぁ！」

　抵抗というよりも奇き襲しゆうに近い少年達たちの行動に、グラハムの仲間らしきチンピラ風ふうの男達たちはこぞって悲鳴のような声をあげる。

　懐ふところからナイフを取り出す者もいたが、レイルは寧むしろ楽しそうにその光景を眺ながめ、背後にいるフランクに再び呼びかけた。

「フランクだけで充分だと思うけど、一いち応おう僕も準備するよ。荷物とって」

「う、うん」

　言われるまま、フランクは腰元に手を伸ばして、ベルトに提さげていたリュックサックをレイルに向かって差し出した。

　小こ柄がらなレイルが持つと結けつ構こうな大きさとなるリュック。少年はその中から、一着の上着を取りだし、優ゆう雅がとも取れる動きで羽は織おり始めた。

　無む論ろん、そうこうしている間にも、ナイフを持った男が二人に向かって駆け寄った。

「てめえら、何をのんびりいいいぃぃぃ─────」

　台詞せりふの途中でバチン、という音を聞き、男の意識が綺き麗れいに飛んだ。

　フランクの巨大な手によって払い飛ばされ、男の身体からだは綺麗に回転して地面に落ちる。

　衝しよう撃げき的てきな光景に、取り囲む男達は一いつ斉せいに動きを止めた。数の上では有利な筈はずだが、今となってはそんな数の計算など全くの無意味な状況だ。

　しかし、逃げ出す事もせず、男達はジリジリと少年達を囲む輪を縮めんとしてにじり寄る。

「ちょ、ちょっと離れた方がいいかもしれないんだなあ」

「うん、お願い」

　服を着込みながらレイルが呟つぶやくと、フランクはその身体をヒョイと掴つかみ──

　そのまま、木の根を思わせる足で大地を軽やかに蹴り飛ばす。

　と、周囲に風が巻き起こる。

　男達の間をすり抜けた巨大な影は、巨大な砲ほう弾だんのように地面スレスレを舞い跳んだ。

　彼らが振り返った時には、既すでにフランクの身体が20メートル程ほど離れた場所へと到達しており、そこでレイルの身体を地面に下ろす光景が驚きよう愕がくに開かれた目に映る。

「なッ……」

　路ろ地じ裏うらを駆け飛ぶ巨きよ体たいを見た男達は、自分達の目が信じられなかった。

　同時に彼らは、先せん刻こくフランクが放った蹴けりも平ひら手て打うちも──どちらも放った瞬しゆん間かんの動きを捉とらえていなかった事に気付く。

　目にも止まらぬ速さで、巨体の重さを全く感じさせない、寧むしろ、その身体からだ全体が巨大なエンジンであるかと思わせる程ほどの、奇きっ怪かいな速さを見せつけられた印いん象しようだ。

　巨大ゆえに鈍どん重じゆう。

　そんなイメージに囚とらわれていた男達たちは、目の前の光景を口をパクパクでさせながら傍ぼう観かんする事しかできなかった。

　数少ない通りすがりの者達は、先刻から続く異常な光景に逃げ出したり、あるいは腰を抜かして事じ態たいの推すい移いを見守っている状況である。

　同時に彼らは──着替えを終えたレイルの姿に目を向けた。

　彼の羽は織おった上着はポケットの多い作業着的な形状をしていたが、グラハムの纏まとっている物とは大きく異なる点が二つある。

　形状としては、レイルの纏っている服は袖そでが長く前開きとなっており、医者が纏う白はく衣いのように膝ひざ先ざきまでをすっぽりと包み込んでいる。

　もう一つの差さ異いは、色。

　その服の表面は、まるで銀の糸で編まれたかのようにキラキラと光を反射しており、ただでさえ人形のようなレイルの身体を、ますます箱はこ庭にわの中のオブジェのように飾り立てていた。

「驚いた？」

　少年はフードの奥で残ざん酷こくな笑えみを光らせ、どこか恍こう惚こつとした表情で口を開く。

　男達は一いつ瞬しゆん、少年が自分の服装について言ったのかと考えたが、次の瞬間、少年の口から全く異なる意図の言葉が吐き出された。

「フランクがあんまり速く動いたもんだから、ビックリしたでしょぉ？　話し方と体型だけ見て、ノロマだとか勘かん違ちがいしてんでしょぉ？　ハハッ！　怖いよねぇ、先せん入にゆう観かんって！」

　そしで、男達は思い出す。

　つい数秒前に見た、フランクの信じがたい動きの事を。

　自分達たちを攫さらおうとしていた男達が息を呑む光景が楽しいのか、レイルはコロコロと笑いながら無む駄だ話ばなしを口の奥から紡つむぎ出した。

「でもさあ、おかしくない？　海の中で、サメって大きい身体で相当な速さで泳ぐよねぇ？　ワニだって本気を出せば時速40キロで走るって知ってた？　身み軽がるで素早い筈はずのウサギが、自分の何十倍も重い虎とらやライオンの爪つめにやられるよね？　なのになんで、フランクを見て重い事は鈍のろい事だなんて考えちゃうんだろうねぇ！　アハハハハハ！　アハハハハハハハハ！」

　笑う。笑う。笑う。

　意味があるのか無いのかよく解わからない事をまくし立てながら一ひと通とおりケラケラと笑い通すと、レイルはある時点でピタリと笑いを止め、残ざん酷こくに口元を歪ゆがめながら言葉を紡ぐ。

「なんでこんな風ふうに僕がお喋しやべりしてるのか、本ッッッ当にわかんないのぉ？」

　一いち連れんの流れに全く動けずにいたグラハムの仲間達たちは、レイルの言葉に思わず顔を見合わせ──その際に、自分達たちの周りを取り巻く違い和わ感かんに気が付いた。

　自分達が取り囲む円の中心。

　先せん刻こくまでレイルとフランクが立っていた場所に、奇き妙みような物が落ちていた。

　歪いびつなオブジェをつけた懐かい中ちゆう時計。

　そうとしか表現できない、ニワトリの卵程てい度どの大きさの物だったが──表面に貼はり付けられた時計部ぶ分ぶんがカチカチと不ぶ気き味みな音を立てており、男達を言いようのない不安に陥おとしいれた。

　彼らの抱く不安を具ぐ現げん化かすべく──レイルは淡たん々たんと男達に呟つぶやきかける。

「拷ごう問もんするのはそこにいるグラハムってお兄にいちゃんだけで充分だからさぁ……」

　ニヤリと笑うレイルの後ろで、フランクがカタカタと震えながら耳を塞ふさいだ。




「君達はほら、とりあえず……吹き飛んでよ」




　刹せつ那な、時計の秒びよう針しんがカチリと文字盤ばんの12を指し示し────

　シカゴの路ろ地じ裏うらから覗のぞく青空を、重く鋭い爆ばく音おんが劈つんざいた。
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　アルカトラズ島に存在する、脱だつ獄ごく不可能と呼ばれた連れん邦ぽう刑けい務む所しよ。

　ただでさえ問題のある囚しゆう人じんが集まる島の中で、更に問題を起こした者達たちが囚とらわれる『地下牢ダンジヨン』と呼ばれる特別房ぼう。

　煉れん瓦がに囲まれた要よう塞さい時代の遺い物ぶつであるその場所には、一切の灯あかりがなく──問題を起こした囚人は、その暗くら闇やみの中に放り込まれる事となる。

　煉瓦の壁はコンクリートに比べて脆もろく、トンネルを掘られて脱獄される可能性があると──暗闇の中で、囚人の足は鎖くさりによって完全に拘こう束そくされる。




　そんな『暗闇』の更さらに地下。刑務所内ないの配置図ず面めんにも記き載さいされていない、刑務所のまさに奥の奥──

　その場所に、『彼』──そして、『彼女』は存在した。

　本来は、たった一人の男のために造られた特殊独どく房ぼう。元々は要塞の隠かくし倉庫か、非ひ戦せん闘とう員の要よう人じんを隠かくす為ためのスペースだったという噂うわさもあるが、詳しい事を知る者は存在しない。

　独どく房ぼうというには余りに広く、ちょっとしたホテルの一室並なみの広さがあった。

　代わりに、室内にはベッドや水道といった最低限の設備しか無く、他の独房と同じように、小こ物ものの類たぐいは石せつ鹸けんやアルミカップといった物しか見当たらない。ただし、『地ち下か牢ろう』とは違って電球が煌こう々こうと明かりを放っており、発はつ狂きようする可能性は幾いく分ぶん軽けい減げんされている。

　刑けい務む所しよの看かん守しゆ達たちも滅めつ多たに入る事が許されないそのエリアに──

　明らかに場ば違ちがいな存在である少女──リーザ・ラフォレットはひっそりと『存在』した。

　元からの囚しゆう人じんであるヒューイに加え、精神的に活発な少女がいることによって、部屋の広さが丁ちよう度ど良く感じられる。

　ただし、ここが刑務所という事を考えれば、彼女は明らかに周囲の空気から逸いつ脱だつした存在ではあったのだが──

　少女は自らの存在を強調するかのように、子供らしい声と言葉を独房の中に響ひびかせる。

「ねえねえ、お父とうさん。レイルの奴やつ、いつまで放っておくの？」

　そんなリーザの声に、部屋の椅い子すへと腰掛けていた『お父さん』こと──ヒューイ・ラフォレットが、薄い笑えみと共に口を開いた。

「いつまで、とは？」

「あいつ、今だって勝かつ手てに囮おとりみたいな真ま似ねして目立ってるし、それに昨日はたくさんたくさんお父さんの悪わる口くち言ってたんだよ！　ねえねえ、殺しちゃだめなの？　だめ？」

　まるで『お菓子を買って』とねだる子供のように、リーザはクイクイとヒューイの服を引っ張りながらおねだりをしてみせた。

　だが、ヒューイは薄い微笑ほほえみを浮かべたままでリーザの頭を軽く撫なで、諭さとすような口く調ちようで言葉を紡つむぐ。

「いけませんよ、リーザ。彼は大事なリーザの仲間なんですから」

「あんな奴、仲間じゃないもん」

「じゃあこう言い換えましょう」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、更さらに柔らかい笑顔と共に──

「彼は私の大事な研究対たい象しようなんです。勝手に壊してはいけませんよ、リーザ」

「うー……でも……」

「それに、彼だって成長します。もしかしたら社しや交こう的になって私にもオベッカを使うようになるかもしれませんよ？」

　楽しそうに言うが、その笑いには『最初からそんなことは期待していない』と言った類たぐいの感情が読み取れる。

　ヒューイは静かに立ち上がりながら、リーザに対して現在の状況を尋たずねかける。

「それでは、シカゴの方には全員集あつまったんですね？」

「うん！　相変わらず、クリスは見つからないけど……」

「残念ですが、１年も音信不ふ通つうとなると諦あきらめた方がいいかもしれません」

「そうだよね」

　まるで無くなったボールペンについて語り合うかのような口ぶりだったが、互いにそんな自分達たちに疑問を感じてはいなかった。

　完全に物もの扱あつかいとしてクリストファーの話は打ち切られ、淡たん々たんとした調子で今後の予定を語り出すヒューイ。

「今度、ヴィクターが送り込んだ『不ふ死し者』の人がこの島に到着するそうです。いずれこの部屋に呼ぶつもりですが……その前に、こちらも事を始めておいた方が良さそうですねえ。どうやらヴィクター達はＮＹの方の囮おとりに食いついてくれたようですから……確かく定てい次第、実験を開始するとしましょう」

『実験』というのが何を差すのかは触れないが、リーザは全て理解したという顔で力強く頷うなずいた。

　その一方で、やはりレイルに対しての不満は止まらない。

「でも、レイルはやっぱり自分の立場が解わかってないよ！　クリスがいないって解った時は泣きそうな目になったのに、それでもお父とうさんの悪わる口くちだけはやめないんだから！」

「それは──私がレイルに酷ひどい事をした時、彼を気き遣づかったのはクリストファーとフランク、アデルの三人ですからね。特にクリストファーが一番の話し相あい手てになっていたようですから」

「最近じゃ喋しやべり方までクリスに似てきてて、もう本当にウザッたいんだよ？」

「レイルはまだ子供ですからね。人と関われば、それだけ引っ張られやすいでしょう」

　どこか嬉うれしそうに答えながら、ヒューイは椅い子すに腰をかけて目を閉じる。

　頭の中で縫ほう合ごう痕こんに包まれた少年の事を思い、何も変わらぬ表情で自分の考えを語りだした。

「人と出会って人間らしくなるというのならば、それも一つの結果でしょう。……仮に今後、爆ばく破は作業が嫌だと言い出しても別に怒りませんよ。誰か代わりを創るだけです」

「でもでも、お父さん、もしもそうなったら、そんな役立たずな子は殺しちゃっても怒らないよね？」

「リーザ。人を殺すと言う時には、常に返り討うちに遭あう覚かく悟ごを持って発言した方がいいですよ」

　自分の娘にする説せつ教きようにしては、あまりにも他ひ人と事ごとめいた言葉。

　ヒューイに窘たしなめられたリーザは、頬ほおをぷくりと膨ふくらませながら反論をした。

「……あんな奴やつに負けないもん。簡単だよ、後ろからちょっと私の『輪』を刺さしてやればいいだけだもん！」

「そう簡単にいくとも限りませんよ」

　あくまでも微笑ほほえみながら、ヒューイは娘にやんわりと言い聞かせる。

「普通の敵が相手ならば、それを跳ね返すぐらいの力を持っていると信じているからこそ──貴女あなたや彼らには『吸ラ血ミ鬼ア』という称しよう号ごうを与えたのですから」

　ただ、最後にふと考え込みながら──一つの言葉を付け足した。




「まあ……普通じゃない人が相手の場合は、計算にいれてませんけどね」
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シカゴ某ぼう所しよ




　シカゴ川に沿った大通りにある本屋の前。

　手早く買い物を済ませたリカルドは、クリストファーの運転するフォード車に乗り込んだ。

「お待たせ」

「待ったよー。僕も一緒に行きたかったのに。っていうかさ、僕、護ご衛えいだから一緒に行くのが普通じゃない？」

「本屋に対して営業妨ぼう害がいをする気はないからね」

　仲の良い者に対して使うジョークにも聞こえるが、後部座ざ席せきに座るリカルドの不ふ機き嫌げんそうな表情からはそういった雰ふん囲い気きは感じられない。

　クリストファーは大おお仰ぎように「傷ついた！」と言いながら首を振るが、その表情には自然と笑えみが漏れだしていた。

「酷ひどいなあリカルドは。それが友達に対して吐く言葉かい？」

「自分から友とも達だち友達騒ぐ奴やつは信用するな。オレにそう言ったのはクリスだろ？」

「そう、つまり僕の言葉は疑わなきゃいけないって事さ！　だから僕が言った『自分から友達って言う奴を信用するな』って言葉も疑って、自分の考えで判断しなきゃ！」

　笑いながら車を発進させるクリストファーに、リカルドは間かん髪はつ入いれずに言葉を返す。

「オレの考えの結果、やっぱり自分から初しよ対面の人間に『友達になろう』なんて言う人は信用できないね。間違いない」

「少しは迷おうよ。人間は迷ったあげくに強くなるよ？」

　リカルドはクリストファーの言葉に暫しばし沈ちん黙もくしていたが──車が速度を出し始めた時点で、不意に顔を上げ、いつもよりも真剣な表情で口を開いた。

「あのさ、クリス。このまましばらく、適当に車を走らせてくれないかな」

「？　いいよ？　なに？　ドライブかい？　それならリンカーンパークかグラントパークにでも行ってみるかい？　やっぱり自然に囲まれた方がいい。この車みたいな人間の工業力の象しよう徴ちようみたいな産物は、大自然の中を走ってこそバランスが取れると思うんだ。人工物ぶつの中を走っている人工物なんて無む駄だな調和を見せて滑こつ稽けいなだけさ」

「クリスみたいに？」

「……時々リカルドは鋭いことを言うね」

　１年の付き合いの中で、クリストファーは自分の身体からだの秘密を明かした事は無いが──このリカルドという少年は、クリストファーの言動などから何か特殊な空気を感じ取ってはいるようだった。

　そして、時とき折おり今のような踏み込んだ言葉を口にするが──クリストファーはその際、決まって同じ言葉を返す。

「君の心を教えてくれるなら、こっちもこっちの秘密を教えてあげるよ。喜んでね」

　すると、いつもはすんなり『そこまで君を信用していない』と答えて引き下がるのだが──

　今日のリカルドは、何な故ぜかいつもと違う答えを吐き出した。

「いいよ」

「へ？」

　予想外がいの言葉に、クリストファーはバックミラー越しにリカルドの顔を覗のぞき込んだ。

　いつもと変わりない無表情にも見えたが、良く見るといつもより目を伏し目がちにしており、どことなく緊きん張ちようしている空気が感じ取れる。

「オレが君を助けた時……オレは、周りのものを全部壊こわして欲しかったって言ったよね」

「え？　ああ、うん」

「あの時は……色々あったんだ。父とうさんと母かあさんが死んですぐだったし……マフィアの家の子供っていう立場も、オレにとっては苦痛でしかなかったんだ。オレはあの時、色々な人間に裏切られて、同時に、一方的に期待を押しつけられて……」

　何やら真剣な面おも持もちで語り始めたリカルドに、運転手は鏡かがみ越ごしに疑問の視線を投げかけた。

　彼もまた、リカルドを取り巻く環かん境きようや彼の言動の端はし々ばしなどから、彼が過去に何か辛つらい思いをしてきたのだろうという事は感じ取っていた。

　だが、クリストファーの心は唐とう突とつなリカルドの独白に、逆に面を喰らってしまっていた。

　──いや、待ってよ。ちょっと待ってよ。

　──なんか……なんか違うよねぇ？　これ。

「ちょっとストップ。止まって、やめて、口を閉じて、さん、はい」

「……何？」

　表情を変えぬまま言葉を止めるリカルドに、クリストファーは苦く笑しようしながら言葉を紡つむぐ。

「なに？　なんなの？　おかしいよリカルド。いつもと違う。僕を一体どうするつもりさ？　冥めい土どの土産みやげでも聞かせてドラム缶に詰めてシカゴ川にでも沈めるつもりかい？　だとしたら抵抗はするけどああどうしよう。多分僕、リカルドの事は殺せないんだけど」

「爺じいちゃんの部下の人達は殺してたのに？」

　皮ひ肉にく混じりだが、爆ばく弾だんとも取れる物ぶつ騒そうな一言をあっさりと言ってのけるリカルド。

　走り出した車の中は完全な密室であり、誰にも盗み聞きされる心配がないからこそ続ける事ができる会話なのだろう。

　対するクリストファーも、特に不快感も見せずにあっさりと会話を続けていった。

「あれは仕事だったし、んー、ていうか、友達はやっぱ殺せないなあ。改めてその時の事を想像してみると、チーもリーザもシックルも『詩し人じん』もレイルもフランクもアデルもフィーロも殺せないなあ……うーん。これってどうなんだろうね？」

「……もしかして、今言ったので全部？　クリスの友達って」

「少ないと思う？　多いと思う？」

「……『親友』なら多い方だと思うけど……ただの話はなし仲間や仕事仲間だとしたら、随ずい分ぶんと少ない方じゃないかな」

　確認するように呟つぶやいた後、リカルドは首を振りつつ溜ため息いき混じりの言葉を吐き出した。

「オレはクリス一人だけなんだけどね。仲が良い人なんて」

　唐突な言葉に、クリストファーはケラケラ笑いながら言い返す。

「え？　なに？　僕、貞てい操そうでも狙われてる？」

「殴なぐってもいいのかな」

　背後からリアルな殺意を感じ取り、クリストファーは慌あわてて自分の言葉を取り消した。

「冗じよう談だんだよ、冗談」

　茶ちや化かすように言った後、クリストファーはハンドルを指で小こ刻きざみに叩たたきながら、バックミラー越しにリカルドの目を見て一つの疑問を口にする。

「段だん々だん読めて来たけどさ……今日、僕を連れて買い物に出たのって、あれ？　車の中で誰にも聞かれない秘密の話をしたかったってこと？」

「そうなるかな」

　溜ため息いきをつきながら答えたリカルドは、淡たん々たんとした口く調ちようでクリストファーへと語り出した。

「……最近、うちの組……おかしいんだ」

　目を伏せながら、心なしか言葉の端はしを震わせるリカルド。

「クリスだって気付いてるだろ？」

「ああ、なんとなくね」

　それは、まだ新しん参ざん者であり組の業務には何も関わっていないクリストファーにも何となく感じられる事だった。

　クリストファーの記き憶おくが正しければ、２週間程ほど前から急速にルッソ邸てい内ないが慌あわただしくなり、組員達たちの間に緊きん迫ぱくした空気が流れ始めた。

　その数日後に、妙みような青色の作業着を着た男が現れた。特にクリストファーやリカルドと関わる事は無かったので特に気にはしなかったが──

　同時期にルッソ邸へと連れてこられたルーアという女が軟なん禁きんされ、その世せ話わ係としてリカルドが選ばれたと知った時は、流石さすがに何か様よう子すが違うとは感じていた。

　思えばその頃からプラチドがやけに強気になり、守りどころか逃げに入っていた人生が一転したように見受けられたのだ。

「爺じいちゃん達はすっかり変わったんだ……今まで、オレは自分の周りの世界を壊して欲しかったんだ……だけど……最近は、向こうから勝かつ手てに壊れていくみたいなんだ」

「なら、喜ばしいとは思わないのかい？　大だい嫌きらいな世界が壊れるんなら万ばん々ばん歳ざいじゃないか」

　クリストファーは、リカルドの気持ちを想像しながらも、敢あえて意地の悪い言葉を返す。

　リカルドは「さっきの仕返しかい？」と溜息をついた後、珍しく悲しげな感情を目に宿して口を開いた。

「オレの見てる世界なんだからさ……オレだって、壊し方にはこだわりたい。それだけだよ」

「ハハッ！　僕は随ずい分ぶんとエゴイストな友達を持っちゃったなあ」

　愉ゆ快かいそうに歯を剥むき出しにするクリストファーの言葉で、リカルドの顔に苦く笑しようが浮かぶ。

「今のままじゃ、壊れた後にものすごいゴミが残るような気がするんだ。何か、何か凄すごく気味が悪いんだよ」

「……まあ、客観的に言わせて貰もらえば、リカルドの爺ちゃんはもうマフィアとしてお終しまいだよ。それは感じてたっていうか解わかってた。追いつめた一因として言わせてもらうけどね。……だけどねえ……ここの所、確かにおかしい。なんていうか、昔むかし見た絶ぜつ滅めつ思し想そうの危ない宗教団体とか、本気で世界征せい服ふくができるって信じてるテロリストの連れん中ちゆうと似たような感じになってるよ」

　クリストファーの指し摘てきは的てき確かくだったのだろう。リカルドは再び俯うつむくと、暗い声でクリストファーへの独白を開始する。

「本当は、ちょっと期待してたんだ。このまま爺じいちゃんがマフィアを続けられなくなって、組を解散して、オレは普通の人生を歩めるんじゃないかって」

「そしたら僕は用済み？　普通の友達がいれば」

「もしも普通の友達ができたら、みんなにクリスの事を『オレには吸きゆう血けつ鬼きの友達がいるんだぞ』って言って自じ慢まんするよ」

「見せ物扱い!?」

　抗こう議ぎの声を上げるが、リカルドは静かに首を横に振る。普通の友達などどうせできる事はないと諦あきらめているといった表情で。

　リカルドはそうしたクリストファーの茶ちや々ちやに惑まどわされる事もなく、淡たん々たんと言葉を紡つむぎ続けた。

「本当に全部……全部が狂い始めたんだ」

　何かを思い出したかのように、拳こぶしを軽く握りしめながら──

「……あの白はく衣いの連れん中ちゆうが来て……あの酒を置いていってから、何もかもが狂ったんだよ」

　──酒？　白衣の連中？

　自分の記き憶おくには無いキーワードだ。

　クリストファーが疑問に思ったその瞬しゆん間かん──

　リカルドが唐とう突とつに顔を上げ、車の窓へと顔をグイ、と近づける。

「どうかした？」

　何気なく尋たずねるクリストファーに、リカルドは緊きん迫ぱくした声を吐き出した。

「お願い、ちょっと止めて」

「？　はいはいっと」

　不ふ思し議ぎに思いながらもクリストファーは車を道みち端ばたに止め、自らも外の様よう子すに目を向ける。

　だが、街にはなんら変わりはなく、道を歩いている人々も至って普通の格かつ好こうだった。

　てっきりパレードか何かが行われていると思ったクリストファーは、外の様子を眺ながめながらリカルドに問いかける。

「どうしたのさ？　何か見えたのかい？」

　その言葉に、リカルドは目よりも寧むしろ耳をすませて外の様子を窺うかがい、これまでに無い程ほどに緊きん張ちようした面おも持もちで口を開き──答える。




「今……爆発が聞こえた」




　　　　⇔




シカゴ　某ぼう路ろ地じ裏




　爆発。

　その瞬しゆん間かんに起こった事を最も単純に言うならば、その単語で全てが済まされる事だろう。

　爆音と爆ばく炎えんが膨ふくれあがり、辺りの空間を瞬しゆん時じにして焦こげた臭においが包み込んだ。

　卵大のケースに詰められた爆ばく薬やくの量としては、通常ではあり得ない程ほどの炎ほのおと爆ばく風ふうが荒れ狂う。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんで収まり、辺りには爆発に逃げ惑まどう人々の悲鳴と喧けん噪そうが溢あふれかえっていた。

　元もと々もと人通りの殆ほとんどいなかった路ろ地じ裏だが、爆発音を聞いて次々と表おもて通りから人が顔を覗のぞかせる。もしかしたら先せん刻こくの新聞記者の二人も来るかもしれないな、などと考えていたレイルだが──自分で爆発を起こしたにも拘かかわらず、その目は拭ぬぐいきれぬ疑問の光に満ちていた。

「なに……なんでさ？」

　爆音の余よ韻いんを耳に残しながら、レイルは自分が見た光景について呟つぶやき漏らす。

「ねえフランクぅ。どうして僕の爆ばく弾だんが……あんなに離れたところで爆発したの？」

　彼らの目の前には、爆風に吹き飛ばされた男達が地面に倒れて呻うめいていた。

　だが、誰も致ち命めい傷しようと見られる傷を負ってはおらず、ただ、爆風で吹き飛ばされて倒れたという程度の状態だった。

　──半分、殺すつもりで仕掛けたのに。

　彼らと爆弾の距離はそれぞれ５メートルも離れてはいなかった。

　だが──

「もしもあの場所のまま爆発が起きてれば、爆風で手足がもげてもおかしくなかったのにさ」

『もしも起きていれば』という少年の言葉が示すように、実際には彼らから10メートル以上離れた路地の反対側で爆弾はその身を炸さく裂れつさせたのだ。

　レイルは爆発の寸すん前ぜん、何かが爆弾に近づくのを確認していた。

　急いで仕掛けた為ために、懐かい中ちゆう時計式のタイマーは『１分』という中ちゆう途と半はん端ぱな時間で起き動どうした。

　それを誤ご魔ま化かす為に、レイルは挑ちよう発はつするような言葉を男達に投げかけ続けていたのだが──

　秒びよう針しんが時間を示した瞬間、少年の目は爆弾に迫る銀色の円えん盤ばんのようなものを目もく撃げきする。

　円盤の正体を確認するよりも速く、それは卵大の爆弾へと接せつ触しよくした。

　撃げき発はつ式の雷らい管かんが作動した音を掻かき消すように、鋭い金属音が響ひびき渡り、爆弾をその場所から10メートル以上も弾はじき飛ばす。

　そして、その結果として男達は殆ほとんど無傷という結果に終わってしまった。

「あ、れ、レイル。あれ……」

　フランクが指さす壁の方を見ると、そこには小さな銀色の棒ぼう状じようが突き刺さっていた。

　コンクリートの壁に、まるで巨大なハンマーで釘くぎを打ち込んだかのように。

　目を凝こらして見ると、それは一本のレンチである事が確認できる。

　キュウリほどの大きさのレンチだったが──それを見た瞬間、レイルは弾かれたように路ろ地じの壁の反対側、そのレンチが飛んできた方向に目を向ける。

　そこでレイルは、巨大なレンチがクルクルと回る姿を目もく撃げきした。

　いつの間にか立ち上がっていたグラハムが、手にした巨大レンチを回転させながらゆっくりとレイル達に歩み寄る。

　彼の投げた小さいレンチが爆ばく弾だんをはじき飛ばしたのだと確信し、レイルは僅わずかに目を細めて、感心するように手を叩たたいた。

「へぇ……やるねぇ、凄すごい、凄いよ？　チンピラのお兄にいちゃん。まさかあんな風ふうにはじき飛ばされるとは思わなかったぁ」

　皮ひ肉にく半分、驚き半分の賞しよう賛さんの言葉に、グラハムは俯うつむいたまま呻うめきに近い言葉を漏らす。

「くッ……」

　レイルは最初、グラハムはフランクに蹴けられた痛みに呻いているのかと考えた。

　だが、少年はそれが間違いであるという事を即そく座ざに思い知らされる事となる。

「くくッ……クククカカカカカハハハハハハ！　楽しいな、おい！　人生ってこんなに楽しくていいのか!?　俺だけこんなに楽しめる人生を送るなんて、神様はきっと俺をえこひいきしてるに違いない……いや、寧むしろ神様なんかいないのかもな！　俺だけにこんなにも不平等な楽しさを与えてくれるなんてよぉ！　だとしたら……なに？　俺は神様にたよらねえで自分の運と実力だけでこの楽しさを手に入れたのか!?　やべえ……やッッッべえよ俺！」

「な、なんかこの人、おかしいんだなあ」

　狂的な笑顔を貼はり付けるグラハムに気け圧おされ、フランクが怯おびえたように身体からだを縮こまらせた。

　一方のレイルは、余よ裕ゆうを見せているグラハムの事が気に入らないらしく──

　懐ふところからいくつもの卵状の『何か』を取りだした。

　それは先せん刻こくの爆ばく弾だんと同じ物かと思われたが、懐かい中ちゆう時計の代わりに、キーホルダーのような円状のピンが取り付けられていた。

「楽しそうだねぇ、お兄ちゃん」

　口元は相変わらず笑ったまま、瞳ひとみから光を消してグラハムの事を睨にらみ付ける。

　対するグラハムは、どこか恍こう惚こつとした表情すら見せ、手にした巨大レンチを楽しそうにクルクルと回し続けていた。

　爆ばく破はの衝しよう撃げきから何とか立ち上がったチンピラの男達は、グラハムの様よう子すを見て必死に歩を進め、自おのずから距離を取る。恐らくはレイル達とグラハムの争いに巻き込まれては堪たまらないという思いが強いのだろう。

　彼らはグラハムが立ち上がった時点で、完全に自分達たちが足手まといにしかならないと理解していたし──グラハムもまた、逃げるようにその場を離れる彼らを批ひ難なんするような真ま似ねはしなかった。

　あるいは、彼らの事など既に意識の内に入っていないのかもしれないが。

「ああ……楽しいねえ。こんなに楽しい事があるか？　とりあえず交渉が決けつ裂れつした事はよく解わかった。困ったなあおい、俺はお前らを殺さないで連れてこいと言われてるのに、お前らっつーか……レイルっつったっけ？　お前の方は俺の事を殺す気満々だろ？」

「まあ、そうなるねぇ。ハハ……」

　テンションの針はりが振り切れた言葉を続けるグラハムに、レイルは更さらにその目を細め──卵たまご型がた爆ばく弾だんを器き用ように三つ指に挟み、空あいた方の手でピンを勢いよく引き抜いた。

「フランク……行くよ」

「う、うん」

　パートナーの返事よりも先に、レイルは自分達たちとグラハムの間に卵を三つ投げつける。

　楕だ円えんの塊かたまりが地面に付くか付かぬかという刹せつ那な、それらは瞬しゆん時じに赤黒い色に膨ふくれあがり──

　爆音が周囲の者の耳に届いた時には、既に高い爆ばく炎えんが立ち上り、灼しやく熱ねつの爆ばく風ふうが周囲の空気を押し流していた。

　同時に、フランクの身体からだが巨大な砲ほう弾だんとなって爆炎の中を突き進む。爆風の勢いも肌はだを焼く熱も微み塵じんも感じさせず、巨大な子供が、火事の中の子供を助けに走る消しよう防ぼう士しのように。

　熱と炎ほのお、煙の壁を突き進んだ先で──爆発から身を守っている敵に強力な一いち撃げきを加える。それがこのような状況でレイル達が使ういつものやり口だった。

　フランクの巨大な質しつ量りようが勢いよく爆炎を突き抜け、そこに一いつ瞬しゆん穴ができる。

　レイルはその穴が閉じる前に、表情を恐怖に歪ゆがめたグラハムの顔が見られないものかと目をこらしたが──

　ふと、レイルは──フランクが開けた爆炎の穴の横で、もう一つ小さな穴が閉じかけている事に気が付いた。

　──え？

　それが意味する事に気付くよりも僅わずかに速く、レイルの鼓こ膜まくに楽しそうな男の声が木霊こだまする。

「よぉ」

「あッ……」

　レイルが慌あわてて振り向くと、そこには余よ裕ゆうに満ちた表情の男が一人、レイルの鼻先に顔をぐいと近づけ、餌えさを見つけた化ばけ物もののような笑顔を浮かべていた。

「どうしてッ……」

「火の中を突っ込んでくのが、あのデカブツだけだと思ったか？　炎はお前らだけのもんじゃあねえんだぜ？　……じゃあ誰のものだ？　……やばい。俺のものでもなかったらどうする？　俺はどう責任を取る？　お前を殺して俺も死ぬか？」

　そう呟つぶやくグラハムの作業着には、所々に火が燻くすぶっており、焦こげた臭においを露ろ骨こつに周囲に漂ただよわせている。

　確かに、炎に突っ込んできたフランクを見た後ならばそれをする覚かく悟ごもできるかもしれない。

　だが、フランクと同時に、なおかつ先せん刻こくの爆ばく炎えんを見た直後に、どうして自分から炎ほのおに突っ込んでくるなどと予想できる？

　そう考えたレイルは、苦にが笑わらいを浮かべて横に立つ男に首を振る。

「お兄にいちゃん……頭おかしいんじゃないの？」

　対する男は、それを賞しよう賛さんと受け取った。

「ああ、ああ、なるほど、俺は頭がおかしいらしい。だからこんなに楽しいんだろうなぁ？　確かに頭がおかしいなら、どうしようもなく狂った状況を『それが当然である』として楽しむ事ができるだろう。壊れ方によっちゃ、悲しい事も全て楽しむ事ができるだろう。際さい限げんなく、自分の思うままに世界を楽しむ事ができるのかもな」

　クツクツと笑いながら、グラハムは静かに呟つぶやきかける。

「それは逆に、幸運な事じゃないか？」




「あ、あれ？」

　一方で、炎の奥へと突き抜けたフランクは、そこにグラハムの姿が無い事に気が付いた。

　慌あわてて振り返ると──そこには収まりかけた爆ばく炎えんと煙が見え、その奥の景色の中に、レイルへと肉にく薄はくするグラハムの姿が確認できる。

「れ、レイルう」

　フランクは慌てて身を翻ひるがえし、先刻以上の勢いでグラハムへと向かって駆け出した。

　地面を蹴ける度たびに衝しよう撃げき音が周囲に響ひびき、靴の裏から巻き起こる風が、爆発で宙に舞った埃ほこりを更に激しく渦うず巻まかせる。

　丸まる太たのような左手をブンと振り上げ、グラハムの身体からだに叩たたきつけんと迫ったフランクだったが、その行為は直前で中止させられた。

「あッ……」

　レイルの小さな呻うめき。

　グラハムが持つレンチの片側、可変幅方式モンキーレンチとなっている方の幅が最大限に広げられており──その間に、レイルの首がスッポリと収まっていた。
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　そのまま虫取り網あみを振り回す要よう領りようで、グラハムはレイルの身体を強制的に持ち上げ、身体を半はん回転させて自分とフランクの間にレイルの身体を割り込ませる。

「れ、レイルう」

　思わず動きを止めたフランクが、慌ててレイルの身体を掴つかもうとするが、グラハムはヒョイと腕を引いて相手の腕を空から振りさせる。

「ウグぅ……カッ……ぁッ……」

　苦しげに呻くレイルの声が響き、それを聞いてグラハムは一歩跳び下がりつつ呟いた。

「君達たちの仲が良くて助かったよ。素す晴ばらしきは友情だ！　友情はいい……なんでも語り合える友達は心を癒いやしてくれる！」

　大声で何か微び妙みように状況とずれた事を叫ぶグラハムだったが、不意に腕を下げ、レイルの身体からだを地面に下ろしてレンチから喉のどを解放させる。

「ケホッ……。くッ……。……？」

　突然人ひと質じちの身から解放されたレイルは、何事か解わからずに眼前の男に目を向けた。

　グラハムは敵意を剥むき出しにする少年の視線を受け止めながら、空気を読まずに手にしたレンチを回転させる。

「もしかしたら『僕に構わずそのまま殴なぐれ』って叫ぶ可能性も考えたから、敢あえて喉を押さえさせて貰もらった俺の作戦勝ちという事で──この勝負、俺の勝ちって事でもう止めない？」

「……はぁ？」

「いやほら、一いち応おう殺すなって言われてるからな。世の中から争いを無くす第一歩って事でさ。俺達が世界平和の第一歩になるかもしれない。そうすれば歴史に残る一歩だ。いや、例え歴史に残らずとも！　俺達の偉い業ぎようは俺達だけが知っている……それだけで俺達は、互いに会った時に胸を張って微笑ほほえみあえるじゃないか。それで互いに満足するってのはどうよ？」

「……色んな意味でふざけてる意見だねぇ」

　口元は引きつった笑えみを浮かべているが、レイルの瞳ひとみは怒りの炎ほのおに満ちている。

　心しん底そこバカにされたと思っているのだろう、少年は上着の懐ふところからいくつかの卵たまご型がた爆ばく弾だんを取り出した。

　その行為を止めるでもなく、グラハムは唇くちびるを再び歪ゆがませて首を振る。

「断言してもいいけどな──」

　言葉を終えるよりも速く、グラハムの腕が消えた。

　──!?

　腕が見えなくなったと思った瞬しゆん間かんには、レイルの頬ほおにヒヤリとした感かん触しよくが伝わった。

　いつの間にか少年の顔面の横にはレンチの先が添えられており、ペチペチと撫なでるように金属面があてがわれる。

　──速はやッ……!?

　少年は思わず息を呑み、その様よう子すを一歩後ろで見ていたフランクも、オロオロと視線を泳がせているばかり。

　グラハムは少年の目に『怖おそれ』の感情が現れたのを確認すると、チ、チ、チ、と芝しば居いがかった舌した打うちと共に言葉の続きを吐き出した。

「お前らじゃ、俺には勝てない」




　──勝てない……？

　敗北。

　その単語をイメージした瞬間、レイルの背に冷たい汗あせが走る。

　このまま抵抗を止め、アジトまでついて行くべきだろうか？

　だとすれば、敵の本ほん拠きよ地ちからどうやって脱出する？　この男のような人間がまだ他にもいるとしたら？　そもそも、この男がいるのに内部から逃げ出したり工作を行ったりできるのか？

　大人おとなしく従うフリをして隙すきを窺うかがう事が最さい善ぜん策なのだろうか？　本当に？

　新しく思い浮かぶ案も、全て疑ぎ念ねんにまとわりつかれる。

　最初の案も、本来ならば上う手まくいく筈はずだった。

　だが、レイルは一番重要な事を考こう慮りよに入れていなかった。

　自分達たちが目の前にいる男に勝てないという事じ態たいを、まったくと言っていいほど考えていなかったのだ。

　ギリ、と歯を噛かみしめ、レイルはこのまま逃げる事すら考え始めていた。

　その刹せつ那な──




「あらあら……みっともないわねぇ……レイル」




　艶なまめかしい女の声に、グラハムはピタリとレンチの回転を止め、レイルとフランクは目を見開いて周囲に視線を巡らせる。

　しかし、周囲には女性の姿は見あたらない。爆発音に集まった野や次じ馬うま達も、路地の入口からこちらを遠巻きに眺ながめているだけだ。

　寧むしろその事実が決め手となり、レイルは声の主ぬしが何者であるかを確信し、その名を叫ぶ。

「リーザ！」

「大きな口を叩たたいてた割には、結局貴女あなた達だけじゃ何もできないのね！」

「……黙れよ」

「あら？　いつもの軽かる口くちはどうしたの？　貴方はいつも空から笑いをして自分の顔の異常を誤ご魔ま化かしてたじゃない。いいのかしら？　睨にらみ付けたまま口元だけ笑ってるなんて気味が悪くて仕方ないわよ？　それとも貴方はマゾヒストで、顔に走る線路の数をもっともっと増やして欲しいのかしら？」

　クスクスと笑うリーザの言葉に、レイルはギリ、と歯を噛かみしめて押し黙る。

「誰かは知らないが──」

　そんなレイルの代わりに口を開いたのは──今だに女性の姿を視線で探し続けるグラハムの方だった。

「人の面つらの傷きず痕あとをそんな風ふうに言うのは、正直どうよ？　下へ手たに気を遺つかい過ぎるってのもあれだが、今の言葉にゃ悪あく意い以外のなんにも感じないぞ？　ま、まさか悪意以外を感じられない俺が不ふ感かん症しようだとでも言うつもりか……？　だが、お前の言葉に悪意以外のものを感じたくない俺としては、これはつまり正解なのか!?　やばい、正解したぞ……賞品はどこだ……俺の心に宿る熱い心こそが賞品なのか、そうなのか？　俺の心はプライスレス……！　そう、プライスレスだ！　少しは俺を見習え！」

　普段ならばこの辺りでシャフトの突っ込みが入る所なのだが、遠くから様よう子すを窺うかがうシャフトにはリーザの声すら聞こえない為ため、「とうとう見えない人と話しだした……」と、隣となりにいる仲間に嘆なげきの言葉を伝えていた。

　流れるままになっている状況の中、リーザは呆あきれたように話しかける。

「あらあら、よく解わからないけど……貴女あなた、この子の味方のつもり？　今の猿さるみたいな叫びを人間の言葉に訳したら、下へ手たな正義感で偽ぎ善ぜん者しや気取りって所なのかしら？」

　明らかに見み下くだした調子の声に、グラハムはレンチで自らの肩を叩たたきながら、そのリズムに合わせて長い言葉を吐き出した。

「いやぁ、偽善者じゃないな。完かん璧ぺきな悪あく党とうさ。自動車工場にいた頃、白人の班はんと黒人の班に分かれててよ。上じよう司しが俺らに言った。『お前らの代わりの黒人はいくらでもいるんだぞ』ってな。で、後でたまたま仲良くなった黒人に聞いたら、上司どもは黒人のチームにゃ黒人のチームに『お前らの代わりになる白人どもはいくらでもいるんだぞ』って煽あおってやがった。まあ、俺はそういうのもありなんじゃねえかなって思う程度にゃ悪党さ。ただな……気付かないのか？　あんたは今、遠回しに俺にこう言ったんだぜ？　『自分は負犬です』ってな」

「……？」

「あんたは俺に、『私はこのレイル君に対して、顔の傷を持ち出して罵ば倒とうする以外、何なに一つ勝てる要素がありません。だからこうして顔の傷の事を弄いじって、せめてもの優ゆう越えつ感に浸ひたる事しかできないんですぅ。それ以外は何一つ勝てない負犬なんですから、この負犬めを哀あわれに思って何も言わないで下さいですぅ飼い主ぬし様ー』って言ったのさ。堂々と！　臆おく面めんもなく！　なんだ？　マゾか？　マゾなのかお前？」

「なッ……!?」

　グラハムの勝かつ手てな言い分に対し、珍しくリーザの『声』が揺らぎを見せた。

「図ず星ぼしかい？　声だけのお姉ねえさんよぉ？　だが俺は犬は嫌いなんでね。のたれ死ぬといい。デスオアダイ。少し優しく言えばデス＆ピース……そう、デス＆ピースだ！」

「……巫ふ山ざ戯けた事を言う人ねぇ……女の子に嫌われるわよ？」

　その声が僅わずかに低くなると同時に──高い場所にあるフランクの視線が、グラハムの背後から銀色の輪が飛ひ来らいするのを目に止めた。

「あぁあ」

　フランクの視線と表情の変化に気付き、グラハムは即そく座ざに身体からだを反転させる。

　同時に、目の前に回転する銀色の輪が迫り──

　キン、という小こ気き味みよい金属音と共に、グラハムのレンチの回転が生み出した巨大な輪が、迫り来る小さな輪をあっさりとはじき飛ばした。

「楽しい……楽しいな、おい！　なんて楽しい女だ！　自分から進んで負まけ犬いぬ要素を追加させるとは！　『私は不ふ意い打うちじゃないと貴女あなたには勝てないんですぅ』と！　しかも、その不意打ちが失敗するってどういう事よ!?　やばい、ちょっとこれ、俺の今年の楽しいランキングのベスト７９８位ぐらいにランクインすんだけど。……うん？　てことはあんまり楽しくもないな。よし、つまらないから帰れお前」

　真上にはじき飛ばした銀ぎん輪りんが落下してきて、グラハムはそれをレンチの先で受け止めた。

　天使の輪を思わせる銀色の円えん盤ばんは、外側が鋭い刃やいばになっているようで、先せん刻こくの攻撃を喰らっていたら致ち命めい傷しようを負っていた可能性が大きいだろう。

　それでも全く動じていないグラハムの長なが台詞ぜりふに、リーザの声は真剣なものへと変わり、静かな調子で問いかける。

「……どうして、今のが解わかったの？」

「俺に見えない物はないのさ。ちょいと特殊な能力があってね」

　無む論ろん、嘘うそだった。

　フランクの表情の変化で気付いた不意打ちだったが、折せつ角かく成功したのだからと、グラハムは即そつ興きようでハッタリの言葉を造り上げ、僅わずか数秒の間に自らそれを信じ込む事に成功した。

　グラハムは背後のレイル達にも注意を払いながら、周囲からの死し角かくに意識を向ける。続いて銀ぎん輪りんが飛んできた時に、その方角から敵の居い場所を割り出す為ために。

　高まる集中力とは逆に、グラハムの口からは尚なおも挑ちよう発はつの言葉が投げかけられる。

「で、どうするんだ？　大人おとなしくお前も付いてくるか？　それともこいつらを見捨てて自分はとっとと逃げ出すか？」

「……」

　暫しばし考え込むリーザだったが、すぐにその答えを吐き出した。

「それはこっちの台詞せりふよ、間ま抜ぬけなお兄にいさん」

「……？」

　突然余よ裕ゆうを取り戻したリーザの言葉に、グラハムは思わず眉まゆを顰ひそめる。

　──何か状況が変わったか？

　表おもてに出しているテンションとは裏うら腹はらに、心しん中ちゆうはやけに冷静なままのグラハムが、静かに周囲の状況へと目を向ける。

　と、そこに新たな人ひと影かげが二つ見える。

　人ひと混ごみをかき分けて現れたのは、あからさまに怪しげな東とう洋よう人じんと、上流階かい級きゆうの雰ふん囲い気きを漂ただよわせるドレスの女だった。

　あからさまに空気を読めない格かつ好こうの面々に、野や次じ馬うまの人々の中には、この騒そう動どうをサーカスか何かの宣伝ではないかと思う者達たちも現れ始める。

　近づいてくる場ば違ちがいな服装の二人を眺ながめながら──やはり場違いな外見であるグラハムは楽しげに口くち笛ぶえを吹き、レイルとフランクは闖ちん入にゆう者しやの存在に顔を輝かせる。

「チー！　シックル！」

　レイルの叫びにグラハムはハハンと笑い声を漏らし、懐ふところから手て配はい書しよを出して今いまし方がたの名前を確認する。

「チー……ホン・チーメイに、シックル……カポエラ使いの姉ねえちゃんの事か？　なんだ。やっぱりあの記者連れん中ちゆうとは別口だったんだな。いやあ、確認できて良かった良かった」

　そんな事をブツブツ呟つぶやいている間に、二人はグラハムの部下達の間を通り過ぎ、レイル達の側そばへと並び立つ。グラハムの部下のチンピラ達はもはや手を出す事もせず、遠とお目めに自分達のボスの姿を見守っている状況だった。

　今だに独り言を呟き続けるグラハムを余よ所そに、レイルは僅わずかに顔色を良くして口を開く。

「どうしてここが……？」

「あんな派は手でな爆発をポンポン起こせば誰でも解わかる。警察もすぐに来るから、それまでにケリをつけるぞ」

　ぶっきらぼうな調子で答えるシックル。

　次いで、彼女はグラハムへと目を向けた。

「お前が敵か」

　服装とは全く逆の、無ぶ愛あい想そう極まりない言葉。

　だが、陰をそのまま刃やいばにしたような暗い鋭さが宿る彼女の目を見れば、むしろその言葉遣づかいこそが一番美しい組み合わせなのかもしれない。

　グラハムの振り切れたテンションは、そんな余よ計けいな事を脳のう味み噌そに考えさせつつ、口からは何一つ知性を感じさせない言葉を吐き出させた。

「おお……そういうお前は、カポエラ使いのお嬢じようさんか？　知ってるよ、俺はあんたの事を一方的に知ってる。なんでそんな女らしい格かつ好こうで男らしく喋しやべってるんだ？　やばいな、なんだか凄すごくワクワクしてきたんだが、もしかしてこれって恋か？　仮に恋とかだったらどうするよ？　受け入れるべきか否か、もしかしたらこの迷っている間の高こう揚ようこそが恋の正体なのか？」

　相手の質問に答えず、逆にこちらから遠えん慮りよ無く喋りたてるグラハム。

「……『詩し人じん』と別の意味で腹立たしい喋り方をする奴やつだな」

　ただでさえ不ふ機き嫌げんそうな眉まゆを更さらに顰ひそめながら、シックルは淡たん々たんとした調子で口を開く。

「誤ご解かいの無いようにあらかじめ言っておく」

「何？　何をよ。誤解するような事をするの？　君が？　俺に？　やばいな。キスとかだったらどうしよう。どうすればいい？　しかしそれが誤解だという事は、やはり君は俺の事をどうとも思ってないという事で失しつ恋れん成立という所か？　ヤバイ、なんだか人生で新しい経験をしたぞ。告白する前にフラれる……もしかしたら惚ほれる前にフラれるというのは中々できない経験だと思うんだが、どうよ？」

「死ね。……誤解の無いように、というのは……お前は私をカポエラ使いと呼んだが……カポエラは本来、格かく闘とう技ぎでもあり舞ぶ踊ようでもあり、人々の笑顔を生み出す遊ゆう技ぎでもある」

　そう言いながらシックルは一歩前に踏みだし、顔をグラハムに近づけた。

　息のかかる距離。確かにキスしようとしていると受け取られてもおかしくない体たい勢せいで、シックルはキスとは縁えん遠い不機嫌な顔で言葉の続きを口にする。

「だが、私のカポエラは相手を壊す事しか意識していない」

　彼女は自らの言葉を紡つむぎ終えると同時に、眼前の『敵』へと音もなく攻撃を開始した。

「つまり、かなり邪道だ」

「あ……？」

　グラハムは、眼前の女が突然転んだのかと勘かん違ちがいする。

　目の前にあった美しく淀よどむ瞳ひとみが、突然グラハムの視し界かいから消え失せたからだ。

　入れ替わりに、グラハムは自分の顔面の左側から、影と風が迫るのを感じていた。

　──ヤバイ。

　と、脳味噌が思う前に身体からだが動き、大きくその身を後ろに反らす。

　刹せつ那な、それまで自分の頭があった場所をシックルの踵かかとが通過した。

　鋭い風がグラハムの顔面を襲おそい、同時に女の声が下方から耳に響ひびいてくる。

「だから、私の技を見てカポエラだと思うな」

　思わず目を閉じかけたグラハムだが、眼がん下かに僅わずかに見えた女の身体からだの回転が止まっていない事を確認し、グラハムは更さらに後ろに大きく下がった。

「それは、カポエラに対する侮ぶ辱じよくだ」

　──よく解わからないが、邪じや道どうな事をやってるお前の方が侮辱してるんじゃないのか？

　そんな事を叫ぼうとしたグラハムだが、その眼前を足そく刀とうが通り過ぎ、とてもそれどころの状態ではない。

　更に、敵は一人ではない。

　見たことも無い女の動きを把は握あくするため、大きく距離を取ろうとしたグラハムの腕を、チーが音もなく忍しのび寄り、無む駄だの無い動きで掴つかみ取る。

　布が厚く巻かれたミイラ男のような手だったが、器き用ように挟み込まれた腕は、少し藻も掻がいたぐらいでは外れそうも無かった。

「おッ……？」

「ここまでだ」

　自らの身体を反転させながら、チーは一切の容よう赦しや無くグラハムの腕を捻ひねりあげる。

　抵抗を考える暇ひまもなく──ゴキリという音が周囲に響ひびき、グラハムは自分の左腕がもげ落ちたような感覚と痛みに襲おそわれた。

「ぐッ……あぁ……ッ？」

　グラハムは右手のレンチを振りかざしてチーの身体を引きはがし、更に後ろへと跳び退すさる。

　シックルがクルリと宙ちゆう返りをして元の姿勢へと立ち直り、チーは布に巻かれた自らの腕をさすりながらグラハムへと向けて口を開いた。

「本来ならば斬きるところだが、貴き様さまには聞きたい事がある。拒こばめば残る四し肢しの関かん節せつも外れる事になる」

　チーの言葉が聞こえているのかいないのか、グラハムは小さく呻うめきながら腕を押さえ続ける。

　そんな彼に向かって、シックルは少しがっかりしたように言葉を吐いた。

「この程度か。言葉のイカれ具合は『詩し人じん』と良い勝負だが」

「ぐ……ぁぁ……」

　勝かつ手てな事を呟つぶやきながら、徐々に自分に迫り来る二人の声を聞きながら──

　グラハムは、昔の事を思い出していた。




　あらゆるものを解かい体たいする事が好きだった幼よう少しよう時代。

　彼は両親にきつく説せつ教きようをされ、

「壊される物の気持ちもわからないくせに！」

　と、万ばん物ぶつに魂たましいが宿るといった、東とう洋よう人じんかインディアンのような事を言われた時の事。

　──確かにそうだ、父とうさんと母かあさんの言う通りだ。

　──壊れるのって、どんな気持ちなんだろう。

　──確かめなきゃ。

　まだ10歳さいにも満たない少年が、どのようにしてそれを為なし得たのかは解わからない。

　グラハム本人も、どのようにしてそれを行ったのか覚えていない。

　記き憶おくにあるのは、痛みと絶望、そしてどうしようもない寂しさだった。

　母親が息子むすこの部屋から聞こえる呻うめき声に駆けつけた時──少年の身体からだの関かん節せつの多くが歪いびつな形にずれており、左手に至っては指の関節の一本一本が全て外れ、筋肉がグローブのように腫はれ上がった状態となっていた。




　その時の事を思い出しながら、グラハムはレンチを握る右手に力を込める。

　──あの時、俺は……安心してたんだよな？

　──俺も、ちゃあんと壊れる存在だって解って、なんでかちょっと、安心してたんだよな？

　──壊れる痛みが解ったから──『これでもう、壊していいんだ』ってな。

　何な故ぜ、少年時代にそんな事を考えたのか、どうしてそんなにまでして物を壊したかったのか、しばらく解らなかったが──今では、なんとなく子供の頃に自分が考えていた事が解るようになっていた。

　全ての物が、いつかは必ず朽くちていくという事に気付いてしまった時──子供の頃の自分は、その事実に耐えられなかったのだろう。

　それを否定する為ために、あるいは新しい物がいつかは壊れるという絶望を知り、それをせめて自らの手で行う為に──

　理由は色々あったのだろうが、それが積み重なった結果として、今の自分の性せい癖へきができたのだろう。

「アホだよなあ、俺」

　グラハムは腕の痛みに懐なつかしさを感じながら、レンチをゆっくりと振り上げる。

　自分の気持ちに整理が付かずにいた思し春しゆん期の終わりに──グラハムは、ラッドという男と出会い──自分に似たものを感じ、舎しや弟ていのように付き従った。

　今は刑けい務む所しよの中にいる兄きよう弟だい分の顔を思い出しながら、グラハムは独り言のように呟つぶやいた。

「さてと……参ったな」

「む……？」

　急に呻き声を止めたグラハムに、チーは疑問の声を上げて様よう子すを窺うかがう事にした。

「俺、ちょっと慢まん心しんしてたよ。自分が絶対にやられる事なんざないって思ってたかもなあ。いかんねえ、いかんよ。ラッドの兄あに貴きに優先的にぶっ殺される事になる」

「なんだ？　命いのち乞ごいか？」

　チーの声には答えず、グラハムは軽くレンチを回し、ダラリと地面に垂れた左腕を器き用ように工具の先せん端たんに挟み込み──

「よっ……と」

　ゴキン

　外れた時よりも些いささか低い音がして、グラハムの左腕に、急速に力が戻る。

「なッ……!?」

　格かく闘とう技ぎの実力者には、時とき折おり外れた関かん節せつを自ら嵌はめる事ができる者もいるが──今のグラハムの動きは、そうした類たぐいの行為とは全く異い質しつのものだった。

　工業用のレンチで、自らの骨を金属製のパーツのように見立て、外れた関節を僅わずかひと捻ひねりするだけで修しゆう復ふくさせたのだ。

　無む論ろん、千ち切ぎれた神経や血管、伸びきった筋すじなどの痛みは全く治まってはいないだろう。

　しかし、グラハムの表情からそのような痛みの様よう子すは全く感じられなかった。

　寧むしろ恍こう惚こつとした笑えみすら浮かべながら、グラハムはレンチを肩に掛け、先せん刻こくよりも更に狂きよう的てきな光をその目に満たしている。

「ふっきれたよ。とりあえず、殺すなとか生きたままとか……んなもんを選ぶのは、自分が絶対に殺されないって自信のある奴やつがやることだよな、うん」

　パシリ　パシリ

　回転するレンチを左右の手で交互に受け取りながら、グラハムは徐々にその動きを早めていった。

「でもよ、それじゃあ俺がラッドの兄あに貴きに殺されちまう」




　パシッ　パシッ　パシッ　パシッ




「だからよ……とりあえず生かして連れてくのはレイルとフランクのガキ二人って事にしといて、残りの奴やつについては一切気にしねえ事にしたわ」




　パシ　パシ　パシ　パシ　パシパシパシパシ




「俺の喧けん嘩かは、ラッドの兄貴仕じ込こみだ……退ひくなんて脳のう味み噌そはねえのさ」




　パシパシパシパシパシパシパシパシパッパッパッパッ……




「お前ら……絶ぜつ対たい自分達たちが壊れないと思ってるだろう？」

「何を……言っている？」




　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ　パ




　徐々に信じ難い速さへと変へん貌ぼうを遂とげていくレンチの回転を見て、チーとシックルは静かに息を呑み、フランクとレイルはもはや戦闘に参加しようとせず、遠とお目めに事態を見守っていた。

「チームワークでも、プライドでも、首の骨でもなんでもいいさ」




　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ────




　テンションが最さい高こう潮ちようにあがったグラハムの中に渦うず巻まく感情は、もはや悲しみでも快楽でもなく──ただ、どうしようもなく狂おしい昂たかぶりが存在するだけだった。

　笑顔とも悲しみとも取れない表情を浮かべながら、グラハムは首を振り、ただ一ひと言ことチー達に向かって口を開き──ただ一言だけを呟つぶやいた。




「壊してやる」




　と、単純極きわまりなく、それゆえに力のある一言を。




　　　　⇔




数分後




　時間としては野や次じ馬うま達の予想よりも僅わずかに遅く、事じ態たいの流れとしては更に遅い。

　そんなタイミングで、通報を受けた警官達が大たい挙きよして現場に駆けつける。

　路ろ地じ裏には野次馬達がガヤついているだけで、事件の関係者達は誰だれ一人として残ってはいなかった。

　そこには爆発の後と思おぼしき跡あとが地面に幾いくつか残っており、黒く抉えぐれた表面からは灰色の煙が燻くすぶり続けている。

　喧けん嘩かに伴う爆発事件と聞いて警官達がまず想像したのは、３年前の殺人事件だった。

　ルッソ・ファミリーの幹かん部ぶと思われていたシダリスという男とその部下達が、爆ばく弾だんで吹き飛ばされたと見られる黒こげの死体で発見された。

　肝かん心じんのルッソが『抗こう争そう？　なんの事ですかな。そもそも我々はマフィアなどという空想上の組織ではありませんよ』と白しらを切った為ために、警察としては抗争相あい手ても解わからないまま迷めい宮きゆう入いりになるという不ふ本ほん意いな結果に終わった事件である。

　だが、今回は目もく撃げき者が多くいる。

　これならば有力な情報が得られるだろうと、即そく座ざに周囲の人間達たちから事情聴ちよう取しゆを行ったのだが──

　不ふ思し議ぎな事に、人々の目撃証しよう言げんは全くつじつまの合わないものとなった。




「でっかい子供と傷だらけの子供が暴れてた」

「火か星せい人だ、火星人が攻めてきたんだ」

「ピンク色の象ぞうが爆発してたのよ」

「青い作業着の奴やつが……変な奴らをバッタバッタとなぎ倒しててさ」

「敢あえて言おう。中なか々なか面白い見せ物だった」

「身長３メートルぐらいある大女が水着になって暴れててさ」

「変な小さいマンモスが突っ込んできたんだ。乗ってた奴はどこかに逃げてったよ」

「卵が爆発したんだって！　マジだって！　怖こええよ！　俺もう卵食えねえよ！」

「フォークの先がさ、先せん端たんに近づく程ほど少しずつ大きくなっていって俺の目を刺したんだ」

「スパナで腕をはめ直した後、その作業着の奴は……圧倒的だったね。ていうか、ラッドって知ってるかい？　この辺じゃ有名な喧けん嘩か屋だったんだけどよ。あいつと同じぐらい凄すごかった」

「十人ぐらいの黒くろ服ふくの連れん中ちゆうが、空に向かって拳けん銃じゆうを何発か撃うったんだ。『これからここで新型爆ばく薬やくの実験を行う！』とか言ってさ、そしたらあの爆発だろ？　びっくりしたよ」

「お巡まわりさん、犯人は白はく髪はつで耳が半分千ち切ぎれてる奴だった。早く捕まえておくれよ」

「黄色い服が、黄色い服がぁあぁ」

「あんたらが来る直前ぐらいかなぁ。みんなバラバラの方向に逃げてっちまったぜ」




　全く一致しない証言。

　何人かが共通して『青い作業着の男』『身長２メートル以上の巨大な子供』『両手がミイラの東とう洋よう人じん』などの人物名を揚げていたが、どれも信しん憑ぴよう性にかける証言だった。

　警官達たちは、その証言を全て記録し、報告と現場検けん証しようを行ったが──

　結局事件は運うん搬ぱん中の工業燃ねん料りようの事故として処理される事となった。

　無む論ろん、いくつかの新聞社はその発表に疑いを持つことになるのだが──

　直後に起こったとある大きな事件により、結局その事件が紙面をにぎわす事は起こらない。

　それが──この事件に定められた未来だった。




　そんな不ふ遇ぐうの結果に向かう現場検証が行われている路ろ地じ裏。

　警官達の行動を遠とお目めに見て、一人の男が帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶりながら空を仰いだ。

「悲しきかな、悲しきかな、神よ、そして人よ。我々はただ深き人間の業ごうの中に生きている存在であり、業ごうはやがて人の身の内に収まりて全てを食らいつくすのでしょう。私はそれが恐ろしいのです。人に定められし宿しゆく業ごうが我が身の中に収まり、内側から歯を立てた瞬しゆん間かん──私は一体、何を見る事になるのでしょうや？　私を包んでいた世界は、人間の業は、既にその時私の身の内なのです。膜まくを取り払われた私はそこに何を見るのでしょうや、何を見ながら、この心を喰らわれるのでしょうや……」

　大おお仰ぎように叫びながらビルの壁にもたれかかる男だが──そのすぐ側そばに立っていた男女が不意に振り返ると、溜ため息いきをつきながらそれぞれの言葉を紡つむぎ出す。

「いい加か減げんにしなよ、『詩し人じん』の旦だん那な。目もく撃げきされてないのはあんただけなんだから、ここで無む駄だに目立ってどうする気さ」

「全くですわ。荒あら事ごとに関しては全く役に立たないとは解わかっていましたが、一体あの騒ぎの時にどこにいらっしゃいましたの？」

　唐とう突とつに降りかかってきた言葉に対し、『詩人』はやはり大仰に首を振り、遠い過去を懐なつかしむような口く調ちようで蕩とう々とうと語り出した。

「……世において最も貴とうとくも脆もろく、同時に何よりも強固なるは人と人との絆きずな。すなわち、愛。世の争そう乱らんを刮かつ目もくせんとする欲望に彩いろどられた人々は、同じ想いを持つ刹せつ那なの隣りん人じんと心を同調させたのである。愛、すなわち愛。愛とは黄おう緑りよく色の手綱たづななのです。互いに手綱を握り合う形無き鎖くさり。私のような矮わい小しような存在に、その絆を断ち切る力など無いのです。あってはならないのです。なぜなら私もまた、愛を探す旅人ゆえに……」

　意味のわからない事を大仰に語る『詩人』に対し、呆あきれたような声が掛けられる。

「要するに、野や次じ馬うまをかき分けて進む事すらできなかったんですね？」

　だが、その声を発したのは──先せん刻こくとは別の男だった。

　普通に町まち中なかを歩いていた背せ広びろ姿の男。先刻のカップルは普通にシカゴの大通りの中へと姿を消してしまっていた。

　そして、『詩人』の後ろを歩いていた小さな少女が、子供らしからぬ妖よう艶えんな笑えみを浮かべて呟つぶやいた。

「シャムもよく『詩人』の戯ざれ言ごとが翻ほん訳やくできるわね」

「ヒルトンもいい加か減げん慣れるといい」

　答えたのは、現場検けん証しように来ていた警官の一人。それに続いて、彼に目もく撃げき証言を話していた老ろう婆ばが口を開く。

「慣れるものかね。こんな変へん態たいの壊れた言葉」

　言葉を紡いだそれぞれの人間達は、言葉を終えると同時に何事も無かったかのようにそれぞれの行動を再開した。

　誰もが一時的に幽ゆう霊れいに取り憑つかれていたかのような、そんな奇き妙みような状況の中──

『詩人』は深く溜ため息いきをつくと、無言のまま野次馬達の集まる路ろ地じ裏を後にした。




　彼にしては珍しく無言のまま、誰もいない別の路地へと足を踏み入れる。

　そして、一人きりになった事を確認すると、少し寂しげな表情でまともなことを呟つぶやいた。

「しかし……シカゴ市内だけであれほど多くの『双ふた子ご』を潜ひそませているとはな。ヒューイ様は、どうやら本格的にこことＮＹを実験場にする気か……」

　思った事を言葉に出す事によって、自分が立っている場所こそが現実だと認にん識しきさせ──

『詩し人じん』は現げん在ざい自分達が置かれている状況を鑑かんがみて、皮ひ肉にくげな言葉を口にする。




「監かん獄ごくに迷い込んだアリスは、寧むしろ我々の方なのかもしれんな」




　　　　⇔




シカゴ　某ぼう路地裏うら




　──計算外だ。計算外だよ。

　リュックから出した帽ぼう子しとマフラーを身につけたレイルが、足早にシカゴの町の隙すき間まを歩く。

　──まあ、もとから計算なんてろくにしてなかったけどさぁ。

　上半身にはまだ銀色のジャケットを纏まとったままで、迂う闊かつに表おもて通りを歩けば目立ってしまう事だろう。それが解わかっているからこそ、レイルは裏うら路地を選んで静かに走り続けた。

　──まさか……まさか、シックルとチーでも駄だ目めだなんて……！

　心しん中ちゆうで叫ぶ少年の心に、先せん刻こくの光景が思い出される。







　奇き妙みような事を叫んで自らの腕をはめ直した作業着の男は、『壊してやる』と言った次の瞬しゆん間かんから明らかに動きが変わった。

　チーに勝る速さ。シックル以上にトリッキーな動き。そして、フランク並の破は壊かい力。

　目の前で再びくり出されたシックルの蹴けり技を──作業着の男は文字通り『解かい体たい』した。

　作業着の男は、寧むしろ蹴りの攻こう撃げき範囲の内側に身を走らせ、すれ違い様ざまに回転するレンチをシックルの足へと接せつ触しよくさせた。まるで、剣と剣がぶつかり合うかのように、シックルの攻撃を自らの攻撃で受け止めたのだ。

　嫌な音がして、シックルは即そく座ざに飛び退のき──片足歩きで素早く相手との距離を取る。

　何が起こったのか解わからず、レイルが遠とお目めにシックルの様よう子すを確認すると──

　彼女が地面から浮かせた足は──関かん節せつの部分が歪いびつにずれ、肉を不ぶ気き味みな形に歪ゆがませていた。




　そこからは、チーもシックルも同時に攻撃を開始する。

　二人の連れん撃げきを全てレンチで受け止めた男は──それと同時に、二人の腕を一本ずつ破壊した。

　レイルには、何が起こっているのか見る事すら叶かなわない。

　作業着の男が操あやつるレンチの速さについて行けず、傍はた目めには銀色の円えん盤ばんが二人に触れる度たびに、弾はじかれた勢いで骨が折れているようにしか見えなかったのだ。

　チーが舌した打うちをしながら腕をブン、と振り、強制的に外れた肩かた関かん節せつをはめ直した。レンチで直すのとは別種だが、レイルにとって、まだ常識が感じられる直し方だった。

　爆ばく弾だんで援えん護ごしようと考えていたレイルは、下へ手たに手を出せる領りよう域いきではないと判断し──

　その時点で、ようやく気付く。

　──あいつ……僕とやりあった時は、手て加か減げんしてたんだ……。

　考えてみれば当然の事実が非常に悔くやしく、歯ぎしりと共に顔面の縫ほう合ごう糸がギチリと歪ゆがむ。

　自分がどうしようもない役立たずのように感じたその時──レイルは、路地の入口に群がる人ひと混ごみの奥から、数台のパトカーが近づいてくるのが見えた。

「……！　フランク！　シックルを抱えて逃げて！」

「え？　あ、うあああ」

　少年の視線の先を追い、フランクも警察が近づいてくる事を悟さとったようだ。

　レイルは懐ふところから青色の卵を数個取りだし、側面にあるピンを全て同時に引き抜いた。

「バラバラに逃げた方がいいね。最初に全員で集合した場所に行くってことで……！」

「え？　あ、あああ、解わかったんだなあ」

　フランクが答えると同時に、レイルは青色の卵を投げつける。

　刹せつ那な、卵が軽い破は裂れつ音と共に弾はじけ飛び──

　大都会の路ろ地じ裏の一つが、瞬しゆん時じにして雲のような煙の中へと包まれた。







　──くそ……。なんなんだよ、あいつ。

　結果的に逃げる形となったレイルは、悔くやしさと共にある種の恐怖を感じていた。

　今まで、『吸ラ血ミ鬼ア』のメンバーで取り組んできた仕事で、このような事態に陥った経験など一度も無い。

　今後、一体どうすべきなのか？

　ヒューイの指示を仰ぐという選択肢しが脳のう裏りに浮かび、レイルは慌あわててその考えを打ち消した。

　──あんな奴やつの言いなりになんかなるもんか！　僕は……僕らはあいつの仕事をしょうがなく引き受けてやってるんだ！　あいつがどうしてもってお願いするから、あいつにできない事を僕らがやってやるんだ！

　首を振りながら、幼いプライドを奮ふるい立たせるレイル。

　皆と合流したら、あの青い作業着の男をどうするか判断しなければならない。

　恐らくは『詩し人じん』やシックル、チーや忌いま々いましいリーザが中心となって何か案を立てるだろう。だが、それにただ従うのはどうにも納なつ得とくができなかった。

　自ら囮おとりになるという作戦を勝かつ手てに考え、フランクと共に実行したのは自分だ。

　その結果が、今のこの惨みじめな敗走となっている。

　レイルは子供心にそれを理解し、悔くやしさを全身に駆けめぐらせる。

　同時に、自分のせいでシックルやチーに怪け我がをさせてしまった事への後ろめたさも。

　──とりあえず、ここは逃げなきゃ……。

　──後で、シックルとチーには素直に謝ろう。リーザの奴やつはいつか吹き飛ばしてやるけど。

　そんな事を考えながら、レイルはとりあえず上着を着替える事ができる場所を探し、路地の周囲を見回したのだが──

　ふと、違い和わ感かんを覚えて視線を止める。

　元から人通りの少ない路ろ地じ裏であったが、必要以上に静まりかえっているように感じられた。

　そして──いつの間にか辺りを歩いているのは自分一人であり、数人の人ひと影かげが自分の前に立ちはだかっている事に気付き、思わず身体からだを強ばらせる。

　──敵!?

　グラハムと名乗った男の仲間だろうか？

　レイルは懐ふところに手を伸ばしながら、目の前に立ち塞ふさがる人ひと影かげに目を凝こらした。

　──研究者!?

　刹せつ那な、少年は自分に関わりのある人間達たちの姿を想像して戦せん慄りつする。

　そこにいたのは──白はく衣いを着た異い様ような集団だった。

　──ヒューイの奴やつの手て下した!?　まさか、僕が役立たずだって判断して『処理』をしに!?

　人影の後ろには運うん搬ぱん用の大型自動車が止められており、白衣の集団を路地の奥の大通りから隠かくしているようだった。

　慌あわてて振り返ると、そちらには車は無かったが──やはり白衣を着た大おお柄がらな男達が、道をふさぐようにこちらを向いて直立している。

　──囲まれた……!?

　レイルは背中に冷たい汗を掻かきながら、手元の爆ばく薬やくで事じ態たいを切り抜けられるか計算する。

　──……できるかな……できる……できる！

　普段ならばヘラヘラと笑いながら既にピンを抜いているところだが、少年は今いまし方がたグラハムによって恐怖を植え付けられたばかりであり、自然と脳のう髄ずいにも緊きん張ちようが走っていた。

　だが、そんな緊張感かんを打ち砕くかのように、人影の中心にいた白衣の女が極めて暢のん気きな声で言葉を漏らす。

「えっと、えっと……レイル君、でいいのかな？」

「……？」

　場ば違ちがいな程ほどにノンビリとした呼びかけに、レイルは一いつ瞬しゆん思し考こうを止めさせられた。

　しかし、こちらの名前を知っている以上──否定しても顔の傷を確認されて終わりだろう。

　そう判断したレイルは、相手の正体を探るべく素直に頷うなずく事にした。

「……そう、だけど？」

　すると、女は嬉うれしそうに両手を合わせ、喜びの声を路地裏うらに響ひびかせる。

「わあ、やっと見つけましたよー。君が一人になる機会なんて滅めつ多たに無いから、チャンスだって思って急いで出てきたんですけど、見張りの人達たちがこの辺で見失っちゃったって言うからドキドキしました。だけど、もう安心ですね！　ええと、その、一緒に来てくれると嬉しいんですけれど……」

「……なんで？　お姉ねえちゃん、誰？」

　優しい感じのする眼鏡めがねの女性だったが、レイルの脳のう味み噌そは、寧むしろ全身に警けい報ほう音を発していた。

　どことなく──目の前の存在から、懐なつかしくも忌いま々いましい空気を感じたからだ。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

「あ、はい。私はルネっていいます。ネブラ科学製せい薬やく第六薬やく品ひん開発部の部長です」

　女の言葉を聞いて、レイルはその空気の正体を確信する。

「色いろ々いろ用事はあるんですけど、そうですねえ。ええと、まずはその不ふ思し議ぎな爆ばく弾だんを見せて欲しいなっていうのがあります。報告書を見ると、ちょっと普通の爆ばく薬やくじゃないですよね？　それ」

　警けい報ほう音がなる。

「あと、他の人達を誘おびき寄せるのにレイル君は使えるかも知れないって思ったのと……」

　警報音がなる。

「えっと……そうそう！　これが一番重要なんですけど」

　先せん刻こく、グラハムの強さを目の当たりにした時以上の警報音が、少年の身体からだと記き憶おくに鳴り響く。

　──ああ、ああ、このお姉ちゃん……

　──ヒューイの奴やつと……同じだ。

　吐き気と寒気が同時に襲おそい掛かるレイルに対し、ルネと名乗った女は、寧ろ楽しげな声で言葉を紡つむぐ。

　無む邪じや気きな声で、何の悪わる気ぎも感じさせず。

　女はただ、残ざん酷こくな言葉だけを吐き出した。

「レイル君のその身体、ヒューイさんに何を弄いじられたのか、ちょっと解かい剖ぼうして調べてみたいなと思ったんです！　だから、ちょっとだけ、バラバラにされて欲しいんです」

　──やっぱり……あいつと、ヒューイと同じだ……！




　──僕の事を……物だとしか思ってない……！




　　　　⇔




「また……爆発が聞こえた」

「え？　本当に？」

　急に足を止めたリカルドの言葉に、クリストファーはキョロキョロと周囲を見渡した。

　窓を全開にしてゆっくりと車を走らせていたが、クリストファーには町の雑ざつ踏とうがうるさくて爆音を確認する事などできなかった。




　先せん刻こく、リカルドが爆発が聞こえたという方角に車を走らせていた所、ある路地の周りにパトカーが集まっていて、何かが起こったというのは解わかっても、そこに近づくどころではない状況だった。

　降りてその現場に近づくという案もあったのだが、

「クリスが事情聴ちよう取しゆされたら面めん倒どうな事になるよ」

　と言うリカルドの言葉を尊そん重ちようして、クリストファーは素直にその場を離れる事にした。

　それでも、連続で爆発音を聞いたというリカルドの言葉が気になり、窓を開けて周囲の音を車内に素す通どおりさせていた。

　リカルドのボディーガードならば、そんな危険な場所からは一いつ刻こくも早く離れるべきだったのだろうが──クリストファーは寧むしろ、町まち中なかで響ひびいた爆発音に心を高こう揚ようさせ、ノリに任せてリカルドの耳に付き合う事にした。

　それから程ほどなくして、リカルドが再び爆音を耳にしたという。




「僕にはなんにも聞こえなかったけど……やっぱりあれ？　お父とうさんとお母かあさんが爆ばく弾だんで死んだから、そういう事に敏びん感かんになってるの？」

　相手の心を全く気き遣づかわない発言をするクリストファー。

　しかし、リカルドはなんら気にした様よう子すは無く、それどころかクリストファーの意見を肯こう定ていする言葉を口にした。

「そうかもしれない。父さんと母さんが爆弾で吹き飛ばされた時、オレは家の中でその音を聞いてたから……しばらくは、耳に聞こえたあの音が夢の中で何回も聞こえた。起きてる時でも、幻げん聴ちようでその音が聞こえる事だってあった」

「今、君が聞いたのが幻聴だっていう可能性は？」

「それが一番いい結果だと思う。あっちの方から聞こえた気がするけど……」

　首を振りながら周囲の様子を窺うかがい、リカルドは音が聞こえたという方向に向かわせる。

「大体、爆発が起こった場所に僕らが行ったところで何をするのさ？　単なる自動車事故かもしれないし、巻き込まれて死ぬ可能性だってあるよ？」

　からかい半分のクリストファーの言葉だが、リカルドは窓の外に目を向けたまま、それに答えようとはしなかった。

　クリストファーは溜ため息いき混じりの苦く笑しようを漏らし、自分の中では何か面白い事が起こるのではないかという期待を胸に潜ひそめていた。

「爆弾魔までもいたら、僕らで捕まえるってのも面白いかもねえ。君の心配してる日常を跡あと形かたも無く壊してくれるかもよ？　ハハッ！　なんなら爆弾魔を呼び寄せる歌でも歌おうか？　……タイトルは爆弾橋ばし落ちた……歌か詞しの出だしはマザーグースの歌にひっかけるべきかな……」

　どうやら本気で歌を考えているようで、歌詞をブツブツと呟つぶやき始めるクリストファー。

　リカルドはそんなクリストファーを完全に無視していたが、不意に運転席の方へと身を乗り出し、車の前方を指さした。

「……あそこ……！」

　指さした先には、路地から立ち上る激しい煙の柱が見えた。

「わお」

　クリストファーは軽く口くち笛ぶえを吹き、車のアクセルを踏み込んだ。

　大通りの方から野や次じ馬うまが少しずつ集まっており、煙の量から考えれば警察と消防に通報している者もいるだろう。

　長なが居いはできないと踏んだクリストファーは、現場のそばまで車を近づけると、ブレーキを踏んで徐じよ行こう状態になるまで速度を落とす。

　クリストファーは何が起きたのかと運転席から横よこ目めで現場を見ていたが、煙が思ったよりも激しく、中の様よう子すは窺うかがえない。

　と、その瞬しゆん間かん、再び爆音が鳴り響ひびき、今度はクリストファーの耳にもいやという程ほどに響き渡った。中から聞こえてきた爆発音に、集まった野次馬達は蜘く蛛もの子を散らすように路地の入口から逃げ出した。

　野次馬の散さん開かいと共に路地への視し界かいが開けるが、やはり煙によって内部の様よう子すは窺いしれない。

「どうする、見てこいって言うなら行ってくるけど？」

「そんなこと言われても……」

　ワクワクしながらハンドルを指でリズミカルに叩たたくクリストファーに対し、リカルドは迷うように視線を窓の外に泳がせていたが──

「……!?　クリス！」

「？　何？」

「あそこ……ッ！　子供が……！」

　リカルドが窓の外を指さしたその先、まさに煙えん幕まくが立ち籠こめている路地の入口付近に、小こ柄がらな人ひと影かげが一つ、煙に押しつぶされるような形で這はい蹲つくばっている姿が見えた。

　まだ意識はあるようで、少しずつ路地から這はい出ようとしている動きを見せていたが──直ぐにその動きも止まり、銀色の上着だけがキラキラと輝いている。

「助けなきゃ……」

　呟つぶやくが早いか、リカルドは即そく座ざに車を降り、路地に倒れる少年へと駆け寄った。

「やれやれ。トラウマに動かされる人間は行動が早いねえ」

　皮ひ肉にくの言葉を呟きながら、クリストファーも車を降りて倒れている子供の元へと向かったのだが──

「んん？」

　その途中、子供が纏まとっている銀色の長ジャケットを見て、ドクリ、と心しん臓ぞうが高鳴った。

「爆ばく弾だん……」

　頭の中でのキーワードがいくつも音を立てて繋つながりあい、倒れる子供の首くび筋すじに走る黒い縫ほう合ごう痕こんを発見した瞬しゆん間かん、クリストファーは一つの答えに辿たどり着く。

　自然と駆け寄る形になりながら、全ての疑問をその瞬間だけ心の奥底に仕し舞まい込む。

　そして、ピクリとも動かない子供の身体からだを抱き上げながら、目の前の出来事が信じられないといった視線で、その少年の名前を呼びかけた。




「……レイル？」
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ルッソ邸てい　夕刻




「それで……？　そのＮＹの新聞社の副社長と記者見み習ならいとやらが、あのガキどもとどういう関係なんだ？」

　古めかしいアンティークが壁かべ際ぎわに並ぶ部屋で、プラチド・ルッソは重々しい声を空気の中に響ひびかせた。

　下げ品ひんすぎず高級感に溢あふれすぎず、ただ、そこにあるだけで持ち主の『力』を見せつける。

　そんな金と欲望が渦まく部屋の空気は、何も後ろめたい事が無い人間でも思わず萎い縮しゆくしてしまいかねないものだった。

　しかし、現在この部屋の主あるじと相あい対たいしている男は、何の気き負おいもなく淡たん々たんと質問に答えていく。

「ふむぅ……。今日出会ったばかりの行きずりの関係というのが事実なのですが、その答えでは納なつ得とくしないという状況のようですな」

　モノクルレンズを光らせながら喋しやべる副社長は、そう言いながら横にいるキャロルにチラリと目を向けた。

　カメラを没ぼつ収しゆうされた少女は、泣きそうな顔でカタカタと震えており、何も聞かれていないのに親の恥ずかしい寝ね言ごと等まで喋り出しそうな雰ふん囲い気きとなっている。

　更に奥に眼めを向けると、テーブルの上にキャロルの持っていたカメラが置かれ、横には自分達たちをここまで連行してきた頬ほお傷きずの男の姿が見えた。

　副社長は現在の状況を整理すると、場の空気に気け圧おされる事こと無なく自らの言葉を紡つむぎ出す。

「ＮＹの小社に連絡していただければ、我々の身元は確認していただけるかと。昼食を共にしていた彼らの事を探しているのであれば、副業たる『情報屋』として、正式な取引の上で情報を提供させていただく事は可能ですが？」

「情報屋？　情報屋だと？」

　唐とう突とつに出てきた芝しば居いじみた単語に、プラチドは思わず含み笑いを漏らして声をあげる。

「ハッ！　聞いたかクリーク、この御ご時じ世せいに、自分から情報屋とか名乗る輩やからは初めて聞いた！」

「今の自分の置かれてる立場にビビって、頭がイカれちまったんでしょう」

　話を振られた頬傷の男──クリークは、やはり呆あきれたように笑いながら副社長へと歩み寄る。

「おい、聞ぶん屋や。余りふざけるなよ？　聞屋の人間ならそりゃあ事情通つうだし、俺達みたいなチンピラよりも学があるとさぞかし御ご自じ慢まんなんだろうが、手前てめえらみてえな名前も知らねえ新聞に載る程度の情報で、俺達と取引できると思ってるのか？」

　軽かる口くちながらも、その声から滲にじみ出る迫力は非常に重いものだった。

　何か下へ手たなジョークを言えば、その場で拳こぶしかナイフ、下手すれば銃じゆう弾だんが飛んできてもおかしくはない。

　そんな空気を露ろ骨こつにぶつけられた副社長だが、やはり姿勢も表情も乱さぬまま、ジロリとクリークの事を見つめ返す。

「……」

　余りの眼光の鋭さに気圧されたのか、クリークはそこで一いつ旦たん押し黙る。

　相手が沈ちん黙もくしたのを確認すると、副社長は続いてこの部屋の支配者であるプラチドを黙らせるべく、自分のペースで淡たん々たんと言葉を吐き出した。

「確かに、私どもの知る事など限られている事でしょう。例えば、貴女あなたの甥おい御ごであるラッド・ルッソ氏が１９３１年の末日にフライング・プッシーフット号の事件にて逮たい捕ほされた際、彼が纏まとっていた白いスーツは元もと々もと貴方の所有物でしたな」

「ッ……！」

　突然語り出された『情報』に、プラチドは思わず息を呑む。

　その様よう子すを見ても、副社長は一いつ切さい言葉の調子を緩めない。

　容よう赦しやなく情報の奔ほん流りゆうを浴びせかけ、プラチドという男の過去をえぐり出す。

「警察にてスーツの裏うら地じに為なされていた刺し繍しゆうの名がラッド氏し本人と異なる、という事で捜そう査さ対象にあがりかけた事もあるようですが──もしも譲ゆずったものだとするならば、貴女あなたはあるいは彼の列車強ごう盗とうの計画を知っていた、という事になりますな」

「貴き様さま……何者だ？」

　プラチドは、既に笑ってはいなかった。

　脅おどす側の立場であった筈はずの自分が、今では冷や汗あせすら流している。

　その事実に気付き、あからさまに相手を警けい戒かいする目つきとなって副社長を睨にらみ付けた。

　対する副社長は、うやうやしく一礼をすると、尋たずねられた事を慇いん懃ぎんな態度で答えていく。

「先せん刻こくも申し上げましたが、我が名はギュスターヴ・サンジェルマン。ＤＤ新聞社の副社長にして、しがない『情報屋』の一人でございます。今いまし方がたは大変失礼致しました。こうでもしなければ私の素す性じようを正しく御理解いただけぬものと判断しましたので」

「……なるほど。そういう覗のぞき見のような情報で相手を強ゆ請すって金を得るわけか？」

「まさか。我々は御お客様の望む情報を、新たな情報か相そう応おうの金きん銭せんと引き替えに提供する……それだけの事で御ご座ざいます。無む論ろん、先刻私が話した事は金を取るにも値しない情報ではございますが」

　徐々に言葉使いが丁てい寧ねいになっていく副社長を見て、キャロルは肩を震わせながら考える。

　──あ、副社長、このギャングの人を『客』にするつもりなんだ。

　客に対しては必要以上に言葉使いが慇いん懃ぎんになる性格の副社長。その性質を今まで嫌という程ほど見てきたキャロルは、副社長についてのもう一つの特性も知っていた。

　──副社長は……お客さんは絶対選ばないんだった……。

　あわあわと口をもごつかせるキャロルから見て、副社長の鋭い目つきは相変わらず何を考えているのか解わからない。ネブラの会長に引き合わされた時も、副社長は何を考えているのかさっぱり理解できなかった。

　恐らくは正義も悪も関係無く、機械のように情報を取引するだけなのだろう。

　キャロルはそんな所に憧あこがれを抱き、同時に怖おそれもするのだが──だからと言って自分の置かれている状況が好転するわけではないので、ただただ事態の成り行きを見守るしかない。

　彼女はそうすることしかできない自分が悔くやしくて歯は噛がみをしたが、チラリと見たプラチドの顔が恐ろしかったので、またすぐにカタカタと震え出す事となった。

　一方のプラチドは、しばらく難しい顔をしていたが──

　何かを思いついたように、目を細めて眼前の情報屋へと取引を持ちかける。

「例えば、だ。さっきの話に出た、ラッドが逮たい捕ほされた事件の前の日……俺達の組から金を奪った奴やつらと、大事な部下を殺したクソッタレどもがいるんだが……」

「ボ、ボス」

「黙ってろ」

　クリークが声をあげるが、プラチドはそれを制し、脳のう内で情報屋に対して尋たずねるべき事を整理していく。

「……部下を殺したガキは、ジャグジー・スプロットってぇ名前と面つらだけは解わかってるんだが……金を奪った二人組の強ごう盗とうは、名前もへったくれもありゃしねえ」

　敢あえて自分達たちの組の恥ち部ぶを語りながら──更に声を重くして、副社長に対してゆっくりと言葉を吐き出した。

「そんな雲を掴つかむような話の犯人なんかも、調べればすぐに俺達に提供できるのか？」

　この状況で無む理りだと答えれば、口くち封ふうじに殺されそうな空気だったが──

　副社長は慇いん懃ぎんに一礼をして口元を歪ゆがめると、記者ではなく、完全に情報屋としての顔に切り替えて商談を開始する。

「それでは、金額の交こう渉しようをすると致しましょうか──御お客様」







「……こうもあっさりと情報を寄よ越こされると、かえって不安になるもんだな……」

　自ら走り書きしたメモを眺ながめながら、プラチドは静かに唸うなりをあげた。

「アイザック・ディアンにミリア・ハーヴェント……。この巫ふ山ざ戯けた強盗どもが……ジャグジー・スプロットと懇こん意いにしてるってのか……？」

「あくまでその情報は１ヶ月ほど前のもので御ご座ざいます。無む論ろん、その間に仲なか違たがいしている可能性もあるので頭の片かた隅すみにでも留めておいて頂きたいものですな」

　作り込まれた『情報屋』としての言葉で答える副社長。

　対するプラチドは、取引には応じたものの、やはり懐かい疑ぎ的な目を向けていた。

「……正直言って、あんたを信用したわけじゃあない。情報屋なんざ信用できた例ためしがねえし、この情報が、今あんたが適当にでっちあげた嘘うそだとも限らねえ。少なくとも、例の傷のガキとでかいガキが捕まるまでは、何日かうちの客きやく人じんとして留まって貰もらおうか」

「ふむ……了りよう解かいした」

　あっさりと答える副社長。その口く調ちようは、既に記者としてものに戻っており、慇懃な感じは薄れ去っている。

　その事に気付いたキャロルはホッと息を吐きながら、今の会話の意味を考えて短い悲鳴を吐き出した。

「ふ、副社長!?」

「平常心しんたれ、キャロル」

　完全にいつもの調子に戻った副社長に対し、安あん堵どと同時に怨うらみの声も湧わき上がる。

「だって副社長！　それってこのままこの邸やしきから出られないって事じゃないですか！　それに、レイル君達だって……」

　そこまで言いかけて、キャロルは恐る恐る問いかける相手をプラチドに切り替えた。

「あ、あの……レイル君達を……どうするつもりなんですか？」

　唐とう突とつに話を振られ、プラチドは一いつ瞬しゆん目を細くし──ゆっくりとした口く調ちようでキャロルに対して尋たずね返す。

「その質問に答える前に……お嬢じようさんにも一いち応おう聞いておこうか。公平を期す為ためにな」

「は、はい!?」

「そのレイル君達とやらは、君とはどういう関係なんだね？」

「とッ……友達です！」

　一いつ瞬しゆん言葉を噛かみはしたものの、なんの迷いも無く断言するキャロル。

「おや？　さっき君の上じよう司しは、今日会ったばかりの関係と言っていたが？」

「そ、そうですけど……。でも、やっぱり……と……友達です！　ほ、他に言葉が思いつきませんからッ……ッ！　ゆきずりとか、その、そういうの、よく解わかりませんし……ッ！　だ、だから、その……」

　手を虚こ空くうに彷徨さまよわせながら答えるキャロルに、副社長は静かに息を吐き出しながら、僅わずかに嬉うれしそうな調子で言葉を紡つむぐ。

「不ぶ器き用ようだな、キャロル。愚おろかだがそれは美び徳とくでもある。満点に近い点をやろう」

「ふ、副社長！」

　照れているのか泣きそうなのか怯おびえているのか、傍はたから見ればなんの感情か全く解らない程ほどに顔をクシャクシャにするキャロル。

　そんな彼女の様よう子すを見て──プラチドは静かに考え、やがて幼さの残る少女に対する言葉を紡ぎ出した。

「ほお……そうかいそうかい、なら、お友達がここに来たら会わせてやろう。もしかしたら、奴やつらを大人おとなしくさせるのに使えるかもしれんからな」

　嫌らしい笑えみを貼はり付けながら語られるプラチドの言葉に、キャロルは怯えながらも力強く頷うなずいてみせる。

　それを確認したプラチドは──何事にも動じない副社長に向かって、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいをはって相手を脅おどしつける言葉を吐き出した。

「下へ手たな真ま似ねをしないように、あんたとその嬢ちゃんとは別々の部屋に入って貰もらおう。共きよう謀ぼうされたら敵かなわないのでね……クリーク！」

「はい、ボス」

　手て際ぎわよく一礼する部下に対し、プラチドは冷れい淡たんな表情で命令を口にする。




「男に適当な部屋を用意してやれ。女は……ルーアの部屋にいれて、二人一緒に見張っておけ」




　　　　⇔




「あら……随ずい分ぶんと可愛かわいいお客さんね」

　ルッソ邸ていの奥の部屋に連れて行かれたキャロルは、そこで一人の女性に声を掛けられた。

　部屋の先せん住じゆう者のようだが、やはり自分と同じように軟なん禁きんされている身の上らしい。

　キャロルはその女の姿を見て、どこか退たい廃はい的な空気を感じ取っていた。透すき通るような肌はだの上に浮かぶ寂しげな微笑ほほえみは、触れればその瞬しゆん間かん砕け散ってしまいそうな──そんな、幽ゆう霊れいのような印いん象しようを第一に感じさせる。

「あ、あの……すいません、よろしくお願いします……」

「ルーアよ……よろしくね」

「あ、はい！　キャロルっていいます！　よろしくお願いします！」

[image: ]

　何をよろしくするのかは解わからないが、キャロルは相手の柔らかい物腰にかえって緊きん張ちようしてしまっていた。一いつ体たい彼女はどれだけの間この部屋に閉じこめられているのだろうか？　気が狂ったりはしないのだろうか？　それとも、既に発はつ狂きようしているのだろうか？

　そんな不安を抱かせる程ほどに、ルーアと名乗った女は実に落ち着き払っていた。

「どうしてキャロルちゃんはここに連れてこられたの？」

「え？　えっと……まあ、人ひと質じちみたいなものらしいです、はい……」

「まあ、それじゃあ私と同じなのね」

　柔らかい微笑ほほえみを見せるルーアに、キャロルはキョトンとした表情を向ける。

　結局何なにを話していいのか解わからずに微び妙みような沈ちん黙もくを続ける少女を、ルーアはただ、優しい微笑みで包み込んでいた。

　しかし、その微笑みがキャロルの救いになるわけでもなく──

　こうして、見習い記者の軟なん禁きん生活は幕をあけたのだった。




　　　　⇔




数日後　夜　シカゴ某ぼう所しよ




　市内の爆ばく発はつ事件が起こってから、特に何事も無く数日が経過した。

　シカゴの町は平和そのものであり、先日レイルが引き起こした爆発も、全ては『事故』として処理される。




「気にくわんな」

　チーはただでさえ険しい顔を更に顰しかめ、その結果に対して露ろ骨こつに不満を漏らした。

　グラハムに外された腕にまだ痛みか違い和わ感かんがあるようで、時とき折おり肩を回して関かん節せつの感覚を確かめている。

「明らかに何らかの圧力が掛かってる訳か」

　シックルの呟つぶやきに、闇やみの中からリーザの声だけが響ひびき渡った。

「ネブラかベリアム議員か……でも、ＮＹの連れん中ちゆうはこれでもかってぐらい綺き麗れいにだまされてるみたいだから、ネブラって考えるのが一番妥だ当とうね、やっぱり」

「おお、神という名の宇宙に漂ただよう力ある数すう列れつよ！　我々はうずぶるぁッ」

「黙れ、今はお前の語りは邪じや魔まだ」

　何か仰ぎよう々ぎようしい事を叫びかけた『詩し人じん』の首をシックルの足そく刀とうが突き刺し、周囲を一時的な静せい寂じやくが包み込む。

　初めてこの町に集まった時と同じ場所。

　森に近い港こう湾わん部の一角にて、『吸ラ血ミ鬼ア』の面々が数日前と同じように顔を付き合わせていた。

　ただ一つ違うのは──この場に、レイルの姿が無い事。

　グラハムという男と初めて相まみえたその日、レイルの煙えん幕まく弾だんによって一時的に逃とう亡ぼうしたのだが──その夜、日付をまたぐ時間になってもレイルは姿を現さなかった。

　もしやグラハムに捕らえられたのかと、チー達は『双ふた子ご』に協力を要よう請せいしてその行方ゆくえを追ったのだが──一向に情報は手に入らず、ただただ時間だけが過ぎていく。

　肝かん心じんのグラハムはというと、町まち中なかをこれでもかという程ほどに堂々と闊かつ歩ぽしており。人ひと質じちに取られる事を危き惧ぐしたのか、仲間は一切連れ歩いていない。

　しかも、いつ寝ているのかと思う程ほどに夜は様々な酒場を渡り歩き、いつも広場や廃はい工場でその酔いを覚ましている。

　あからさまな罠わな。そして挑ちよう発はつ。

　だが、結果として彼の後をつけても背はい後ご組織は全く解わからず、手を出しても勝ち目がないという状況だ。滅めつ多たに隙すきも見せず、背後からリーザがチャクラムで狙うというのも難しい状況であったし──なにより、殺してしまっては元も子もない。

「あの作業着の化ばけ物ものは、こちらの接せつ触しよくを待っているのだろうな」

　チーが忌いま々いましげに告げ、一人の男の名前を口にする。

「実感として解る。恐らく……クリストファーならば勝てるだろう……だが、居ない男の話をしても無意味だ」

「それを言ったら、ここに居ないのはレイルも一緒だ」

　チーの言葉にシックルがピシャリと言い放ち、そこで一いつ旦たん会話が途と切ぎれた。

　湖からの風が吹き抜け、微び妙みような沈ちん黙もくが続く中、不意に力強い泣き言が聞こえてくる。

「うう、れ、レイルうー。僕が……僕がレイルも一緒に抱えて逃げてれば……」

　フランクはガタガタと背中を震わせて泣いているが、チー達はその事実を責めるような真ま似ねはしなかった。

「過ぎた事を言うな。レイルはお前と違って身を隠かくせる、別々に逃げるのもやむを得まい」

「そうよ。どのみち、あの子からバラバラに逃げようって言ってたじゃないの……私、聞いてたのよ？　だったら、レイルがどうなろうがフランクに責任なんてないわ。そもそも、こんな事になったのだってレイルが勝かつ手てな……」

「やめろ、リーザ」

　虚こ空くうに向かって、シックルの不ふ機き嫌げんな声が飛ぶ。

「誰の責任だのと押しつけるとは。ここは何かの会社か？　議ぎ事じ堂か？　私達は子供か？」

「あら……組織なんですもの。責任のありかをハッキリさせることに意味が無いとは言わせないわよ？」

「レイルに責せきを押しつけたいのがそこまで見え見えでなければ止めはしない。リーザがレイルを嫌うのは勝手だが、いま為なすべき事は奴やつの安あん否ぴの確認、もしくはヒューイ様の指示を優先して任務に当たる。そのどちらかだろう」

　リーザの声が一次的に沈ちん黙もくし、シックルは夜の闇やみをじっと睨にらみ続けていた。

「ちょ、ちょっと。喧けん嘩かはやめるんだなあ」

　暗くら闇やみと睨み合うシックルを前に、フランクはただただオロオロするばかりで、『詩し人じん』に至っては今だ喉のどを押さえてゴロゴロと地面を転がっている。

　そんな様よう子すに疲れたのか、チーは重い溜ため息いきを吐き出し、どこにいるかも解わからないリーザに向かって声をかけた。

「いいから話を進めろ。リーザ。こうして今日集めたという事は、レイルに関して何か動きがあったか、あるいはヒューイ様より何か指示があったのだろう？」

「……ビンゴよ、チー。その両方」

　シックルとの間に張りつめさせていた緊きん張ちようを解き、リーザはいつもの調子に戻って言葉を吐き出した。

「レイルが消えた次の日──ヒューイ様から許可が出たの。ＮＹじゃなくって、やっぱりこの町を実験対たい象しように指定する……って」

「……そうなのか？　ならば、ここ数日何なにをしていた？」

「あら、焦っちゃ駄だ目めよ。準備してから伝えないと、貴女あなた達がレイルみたいに勝かつ手てに動いたりしかねないものね」

　誰かに当てつけるような言葉を吐き、リーザは続いて皆に一つの結果を報告する。

「それから何日かかけて、『双ふた子ご』に色々と動いて貰もらっていたんだけど……今日、『双子』から面白い情報が届いたわ。あの忌いま々いましい作業員の奴やつの事よ……ねえ、チー。あの男、こんな事言ってたの覚えてるかしら？　『俺の喧けん嘩かはラッドの兄あに貴き仕込みだ』……って」

「む……確かにそんな事を叫んでいたな……」

「そのラッドって名前、聞き覚え無いかしら？」

「何？」

「ま、私もシャムに確認させるまですっかり忘れてたんだけどね？　その名前を聞いたのは……１年ぐらい前、丁ちよう度どこの町でよ？」

「なんだと……？」

　リーザに言われ、チーは自分の記き憶おくをゆっくりと探り出す。

　１年前、確かに自分達は『副業』の為ためにこの町に滞在していた。その時に関わり合ったものと言えば──

「……ルッソファミリーの連れん中ちゆうか？」

　チーはかつてこの町で、『副業』でそのマフィアの何人かを手に掛けた事がある。

　圧あつ倒とう的な勢いで殺し続けた時、哀あわれな被ひ害がい者達の一人が叫んだ言葉。

　──『ラッドさえ、ラッドさえいりゃ、手前てめえらなんざ』──

　それに対して『今、そのラッドとやらはこの場所にいない。それが全てだ』と返した記憶が蘇よみがえり、チーは静かに顔をあげる。

「つまり……ラッドというのはルッソ・ファミリーの関係者で、あの作業着の男もまた然しかり、というわけか？」

「ビンゴよ」

　クスクスと嬉うれしそうな笑いを周囲に響ひびかせ、リーザは淡たん々たんと自分の得た情報を語り出した。

「あの作業着の男はグラハム・スペクター。何年か前にこの町にいて、ルッソファミリーの用よう心じん棒ぼうみたいな事をやってたみたい。ついこの前まではＮＹにいたらしいけど、そっちでマフィアとイザコザを起こしてたらしいから、それを機会にルッソファミリーに戻ってきたっていうとこかしら」

　楽しげに笑うリーザは、それが当然の流れであるとばかりに、今後の行動について指示を出す。彼女はヒューイとの連れん絡らく係の為ため、一応は仕切るべき立場にあると言えるのだが──この曲くせ者もの揃ぞろいの集団において、リーダーという言葉にはそこまで価か値ちも実権も存在しない。

　それでもリーザの言葉に誰も文もん句くを言わないのは、概おおむねの所でその方針に同意しているという事なのだろう。

「明日の夜、ルッソ邸ていに行って直接そこのボスに聞きましょう。私達の情報を一体どこから入にゆう手しゆしたのかをね」

「れ、レイルもそこに捕まってるのかなあ」

「ルッソファミリーに攫さらわれたんだとすれば、そうなるわ。他の組織に攫われたか、自分から姿をくらませた事も考えられるけど……いくらヒューイ様に叛はん意いがあっても、ここで裏切る程ほど馬鹿じゃないと思いたいわ」

「れ、レイルは裏切ったりしないよお。ぼ、僕もいく。レイルが捕まってるなら、助けなきゃいけないんだなあ」

　珍しく乗り気になっているフランクの言葉に、チーやシックルも無言のまま同意した。

「決まりね。どちらにしろ、ヒューイ様の指示を確実にこなす為ためには、障しよう害がいはきちんと取り除いておかないとね……」

　リーザは満足そうな声をあげると、シックルがやはり不ふ機き嫌げんそうな声をあげる。

「だが……それが解わかったからとて、あのグラハムという男が手て強ごわい事に変わりはない。毒でも用意するのか？　爆ばく弾だんを仕掛けるにも肝かん心じんのレイルは行方ゆくえ知れずだ」

「あらあら、これだから喧けん嘩かしか能のない人達って困るわねえ。そんなの、あいつがいない時に襲しゆう撃げきすればいいことだし──」

　嘲あざけるようにカラコロと笑いながら、リーザは淡々と自らの切り札を口にする。

「こっちの手の内には、人ひと質じちがいるのよ」

「なに？」

「彼、恋人もいないみたいだし、家族も死んでるみたいだし、大事な人間なんかいなさそうだけど……双ふた子ごの情報では、ＮＹに目をかけてた弟分ぶんみたいな子がいて……あとは、さっきのラッドっていう男を神様みたいに信しん奉ぽうしてるって話よ」

　淡々と語るリーザの言葉に、シックルが不満そうな顔で呟つぶやいた。

「なるほど、ＮＹにいる『妖怪ラルウア』の連れん中ちゆうを動かすわけか」

「いいえ……どうせだから、その『ラッド』って男の方を人ひと質じちにするわ」

「待て、そっちの方は……あの化ばけ物ものに喧けん嘩かを教えた奴やつなのだろう？」

　そう簡単に捕らえる事などできるのだろうか。

　チーやシックル達が抱く疑念を嘲あざけるように、やはりリーザはクスリと笑う。

「大丈夫よ。寧むしろ、ＮＹの方よりそっちの方がやりやすいわ」

「？」

「ＮＹの方には、怖い用よう心じん棒ぼうとお姉ねえ様がいるみたいだし……」

　──お姉様ってなんだ？

　シックルがそんな疑問を口にする前に──リーザは、自信に満ちた声を夜の闇やみに響ひびかせた。

「ラッドって男は……いま、ヒューイ様のすぐそばにいるのよ……」




「アルカトラズ刑けい務む所しよの、囚しゆう人じんとしてね」




　　　　⇔




　夢を見ていた。

　レイルと名付けられた自分に自じ我がと記き憶おくが芽め生ばえてから、今に至るまでの長い記憶を──

　ただ、流れるような夢として。




　自分達は『作られた』存在であり、ヒューイの持つ組織の中でもかなり特殊な位置づけだ。レイルはそう理解していた。

　人間でもなく、不ふ死しでもなく、老化だけを否定する、中ちゆう途と半はん端ぱに自然の摂せつ理りを否定している不完全な肉人形ホムンクルス。レイルはまだ作られてから15年にも満たず、精神年ねん齢れいは外見相そう応おうのものより少し上程度となっている。

　自分の存在があってはならないものだと気付いたのは、５年程ほど前──

　ヒューイ・ラフォレットの手によって、体中を切り刻まれた時だった。

　まだ、血を見るのが好きな殺人鬼きに切り刻まれた方がましだったのかもしれない。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、レイルの目に映ったのは──普段と全く表情を変えずに作業を行う、ヒューイの配はい下かである研究者達たちの姿だった。

　実験用のカエルを切り刻むよりも無感情に、ただ、食塩水すいを沸ふつ騰とうさせて塩を取り出す様ような単純極きわまりない作業。そんな目つきで淡たん々たんと、黙もく々もくと、なんの喜びも悲しみもなく自分の身体からだを切り刻む男達。

　──あれ？　僕、物だ。

　痛みが徐々に消えていく中──麻ま酔すいをかけて切り刻まれていたレイルは、そんな事をぼんやりと考えていた。

　せめて人形を切り刻む子供のように、笑顔か憎しみをその目に浮かべていてくれれば、まだ救いはあったのかもしれない。

　それまで自分が生きていると感じていた事が、その瞬しゆん間かんに全て否定された。

　まだ幼い少年は、その事実を上う手まく心で理解する事ができず、実際にそうだと解わかったのは何年も後の事だ。

　自分に、普通に生きる権利がない。

　この世界は、どうやら自分達たちを悪い方向に特別扱あつかいしてくれているらしい。

　──僕は、人じゃない。物なんだ。……少なくとも、ヒューイの奴やつにとっては。

　徐々に自分と世界の関わりを理解してきたレイルは、研究室の暗くら闇やみの中で考え続けた。

　──それならば、こう考えたらどうだろう？

　──『自分達は、自然とは全く別種の存在なのだ』と。

　実際、研究施し設せつで出会った自分と同じ存在達は──通常の人間を遙かに凌りよう駕がしているように見えた。もっとも、レイルにとって普通の人間というのは、新聞やラジオ、研究者の面子めんつや監かん視し付きで外出を許可された小さな町の人々ぐらいしか目にする機会が無かったのだが。

　だが、最初に『仕事』を与えられて大きな都市に出た時にも、レイルの想像を超えるような人間は存在しなかった。

　──なあんだ、僕の想像も超えられない……その程度なんだ。人間って。

　レイルにとってはそれが全てであり、その優ゆう越えつ感があるからこそ今まで力強く生き抜いてこられたとも言える。

　だからこそ、昨年『クリストファーが人間に負けた』という噂うわさも簡単に信じる事はできなかったのだ。

　最初にリーザからその話を聞いたときは、彼女が嘘うそをついているのだと思った。だが、チーから「クリスを倒したあの男は、恐らく幻げん妖ようか仙せん人にんの類たぐいだ。手をだすな」と聞かされた時は流石さすがに信じざるを得なかった。

　チーは嘘をつくような男ではないし、何より、それ以来クリストファーの姿を見ていない。

　レイルが身体からだを切り刻まれた直後、一番面めん倒どうを見てくれたのがクリストファーであり、間ま近ぢかで彼を見てきた子供の目には、『クリストファーは世界で一番強いんだ』という思いが強く強く刻み込まれていた。

　そのクリストファーが負けた。

　しかも、不ふ死し者や自分達のようなホムンクルスではない──ただの人間に。

　受け入れがたい事実を前に、レイルは密ひそかにふさぎ込む。

　──クリストファーお兄にいちゃんが負けるなんて……。

　リーザは『クリスもまだまだってこと。それだけよ』などと言っていたが、レイルはクリストファーに対して失しつ望ぼうを覚える事は無い。クリストファーの実力を誰よりも誰よりも理解しているという自負があったからだ。

　そうすると、人間という存在についての見けん解かいを上方修しゆう正せいする必要がある。

　受け入れがたい事実を前に、レイルはそれを否定しようと生きてきた。自分が人間よりも上の存在だと思いながら生きてきたのだが──

　あのグラハムという男に、それを粉こな々ごなに打ち砕かれた。

　夢と記き憶おくが入り混じっている光景の中、レイルは青い作業着の男の蠢うごめきを感じとり──その陰から、白はく衣いの女が顔を出した。




　──やめてよ……来るな、来るなよ……

「……や……よ……来…な……るな………」

　──たすけて、たすけてよ……

「………す……、た…けて………」

　──助けてよ……クリストファー……クリストファー！

「…………てよ………リ…トファー……クリストファー！」




　その刹せつ那な──

　夢の中で叫びをあげたレイルの耳に──現実からの返事が前まえ触ぶれもなく飛び込んだ。




「何？」




　──たす……え？

「……たす……え？」




　そして、レイルは目を覚ます。

　うっすらと開けた瞳ひとみの先に、深しん紅くの瞳と立ち並ぶ牙きばを見た時──彼はまだ、自分が夢から覚めた夢を見ているのだと思った。




　　　　⇔




ルッソ邸てい




　クリストファーの顔を見たレイルは、状況が全く理解できずに呟つぶやいた。

「あれ？　これ……夢？」

　今いまし方がた自分が見ていた記き憶おくの再現が夢だったと理解すると同時に、目の前にある光景をも疑うレイルだが──それにしては、現実感のありすぎる光景だった。

　全身が軋きしむ感覚があったが、無理をして身体からだを起こし──そこで、自分がベッドの上に寝かされていたという事に気が付いた。

　見知らぬ部屋に、見知った姿。

　やはり夢なのだろうかと疑問に思う中、クリストファーは八や重え歯ばで構成された口をニイ、と歪ゆがめて笑ってみせる。

「ああ、起きた起きた、やっと起きたよ。寝ね言ごとを言い出したからそろそろ起きるかなーって思ったんだけど、良かったよ、レイルが僕の期待に応えてくれて！　この喜びを表す為ためにとりあえず三択たくを用意したよ？　①：そこらへんの女の子を捕まえてキスをする。②：そこらへんのカエルを捕まえてキスをする。③：頑がん張ばって自分で自分にキスをする。どれがいい？　ちなみに三番は実は自分の手の平にキスをすれば頑張らなくてもできるって話だよねえ。オススメは一番だけど、どうする？」

「……二番……？」

「はい、アンケートご協力ありがとうございました、と。なお実行は発送をもってかえさせていただきます。……ま、良かったね。とりあえず一番嫌いやな答えを選ぶ判はん断だん力があれば、もう大丈夫だよ、色々と」

「っていうか……クリストファー？」

　夢うつつの感覚から徐々に覚かく醒せいしていきながら──レイルは目を見開き、眼前の椅い子すに座るクリストファーに尋たずねかけた。

「本当に……本当にクリスなの？」

「嘘うそだとしたら僕がびっくりだよ。ドッペルゲンガーだとしたら、僕ぼく本人をどうやって取り殺すのか非常に興味があるところだね。それに……ドッペルゲンガーが存在するなんて人間らしくていいことじゃないか」

　無む駄だに狂きよう々きようとした言動に、レイルは相手が本当にクリストファーなのだと確信し──

　気付けば、その両目に薄く涙すら溢あふれさせていた。

「わお。感動の再会なのは解わかるけどさ。そんなに泣くほどの事かね？」

「クリス……生きてたんだ！　やっぱり生きてたんだ！　ハハ……アハハッ！」

　レイルはギクシャクする身体を起こしてクリストファーと向かい合い、心の底からの微笑ほほえみを浮かべてみせる。普段の享きよう楽らく的で皮ひ肉にくに満ちた笑えみとは違う、本当に子供らしい素直な喜びを顔面に貼はり付け、素直に涙をボロリと溢こぼす。

　対するクリストファーはポンポンとレイルの頭を叩たたき撫なで、少しだけ驚きの色が混じった苦く笑しようを漏らし、呟つぶやいた。

「……ちょっとビックリ。僕かなりビックリ。え、何。死んだことになってるの？　僕。誰の仕し業わざ？　リーザ？　リーザでしょ。本人に内ない緒しよで生前葬そうをするような仕打ち、あいつぐらいしか考えつかないんだけど？　まあいいや。あいつにはいずれ大自然の裁さばきが下ると信じよう。具体的に言うと、カマドウマが必ず自分の方に向かってハネ飛んでくる、そんな裁きが」

「裁きどころじゃないよ……今まで本当にどこに行ってたのさ!?」

　腹が立つ程ほどにいつも通りのクリストファーに、涙を払って怒ったように叫ぶレイル。

「泣いたり笑ったり怒ったり……情じよう緒ちよ不安定なのかレイルは!?　っていうか、色々聞きたいのはこっちの方なんだけど!?　なんであんな所で自分の爆ばく弾だんに吹き飛ばされて大おお怪け我がしてるの!?　っていうかなんでこの街に!?　いつも一緒にいたフランクは!?　『詩し人じん』の旦だん那なは今日も相変わらず気が狂ってるか!?」

「こっちの聞きたい事が先だよ！　今まで一体どこにいたのさ!?　ただの人間に喧けん嘩かで負けたってどういう事なの!?　ていうかここどこ!?　なんでクリスが僕を!?　あの白はく衣いの連れん中ちゆうの死体はどうなった!?　あと『詩人』の奴やつは最近ますます気が狂ってる！」

　互いに互いの言葉だけを吐き出し合い、このままでは埒らちがあかないと思われたその時。

　場の空気を覚ます冷静な言葉が、二人の間にピシャリと浴びせかけられた。

「うるさいよ」

　突然の第三者の声に、レイルは驚いてそちらに目を向けた。

　視線の先では、自分と同じぐらいの年とし格かつ好こうの子供が木製のソファに腰掛けており、ラジオのボリュームを当てつけのように上昇させている。

「今は邸やしきに人は殆ほとんどいないけど、それでも騒げば勘かんづかれる。オレが誤ご魔ま化かせるのだって、限界はあるんだからさ」

「……だ、誰？」

　──もしかして、新しい『吸ラ血ミ鬼ア』のメンバー？

　レイルはクリストファーに尋たずねたつもりだったが、彼が答えるよりも先に金きん髪ぱつの子供の方が答えを返す。

「リカルド・ルッソだよ。よろしく」

「え……あ、よろしく？」

　思わず言葉を返しながら、レイルの頭にはますます疑問符ふが増えていった。

　そんなレイルの疑問符を完全に黙もく殺さつし、リカルドは相変わらずの無表情で言葉を紡つむぐ。

「目が覚めたなら良かったよ。でも、家の人に見つからないように──これからは、あっちに身を隠かくした方がいいよ」

　言いながらリカルドが指さしたのは、天てん井じよう裏の物置へと続く階段だった。

　レイルは現在の状況が全く呑み込めないまま、天井裏の暗くら闇やみを見つめて口を開く。

「面白い冗じよう談だん言うねぇ。ハハッ……」

「いやそれが驚く事に、冗じよう談だんじゃないらしいよ、レイル」

「クリスまでぇ？　ちょっと止めてよ、えっと……よくわかんないけど、僕を助けてくれたっていうのは解わかるよ？　それは御お礼れいを言うけど……ハッキリ言って、事情が全然呑のみ込めてないんだけど」

　疑問符ふで脳のう味み噌そが埋め尽くされかけるレイルは、笑顔の質をやや苦く笑しようへと傾ける。

　そんな文もん句くを言うレイルに対し、クリストファーはベッドの横のテーブルに置かれた紙し片へんを取り上げる。

「うーん。なんていうかさ、レイル。事情が呑み込めてないのは僕も一緒なんだよねぇ」

　その紙片を見せられ──レイルは目覚めたばかりの全身をギチリと硬くさせられた。

「君ら、僕のいない間に……一体なにしたのさ？　リカルドがこの手て配はい書しよを見てなきゃ、そのまま捕まってた所だよ？」

　クリストファーが見せたその紙片は──レイルが先せん日じつ吹き飛ばした、自分達たちについての手配書と同じ内容の物だった。

「……なんでクリスがこれを!?」

　そして、レイルはハッと気付く。

　この手配書には、自分達の事は細かく書かれているのに──『詩し人じん』やシックルよりも余よ程ほど目立つ外見のクリストファーの事は欠片かけらも記述されてはいなかった。

　ある恐ろしい想像が脳のう裏りをよぎり、レイルは恐る恐る口を開く。

「そんな……まさか、まさかクリスが僕達を裏切ったの!?」

「わお。凄すごい想像力。でもどういう思し考こうでそこに辿たどり着いたか解る僕も嫌だ。なんでそうなるのか解るだけに反論ができない。これは……大自然の裁さばき……!?」

　明らかに困っているクリスに対し──レイルは目を輝かせながらクリストファーの手を握り締めた。

「どうして僕も誘ってくれなかったのさ！　僕、ヒューイの奴やつを裏切るんだったらいくらでも裏切るよ！　どうせそのうち吹き飛ばしてやるって思ってたんだしさぁ！」

「わお。凄いポジティブ思し考こう。っていうかしばらく見ないうちにますますヒューイの旦だん那なの事を嫌っちゃってるみたいだねえ？　リーザにはさぞかし睨にらまれてると見たよ？」

　またも話が逸それはじめ、レイルもクリストファーも、中々互たがいの事情が呑み込めない。

　新たな疑問と身み勝がつ手てな妄もう想そうばかり応おう酬しゆうする二人を見て、リカルドは大きく溜ため息いきを漏らし──

「このままじゃ二人とも戻って来なくなりそうだから言うけど……」

　無ぶ愛あい想そうな声で、話を進めるアドバイスを口にする。

「とりあえず、お互いの状況を自分から話すとこから始めたら？」




　　　　⇔




ルッソ邸てい　プラチドの私室




「くそ……あれから誰だれ一人見つけられてねえのか」

　プラチドの低い声に、室内にいた数人の男達たちは気まずい顔をして互いに顔を見合わせる。

「グラハムの野郎にこっぴどくやられたって聞いたが……もしかしてビビって町から出ていっちまったって話じゃあねえだろうな？」

「一いち応おう駅と主おも立だった街道は見張らせてありますが……」

　クリーク達も進展しない状況に幾いく分ぶん焦りを見せているようで、数日前と比べて表情から余よ裕ゆうの色が薄らいでいた。

「ちッ……ネブラの連れん中ちゆうに『使えねえ』と思われたらそこで終わりなんだぞ。解わかってるのか？」

　苛いら立だたしげに話すプラチドは、ふと思い立ち、部下の一人に声をかける。

「あの情報屋とか抜かしてる片眼鏡モノクル野郎に、何か心当たりが無ねえか聞いてこい」




　すぐに呼び出される形となった『情報屋』の副社長は、淡たん々たんとした口く調ちようで言葉を紡つむぐ。

「何をご所しよ望もうかは知りませんが──外部との接せつ触しよくを断たれている私が、どうやって現状の情報を手に入れられるとお思いですかな？　御お客様」

　自分の置かれた立場など欠片かけらも気にした様よう子すは無く、寧むしろアドバンテージを握っていると言わんばかりの振る舞いだった。

「……なら、ネタ元でもなんで仕入れてくりゃあいいさ。だが、忘れるなよ？　あの小こ娘むすめと写真機は人ひと質じちみてえなもんだって事をな」

「百も承しよう知ちしておりますとも」

　プラチドがキャロルの処しよ遇ぐうをちらつかせるも、やはり欠片も気後れを見せた様子はない。

　あとは話す事など無いとでも言うばかりに、彼は無む駄だの無い足取りで邸やしきの外へと足を向けた。




　副社長が部屋から出て行った事を確認したクリークは、片かた眉まゆを顰ひそめてプラチドに対して口を開く。

「……ボス、信用できるんですか？　あのガキ残して逃げるって事も……」

「どうせ最初から眉まゆ唾つばもんだ。その時はガキと写真機を適当に売っぱらえ」

　藁わらに縋すがっただけだと言い放ちながら、プラチドは椅い子すに深く腰掛け直す。

「来月にゃラッドの野郎が戻ってくる。それまでに、こっちの状況を盤ばん石じやくにしておかねえとならねえからな……」

「本当に、ネブラの連れん中ちゆう……約束を守るんですかね？　その……完全な不ふ死しの薬だか酒だか……それを用意してくれるってのは」

「約束なんざ今の時点じゃどうでもいいさ。最終的に、俺達たちがより多くのカードを揃そろえりゃいい。その為ためにも、あの手て配はい書しよのガキどもをとっとと俺の前に連れてこい」

　あくまで強気な態度を見せながら、プラチドは部下達を安心させるべく、余よ裕ゆうのある笑えみを浮かべて見せた。

「なに、いざとなりゃ、脅おどしつけてでも『ネブラ』にゃ言う事を聞かせてやるさ」




「荒あら事ごとはこっちに分ぶがあるって事を、裏うら社会に疎うとい連中に嫌ってほど思い知らせてやるだけだ」




　　　　⇔




ルッソ邸てい　屋根裏うら部屋




　屋根裏の物置用スペースとはいえ、無む駄だなものは殆ほとんどなく、かなり広いスペースとなっている木の匂においが残る空間。

　その場所の中央にクリスが寝そべり、レイルは部屋の隅すみに背をもたれかけている。

　レイルが目を覚ましてから数時間。互いの事情を説明しあった二人だったが、それ以降レイルがどことなく無口になり、しばらく屋根裏うら部屋の隅に座って沈ちん黙もくを続けるだけだった。

　やがてその沈黙に首を傾かしげたクリストファーが、身体からだを起こしてレイルの前にしゃがみ込む。

「ねえレイル、なんか機き嫌げん悪そうだねえ」

「そんなことないよ」

　顔を逸そらしながら答えるレイルの言葉に、クリストファーは寧むしろ楽しそうに笑い──

「君が機嫌を悪くしている理由はこうだろうねえ。『なんだよなんだよクリスの奴やつ！　僕に人間を超える可能性を見せてくれたのに、だから僕は自分達が人間を超えた存在だって思う事ができたのに……！　そのクリスが、ただの人間の子供なんかと友達になって！　クリスが普通の人間と同列になったりしたら、僕らは、僕はこれからどうすればいいのさ！』って感じでどうかな？　僕としてはかなり自信あるんだけど」

　レイルはクリストファーの長なが台詞ぜりふを聞いて、しばらく口をパクパクとさせていたが──やがて諦あきらめたように大きな息を吐き、首を振りながら言葉を返す。

「……苛いら々いらの正体を言葉に直してくれてありがとう。おかげですっきりしたよ。なんで自分がこんなにモヤモヤしてるのかよく解わかってなかったんだ」

　レイルはようやく顔をクリストファーに向け、少し怒ったような目で言った。

「さっきのに追加するなら、『しかも、よりによってどうしてあんな無ぶ愛想あいそで、しかもなよなよした奴やつと友達なんかに！』って感じかなぁ。ハハッ」

「レイル……下に聞こえるよ？」

「かまうもんか。大体なんだよこの部屋。最初はホテルかなんかだと思ったのに、話を聞いてみたら子供部屋ってどういうことさ？　僕と同じぐらいの年のくせに、部屋に個別のバスルームまであるなんて……アハハハっ！　なにさ、クリスもやっぱりお金持ち生活に憧あこがれてたの？」

「そりゃ勿もち論ろん」

　赤い眼球に浮かぶ瞳どう孔こうに見つめられ、レイルは思わず言葉を止める。

　クリストファーは小さく息を漏らすと、牙きばだらけの歯をニイ、と歪ゆがませ言葉を続けた。

「金持ちの生活にも、貧びん乏ぼう人にんの生活にも、病人の生活にも、戦場の生活にも、庶しよ民みんの生活にも権力者の生活にも。それが自然な人間の営みだっていうんなら、どんな状況になっても、俺は憧れ続ける事だろうさ。憧れるってのは、とてもとてもいいことなんだよ？」

　そこで一いつ旦たん笑顔を止めて、少し照れくさそうにレイルの頭を撫なでてやる。

「夢でも見ないと、俺達みたいな不自然な存在は……長く生きるにゃ辛つらすぎるだろ？」

　やはり照れくさそうに、レイルは撫でられた手をゆっくりと払いのけながら溜ため息いきをついた。




　そんな会話を続けていると──ギシ、と屋根裏うら部屋の隅すみが軋きしむ音が聞こえてきた。

　二人が振り向くと、ハシゴを登ってきたリカルドが、上半身だけを屋根裏部屋に覗のぞかせている。そして、先せん刻こくの会話は聞こえていたのだろうが──何も感じた事は無いとでも言うかのような涼しい顔で口を開く。

「レイルだっけ……？　明日あたり、また適当な用事を作って外に運び出すから──その時まで、邸やしきの中をうろつかない方がいいよ。組の人達たち、君らが見つからないって躍やつ起きになってるみたいだから」

「……運び出す？」

「ああ、君をここに連れ込む時は、そこの旅行鞄かばんを買って君と荷物をそのまま詰め込んだのさ」

　見ると、部屋の隅には巨大な旅行鞄が置かれ、その口からはレイルの荷物がはみ出していた。

　──なんて安っぽい救急車だろう。笑うところなのに笑えないや。

　溜息をつくレイルに、リカルドは冷たい言葉を投げかける。

「君を運ぶのにわざわざ買ったんだから、無む駄だにしないようにしないとね」

「人の神経を逆さか撫なでするねぇ。なんだったら、この場で爆ばく弾だんでも爆発させて、君の家を大騒ぎにしてあげようか？　指名手て配はいの僕を匿かくまってたなんて知られたら、君だって困るよねぇ？」

　脅おどしとも取れる嫌いや味みだったが──リカルドは小さく溜息を吐き、まったく動どう揺ようの無い言葉を返して屋根裏部屋から姿を消した。

「オレはともかく、クリスに迷めい惑わくはかけたくないだろ？」




　ハシゴの音が聞こえなくなった所で、レイルは声を潜ひそめる事もなく吐き捨てる。

「……やっぱり僕、あいつは好きになれないや」

「そうかな？　相あい性しようピッタリだと思ったけど？　フランクにも今こん度ど紹介しなきゃね」

　クスクスと笑うクリストファーに、レイルは頬ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎした。

「やめてよ！　そりゃ助けて貰もらった事は感謝してるけど……だからって、初しよ対面であんな態度される謂いわれなんか無いよ？」

「いやあ、まだ子供だしねえ、感情と建たて前まえを使い分けられないんだろうね。僕なんかは最初っから使い分ける気ないけど」

「どんな感情さ？」

　レイルが目を据すわらせて尋たずねるが、クリストファーはそれに自信満まん々まんに答えてみせる。

「唯ゆい一いつの友達である僕を取られると思って、君に嫉しつ妬としてると見たね！」

「……」

「どうかな？」

「自分でそういう事を堂々と言い切れる神経ってほんと素す敵てきだと思うよ……？　しかも、それが正解っぽいのが怖いや」

　冷や汗を掻かきながら苦く笑しようするレイルに対し、クリストファーは言った。

「言ったろ、レイル。憧あこがれているからこそさ」




「何十年も人間と自然に憧れて……観察を続けてきたからね」




　　　　⇔




同日　夜　ルッソ邸てい前まえ




　シカゴの郊外に建つルッソ邸は、表おもて向むきは成功者の住まう城に見えた。

　周辺の住宅から少し間を空あけるように建設された一つの豪ごう邸てい。

　庭は公園ほど広いわけではないものの、邸やしきの前後にもう一軒ずつ家が建つ程度のスペースが取られており、周囲には煉れん瓦が壁を二枚重ねにした頑がん丈じような塀へいが取り囲んでいた。

　そして現在。夜の闇やみに閉ざされた通り。

　街灯の明かりだけを頼りとする中、ルッソ邸の周りには門もん番ばんが存在した。

　無む論ろん、王おう宮きゆうや関せき所しよのように入口に守しゆ衛えいが立っているようなものではなく、近場の街灯の下などで、世せ間けん話をするように見せかけて数人ずつファミリーの男達たちが配置されている。

　彼らの懐ふところには当然のように銃じゆう器きが仕込まれており、暢のん気きに話しているように見えて、常に自分達の目が届く範はん囲いに警けい戒かいの視線を向けていた。

　と──その一角。裏口に程ほど近ちかい角で話していた男達たちは、深夜だというのにこちらに向かって歩いてくる男の姿を見た。

　ただの通りすがりかもしれぬと、暫しばし男達は話す振りをして様よう子すを窺うかがっていたのだが──

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶったその男は、躊躇ためらう事こと無なく自分達の方へと向かってくるではないか。

「……」

　男達は警けい戒かいしながら相手の反応を窺うかがったが──

　帽子の男は男達の前でふと立ち止まり、男達に向かって声をかけた。

「少々お尋たずねしたいのだが……プラチド・ルッソ氏の邸やしきはこちらで宜よろしいのかな？」

「……人に物を聞くときゃ帽子ぐらい取りな、おっさん」

「……これは失礼」

　言うが早いか、男は自然な動作で帽子の鍔つばを指で上げ──

　その影から、自分の瞳ひとみをさらけ出した。

　刹せつ那な──ゆらり──と、男達の脳のう味み噌そに淡い光が飛び込んだ。

　光を放っているのは、帽子を上げた男の双そう眸ぼう。

　街灯の明かりを青白い色へと変化させ、男達へと向かって跳ね返す。

　淡い光は奇き妙みように揺らめき──男達の網もう膜まくを静かに揺らし、そのまま男達の脳のう髄ずいと時間の中に染みこみ始めた。

「あぁ……れ？」

　ユラユラと揺れる光のリズムに合わせ、帽子男の口がゆっくりと開かれる。

「御ご苦労だった……。交代の時間だ……」

「……えぇ……？　あぁ……はぁ……は、……はい？」

　まるで寝ぼけているようだった。三人いた男達は、その青白い目を見た瞬しゆん間かんから、白はく昼ちゆう夢むの中に囚とらわれたような感覚に陥っていた。

「裏門の鍵かぎを……」

「はぁ……い」

　ぼんやりとしながら、言われるままに懐ふところから鍵を出すリーダー格の男。

　それを受け取りながら、帽子の男は男達に目を向けたまま、ゆっくりと語りかける。

「……君達は安心だ。……トイレも済ませてきたし、ここで寝ても汚れたりしない。そしてなにより……見張りは、私と交代したから……安心だろう？　さあ……貴女あなた達は…………」

　男達は次第に男の声が遠くなっていく事に気付いていたが──

　彼らの中に湧わき上がった睡すい魔まは、その先の思し考こうを完全に拒絶した。




　見張りと思おぼしき男達と向き合い続ける『詩し人じん』を見ていたシックルとチー、フランクの三人だが、男達がゆっくりと壁にもたれ掛かるのを見て、自分達も『詩人』の方へと歩み寄る。

『詩し人じん』は既に帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直しており、意識を閉じている男達たちの前で、いつもよりも声を小さくして自分の言葉に酔っていた。

「おお、おお、この鍵かぎを差し出したのは私の背中にある林檎りんごなのです。この鍵を持って青あお虫むしの車輪を開いて私の心を完結させてくださいと、林檎が私に呼びかけるのです……私の罪は……」

「いいからとっとと寄よ越こせ」

　話を全く聞く事なく、シックルが『詩人』の手から裏口の鍵を奪い取る。鍵は二種類付つけられており、どうやら車が出入りする大きな門と、その横にある通用口ぐちの鍵のようだ。

「しかし……こんなことをするまでもない。リーザに敵の位置を報告させながら各個撃げき破はしていけばいい話だと思うが？　奴やつは一体どうしたのだ？」

　シックルの機械的な言葉に、チーが溜ため息いきをつきながら言葉を返す。

「それが……如い何かなる事か、ここ一時間程ほど、何度呼よびかけてもリーザの反応が無い」

「……それは……まずくないか？」

「同感だが……」

　顔を顰しかめるチーの後ろで、フランクがカタカタと身体からだを震わせた。

「も、もしかして、リーザまで捕まっちゃったのかなあ」

　彼が怯おびえた目を周囲に向けた瞬しゆん間かん──

　いつもよりも小さい声で、リーザの言葉が彼らの耳に飛び込んだ。

「……わ、私は、いる、いるわ……」

「なんだ、いるじゃないか。……どうした？」

　その声は明らかにリーザのものだったが、調子が明らかにいつもと違う。普段ならば余よ裕ゆうに満ちた大人おとなの女性の声を響ひびかせるのに、今は非常に焦った調子で、何かに追いつめられているようだった。

「どうもしないわよ！　そこにいる貴女あなた達に話したって仕方ないわ！」

　シックルの声にやや遅れて反応し、ヒステリックな大声をあげるリーザの『声』。

「いいから……貴方達は自分の仕事を続けなさい！　私は……ああ、ああ、早く、早く目を覚まさなきゃ……覚まさなきゃ……」

「？」

　奇き妙みような声をしばらく宙に響かせていたかと思うと、やがてそれも聞こえなくなった。

「……なんなんだ？」

　シックル達は尚なおも虚こ空くうを見つめていたが、フランクがそわそわしながら声をあげる。

「と、とにかく、今はレイルを助ける事が先なんだなあ」

　それもそうだと納なつ得とくし、シックルは溜ため息いき混じりに周囲の仲間達たちに指示を出す。

「仕方ない、仕事を続けよう。問題は、中に見張りがいるかだが……。私やチーが鍵を開けてるのを見られては即そく座ざに部外者だとバレる。『詩人』、頼んだぞ」

　彼女が暫ざん定てい的なリーダーというわけではないが、とりあえず誰かが声を出さねば始まらない状況だったので、あえて異い議ぎを挟むものはいなかった。

　言われるままに頷うなずき、鍵かぎを持って裏門の通用口ぐちに向かう『詩し人じん』。

　フランクの巨体の事を考え、車道の鍵を開けようとも考えたが──

「……目立つな」

　車道の門が邸やしきから丸まる見みえな事に不安を抱いたチーが、『詩人』とフランクに指示を出す。

「フランクは暫しばしここで待て。レイルがここに捕まっているとするならば、ギリギリまで目立たない方がいい。『詩人』、通用門の方を開けろ」

「う……うん」

　フランクは自分で助けに行きたいといった表情を作りかけたが、口を噤つぐんで力強く頷うなずいた。『詩人』からもやはり異い論ろんは出ず、彼はそのまま通用門の扉とびらを開ける。

　カチリ、という小さい音と共に扉が軋きしみ、チーがそっと内部の様よう子すを窺うかがった。

　どうやら周囲に人はいないようで、あとは庭木に隠かくれて邸てい宅たくまでいく事ができるだろう。

「よし……『詩人』。お前もここでフランクと待っていろ」

「中をあらかた片付けたら、お前を呼んでレイルの居い場所でも吐かせることにする」




　そう言ってチーとシックルが去った後、『詩人』とフランクは先せん刻こくのギャング達が眠る角に待機する。

「闇やみ夜よは、狂気であり天地の逆転した金庫。其そは浄じよう化かされた街灯の罪を閉じこめ、星の明かりにやんわりと染みこませるのです……なぜなら、それが翁おうの媼おうなの意志故ゆえに」

「うう……ご、ごめんなさいなんだなあ。僕じゃあ『詩人』さんが何なに言ってるのか、全然解わからないんだなあ」

　虚こ空くうを見つめながら語る『詩人』に対し、比較的一いつ般ぱん人じんに近い意見を述べるフランク。

　だが、『詩人』はそんな事など欠片かけらも気にしない。

　口では気の狂った言葉を吐きながら、心の中では冷静に自分自身の事を分ぶん析せきしていた。

　──しかし、相変わらず不ぶ気き味みだな、この力は。

　足下で眠る三人の男達を見て、『詩人』は自分自身の目について考える。

　──何しろ、自分でもどういう原理なのか解らんからな。

　しかし、仕事に支し障しようはない。

　いつも通り、自分はこうした裏うら方かたに近い仕事だけをこなせば、あとは荒あら事ごと師しのチーやシックルが全てを解決してくれる。

　何ら変わる事のない、いつも通りの風景。

　だが──今日は何か『空気』が違った。

　今までに無い強敵。レイルの失しつ踪そう。リーザの異い変へん。

　そんな異い変へんが続いているのにも拘かかわらず、なんの迷いも無くこの場所に立たされている自分。

　──何か……おかしい。なんだ？　この違い和わ感かんは？

　まるで、自分達たちの意志や運命ではなく、全く自分達のあずかり知らぬ他者の手によって、この邸やしきへと呼び寄せられたかのような──

　そんな不ぶ気き味みな感覚だけが、いつまでも『詩し人じん』の周りをまとわりついて離れなかった。




　　　　⇔




ルッソ邸てい　表おもて口ぐち




『詩人』が裏うら口ぐち付近の見張りを眠りへと誘っていた頃──

　表口でも、一つの異常が起こっていた。

　正門の見張りの目の前で、バスとトラックを合わせた奇き妙みような形状の大型車が、ゆっくりとした速度でルッソ邸の正門へと近づいてくる。

　ネブラのエンブレムが輝くその大型車は、入口の前で一いつ旦たん停車した。

　そして、助手席の方から、一人の女が降り立ち──

　車と地面の段だん差さを読み違えたのか、地面へと向かって派は手でに転ぶ。

「ひゃふっ!?　……あいたた……す、すみません」

　誰に対して謝っているのか解わからない声を上げると、服についた埃ほこりを払いながら見張りの一人へと声をかける。

「えっと……プラチドさんから聞いていると思いますけど……」

「ああ……『定期検けん診しん』の……」

「あ、そうですそうです！」

　正門付ふ近きんに数人の男達たちが少しずつ集まり始め、女の姿を確認する。

　それが、時とき折おりやってくる『客きやく人じん』のものであると気付き、何人かが顔を見合わせた。

「……確かにルッソのオジキから来るかもしれないって話は聞いてるが……この車はなんだ？」

　以前は乗用車で乗り付けていただけに、無ぶ骨こつな大型車による来らい訪ほうには首を傾かしげざるをえない。

　そんな疑問の目に晒さらされる中、『客人』──ルネは、困ったように首を傾げる。

「ええっと……今日の検診はちょっと人数が必要なんで、部下の人達にも来て貰もらったんです！」

　言うが早いか、車両の荷台に当たる部分が開き──密みつ閉ぺいされた車内から、白はく衣いの男が現れた。

「なっ……」

　最初の一人が降りたのを皮切りに、次から次へと荷台から現れる白衣姿すがたの男達。

「ちょ、ちょっと待て……」

　見張りの男がそう言う間にも、荷台からは止めどなく人間が溢あふれ続ける。

　皆、手には医い療りよう鞄かばんを下げており──一いつ見けんすると医者か営業中の薬やく剤ざい師しのように見受けられた。

　だからこそ、それが二十人を超える集団となって現れると、『あり得ないもの』として不ぶ気き味みな威い圧あつ感かんを周囲に振りまく事となる。

「お、おい……これって」

　あからさまに狼ろう狽ばいする見張りの男達たちに対し、ルネは無む邪じや気きな微笑ほほえみを眼鏡めがねの奥に閃ひらめかせた。

「あ、トラックも敷地に入いれますけど、気にしないで下さいね？　ちょっと今日は、回収するものがたくさんあるかもですから！」

「いや、そう言われてもよ、困るんだよこっちとした……した……した……」

　何度か同じ言葉を繰り返したかと思うと──ルネの側にいた見張りの男が地面にドウ、と崩れ落ちる。

「あれ？　どうしたんですか？」

　と、ルネが崩れ落ちた男の後ろにいる白はく衣いを見ると──その手には注射器きが握られており、周りを見れば、集まっていた見張り達は全て同じように地面に倒れている状態だった。

「部長、面めん倒どうなんで眠らせておきました」

　淡たん々たんと報告する白衣の言葉に、ルネはあたふたしながら声をあげる。

「あ、あの、ちょっと待って下さい！　そういう事は、私に報告しないと……」

「今しました」

　部下の言葉に暫しばし考え──ルネはポンと両手を叩たたき、柔らかい笑顔で口を開いた。

「……そっか！　じゃあ大だい丈じよう夫ぶですね！　運うん搬ぱん車は中から裏庭の方に回しておいて下さい！」




「死体とか運ぶ事になったら、見られたりした時に怒られちゃいますからね」




　　　　⇔




プラチドの部屋




「くそ……あの情報屋、一いつ向こうに戻る様よう子すが無ねえ……」

　一向に好こう転てんしない状況に苛立っているプラチドだったが──

　不意に電話のベルがなり、プラチドは即そく座ざに黒光りする受話器へと手を伸ばす。

「……俺だ」

　威い圧あつ感かんを醸かもし出すように声を吐き出すと、受話器の向こうからは至って冷静に声が響ひびき渡る。

『これはこれは、御ご機き嫌げん麗うるわしく存じますよ、御お客様』

　つい今いまし方がた名前を出したばかりの男からの電話に、プラチドは少々鼻はな白じろむ。

　──まさか、どこからか見ているんじゃあるまいな？

　訝いぶかしむプラチドは沈ちん黙もくするが、そんな彼の心しん境きようを無視し、電話口ぐちの男──サンジェルマンは淡たん々たんと言葉を並べ立てる。

『さて……私が得た情報として、取り急ぎお伝えせねばならない事ができましたので、こうして電話をさせていただいたのですが……』

「なんだ!?　奴やつらの居い場所か!?」

『いえいえ、御お客様にとってはその懸けん案あんよりも遙かに重要な事で御ご座ざいますなあ』

　もったいつけるような言い草だが、流りゆう暢ちようなリズムで紡つむがれる言葉。

　一ひと呼吸だけ間を開けたと思うと──副社長の声は、プラチドの鼓こ膜まくに対して、実にスムーズに『忠ちゆう告こく』の言葉を響ひびかせた。

『命が惜おしければ、誰にも心を許さず、今すぐに邸やしきを逃げるべきですな』

「なに……？」

『できるだけ早くイリノイ州を離れる事をオススメ致しましょう』

「どういう事だ!?　戻ってきて詳しい事を説明しろ！」

　わけが解わからずに叫ぶプラチドに、副社長は尚なおも慇いん懃ぎんに言葉を返す。

『短い取引でしたが、実に充実した時間を過ごさせて頂きました。これからすぐにキャロルを迎えに行く予定ですので、御ご健けん在ざいのうちにお会いできましたら、詳しよう細さいはその時にでも──』

　そんな言葉を最後に、情報屋からの電話は一方的に切られてしまった。

「くそっ、どういうつもりだ!?」

　あの情報屋は何か危険を伝えるつもりだったようだが──

　──そんなもの、今の俺には無用な事だ！

　自分の身体からだの事を鑑かんがみながら、プラチドは情報屋からの電話に更に苛いら立だちを募つのらせる。

「迎えにだと……？　わけの解らん事を言いやがって……」

　少しばかり、立場というものを教え込む必要があるだろう。

　あの小こ娘むすめを連れてきて、目の前で思い切り殴なぐってやろうか？

　そんな事を考え、キャロルを連れてこさせるべく部下を呼び出そうとしたのだが──




　声をかけるよりも早く扉が開き、その陰から奇き妙みような人ひと影かげが姿を現した。

　両手に刃やいばの爪つめをつけた、異い国こくの服に身を包んだ東とう洋よう人じん。

　──なっ……？

　ドクリ、と一つ、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが高鳴った。

　その東洋人の陰から、さらに一つ。

　ドレスを纏まとった女の影が現れ、追い打ちを掛けるように呟つぶやいた。

「お前が、プラチドか」

　男のような喋しやべり方をする女の声に、プラチドはギリ、と奥おく歯ばを噛かみしめた。

「貴き様さまら……手て配はい書しよの……！」

「その手配書を貴様らに渡した存在を聞きに来た」

　チーが淡たん々たんと呟つぶやきながら、ゆるやかな動きでプラチドに間合いを詰めてくる。

「だ、誰か……」

「この部屋の周囲にいた奴やつらには、全員眠ねむってもらっている」

　シックルが答えながら、チーとは逆ぎやく方向からプラチドの机へと回り込み始めた。

　完全に挟み撃うちとなった状況で、チーは不ふ本ほん意いだとばかりに首を振る。

「何人かは、永遠に起きぬかもしれぬがな」

「くっ……」

　チーの刃やいばがゆっくりとプラチドへと迫った、その刹せつ那な──

　軋きしんだ開かい閉へい音おんと共に、チー達が入ってきたのとは別の──エントランスに続く観かん音のん開びらきの大おお扉とびらから、奇き妙みような集団がゾロゾロとチー達の『空気』の中に割り込んできた。

　そして、その白い集団の中心にいた女が、暢のん気きな笑顔で周囲の空気を和ませる。

「こんばんは、プラチドさん！　すいません、遅くなっちゃって……って、あ、あれ？」

　そして、ようやく室内の様よう子すに気付き、オロオロしながら口を開いた。

「えっと……これって、どういう事ですか？」
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　一般人ならば、誰もが『どこの大だい病院の巡じゆん回かいだ？』と思う事だろう。

　だが──シックルとチーは、二人そろってある光景を思い出していた。

　かつてヒューイの施設にいた、白はく衣い姿の研究者の集団を。

　二人が嫌な記き憶おくを思い出して固まっている間で、プラチドは逆に光こう明みよう見みたりとばかりに顔を輝かせる。

「お、おお、良いところに来てくれましたな！　例の手て配はい書しよの奴やつらとは、こいつらでしょう？」

　──ッ!?

　プラチドが女に敬けい語ごを使ったのを聞き、チー達の直ちよつ感かんは一つの推すい測そくを導き出した。

　目の前の集団こそが──手配書をこのルッソ・ファミリーに渡した黒くろ幕まくなのではないかと。

「動くな」

　ならば話は早いとばかりに、試しにプラチドの首に鉄てつ爪づめの先せん端たんをあてがうチー。

　人ひと質じちとなるか否か、相手の出方を見るつもりだったのだが──

　どうにもその白衣の集団は、周りの空気から微び妙みように浮いた雰ふん囲い気きを纏まとっていた。




「ええと……」

　首くび筋すじに刃やいばを当てられ、喋しやべる事もできずにいるプラチドの姿を見て──部屋の反対側に立つルネは、首を傾かしげながら周囲の白しろ服ふく達に尋たずねかけた。

「こういう場合って、なんて言って始めるべきなんでしょうか？」

　困ったようなルネの言葉に、白衣の集団はやけにのんびりとした調子、各おの々おのの思うところを語り始める。

「撃うて、でいいんじゃないですか？」「味気なくない？」

「部長、ここは一つ『ショウ・タイム！』で」「なら、『イッツア』を前につけないか？」

「私は『シャル・ウィ・ダンス？』を推しますが」「いいね」「それかな」

「あー、『それでは諸君、状況を開始せよ』ですかね」「どこの映画？」「小説かもよ」

「取りあえず上着を脱いで喘あえいでみるのが最良かと」「賛成」「賛成」「賛成」「賛成」「賛成」

「ひええええええ!?」

　最後の意見に悲鳴を上げるルネを余よ所そに、また別の白衣が声を上げた。

「ああ、部長」

　その男はのんびりと口を開きながら、白衣の裏側に手を伸ばす。

「もう撃っちゃうってのはどうでしょう」

　白衣から現れた拳けん銃じゆうが火を噴ふいたのと、男の台詞せりふが終わるのは──ほぼ、同時の事だった。

「あ」「撃っちゃったよ」「部長、どうします？」「あ、耳みみ塞ふさいでら」「もういいや」

　言うが早いか──

　白衣の男達は、まるでそこに人質など存在しないとでも言うかのように──

　次々と懐ふところから銃を取りだし、部屋の窓まど際ぎわにいるチー達へと一いつ斉せい射しや撃げきを開始した。




　　　　⇔




屋根裏うら部屋




　天てん井じよう伝づたいに響ひびく水音を聞きながら、レイルは口元だけに笑えみを浮かべ、不満の声を口にする。

「やっぱりさー、個人の部屋にシャワーが付いてるなんて贅ぜい沢たく以外の何物でもないよねぇ？」

「そうだねえ」

「ただでさえ贅沢なのに、シャワーまで個別じゃ、人と人との心の絆きずながなくなっちゃうよ？」

　レイルがやれやれと首を振り、更なる愚ぐ痴ちをこぼそうとした刹せつ那な──

　その水音に、異い音おんが混じる。

　部屋の外、離れた場所から鳴り響ひびく音だったが──それは明らかに、日常とはかけ離れたものであり、それでいて、クリストファー達には馴な染じみの深い音だった。

「銃じゆう声せい……？」

「だね」

　レイルの呟つぶやきに頷うなずくと、クリストファーは楽しそうに目を輝かせる。

「もしかして、誰かがレイルを取り返しに来たかな？」

　そんなジョークを呟いた瞬しゆん間かん、彼らは階下の水音が止まっている事に気が付いた。

　次いでバスルームの扉とびらが開く音が聞こえ──レイルはそれに合わせて階下へと降りていく。

「何かあったみたいだねぇ？　流石さすがにその無表情にも限界があるんじゃない？」

　ハシゴから飛び降りながら皮ひ肉にくげに尋たずねるレイルの声に、リカルドはタオルで身体からだをざっと拭ふきながら、いつも通りの無表情な声を返す。

「君を取り返しに来たのかもね。もしかして、オレ達が君を運ぶのを誰かに見られてたのかも」

　不安に怖れおののいている表情を期待したレイルとしては全く不満な結果であったが、そんな少年の様よう子すは気に掛けた素そ振ぶりもなく、リカルドは淡たん々たんと服を纏まとい始めた。

　リカルドは素早く下着を履き、上着とズボンのかけてあるハンガーへと向かいながら、外出用のそれを手に取った。バスルームに用意してあった寝ね間ま着きを除外したことから、どうやら何か緊きん迫ぱくした状況である事は掴つかんでいるらしい。

　──つまんないの。

　レイルはリカルドの冷静な態度に不満を感じたが、一方で何か違い和わ感かんを感じ取り、クリストファーの方を向いて暫しばし黙り込む。

「……」

　妙みような沈ちん黙もくを見せるレイルの横で、クリストファーは赤あか目めと牙きばを生き生きと輝かせる。

「で、どうする？　部屋に閉じこもって隠かくれる？　それとも僕らが様よう子すを見てきて逃げ出す算さん段だんを立てようか？　それとも──敵がいたら、やられる前に殺やっちゃうかい？」

　籠ろう城じよう戦せんか撤てつ退たい戦か、あるいは迎げい撃げき戦か──そんな嫌な選択肢しを迫るクリストファーに対し、リカルドは数秒だけ沈ちん黙もくし──

　クリストファーに対して、雇やとい主ぬしとしての指示を口にする。

「どのみち、この騒ぎの後でレイル君が見つかったらまずいから……三人で逃げよう」

　それはレイルにとって予想外がいの答えで、少年は更に深い沈ちん黙もくへと追いやられる結果となった。




　　　　⇔




10分前　シカゴ某ぼう所しよ　廃はい工場跡あと




　ルッソ邸ていに程ほど近ちかい工場街。

　不ふ景けい気きの煽あおりで潰つぶれたいくつかの工場の中の一つで、その男は今日も『敵』を待ち続ける。

　タイヤの全て外れた自動車のボンネットに腰かけながら、グラハムは一人、パシパシと愛用のレンチを弄もてあそんでいた。

　自ら囮おとりとなって数日が経過しているが、あの日にやりあった敵の面子めんつは一いつ向こうに姿を現さない。仲間達たちには「そんなあからさまな罠わなにひっかかるアホウなんざグラハムさんぐらいですよ！」と忠ちゆう告こくされたが、「いや、俺はあいつらを信じている……ただ一度レンチを打ち合わせただけだが、奴やつらは俺と同じ匂においがする！」と言い張った結果がこの始し末まつ。

「ああ……悲しい……なんて悲しいんだ……。勝かつ手てに敵を信じて裏切られるとは、こんな戦術はきっと過去のいかなる戦争でも取られなかったに違いない。ていうか戦術じゃないような気がするんだがきっと俺の気のせいさ。俺はそこまで馬鹿じゃない……」

　そこに、聞き覚えのある声が響ひびき渡る。

「馬ば鹿か言ってる場合じゃないっすよ！　グラハムさん！」

「……シャフトの空気の読まなさには悲しい程ほどに頭が下がる。お前、俺がなんの為ために一人で行動してると思ってるんだ？　ノコノコとこんな所に来て、お前が奴らに後をつけられて人ひと質じちとかに取られた場合、俺はどんな台詞せりふと共にお前を見捨てるべきかと悩むハメに……」

「見捨てるのは決定済ずみすか!?　い、いや、マジでそんな場合じゃないんすよ！」

　飛び込んできたシャフトは、グラハムへの突っ込みもそこそこに、現在の状況をグラハムへと伝え叫んだ。

「ルッソの旦だん那なの家が……あいつらに襲しゆう撃げきされてて……！　それになんか、変な白はく衣いの連れん中ちゆうが集まってるらしくて、色々とわけわかんない事になってるっすよ！」

　パシリ

　仲間の叫びを聞き、グラハムは回していたレンチを止め──「不ふ覚かく」と呟つぶやき、その鉄の塊かたまりで自分の頭をゴツリと軽く打ち据すえた。

「グラハムさん!?」

「……これだから、人生は楽しい」

　シャフトの叫びに対し、グラハムは楽しそうに口元を歪ゆがませる。

　レンチの角で皮ひ膚ふが切れたのか、彼の頭からは僅わずかに血が流れ落ちた。

　深しん紅くの血液は青い作業着に垂れ、布の上に必ひつ要よう以上に黒いシミを作り出す。

　そのシミよりも更さらに暗い笑いを浮かべながら、グラハムは実に嬉うれしそうに呟いた。

「予よ測そく不可能だからこそ、人生は楽しめる。そうだろ？　ラッドの兄あに貴き？」




　　　　⇔




ルッソ邸てい傍そば　路ろ地じ上うえ




「い、今、銃じゆう声せいが聞こえたんだなあ」

　待機している『詩し人じん』とフランクは、内部から聞こえてきた銃声の群を聞き、互いに顔を見合わせる。フランクは不安そうに邸やしきの方へと目を向け、『詩人』は周囲の虚こ空くうを目で追った。

「し、シックル達が闘ってるんだなあ。だ、大丈夫かなあ」

「おい、リーザ。内部の様よう子すぐらいはわからんのか」

　緊きん急きゆう性せいを感じたのか、普通の喋しやべり方になってリーザに問いかける『詩人』。

　だが、やはり返事はなく、もう一度呼よびかけようとした瞬しゆん間かん。

　路地裏うらに、女の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡る。




「イヤぁ……いやあっぁぁぁぁあああぁっぁぁぁぁっぁぁぁああああぁっぁっぁあぁぁ！」




「!?」「え、ええっ？」

　突とつ然ぜん周囲から聞こえてきた悲鳴に、フランク達は身体からだを一いつ瞬しゆん震わせたが──

「ヤァアア……イヤ、イヤアァっ！　お父とうさんが……目っ…お父さァァァァあああぁぁぁ……」

　その声がリーザのものであったと理解した瞬間──

「どうしてぇえっぁぁぁぁっ！　どうし……──────────────────」

　絶叫が、プツリと途と切ぎれる。

　甲かん高だかい悲鳴の余よ韻いんが夜の闇やみに吸い込まれ、その後にはリーザの気け配はいなど欠片かけらも残らず──

　ただ、空中に生なま温ぬるい空気が漂ただよっているだけだった。




「何が……起きている？」

　あまりにも唐とう突とつに、妙みような絶ぜつ叫きようをあげて気け配はいを消したリーザ。

　自分達たちの置かれている状況が理解できず、『詩し人じん』が背せ筋すじに冷たい汗を流していると──

　少し離れたところから、ドシン、という鈍い音が聞こえてきた。

「……!?」

　振り返ると、そこにはフランクの姿は既すでに無く──どうやら今の音は、塀へいを乗り越えて邸やしきの敷地内ないに着地した音らしかった。

「待て、フランク！」

　思わず声を上げるが、塀の向こうから返事はない。

『詩人』は暫しばし迷ったあげく、裏うら口ぐちへと向かって駆け出したのだが──

　裏口が見えた所で、その入口から逆に二人の人ひと影かげが駆け出してきた。

「チー！　シックル！」

「逃げるぞ！」

　シックルの叫びは、後を追う銃じゆう声せいに掻かき消される。

　だが、『詩人』にはそれで何が起きているかは充分だった。この二人が逃げるだけの状況が、塀の中で起きているという事を。

「待て、今、フランクが中に……」

　彼が言いかけた所で裏口の横の大おお扉とびらが開き──そこからわらわらと白はく衣いの男達たちが出てくるのを目もく撃げきする。

　そして、白衣の男達の手に全て銃が握られているのを確かく認にんし──２秒ほど迷った後、チー達と並んで夜の闇やみを駆け出した。







　これは完全な余よ談だんとなるが──

　同どう時刻、全米で一つの不ふ思し議ぎな現げん象しようが起きていた。

　全ぜん米べい各地で、関わり合いの無い人生を送っている筈はずの人間同どう士し。

　年ねん齢れいも住む場所も違い、会ったことも無い筈の、とある女性達が──

　全くの同時刻に、全く同じ悲鳴を上げた。

　中にはパニックを起こしたとして病院に運ばれる者もあったが──それが『同時に』起きていたと把は握あくする者はおらず、ただ単にヒステリーや幻げん覚かくという事で片づけられ──

　この怪かい奇き現象は、結局表おもて沙ざ汰たになる事すらなく歴史の闇に葬ほうむられた。




　　　　⇔




ルーアの軟なん禁きん部屋




　先せん刻こくから俄にわかに外が騒がしくなり、キャロルはベッドの下に隠かくれてガタガタと震えていた。

　軟禁と同時に返された写真機を握り締めながら、銃じゆう声せいと思おぼしき音が響ひびく度たびに『ひぃ』と短い悲鳴を上げている。

　──スクープのチャンスなのに、スクープのチャンスなのに！

　心の中では、颯さつ爽そうと現場に飛び出していって現場に向かってシャッターを切る自分の姿が想像できた。だが、その想像を体中の震えが粉こな々ごなに打ち砕く。

　銃声への恐怖と自分自身への情なさけなさにカタカタと震えていると──

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　と、優しい声がキャロルの身体からだを包み込む。

「あう……ルーアさん……」

　呼吸を整えながら上を見上げたキャロルの耳に、新たな音が飛び込んできた。

　ドンドンと扉とびらを叩たたく音に、少女の写真機を持つ手が自然と強く握られる。

「る、ううるるるルーアさん、わわわわ私がフラッシュを焚たいて目め眩くらまししますから、そ、そそそその隙すきに……」

　と、ろれつすら回らない状態で唐とう突とつな強がりを呟つぶやき叫ぶキャロルだったが──立ち上がると同時に扉が開き──そこに現れた顔を見て、キャロルは今度こそ迷うことなく泣き叫んだ。

「ふっ……ふふふふふ副社長ぉおぉぉおおぉ！」

「ふむ……キャロルよ、先日言いったばかりだろう」

　副社長はモノクルレンズの奥で困ったような視線を浮かべ──泣きだしたキャロルの頭を撫なで、説せつ教きようめいた言葉を吐き出した。

「人の顔を見て、大声をあげるものではない」




　　　　⇔




ルッソ邸てい通路




「ところでさ、クリスぅ……」

「なんだいレイル？　難しい顔して？」

　長い廊下を早足で歩きながら、レイルは憮ぶ然ぜんとした目をしながら、前を歩くクリストファーに尋たずねかける。リカルドは少し離れて後ろをついてきており、こちらが安全を確認しながら進む形をとっていた。

　自らのリュックを背負って部屋を出たレイルは、リカルドに聞こえない程度の声で──

「さっき、着替えてるリカルドを見て思ったんだけど……」

「うん」

「あのリカルドってさ……」

　何を言うか予想がついたのか、緊きん迫ぱくした空気の中だというのに、クリストファーは笑いを堪こらえながら頷うなずいた。

　その様よう子すに目を細めながらも、レイルは自分の疑問をストレートに口にする。

「……女の子？」

　かなり迷った上に口にしたと思おぼしきその声に、クリストファーは笑いを完全に喉のどの奥に呑み込み、至って冷静な顔で言葉を返した。

「そうだよ？　それがどうかしたの？」

「……知ってたの？」

「そりゃ、１年も一緒に暮らしてればねえ」

　ニヤリと笑う赤あか目めの青年は、牙きばを覗のぞかせながら楽しそうに語り出す。

「向こうからは言わなかったし、僕からも聞かなかったから、暗あん黙もくの了りよう解かいって感じだけど。でも、組の中で知ってるのはボスと古ふる株かぶの幹部の何人か、あとは家か政せい婦ふ長ちようのおばさんぐらいかな」

「……」

　階段にさしかかり、銃じゆう声せいが近くなった事もあって慎しん重ちように歩を進めるが──クリストファーは、それでも言葉を止めなかった。

「どうして個別にバスルームがあるのか、納なつ得とくした？」

「嫌って程ほどね」

　レイルは短い返事で納得するが、クリストファーは更さらに更に愉ゆ楽らくに満ちた表情へと墜おちて、悪戯いたずら小こ僧ぞうのようにケラケラと笑い出す。

「最初はリカルドがシャワーを浴びてる所にレイル君を乱入させてさ、リカルドが悲鳴を上げるかどうか確かめたかったんだよ。でも、さっき君や僕の目の前で堂どう々どうと着替えてたところを見ると、悲鳴なんてあげなかったかもねえ」

「クリス……？　吹き飛ばしていい？」

　レイルは青あお筋すじを浮かせながらニッコリと微笑ほほえみ、胸ポケットからピン付きの卵を取り出した。

　一方のクリストファーはその様よう子すを楽しげに見つめながら、邸てい内ないの音に耳を澄すまし──今は銃声が一いつ旦たん止まっている事を確認する。

　そして、そのまま喧けん噪そうの中心だったと思しき場所──プラチドの部屋へと駆け出した。

「その爆ばく弾だんは……まだ取っておいた方がよさそうだよーっとぉ！」




　　　　⇔




プラチドの部屋




　エントランスともチー達の使用した扉とびらとも違う、住居スペースへと続く扉が蹴け破やぶられ──その中に、赤あか目めの怪かい人じんと線せん路ろ傷きずの少年が飛び込んできた。

　既にチーとシックルは逃走した後のようで、中に入った瞬しゆん間かん、その怪人と少年は、不ふ思し議ぎそうな顔でこちらを見つめる白はく衣い眼鏡めがね女と目があった。

「あ！　レイル君！　逃げたと思ったら、こんなところにいたんですか？」

「えっ……」

　白衣の女はどこかほんわかとした調子で反応し──レイルの方は、完全に凍り付いていた。

　クリストファーは『ああ、こいつらがリカルドの言ってた白衣の連れん中ちゆうか』と考えていたのだが──隣となりにいるレイルがガクガクと震え出すのを見て、不思議そうに尋たずねかける。

「どしたの、レイル」

「なん……で……！」

　笑顔に引きつった口元とは対たい照しよう的に、その目にはあからさまな驚きと嫌けん悪お──そして、恐怖の色が見て取れた。

「こいつら……あの時……あの時確たしかに……粉々に吹き飛ばしてやった筈はずなのに！」

「え？」

　そこでクリストファーはふと気付く。一人になったレイルを攫さらおうとした面子めんつも、白衣を着た集団だったと。そこで、自じ爆ばく覚かく悟ごで大量の爆ばく薬やくを撒まいて逃げた結果として、クリストファー達に拾われる結果になったという話だが──

　クリストファーはレイルの表情を見て、確かに彼は『吹き飛ばした』のだろうと確信する。

　同時に──目の前にいる白衣の集団が、普通ではないという事も。




　一方、レイルの心しん中ちゆうでは──数日前まえ、といってもつい数時間前に目を覚ましたレイルにとっては、極ごく近ちかい記き憶おくとしての映像が蘇よみがえる。

　目の前の女。外見と口く調ちようは似ても似つかぬ筈なのに……何な故ぜか彼女がヒューイの姿と重なり、気が付けば大量の爆ばく弾だんを投げていた。

　耐たい火か服にもなっている上着に身を包み、吹き飛ばされる瞬間、確かに彼は見たのだ。

　バラバラに引きちぎれる白衣の集団と、白衣の女の首の骨が折れる光景を。

　だが……その女は今、こうして目の前に健けん在ざいである。

「不ふ死し者……なの……？」

　全身を小こ刻きざみに震わせ、歯をカタカタと言わせ、それでも、肺の奥から『不ふ死し者』という単語を絞しぼり出した。

　そして、重々しい口く調ちようでレイルの耳へと答えが届く。

「できそこないと……いう方だがな」

　答えたのは、白はく衣いの集団ではなく──窓まど際ぎわに位置するテーブルに蹲うずくまっていたプラチドだった。

　彼の服には多数の銃じゆう創そうと思おぼしき穴があいていたが──その身体からだには傷きず一つついていない。

「だが……小こ僧ぞう。貴き様さまらの身体と合わせれば……完全な不死の酒とやらができるんだろう？」

　欲望に満ちた笑顔を浮かべるプラチドに、白はく衣いの面めん々めんは互いの顔を見合わせて苦く笑しようした。

　クリストファーは、彼らが単なる『不死者なだけの科学者』だとは思えなかった。心しん底そこ暢のん気きな空気を醸かもし出しているのはルネ一人だけで、残りの面子めんつは冗じよう談だんを言いつつも、常に周囲に警けい戒かい心を張りつめている。

　チームワークこそ無さそうなものの、一人一人は最低限戦せん地ちでも戦えるように仕込まれているようにも見受けられた。

　その『不死の兵士』達に囲まれたルネに対し、クリストファーは楽しげに言葉を紡つむぎ出す。

「なるほど！　合がつ点てんがいったよ……。あのＮＹに千二百人いる、できそこないの『不死者モルモツト』は、その番ばん犬けんどもを選び出す為ための牧場だったって言うわけかい？」

　昨年、クリストファーがＮＹのネブラ支社で見た千二百人に及ぶ『できそこない』の不死者。

　クリストファーは自ら関わった事件の事を思い出し、時間稼かせぎの為ための言葉を口にする。

　だが、ルネはその言葉に対し、心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげるのみだった。

「え？　違いますよ？」

「そうなの？」

「だって……モルモットって鼠ねずみですよ？　鼠の群から──番犬が選べるわけないじゃないですか！　そんな効率の悪い事なんてしませんよ？」

「……」

　ルネの答えに言葉を失ったのは、クリストファーの横で会話を聞いていたレイルの方だった。

　えへん、といった調子で胸を張るルネを見て、少年の背中にどうしようもない悪お寒かんが走る。

　──こいつ……皮ひ肉にくでもなんでもなく……

　──心の底から、そう思ってる……！

　一見愚ぐ者しやを演じているようにも見えるルネの言葉だったが、それはあくまでも『素す』の言葉。

　クリストファーは肩を竦すくめながら、ルネに対して負け惜おしみの言葉を言い返す。

「おや、知らないのかい？　インドの方じゃ、鼠を鍛きたえて象ぞうよりも強い番ばん鼠にしてるんだよ？」

「えッ!?　そ、そうなんですか!?」

　思い切り騙だまされたルネは、周囲の白しろ服ふく達を見回して「そんなわけないでしょ」「常識で考えて下さい部長」「死んで下さい部長」「給料あげろよ部長」「脱げよ部長」と、怒ど濤とうの突っ込みを入れられている。

　そんな全く緊きん張ちよう感の無い白しろ服ふく達を余よ所そに──ただ一人、プラチドが机に拳こぶしを叩たたきつけ、クリストファーに対して威い圧あつ感かんのある言葉を投げかけた。

「何をしている……クリストファー。さっさとその横にいる小こ僧ぞうを捕まえろ……！」

　どうやら何な故ぜレイルが自分の横にいるのかも理解していないようだ。

　クリストファーはそんな老人の事を少し哀あわれにも思ったが──敢あえて、苦く笑しようで相手の人生に華はなを贈る。もはやプラチドも、自分と同じく人間ではない存在なのだから。

「残念だけど……それは雇やとい主ぬしの意向と違うからねえ」

「なに……？」

　刹せつ那な──

　部屋の中にいた者達の耳に、──キン、という、何か金属が張りつめるような音が聞こえた。

　次いで、感情を極きよく限げんまで押し殺したレイルの呟つぶやき。

「吹き飛べ」

　そんな冷めきった声と共に──空中を、幾いくつもの卵が舞った。




　　　　⇔




　突とつ如じよとして屋や敷しき内に轟ごう音おんが響ひびき渡り、地震でも起こったかのように廊下が揺れる。

「ひゃあああああ！　副社長！　なな、なんですかあぁ、今の!?」

「静せい虚きよたれ」

「無理です！」

「自分の為ために落ち着くと思うな。誰か他者の為に心の惑まどいを止めると思え」

　廊下を走りながら呟かれた副社長の言葉に、キャロルは思わず後ろを振り返る。

　そこには後をついてくるルーアの姿があり、彼女はキャロルによって強ごう引いんに部屋から連れ出された状態だった。

　やはりどこか不安があるのか、キャロルに対して自分が足あし手でまといにならないか問いかける。

「あのう……私、一緒に逃げてしまってもいいんですか？」

　ルーアの顔を見た瞬しゆん間かん、キャロルは突然強つよ気きになり、胸を張ってルーアに言葉を送り出す、

「安心して下さい！　私達、これでも情報屋ですから……貴女あなたの大事な人が出てくるまで、絶ぜつ対たい安全な場所を探してみせますよ！」

　力強くルーアの手を引くキャロルに、副社長は静かに言葉を吐き出した。

「ボランティアが悪とは言わんが、自身の余よ裕ゆうに見合ったものでなければ双方にとって不幸な結果となる。それを覚えておくなら今回は私も協力しよう」

「大だい丈じよう夫ぶです！　副社長がいれば、私の心はいつだって余裕満まん点てんです！」

「……その図ずう々ずうしさは、我わが社しやに向いていると言えなくもないな」




　　　　⇔




庭園　表おもて門もん付近




「いないね」

「どうしよう……さっきの爆発で逃げちゃったのかな」

　爆発から飛び退のき、エントランスに身体からだを転がしたクリストファーとレイル。

　彼らはすぐにその場を離り脱だつすべく、リカルドの姿を探したのだが──

　その姿はどこにも見あたらず、もしや先に外に逃げたのではと庭に出てきたのだが、やはりその姿は見あたらない。

「爆発に巻き込まれてはいないと思うけど……」

　不安げに呟つぶやくレイル。

「しょうがない。もっかい探してみるよ」

　クリストファーは特に悲ひ観かん的な様よう子すもなく、今だに危険の残る邸てい内ないへと戻ろうとする。

　対するレイルも、それを拒こばもうとはしなかった。

　──リカルドも、僕がいたから逃げるって道を選んでくれたわけだしね。

　そんな思いで邸やしきの玄げん関かんに足を向けたレイルだが、その背に聞き覚えのある声がかけられた。




「面白い……面白い話をしよう」




　背せ筋すじが凍り付いたのは──この一週間で一いつ体たい何度目だったろうか？

　そんな事を考えてしまう程度に、レイルはその生せい理り反応に慣れてしまったようだ。

「これは……一体どうなってる？」

　レイルが振り返ると、そこには予想通りの人物が立っていた。

「雇やとい主ぬしの家を爆ばく破はしてくれるたぁ、中なか々なかに、その、なんだ……やってくれる」

　──なるほど……こいつも、この家の人だったんだね……。

　クルクルと回すレンチの影を見ながら、レイルは身体から血の気を徐々に引かせていった。

　自分でも顔色が悪くなるのが解わかる。この場はなんとか煙えん幕まくで切り抜けるべきだろうか？

　しかし、そこから外に逃げずにリカルドを探しに戻ったとして、無ぶ事じに外に脱出できるのだろうか？

　──くそ……こいつを見てると……自分の限界を感じる……！

　敢あえて目の前の男に挑いどむ気持ちもある一方で、『早く逃げろ』と悲鳴を上げる気持ちもある。

　その迷いが一いつ瞬しゆんどころではない隙すきとなり、恐らく自分はまた負けるのだろう。

　自分の数秒先さきの未来が見えたレイルは、全てが悲しくなって泣けてきたが──

「手前てめえら、そこで何やってやがる……！」

　そこに、新たな人ひと影かげが現れた。

　頬ほおに傷のある男を中心とした三人のギャング達で、レイルにとっては初めて見る顔だった。

「おお……こいつが例のガキか。ウミウシにしちゃよくやったな。邸やしきが爆発したときゃぁ何事かと思ったが、なるほど手前の仕し業わざってわけか」

　傷きず顔がおの少年を見み下くだしながら言葉を紡つむいでいたクリークだが、不意にその肩を指で叩たたかれる。

　振り返ると、そこにはニコリと笑ったグラハムの姿があった。

「あぁ？　なんだウミウシ野やろ────」

「邪じや魔ま」

　言葉の続きと共に、クリークの身体からだが頭を先として庭園の茂みへと吸い込まれる。

　風を斬きるようなレンチの一いち撃げきが、クリークの頭を身体ごと吹き飛ばしたのだ。

「ぐ、グラハム！　手前！」

　残された二人の間に緊きん張ちようが走るが、その緊張は、後ろからかけられた爽さわやかな声によって強制的に打ち切られた。

「確かに、邪魔だねえ」

　声が聞こえると同時に、二人の男の身体は美しい弧こを描きながら回かい転てん運動を始めていた。

　両者の頭が弾はじかれるように左右に離れた次の瞬しゆん間かん、それぞれ逆ぎやく回転で移動した頭が、地面スレスレの所で勢いよく打ち付けられた。

　アメリカンクラッカーというよりも火ひ打うち石いしの勢いで、両者は脳のう味み噌そを揺らしながら受け身を取る事もなく石の地面へと落下する。

　そして、もはやそんな二人にもは目も向けず、赤あか目めの男はグラハムに向かって──

　レイルが怯おびえる敵へと向かって、恭うやうやしく一礼してみせた。

「こんばんは」

　と、ただ一言。

　一方のグラハムは、二人同どう時じに瞬しゆん殺さつした相手の手て際ぎわに口くち笛ぶえを吹き、記き憶おくの糸を辿たどりながら相手との駆け引きを開始した。

「よお。リカルドの坊ぼつちゃんのボディーガードさんよ。状況はさっぱり飲み込めないが……そこに立ってるって事は、そのガキを俺から庇かばう……って事でいいのか？」

「ま、そうなるね。レイルから聞いたけど……君には僕の友達のチーとシックル、フランクも随ずい分ぶんと世せ話わになったみたいだし」

「つまり、俺とやり合うって事か？」

「わお。短たん絡らく的な思し考こう回路だね。嫌いじゃないけどさ」

[image: ]

　珍しく声のトーンを抑えたグラハムの言葉に、クリストファーは困ったように呟つぶやきだした。

「どうしようかなあ。殺やるか、逃げるか……君が強いのは解わかる、すっごい解る、でも、俺の方が強いかどうかは、正直今いまは解らなくなってるんだよねえ」

　奇き妙みような事を言いながら、クリストファーは自らの恥ち部ぶを惜しげもなく晒さらけ出す。

「なにしろ、１年前に派は手でに殺し合いに負けてさ。しかも手て加か減げんされて情なさけまでかけられた。それから正直──怖くてさ、なかなか殺し合いとかできなかったんだよね。だから、勘かんを取り戻す為ためには……ちょっと殺っておいた方がいいのかなーなんて思ったりもしてる」

「すると、俺はお前にとっての……」

　ＮＹで決定的な敗北を味わった時の事を思い出しながら、クリストファーは自じ虐ぎやく的な笑えみと共に、グラハムの言葉の続きを吐き出した。

「……リハビリ[image: かお]」

「面白いな。面白いよお前……ハッ！　マジで面白い！　俺も退たい屈くつしてたとこさ！　人間を壊すのは好みじゃないが……全力を出し切ってようやく壊せそうだとなりゃ、話は別だ」

　パシリパシリと徐々にレンチの回かい転てん速度を早め、己おのれのテンションを濃のう縮しゆくさせていくグラハム。

　対するクリストファーも、相手が不ふ死し者だろうがそれを超える存在だろうが──相手の力を認めながら、全く物もの怖おじしてない。

　異い端たん者は異端者同どう士しで寄り集まり、二人の間だけの奇妙な世界を形成しつつあった。

　殺さつ気きと破壊欲よくのみで構成された、不ぶ気き味みで切ない世界だが──

　少なくとも、その中に踏み込んでいる二人はどこか楽しそうだった。




　──なのに……僕は……どうして動けない？

　そんな異常者同どう士しが互いの世界を押しつけ合う傍かたわらで──少年は悲しげに目を伏せる。

　──僕は……どこに行きたいんだろう。

　レイルは周囲の全ての出来事から置いていかれた気分となり、心も体も、ただグラグラとその場に揺らし続ける事しかできなかった。

　グラグラ　グラグラ　グラグラと──




　　　　⇔




プラチドの部屋




「くそっ！」

　爆発によってめちゃくちゃになった室内。奇き跡せき的に無事だった机に、プラチドは思い切り拳こぶしを叩たたきつけた。

　部屋の中にはルネと彼の二人しかおらず、残りの白しろ服ふくは先せん刻こく窓から逃げたチーとシックルを追うため、裏うら口ぐちの方へと向かう者が多かった。

　そんな様よう子すを眺ながめていたルネが、何かに気付いて少し驚いたように声をあげる。

「あっ」

「ど、どうしましたかな？」

　即そく座ざに敬けい語ごを使い分け、ルネの視線の先に自らも目を向けた。

　するとそこには──ラッドに対する切り札である少女を、『情報屋』の二人が連れて逃げている姿があった。

「あ、あいつら……あいつら、逃げやがった……！　しかもルーアを！」

　切り札が逃げていく姿が目に映ると同時に、プラチドは自分の背せ筋すじに重く暗いものがのし掛かるのを感じていた。

　不ふ死しの身体からだとなったというのに、ラッドの殺意は呪のろいのようにプラチドの心にのし掛かる。

　その悪お寒かんを掻かき消すように、プラチドは眼前の出来事に怒りの声を吐き出した。

「くそ、あの情報屋め……裏切ったか！　もしかしてあいつがここの場所を漏らしたのか!?」

　そんなプラチドとは対たい照しよう的に、ルネはニコニコと窓の外の情報屋達たちの姿を見送り続ける。

「ああ、ギュスターヴさん、なんでここにいるのかなーって思ったら、プラチドさんに捕まってたんですかあ。逃げられちゃって残念でしたねえ」

　暢のん気きな声で答える白はく衣いの女に、プラチドは、

「あんた……あのモノクル眼鏡めがねを知ってるのか!?」

「え？　ええ、もちろん！　知らないんですか？　マフィアの人達たちの間でも、凄すごく凄く有名な人ですよ？」

「い、いや……知らん」

　自分のマフィアとしての情報力りよく不ぶ足そくを指し摘てきされたように感じ、プラチドは気まずそうに首を振る。そんな表情には全く気付かず、ルネはエヘンと胸を張ってギュスターヴについて語り始める。

「ギュスターヴさんは全ぜん米べいでも有名な情報屋さんの副社長なんですよ！　お金か引き替えになる情報を渡せば、どんな情報でも殆ほとんど売ってくれる、すっごく有能な情報屋さんなんですよ？」

「な、なんだと……？」

「情報に間違いはなくって、警察でも迷めい宮きゆう入いりになった事件の犯人が解わかる時だってあるんですから！」

　まるで自分の手て柄がらのように得意げに語るルネの声に、プラチドは慌あわてて自分の机の上を漁あさり始めた。

　そして、散乱した机の片かた隅すみに置かれた紙し片へんを見つけ、そこに書かれたギュスターヴからの『情報』を確認し、愉ゆ快かいそうに瞳ひとみをギラつかせる。

「そ、そうか……ならばこの情報は全て正しいという事か……！　ふふ……フハハハハ！　面白い。まずはこのアイザックとミリアとかいう巫ふ山ざ戯けた連れん中ちゆうを血ち祭まつりに上げて、その次は刺青いれずみの小こ僧ぞう共を直接この手でくびり殺してくれる！」

「あー、あのう、えっとお」

　ルネは大おお仰ぎようなプラチドの叫びを聞き、申し訳なさそうな顔をしておずおずと右手をあげて話の中に割り込んだ。

「ごめんなさい、それはできないんですよー」

「なに……？　どういう事だ？」

「すいません、ちょっとおでこを出してください」

「……？」

　もしや、何か『出来損ない』に関する副ふく作用でも現れているのだろうか？　プラチドは途と端たんに不安に陥り、慌あわててルネへと自らの額ひたいを広げて見せた。

「な、なんだ、何か痣あざでもできているのか？」

「いえ？　不完全とはいえ、不ふ死し者には痣なんてできませんよう」

「……？　ならば、何が──」

　プラチドの疑問の声は、額に触れるルネの手の感かん触しよくと、彼女の暢気な声によって遮さえぎられた。




　永遠に。




「いただきまーす」




　それが──仮かり初そめの不ふ死しを手に入れた、プラチド・ルッソの聞いた最後の言葉となった。




　　　　⇔




　──え？

　窓の外から内部の様よう子すを覗のぞいていたフランクは、自分の目に飛び込んできた光景を俄にわかに信じる事ができなかった。

　──な、なんなんだな、今のは。

　白はく衣いの女が初しよ老ろうの男の頭に手を載せたかと思えば──

　次の瞬しゆん間かんには、男の身体からだがその手の平の中に吸い込まれていくではないか。

　風ふ呂ろの排水溝こうに勢いよく流れこむ水のように、人間の身体からだが大きなうねりをあげる。そして、ストローで啜すすられたゼリーさながらに、女の細い身体の中へと吸い込まれていったのだ。

　もしも音で表すならば、『ジュルリ』という効果音おんがピッタリだったことだろう。

　少なくともフランクから見た限りでは──女の右手が、人間を『喰った』としか表現できない状況だった。

　異常な物を見慣れ、自分自身もその範はん疇ちゆうに身を置くと自覚していたフランクだったが──流石さすがに今の光景は衝しよう撃げきを伴うものだった。

　──み、みんなに知らせないと……。

　巨大な身体を縮こまらせるフランクだったが──その耳に、下方からの声が響ひびき渡る。

「動くな」

　フランクがその声を聞くのと同時に、窓の外に激しい破裂音が響き渡る。

　鼓こ膜まくを通り抜けた振しん動どうが脳のう味み噌そを揺さぶり、彼は太ふと股ももを思い切り殴なぐりつけられた。

「い、いたっ……？」

　だが、殴りつけられた、というのはフランクの錯さつ覚かくに過ぎない。

　彼が自分の足下を見下ろすと、丁ちよう度ど太股の両りよう脇わき辺りに赤い華はなが咲いた。

　そして、赤く弾はじけた辺りに、何か麻ま痺ひしているような感覚が走ったかと思うと、それが一気に足あし全体へと広がっていく。

　鈍い痛みと麻痺に続き──フランクの身体に、どうしようもない激げき痛つうが駆け抜けた。

「うぁっ……あううあうあうあああううああああああああっ」

　どこか鈍い感じの悲鳴を響かせると、周囲からやけに暢のん気きな男達たちの声が聞こえて来た。

「あー、凄すごいなこりゃ。貫かん通つうどころか、骨まで達したかも怪しいもんだ」

「動くなって言いながら撃うっちゃいましたけど、大丈夫っすよねえ」

「問題無ない。俺達たちは別に軍人じゃないしな、その辺の規き律りつなんざないに等しい」

　淡たん々たんと話す男達の声。それに混じり、窓が開く音と、怯おびえるような女の声が響ひびき渡る。

「あ、あのう。どうしたんですか皆さん……あっ。この大きい子、確か、えーっと……フランク君でしたっけ？」

「そうですよ、部長。他の連れん中ちゆう……あの帽ぼう子しの奴やつや蹴けり技わざ女が逃げたんですが追いつけなくて、戻ってきたらこのでかいガキが窓から中を覗のぞいてたんす」

「えッ!?　もしかして……今の見られてました!?」

　顔を青ざめさせるルネに対し、白はく衣いの男達は淡々と言葉を紡つむぐ。

「思い切り見られてましたよ、部長」

「だからちゃんと周りの状況を確認しろと言ってるんです」

「学習して下さい」

「空気も読んで下さい」

　そんな言葉に打ちすえられながら、ルネは誤ご魔ま化かすようにフランクの巨体に目を向けた。

「それにしても大きいですねー、トラックの荷に台だい全部使わないとだめですね！」

　暢のん気きな声でフランクの身体からだを観察しながら──ルネはポン、と手を合わせ、ニコニコと微笑ほほえみながら白衣の男達に指示を出す。

「あ、運転してる時に麻ま酔すいが切れて暴れたりしたら、運転手さんが事故を起こしちゃったりするかもしれませんよ？　だから麻酔をもう三、四本と──念ねんの為ために、手足の腱けんを全部切っておいて下さいね！」

　白衣の男達は、その残ざん酷こくな指示に対して欠片かけらも疑問を持たず──

　言われたままに実行すべく、数人がかりでフランクの巨体を取り囲んだ。




　自分に向けられた刃は物ものを見て──フランクの脳のう裏りに一つの記き憶おくが蘇よみがえる。

　ヒューイの研究施し設せつにいた時に、同じように白衣を纏まとった研究者の面々が、メスを持って自分やレイルの身体からだに近づいてくる光景を。

　その時の記憶と痛み、そして恐怖を同時に思い出し──

　フランクは、気付けば自分と同じ境きよう遇ぐうだった少年の名を叫んでいた。




「れ、レイルうううううぅ───ッ！」




　　　　⇔




「……フランク？」

　邸やしきの中に響ひびき渡る声を聞き、レイルは全身に電でん撃げきを走らせる。

　物もの心ごころついた頃からの友人であり、共にヒューイと研究者達たちによって人生を歪ゆがめられた仲間の叫び声に、急速に冷や汗あせが全身を支配した。

　気付けば足は既に声のした方へと駆け出しており、グラハムと相あい対たいしていたクリストファーの気を逸そらす。

「あ、おい、レイル！」

　クリストファーが止めるのも聞かず、レイルは邸の裏側へと向かって走っていった。

　その隙すきを逃さずに、グラハムはクリストファーの関かん節せつ目がけてレンチの先せん端たんを突き出すが──間かん一いつ髪ぱつでそれに気付き、必ひつ要よう以上に大きく後ろに飛び退のいた。

「ちょいタンマね。あのさ、僕、今日なんも得え物もの持ってないわけよ。銃じゆう剣けんも去年無なくしちゃったし」

「知るか、と叫びたい所だが意見を聞こう。お前を見み逃のがして、俺になんのメリットがある？」

「代わりに今度、君がレンチを無くした時には手を出さないでおいてあげるから、それがメリットって事でこの場はちょっと見逃してくれないかな？」

「……面白い事言うな、お前」

　グラハムはレンチをクルクルと回しながら、楽しそうに目を細める。

「面白いから、もう少し遊んでこうや？」

「……しょうがないなあ。面めん倒どう臭くさいから……本気で殺やるよ？」

　ギリ、と八や重え歯ばの群を軋きしませ、クリストファーが楽しげに笑った次の瞬しゆん間かん──

　車のライトが二人を包み込み、次いで、エンジン音の突進が聞こえてきた。

　反射的に振りむくと、そこには一台の乗用車が猛もうスピードで迫り来る姿が見えた。

「!?」

　二人は同時に飛び退き、車を中心として強制的に左右に引きはがされる。

　グラハムは手て配はい書しよの誰かだと判断し、レンチを運転席に向かって投げつけようとしたが──

「リカルドの坊ぼつちゃん……？」

　運転席に座るのがルッソの孫まごの姿であると気付き、レンチを投げる手を引き戻した。




「リカルド」

「乗って！」

[image: ]

　力強く叫ぶリカルドに対し、クリストファーは言われるまま助手席に飛び乗った。

　刹せつ那な、車が急きゆう発進し、クリストファーの身体からだが椅い子すに強く押しつけられる。

　乱暴な運転だが、それ以前の問題としてクリストファーは冷静に指し摘てきする。

「……運転できんの？」

「アクセルとブレーキぐらいなら！」

　珍しく勢いのある言葉に振り向くと、リカルドが中ちゆう腰ごしでアクセルを踏み込んでいる姿が見えた。恐らく、椅子に深く座ると足が届かないのだろう。

　その光景を見て苦く笑しようしながら、クリストファーは冷や汗を流して言葉を紡つむぐ。




「……代わるから、一いつ旦たん止めて？」




　　　　⇔




裏庭




「フランク……？」

　悲鳴の聞こえた方に駆け出したレイルが、そこで目にした物は──

　巨大な身体からだを赤い血に染めた、幼おさな馴な染じみでもある巨きよ児じの姿だった。

　手足を血に染めて、生せい気きは殆ほとんど感じられず、その身体からだは大おお勢ぜいの白はく衣いの男達たちの手によって、彼らが乗ってきた運うん搬ぱん車の荷台へと積み込まれている。

「フランクぅッ！」

　少年の叫びに、白衣の男達が一いつ斉せいに振り返る。

　巨きよ児じの目め線せんが自分の方を見たような気がしたが、それはレイルの気のせいであり、フランクの意識は完全に闇やみの中に落ち込んでいるようだった。

「フランクを……フランクを離せよ……！」

　レイルは懐ふところから卵たまご型がたの爆ばく弾だんを一つ取り出し、フランクを巻き込まぬ範はん囲いに立っていた男達に投げつけようとする。

　男達が銃を抜くのが見えたが、構うものかとレイルはピンに指をかけ──

　その動きが、瞬しゆん時じにして凍り付く。

　白衣の男達が懐から取りだした軍用の銃を──一いつ斉せいに、フランクの身体に差し向けたからだ。

「……ッ！」

　レイルはビクリと身体を震わせ、そのまま動けなくなる。

「あら？　君は……わざわざ戻ってきてくれたんですか？」

　場の空気を読まない暢のん気きな声に目を向けると、フランクを積み込んでいるトラックの陰から、眼鏡めがねの女がひょこりと顔を出して見せた。

「お前……ッ！」

「もしかして、お友達を助けにですか？」

　少し驚いた顔をして、眼鏡の女がのんびりとした声を張り上げる。

「ちょっと意い外がいです。ヒューイさんが、友達思いの実験体を育てるなんて……」

「……ッ！」

「あ、ひょっとして人間の感情を研究するとか、そういうテーマで作られたんですか？　それとも、元もと々もと普通の人間だった人を改造したんですか？」

　あまりの言葉に、レイルは暫しばし絶ぜつ句くする。

　黙り込むレイルを不ふ思し議ぎそうに見つめるルネだったが、周囲の白衣の男達が、呆あきれた表情で上じよう司しに対する苦く言げんを口にした。

「ルネ部長。実験体たい本人に実験の意図を聞いたって仕方ないでしょう」

「ほら、あいつ、なんかうっすら笑ってますよ。馬鹿にされてますよ部長」

　しかし、それらはやはり的まと外はずれな意見の連続で──レイルはその面々の思し考こうに過去の『実験施し設せつ』での思い出を重ね合わせ、軽い絶望と共に爆弾を握る手を震わせた。

　一方、ルネと呼ばれていた眼鏡の女は、白衣達に責められ、やはり空気を無視してションボリとした顔をしていたのだが──

　それを挽ばん回かいするかのようにポンと両手を合わせ、レイルの身体を指差した。

「え、えーっと。でも丁ちよう度どいいです！　あの子も一緒に連れて行けば、成果も二倍ですから！　あの『詩し人じん』さんとかシックルさんと違って、ヒューイさんの指示で特別な感じで身体からだを弄いじってるみたいですし！」

　そんな子供のような意見に、白はく衣いの男達たちは和やかな笑顔を浮かべ──

　次の瞬しゆん間かん、一いつ転てんして冷たい表情をレイルへと投げかけた。

「了りよう解かいしました、部長」

　休憩と仕事を切り替える要よう領りよう。

　男達がレイルを見る目は、既にモルモットを見るそれへと切り替わっていた。

「ひッ……」

　様々な過去がフラッシュバックとなってレイルの心に襲おそい掛かり、思わず手にした爆ばく弾だんを取り落としそうになる。

　男達が銃を構えて一歩一歩近づいてくる光景を見て──レイルの心にどうしようもない吐き気がこみ上げ、同時に膝ひざがガクガクと震え出す。

　立っていられない。

　こいつらを全て吹き飛ばしてやりたい。

　逃げたい。

　でも、フランクを助けなければ……

　そんな矛む盾じゆんする意志が交こう錯さくし、結局何なにも行動に移せない。

　もはやここまでか。

　レイルが悲鳴をあげそうになったその瞬間──

　悲鳴の代わりに車のエンジン音が響ひびき渡り、裏庭に一台の車が飛び込んできた。




「あ、リカルド。ちょっと揺れるから気を付けて」

　そう言いながら、クリストファーは突とつ然ぜん運転席から立ち上がる。

「……ええ？」

　何事かと声を上げるリカルドの横で──クリストファーは器き用ようにアクセルを踏んだままドアを叩たたき開け、ハンドルを急旋せん回かい。車を横滑すべりさせるように、開いたドアを器用にレイルの前へと合わせ──その瞬間、左手でレイルの身体を掴つかみ、無む理り矢や理り車内へと引きずりこんだ。

　クリストファーはそのままレイルの手に爆弾が握られているのを見つけると、その小こ柄がらな身体を助手席のリカルドに預け、卵たまご型がたの物体を小さな手から引きはがした。

　そしてアクセルを思い切り踏み込み、白衣の集団からできるだけ早く遠ざかるように、車をひたすら前進させる。

　白衣の集団は銃を向けて車を撃うとうと前に出たのだが──

　走り去る車から卵が転がり落ちるのを見て、慌あわててその場から跳び下がる。

　皆が伏せるのと、爆音が鳴り響ひびくのは殆ほとんど同時だった。

「ひあぁッ!?」

　伏せるのが遅れた眼鏡めがねの女は、炎ほのおには巻き込まれなかったものの、爆ばく風ふうに煽あおられてステンと背後に転がった。




　その様よう子すを見る事は無く──裏うら口ぐちから逃げ出した車の中から、レイルが背後を見て叫び声をあげる。

「フランク……フランクぅ……！」

「後で助けた方がいい。今やりあったら、流れ弾だまとかで確実にフランク死ぬよ！」

　珍しく語気を強めるクリストファーの言葉に、レイルは何か言いたげに口を動かしていたが──やがて邸やしきの姿が見えなくなると同時に、項垂うなだれたように口を閉じ──車内には、ただひたすらに気まずい沈ちん黙もくだけが残された。







「逃げられちゃいましたね……」

　軽く咳せき込みながら立ち上がったルネは、白はく衣いの部下達と自分自身を励はげます為ために、空から元気に満ちた言葉を吐き出した。

「でも、大丈夫ですよ！　きっとこの大きい子……えっと……フランク君を助けに来る筈はずですから、その時に纏まとめて捕まえればいいんです！　実は最初からそういう作戦でした！」

「いや……なんでそこで嘘うそつくんですか？」

　部下達の白い目に晒さらされつつも、ルネはあくまで作戦だと言い張り──

　やはり場ば違ちがいな空気を醸かもし出したまま──ある意味で空気に合った言葉を吐き出した。

「ですから……、この実験体たいが死んでも、誰にも言っちゃ駄だ目めですよ！」

「……死にますかね、やっぱり」

「んー……五分五分かもしれません。でも、できるだけ頑がん張ばって生かしてあげて下さいね」

　柔らかい微笑ほほえみと共に──ルネは力強い言葉を口にする。

　力強く、そして残ざん酷こくな言葉を。




「生きてた方が、色々と実験できる事が多いですから！」




　　　　⇔




正門前




「……これは……悲しい話か……？　それとも、楽しい話なのか？」

「グラハムさん！　ここヤバイっすよ！　早く逃げましょう！」

　銃じゆう声せいと爆音が響ひびき続けるルッソ邸てい。

　その門の前に立つグラハムだったが、シャフトに手を取られ、引きずられるようにその場から引きはがされていく。

「なんだか知らないけど、あの医者みてえな連れん中ちゆう、俺らには興味ねえみたいですから！」

　シャフトは今のうちとばかりにグラハムと逃げようとするが──グラハムは、既に白はく衣いの集団など眼がん中ちゆうに入れてはいなかった。

「あの赤あか目め野郎……面白い。実に面白い。感動的な程ほどにね」

　先せん刻こく、一いつ瞬しゆんだけぶつかり合った時の感覚を思い出し──グラハムは邸やしきに背を向け、楽しそうに巨大なレンチを回し始める。

「ラッドの兄あに貴きが出所でてくるまで、悲しくも楽しい物語が紡つむげそうじゃないかよ……なあ？」

　首をゴキリと鳴らしながら、レンチを回す速度は上がり続けた。

「少なくとも、退たい屈くつしない程度にな」

　いつまでも、いつまでも。




　クルクルクルクル、

　狂くる々くる狂くる々くる狂くる々くると──




　　　　⇔




シカゴ某ぼう所しよ




　ルッソ邸から大だい分ぶ離れ、クリストファーは湖添ぞいの公園の中まで車を走らせていた。

　そろそろ追おつ手ての心配をしなくても大丈夫かという所で──それまで後こう部ぶ座席で俯うつむいていたレイルが、消え入るような声で呟つぶやいた。

「……ごめん……ここで……降ろして」

「えッ」

「一緒に行くつもりはないから……助けてくれた事には御お礼れいを言うよ。ありがとう……。だから、降ろして」

　レイルの突然の申し出に、リカルドは困った顔をしてクリストファーに目を向ける。

　するとクリストファーは、少しだけ何かを考えているようだったが──

　少し道が広くなった場所まで出て、無言のまま車を停める。

「……ありがとう」

　自らドアを開けて車を降りたレイルは、少しだけ公園の奥、林の中に向かって歩き始め──そこで力ちから尽つきたように、崩れ落ちるようにゆっくりと膝ひざを付く。

「……ぅぅ……」

　息を荒げて公園の土に膝を落とす少年の背に、いつの間に車を降りたのか、クリストファーの声がかけられた。

「大丈夫かい？　レイル」

　その問いには答えず、レイルは逆にクリストファーに問いかけた。

「フランク……どうなるのかな？」

　縋すがるような目つきで尋たずねてくる少年に、クリストファーは敢あえて誤ご魔ま化かさずに言葉を返す。

「んー。多分ネブラの本社か、エルソン・ヒルのどこかの工場に連れて行かれたと思うんだけど。僕の見立てじゃ、あいつらヒューイの研究施し設せつの連れん中ちゆうと似た感じがしたからね。多分、同じような事をされるか……よくて、すぐに殺される。そんな感じだと思う」

「……僕も、同じ事考えてた」

　レイルは先せん刻こくの女や白はく衣いの面々の事を思い出しながら──同時に、自分自身の過去の事も思い出していた。

「あの女……喋しやべり方とかは全然違ちがうんだけど……ヒューイの奴やつにそっくりなんだ……僕らの事を……本当に、顕けん微び鏡きようの中を覗のぞくような目で見てきてさ……。あいつを見ると……昔の事を思い出して……こんな身体からだにされた時の事を思い出して……ッ！」

　小こ刻きざみに肩を震わせながら、レイルは口元に不自然な笑えみを浮かべたまま、その目には悔くやしさと恐怖に塗まみれた涙が湛たたえられている。

「なんだよう……なんなんだよぉ……不ふ死し者って……ねえクリス、クリスぅ……あいつらって……不死者って一体なんなの……？　ヒューイといいあの女といい……あいつら、一体なんなんだよぉ！　僕達は……僕達はなんなのさ……」

　自分自身の恐怖を誤魔化す為ために、怒りに満ちた言葉を繋つなげるが、やはり恐怖の方が勝っているようで、言葉の途と中ちゆうから声が震え始めていた。

「僕らは人間じゃない、不自然な存在だとしたら……あいつらは、あいつらは一体なんなんだよ……なんなんだよぉッ！　最初は僕達と違ってちゃんとした人間だったくせに……今じゃ僕達よりずっとずっと不自然で頭のおかしい存在じゃないかよぉ！　うあ……あぁ……ぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁ……」

　とうとうこらえきれなくなり、レイルは顔を歪ゆがませて泣き叫ぶ。

「あああぁ……あぁぁぁぁああぁぁッ！　ああぁぁぁぁあぁあぁぁ！」

　泣き叫び、泣き叫び──

「あぁああぁぁぁぁ……あああぁぁぁぁぁあぁッ……あぁッ……はッ……ははッ……」

　いつしかその涙は、壊れた楽器のような笑い声へと変じていた。

「ハハ……ハハハ……。アッハハハハハハハハハハハハハハハハ！　アハハハハハハハハッ！」

「レイル……」

　目をギラギラ輝かせるレイルを、横に立つクリストファーは、ただ悲しそうに見つめているだけだった。

　リカルドが車で待っているが、レイルを立たせて連れて行くような真ま似ねはせず──赤い瞳ひとみはうざったいほどに星だらけの夜空を見つめ、ただ、静かにレイルの叫びを聞き続けた。

「ねぇ……ねぇ、おかしいよ、こんなに悲しいのになんでこんなッ……笑えるのさぁ？　ねえ、クリス、クリスはおかしいと思わないの？　笑わないの？　ねえ、ねえ！　ハハッ……ハハハッ……アハハハハハハハハハハ！　アハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

「僕も昔、そうやって笑った事があるよ。何がきっかけだったかは忘れたけどね」

「ハハハ……ハハハハハハハハハハ！　ヒィッ……ヒィッ……！　ヒィ……ッハハハハハ！」

　笑いすぎた為ためか、レイルの顔面の縫ほう合ごう痕こんが軋きしんで、所々から血が滲にじみ出している。

　だが、本人はそれも気にせず笑い続ける。ただ、ただ、涙を流しながら笑い続ける。

「本当に困った時ってさ、不ふ思し議ぎと笑えてくるんだよ。普通の人間もそうなのかな」

　クリストファーも特に血を気にする事もなく、ただ、聞こえているのかどうかも解わからない言葉を吐き出し続けた。

「ただ……それをきっかけにして、僕は本当の意味で狂ったんだと思う」

「ハハハッ……アハハハハハハハハハ！　アハハハハハハハハハハハハ！」

「だからね、レイル。僕は君を止めないよ。止めない。止められない」

「ハハッ……ハハッ……ハッ……ハハハハッ……ハハハハハハッ……」
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「なんていうのかなあ。僕はもう壊れてるから、君を元には戻せない。壊れる側に来るんだったら、いくらでも腕を引いてあげられるけど。でもね、今、レイルがいるのは分ぶん岐き点てんだと思うからさ……こういうのは、レイル自身が決めるべきだと思うんだ」

「ハハッ……ハッ……ハハッ……」

「ただ……誰かまだ壊れてない人が、レイルの事を引き戻してくれればって思う」

　最後に自分の率そつ直ちよくな気持ちを口にし、リカルドの待つ車の方へと足を向けた。

「そうすればきっと──レイルは人間として生きていけると思うから」

「ハハッ……え……？　ハ、ハハ……」

「僕は人間に憧あこがれてる。だから、ちょっとレイルが羨うらやましいかな。ハハッ」

「……」

「一いち応おう僕は僕で動くつもりだけどね……ま、今も一応リカルドのボディーガードって事になってるから、あの子の意い向こう次第かな。……一緒に来るなら止めないよ。でも、今は『来いよ』とは言えないかな」

　ゆっくりと歩み去るクリストファーを見送りながら、レイルはそれを追うことができず──冷たい態度にも見える彼を罵ののしる事も、泣いて引き留める事もできなかった。

　ただ、ただ、笑い声だけが夜の空気の中へと乾きこんでいく。

　そして──車のエンジン音が聞こえ、クリストファーの姿が見えなくなった事を確認すると──

「人間として？　人間としてだって……？」

　もう一度だけ泣き出しながら、レイルは夜の中に叫び声を響ひびかせた。

「なんて笑えない冗じよう談だんだ……笑えないよクリス……クリストファ──ッッッ！」







　それから、どれだけ時間が経たっただろうか。

　いつしか、レイルの笑い声は止まっていた。

　壊れた人形のようにカクリと膝ひざをついていたレイルだったが──

　ゆっくりと立ち上がると、独り言を呟つぶやいた。

「協力して貰もらうよ……シャム……ヒルトン……」

　口元には相変わらず縫ほう合ごう痕こんに引きずられた笑えみを浮かべていたが──

　その瞳ひとみの色は、それまでのレイルのものとは全く違うものだった。

「フランク……生きてるなら……絶対助たすけに行くからね」

　目は完全にどこか遠くを見ていたが、言葉だけは確実に前を向いていた。

「あの白はく衣いの連れん中ちゆうを、みんなみんな吹き飛ばして……」

　ただし、声の向かうその方向には、どうしようもない暗くら闇やみだけが広がっている。

「そしたら、ヒューイの奴やつも、研究所で僕の身体からだやフランクの頭ず蓋がい骨こつを切り刻んだ奴らも……全部全部吹ふき飛ばそう」

　レイルはその事に気付きつつも──寧むしろ心地好よい気分となって、独り言を冬の冷たい空気の中に響ひびかせ続けた。

　消え入る様ような声で。

　しかし、その言葉に籠こめられた意志は力強く。

「そしたら……僕達たちを受け入れない奴らをみんな吹き飛ばして……伝説を作ろうよ。町を吹き飛ばして……僕達自じ身しんがそれを他の町で広めて……そしたらその町も吹き飛ばそう」




「僕達の悪あく夢むを……全部、全部吹き飛ばすんだ」




　　　　⇔




　その日の正午──事件は起こる、

　激しい爆ばく炎えんの群がエルソン・ヒルの各所を貫つらぬき、その轟ごう音おんはシカゴ市内にまで響き渡った。どこが最初の爆発地ち点てんだったのか、それは後々まで特定される事はなく、なんらかの時じ限げん装置を用いて同時に爆ばく破はを行ったのだろうと判断できた。

　被害は全て『ネブラ』の関連施し設せつで、明らかにネブラという会社に対するテロ行為と断ぜられ、エルソン・ヒルの町のみならず、シカゴ市内の本社周しゆう辺へんにも異常な緊きん張ちよう感かんが張りつめる。

　町は今までにない緊張に包まれ──エルソン・ヒルの町の中では未だに煙と炎ほのおが残っている。

　市民にとって、あまりにも唐とう突とつに起こったその爆破事件は──

　まるでそれ自体が事件なのではなく、新たな事件の始まりを告げているように感じられた。




　シカゴの町外れ。

　寂さびれた酒場の片かた隅すみで、ラジオからそのニュースを聞いていた『詩し人じん』は、傍かたわらに座るシックルに静かな声で問いかける。

「……レイルだと思うか？」

「珍しいな、貴き様さまがまともに喋しやべるのを聞くのは何年ぶりだ？」

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで皮ひ肉にくを言うシックルだが、続いて質問に対する答えも口にする。

「まず間違いなくレイルだろう。他に考えられるか？」

「フランクを助ける為ためか？　それにしては乱暴だ。それに……この短時間で一人で三百箇か所しよも仕掛けるのは不可能だろう。恐らくはシャムかヒルトンが協力したのだろうが……」

　淡たん々たんと状況を整理する『詩し人じん』の言葉に、シックルは更に眉まゆを顰ひそめ、彼女達たちの周りで起こっているもう一つの問題を口にする。

「そのシャムとヒルトン……リーザまで消えたのはどういうことだ？」

「恐らくはシカゴだけだろう……と、思いたいがな」

　チーは現在の状況を打破すべく、ＮＹにいるティムとアデルに合う為ため、今け朝さ早くシカゴの町を後にしていた。

　再会の為の連れん絡らく場所としてこの寂れたバーを指定したのだが──果たしてそれまで何も事じ態たいが動かずに済むのか、『詩人』にもシックルにも計りかねる状態だった。

　爆ばく破は事件に続いて、ラジオでは同時に起こった大量失しつ踪そう事件についても触れており──

「この失踪事件についてどう思う？」

『詩人』の問いに、何を今いま更さらとばかりにシックルが口を開く。

「確かく証しようは無いが……恐らくは、シャムとヒルトンだろうな」

「まるで爆破犯はんと誘ゆう拐かい犯が同一のように見られているが、実際には敵対する陣じん営えい同士が食い合っているだけとは……中々に滑こつ稽けいな話だ」

「一般人から見れば同じだ。我らも、あの白はく衣いの連れん中ちゆうも化ばけ物ものに過ぎない」

　だいぶ絶望的な状況だというのにも拘かかわらず、シックルは欠片かけらも動どう揺ようを見せてはいない。

『詩人』はそんな現在の様よう相そうが楽しいのか、クツクツと笑いながら詩的な言葉を口にする。

「囚とらわれたな。チェックメイトだ」

「……何がだ？」

「アリスになるのはこの町ではない。我らやあのルッソ・ファミリー。レイルにフランク、あるいはあの作業着の男こそが──既にアリスと化していたのだ。あのネブラとかいう名の白ウサギに導かれ、見ろ、今では完全に異い世界へと囚われた」

「……」

「ならば出口は何ど処こだ？　囚われたアリス達はどうすれば目を覚ます事ができる？　トランプの女王とは誰だ？　あの白衣の集団を率ひきいていた女か？」

　徐々に仰ぎよう々ぎようしくなっていく『詩人』の声だったが、

　最終的には、寧むしろ自分自身への疑問のように締めくくられた。

「そして何より……そもそも我々は、目を覚ますべきなのか？」

　言葉を完全に途と切ぎれさせ、あとはコツコツとテーブルを叩たたき続けるだけの『詩人』に対し、シックルは暫しばしの沈ちん黙もくの後──

　視線すら向けぬまま、やはり独り言のように呟つぶやいた。




「話し方、戻り始めてるぞ」




　遠くで再び爆発の音が聞こえた気がしたが──

　シカゴの空は何ど処こまでも高く、その音は即そく座ざに雲の合間に染み渡り──

　何事も無かったかのように、どこまでも鮮やかな青だけが、シカゴの町を見下ろしていた。
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ＮＹ　某ぼう喫茶店




　さて……とりあえずここまでの情報を提供させていただいたわけだが──

　まだ続きを聞かれますかな、ヒルトン嬢じよう。

　黙って踵きびすを返し、再び元の生活へと戻るのならば、私は敢あえてそれを追ってまで真実を教える事はない。正直、時間の無む駄だなのでね。

　……想像はついているのでしょうな？

　あなたならば、想像できている筈はずだ。時に我われ々われ情報屋以い上じように多くの知識を有する貴女あなたにならば、確実にね。

　もしも、この時点まで全く裏切りに気付いていなかったとなれば、それはそれで滑こつ稽けいな話ではあるが。

　その後に起こった事実を語る前に、いくつかの真実を確認しておいた方がいい。

　さすれば、こちらとしてもアイザック・ディアン氏とミリア・ハーヴェント嬢じようの再会劇げきを絡めた事件の結末を話しやすくなるのだがね。

　信じたく無いのだろうが、ならば──一つ。

　まずは一つだけ、真実を君に語り、押しつけよう。強ごう盗とうのお嬢さん。

　私は最初に言ったはずだ。そして、貴女あなたは覚かく悟ごもできている筈はずだ。




　知らぬ方が良い事まで……知る事になると。

　では、お話ししましょうか。

　事件の裏側、アルカトラズで起こった一つの事件の裏側について。

　もっとも──私がそれを語る事ができる時点で、君は確信する筈だ。

　私にその場所からの情報を伝えた、ある裏切り者の存在を────




　　　　⇔




アルカトラズ刑けい務む所しよ




　話は、再び過去へと遡さかのぼる。

　シカゴを震しん撼かんさせた連続爆ばく破は事件が起こる前夜──

　左手に握る眼球が蠢うごめくのを感じながら、フィーロは最さい悪あくの気分で溜ため息いきをついた。

　地下牢ろうの更に地下に作られた特別房ぼう。

　目の前には、その部屋の主あるじである『不ふ死し者』の男が、首くび筋すじにナイフを深く突き立てられて倒れている。

　ヒューイ・ラフォレット。

　全ての黒くろ幕まくだった筈の不死者の身体からだを前に、もう一人の『不死者』──フィーロ・プロシェンツォは疲れたように首を振った。

「おい……」

　そんな彼に声をかけたのは──前方でこちらの様よう子すを眺ながめている一人の男の姿だった。

　左手の義ぎ手しゆをダラリとぶら下げた男──ラッド・ルッソは、苛いら立だちと愉ゆ楽らくが入り混じった表情を見せ、フィーロに対して素直な疑問を口にする。

「話がさっぱり見えねえんだけどさぁ。これって一体どういうことよ？」

　そもそも、ラッドがこの部屋に訪れたのは、『不死者』であるヒューイを殺すという矛む盾じゆんした目的を果たすためだ。

　そして、邪じや魔ま者と思おぼしき三人の囚しゆう人じんと看かん守しゆ、そしてリーザと呼ばれていた『妖よう精せい』をぶちのめし、あとは二人の『不死者』が前に立つのみだったのだが──

　その内の一人が、ヒューイの首くび筋すじに後ろからナイフを突き立てたではないか。

「え？　なに？　フィーロよぉ。お前もこの『フェリックス』とか名乗ってた連れん中ちゆうの仲間だったって事か？　最初っから……この刑けい務む所しよに入った時からよぉ」

「いや……俺がこいつらと手を組んだのは……今から10分か15分ぐらい前の話だ」

　ラッドの言葉に答えながら、フィーロは先せん刻こくの光景を思い出す。







　この部屋に連れてこられる直前──階段の途と中ちゆうでふと足を止めた看かん守しゆが、フィーロに向かって口を開く。

「さて……お願いがあるんですけどね、フィーロさん」

「頼みがあるなら直接言えってヒューイに言っとけ」

「いえ……俺の……個人的なお願いなんですよ」

「……？」

　突然奇き妙みような事を言い出した看守に対し、フィーロは訝いぶかしげな視線を向ける。

　今までは忠ちゆう実じつなヒューイの手て下したとして、必ひつ要よう最低限の事しか喋しやべらなかった看守が、いつもとは全く違う口く調ちようと視線でこちらに語りかけてきたのだ。

　その姿に不ぶ気き味みな物を感じながら──フィーロは「言ってみろ」と警けい戒かい混じりの言葉を返す。

　すると、看守は自じ嘲ちよう気味な笑顔を浮かべながら──

　少しだけ恥ずかしそうに目を逸そらし、意い外がいな言葉を口にした。

「私……いや、私達と協力して……ヒューイの旦だん那なから、片眼を抉ってくれませんかね？」

「……」

　二人の間を沈ちん黙もくが走り抜け、フィーロは訝しげな視線を看守に向ける。

「なんだそりゃ」

「言葉通りの意味ですよ。教えてあげましょうか？　誰が外部に雇やとわれた殺し屋なのかをねぇ」

「……ッ！　……待てよ。それはつまり、お前も……ヒューイをその、なんだ……」

「裏切ってる、っていう形になるかもしれませんねえ」

　淡たん々たんと語る看守の目には、狂気の光も悪意の色も見られない。

　ただ、ひたすら淡々と語る男に──フィーロは静かに尋たずねかけた。

「お前は……一いつ体たい何者なんだ？」

「情報共きよう有ゆう。……セラードの知識があるなら、解るでしょう？　もっとも、研究の途と中ちゆう経過を盗んだヒューイ様の方が奴やつよりも先に完成させちまったけどな」

「……ッ！」

「俺はシャム。よろしく」

　爽さわやかな笑えみを浮かべながら、看守はやはり爽やかな声で──脅おどしの言葉を口にする。

「エニスさんや……貴女あなたのファミリーの縄なわ張ばりにいる名も無き一般人の安全と引き替えに、どうか今だけ……『フェリックス・ウォーケン』の一人になってはくれませんかね？」




　──結局、俺はその脅おどしに屈した。

　──別にヒューイに何か義ぎ理りがあったわけじゃないが……

　──もしも、刺す相手が首しゆ領りようやマイザーさんだったら……？

　──もしも、アイザック達やチェスだったら……ガンドールの連れん中ちゆうだったら？

　──俺は……俺はあいつらを、後ろから刺す事なんてできるのか？

　──俺ならばともかく……俺の喰った記き憶おくの中にいる、セラードの奴やつなら……

　そんな事を考えて沈ちん黙もくを続けるフィーロに対し、ラッドは一歩前に出でフィーロとの間合いを詰め始めた。

「おいおいおいおい……黙ってちゃ解わからねえだろうよ？　人を刺したショックで口がきけなくなってる……ってほどウブにゃあ見えないぜ、お前さんはよ」

「いや……俺も、なんて説明したらいいのか迷ってるんだけどな……」

　空あいた手で頭を抱えながら、身体からだに戻ろうとするヒューイの眼球を握り締めるフィーロ。

　押さえ込んだ指の隙すき間まから、その眼球と目が合った瞬しゆん間かん──

　因いん果が関係は無いのだろうが、タイミングよく第三者の声が響ひびき渡る。

「そこから先は、俺が説明しますよ」

「あん……？」

　二人が振り返ると、そこではラッドに叩たたきのめされた筈はずの東とう洋よう人じんがムクリと起きあがり、静かにその身をくゆらせていた。

　すると、不ふ思し議ぎな事に、東洋人──ドラゴンの言葉を引き継ぐように、巨大な黒人の身体からだが身を起こし、その口からドラゴンと同じ調子の声を吐き出した。

「俺達たちがちょいと無む理りを言って、フィーロの兄にいさんに協力を願ったんすよ」

「なんだぁ……？」

　ラッドが眉まゆを顰ひそめる先で──今度は、白人の小こ男おとこが身を起こす。

「改めて自己紹しよう介かいしておいた方がいいんですかねえ。ラッド・ルッソの旦だん那な」

「……いや、いい。必要ないからもう一度死ね」

　問もん答どう無用とばかりに拳こぶしを握るラッドに対し、小男はクツクツと笑い、一つの名前を口にした。

「ルーアさんでしたっけ？　中々の美人ですよねえ」

「……ッ!?」

　突とつ然ぜん出された女の名前に、ラッドの動きがピタリと止まる。

　──ルーア？　誰だ？　もしかして、ラッドの……

　その様よう子すを見ていたフィーロは、その女とラッドの関係を想像する。そして、自分がやられたのと同じ手口だと気づいて忌いま々いましげに眉まゆを顰ひそめた。

「てめえら……ルーアの何を知ってる……？」

「さあ、彼女の内面など何も知りませんが……私にとって、彼女はいつでも殺せる存在だって事だけは確信が持てますよ？　今……直ぐにでも」

　相手の言葉に目を見開き、怒りと驚き、更にいくらかの葛かつ藤とうを交えた表情を浮かべるラッド。

　白人の小こ男おとこは、そんなラッドを見てクックと笑い──

　その次の言葉は──ライフルを最初に所持していた刑けい務む官かんの口からも全く同時に放たれた。

「『　あえて初めまして、と言いましょうか　』」

　言葉を紡つむぐ度たびに、身を起こした男達が互いの声を合わせていく、合がつ唱しようというよりも、全く同じ言葉を別々のラジオから聞かされているようだった。

「『【　私の名前は──元フェリックス・ウォーケンでもありますが……　】』」

　最終的には、ラッドが瞬しゆん殺さつした殺し屋のチーム……『元フェリックス』の面子めんつが声を揃そろえ、一いつ糸し乱れぬ調子で不ぶ気き味みに重苦しい声を吐き出した。

「『【［　さらに広い観かん点てんで捉とらえるならば、あえてシャム、と名乗りましょう　］】』」

　四つのスピーカーから放たれる、声こわ色いろだけが違う四し重じゆう奏そう。

　そして、入口の外でうつぶせに倒れていた看かん守しゆまでもが、起きあがらずに口だけを開き──

　五人の男達──『双ふた子ご』の片割れであるシャムは、恭うやうやしい態度でラッドに一礼してみせた。




「『【［｛　よろしく　｝］】』」




　　　　⇔




　さて、彼らの顛てん末まつについてはまた後ほど語るとしよう。シカゴの街の事件の結末と合わせて、ゆっくりとな。

　……沈ちん黙もくしたようだが、気分でも優れないのかね？　ヒルトン嬢じよう。

　いや……今の君の気持ちを考えるに……ヒルトンではなく、リーザ嬢とお呼びした方がよろしいかな？

　……その表情を見るに、予想はしていても確信は無かった、という所か。

　寧むしろ、信じたくなかった。そんな顔をしているな。

　ふうむ。困った物だ。ヒューイの生み出した物が全てヒューイに忠ちゆう誠せいを誓ちかうという保ほ証しようなど無い。レイル君を見てもそれは解わかっていた筈はずだが？

　ふむ。レイル君か……あの少年は哀あわれな子だ。

　自らの創そう造ぞう主に叛はん意いを向ける事でしか、自分自身の自由を得る事ができなかったのだろう。その鬱うつ屈くつの積み重ねが彼を狂わせ、あの爆ばく破はの狂気へと導いたのかもしれん。

　……キャロル。そんな目で見るな。私は寧むしろ、彼かの少年の事を賞しよう賛さんしている。少なくとも、彼は自力で狂う事ができるまでに自らの世界を獲かく得とくしたのだからな。

　彼がどうなったのか、その結果は私の耳にもまだ入っていない。本社に戻れば社長から聞かされるかもしれんが──せめて幸せな結末を迎えている事を祈ろうではないか。

　ともあれ、だ。ヒルトン嬢じようがこの話を聞いてどうしようとも、もう手遅れだ。

　この事件は既に終わってしまっているのだからな。

　偶然に見えた人と人の連れん鎖さも、決して偶然が全てではなかった……という事実にそろそろ気付きつつあるのだろう？

　同時に、今いま更さら気付いても全てが遅いという事にも。

　それでも、この先の話を聞きたいのならば──

　よろしい、敢あえて語るとしようではないか。

　全ての計算を狂わせる一組の男女が引き裂かれ、再び出会うまでの物語を。

　彼らが引き起こした結末が、果たして『偶然』なのか否か。

　自らの知る全てと照らし合わせ、ゆっくり考えてみるのも一いつ興きようだろう。

　さて、それではどこから話したものか……




　まず、一台の列車がシカゴに到着した時から話すべきか……

　連続爆ばく破はと失しつ踪そう事件の詳しよう細さいを、当事者達たちの証言を元に語るべきか……

　それとも、ＮＹに置き去りにされたジョーカーの話からするべきか……

　あるいは、再び引き裂かれる運命となる哀あわれな恋人同どう士しの話から……ふむ、それは少し飛びすぎかもしれん。

　結局はどこから話しても変わりはないのだがな。

　どのような順番で話した所で、事実から様々な事を判断し、真実へと変換させるのは君の脳のう味み噌その仕事だろう。

　それが──情報というやっかいな生き物の特とく徴ちようであり、最大の美徳でもあるのだから。




　では、語ると致しましょう。

　自らの父親に起こった惨さん劇げきなど知るよしもない、ＮＹの町に取り残された娘の話から──
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ＮＹ　ミリオネア・ロウ




　成功者達たちの象しよう徴ちようである豪ごう邸ていの間を歩きながら、一組の男女が言葉を語り合う。

　それは、見る者の殆ほとんどに首を傾かしげさせる、実に奇き妙みようなやりとりだった。

「で、シャーネはあの眼がん帯たい野郎が何を企たくらんでるのか心配だっていうのか？」

「……」

「そうか……でも、連れん中ちゆうがジャグジー達に何かするメリットがあるとも思えないけどな……」

「……」

「まあ、確かにな……あいつらが何もしなくても、シャーネの親父おやじさんの手て下したがジャグジー達になんかやらかす事もあるしな」

「……」

　コクリと頷うなずく女──シャーネ・ラフォレットに対し、男──『葡萄酒ヴイーノ』ことフェリックス・ウォーケンことクレア・スタンフィールドは、歩きながら横よこ目めで彼女の顔を見つめ続けていた。

　シャーネの方は何なに一ひとつ喋しやべってはいないし、手しゆ話わや筆ひつ談だんをしている様よう子すも無いのだが、『葡萄酒ヴイーノ』はその心を読んでいるかのように、実に自然に会話を続けている。

　傍はたから見れば、沈ちん黙もくする女に向かって男が一方的に妄もう想そうを喋りたてているようにも感じられ、通り一帯を奇き妙みような空気に包み込んでいた。

「なるほどな。去年一回関かかわってから『実験体たい』に指定されてる可能性があるわけか……」

「……」

「大丈夫さ、シャーネの親父おやじさんなら解わかってくれるよ。シャーネは今でも親父さんの事が大好きなんだろ？」

「……」

「じゃあ、問題無なしさ」

「……」

「ちなみに、俺と親父さん、どっちが好き？」

「……。……！」

「悪かったよ、そんな風ふうに言わないでくれ。ちょっとした好こう奇き心しんでそこまでシャーネに責められると、正直その……辛つらい」

「……」

「ありがとう。シャーネはやっぱり優しいな」

　子供らしい微笑ほほえみを浮かべながら、『葡萄酒ヴイーノ』は静かに歩を進める。

　彼らはマジソンスクエア公園ガーデンからジェノアードの別荘へと向かう途と中ちゆうであり、歩を進めるシャーネの顔には幾いく分ぶん緊きん張ちようの色が含まれている。

　彼女は先せん刻こく、黒くろ服ふくの集団に取り囲まれ、かつての同どう僚りようであったスパイクから『お前の親父は何を企たくらんでいる？』と詰め寄られた。

　そこに『元』フェリックス・ウォーケンなども登場し、一度は窮きゆう地ちに陥おちいったが──『葡萄酒ヴイーノ』の登場によってその場を切り抜ける。その後、シャーネは他の仲間達の身を案じ、その安全を確認すべく町の中を早歩きで進み行く。

「ま、とにかく安心しろよ。ここの連れん中ちゆうは俺が絶対に護まもってやるさ」

「……」

　やがて二人は、億万長者通りミリオネア・ロウと称される五番街の一角、綺き麗れいに整えられた生活感のある家の前に立ち──男女は改めて互いの思いを交わし合った。

「ああ、シャーネにとって大事な物は、俺にとっても大事なものだからな。……あ、こんな事、恥ずかしいから中の連中には言わないでくれよ？」

「……」

　無言で頬ほおを染めながらコクコクと頷うなずくシャーネに、『葡萄酒ヴイーノ』は満足そうに頷き、力強くその豪ごう邸ていの門を開け放った。

「よッ。お前ら、げんき……」

「……」

　軽かる口くち混じりの挨あい拶さつが途と中ちゆうで止まり、横にいるシャーネは、目を見開いて全身を強ばらせた。

　無む人じん。

　そこには、ただただ静かな廊下の景色が広がっているだけだった。

　ただの家ならば別になんの問題も無い光景なのだが──ここは、三十人近い不良少年のたまり場となっている、かなり特殊な豪邸だ。

　普段ならば常に五人以上の不良達が屯たむろしているエントランスだが──何な故ぜか今日は、誰の姿も見あたらない。

「……出かけてるのか？」

「……」

　急速に不安な表情になっていくシャーネの肩を軽く抱きながら、『葡萄酒ヴイーノ』は一いつ旦たん扉とびらを出て、玄げん関かん横の呼び鈴りんを押しならした。




リリリリリ　リリリリリリ




　すると──数秒の時間をおいて、二人の男が廊下の陰から顔を出す。

「あレ。フェリックスの旦だん那なにシャーネ。どしたノ」

「なんだ……もうデートは終わったんですか？」

　東とう洋よう人じんとアイリッシュの二人組、ファンとヨウンは、『葡萄酒ヴイーノ』とシャーネの姿を見てどこか意い外がいそうな言葉をかける。

「おお。ちゃんといるじゃん……ジャグジー達は？」

　ファン達が普通の表情をしている事に安心しながら、『葡萄酒ヴイーノ』はどこかに出かけているであろうこの家の住人、ジャグジー・スプロット達の居い場所を尋たずねたのだが──

　刹せつ那な、ファンとヨウンは難しい顔をして互いの顔を見合わせる。

「それがネー。どうにも面めん倒どうな話でサ。ほら、ミリアの嬢じようちゃんの彼かれ氏しの、アイザックっていたロ？　彼が昨日だか今日だか、釈しやく放ほうされたんだってサ」

「どういうわけか知らないが、刑けい務む所しよから出たのはいいが帰りの汽車賃ちんが無いんだとさ」

「で、ミリアちゃんニ電話があってネ。シカゴまで財さい布ふを届けに行ったってワケ」

　アイザックとミリア。

　この邸やしきにちょくちょく出入りする、どこか抜けた感じのある明るいカップル。

『葡萄酒ヴイーノ』はそれほど交流があったわけではないが──シャーネは『アイザックが出しゆつ所しよした』という言葉に驚いたように目を開き、そんな彼女を見て『葡萄酒ヴイーノ』が嬉うれしそうに彼女の言葉を代弁する。

「そうか……そりゃ良かった。シャーネも自分の事みたいに喜んでるぜ」

「あー、シャーネちゃん、ミリアちゃんと最近仲なか良よかったもんネエ」

「ああ……それはいい。それはいい……んだ、が」

　半分は納なつ得とくしながらも、『葡萄酒ヴイーノ』は続いて、シャーネの疑問をストレートに代だい弁べんする。

　それは、自分自身の疑問でもあったのだが。

「なんで、ジャグジーまで？」

「……」

　沈ちん黙もくして顔を見合わせるファンとヨウンに対し、『葡萄酒ヴイーノ』は呆あきれたように呟つぶやいた。




「っていうか、もしかしてお前ら以外……全員でか？」




　　　　⇔




翌よく日じつ　シカゴユニオン駅




　駅についた列車を、普段とは比べ物にならない程ほど緊きん張ちようした空気が包み込む。

　シカゴに隣りん接せつするエルソン・ヒルにおける連続爆ばく破は事件。並びに、シカゴをも巻き込んだ二百人にも及ぶ同時失しつ踪そう事件。

　この二つの全米に轟とどろく大事件の中心地として、シカゴの町は63年前のシカゴ大火の時のように、ピリピリした神経の糸の張りつめる状態となっている。

　他人は信用できず、顔見知りの人間ですら完全な信頼はおけない。

　明らかに単独犯はんではないその犯行に、人々の疑ぎ心しん暗あん鬼きは新たに町に降り立つ人間達にも疑ぎ念ねんの目が向けられていた。




　そして、今──

　周囲を満たす空気を全く読まずに、一人の女が列車から勢いよく降り立った。

「アイザック……！」

　叫びながら列車を降りたミリアだったが、その声は空むなしく駅の雑ざつ踏とうに掻かき消される。

　返事が無いにも拘かかわらず、彼女は首と身体からだをぐるぐると回して想い人の姿を探し始めた。

　そんな彼女に、後から列車を降りた面子めんつが声を掛ける。

「ミリアさん、まだアイザックさんは来ませんよ。サンフランシスコからだと、ここにつくのは明日か明後日あさつてですから」

　続いて顔を出したのは、眼がん帯たいの上に眼鏡めがねを掛けるという特とく徴ちよう的な外見をした娘だった。

「そうだけど……もしかしたらって思ったら、なんだか名前を呼ばずにはいられなかったの！」

　ミリアはそう言いながらクルクルと回り、周囲の不ふ穏おんな空気をみるみる内に塗り替える。

　そんなミリアを見物するかのように──列車の中から、二十人以上の若者達たちがドヤドヤと騒ぎながら降り立った。

「うひょおぉ……超ちよう懐なつかしいんですけど。マジ信じられないんですけど」

「ヒャッハァ」「ひゃっはぁ」

「ぬあ、久しぶり。町の匂におい。懐かしい」

「来たよ来たよー」「やばい、シカゴ超やばくね？　なんつーか超グレートシティじゃん」

「ゲヒャァー」「落ち着けよお前ら。騒ぐのは改札を出てからだろうよぉ」

　俄にわかに騒がしくなるホーム。

　少年少女達たちは思い思いの話をしながら、やはり緊きん張ちよう感かんを感じさせるような事はない。

　ただ一人──列車のドアの陰に隠かくれ、周囲をキョロキョロと見回している男を除いては。

「おい、ジャグジー！　お前一いつ体たいなにやってんだよ!?」

　不ふ良りよう少年の一人に声をかけられ、顔面に刺青いれずみを入れた少年は身体からだをビクリと震わせ、大あわてで手を振り、仲間達に向かって泣きそうな声の叫びをあげる。

「ちょッ、ちょっと！　だだだ、駄だ目めだよ！　僕の名前呼よんじゃ……！　も、もしもルッソ・ファミリーの奴やつらに聞かれてたら……！」

　彼らは元々シカゴ出身であり、こうして怯おびえているジャグジー・スプロットは、ルッソ・ファミリーと揉もめた為ためにＮＹに出しゆつ奔ぽんしていた身の上だ。同時に、彼の仲間だった不良達も一緒にＮＹへと逃げる形となり、そのままＮＹの住人として現在にいたる。

　本来なら戻ってこられよう筈はずもないのだが、ラジオで爆発事件の事を聞いた直後にアイザックからの『シカゴで会おう』という旨むねの電話があり──ジャグジーが『今シカゴに行くのは危ないよう危ないよう』と止めたのだが、ミリアの決意は止められそうもなかった。

　それにプラスして、ジャグジー自身も心の奥ではシカゴにいるグラハムの事が心配だったという事と──ニースが『どんな爆ばく弾だんを使ったのか気になりますね……』と言い出した為、回りの面めん々めんも『なら俺も』『俺だって』『ジャグジーが心配だしな』『シカゴの俺の部屋、そういや洗せん濯たく物もの干しっぱなしだったわ。取り込まなきゃよ』『病気の妹が俺を待っていたような気がする』『お前、妹なんざいねえだろうが！』『もうルッソ・ファミリーとケリをつけちまおうよ。面めん倒どうくさい』『うれひょらはー』と騒ぎ出す始し末まつ。

　ジャグジーはただただ周囲の勢いに押されて混乱する中、気が付いたら家を出て切きつ符ぷを買ってしまっていたという状況である。

　勢いに押されて列車に乗ってしまってから、ジャグジーは自分が危険な場所に向かっている事に気付き──それ以降は、何を言ってもガタガタ震えるだけだった。




「大だい丈じよう夫ぶだって。ラジオで言ってたろ？　よくわかんねえけどプラチドの野郎は警察に追われてるって話だし、今いま更さらジャグジーに構ってる暇ひまなんざあるもんかい」

　仲間の言葉にブンブンと首を振り、ジャグジーは両りよう目め一杯に涙を溜ためて反論した。

「そんなの解わからないよ！　やけになったプラチドが、僕だけでも道連れにしようとするかもしれないし……」

「はぁ？　手前てめえ如ごときが誰かの道連れにされる程ほどに価か値ちがあるもんかね。思い上がんな」

「酷ひどい!?」

「いいからとりあえず降りろよ！　それともお前、そのまま西にし海岸まで運ばれるつもりか？」

　仲間達の冷たいのか温かいのか判断しかねる呼びかけに、ジャグジーは渋しぶ々しぶ列車から降りたのだが──

　その矢や先さき、走ってきた男に突き飛ばされ、盛せい大だいにひっくり返る事となった。




「ど、どけ！」




　男は謝る事もなく吐き捨てると、そのままジャグジーが降りてきた入口へと入り込む。

「ひッ！　ご、ごめんなさいごめんなさい！」

　自らに非はないのに無む駄だに謝るジャグジーだったが、その様よう子すを見ていたニースが、表情を強ばらせてジャグジーに呟つぶやいた。

「ジャグジー」

「な、なに？　どしたの？　ニース……」

「今の人……ルッソ・ファミリーの幹かん部ぶだった人よ……？」







「……これで、とりあえずぁ一ひと安心だ」

　クリークは改めて自分が列車に乗り込んだという事実を確認し、ようやく大きく息をつくことができた。

　客室に続く通路に背をもたれかけ、彼は自分の状況を省かえりみる。

　昨さく晩ばんの事件の後、彼は自分の仲間が白はく衣いの女に『喰われる』ところを目もく撃げきし、そのままルッソ邸ていを逃げ出したのだ。

　丸まる一日以上逃にげ続け、追っ手がいないか闇やみの中から様子を窺うかがい続けた。

　そして、どうやら巻いたようだと判断し、クリークは街を出るべく大陸横おう断だん鉄道の切きつ符ぷを購こう入にゆうし、この列車へと乗り込んだ。

「畜ちく生しよう……なんなんだよありゃ……あんなの聞いてねえよ……」

　仲間の身体からだが女の細ほそ腕うでの中に吸い込まれる姿を思い出し、クリークは改めて身体をブルリと震わせる。不ふ死しになった自分達の身体からだか、それともあの女の腕が原因かは解わからないが──少なくとも、喰われた仲間は死んだのだろう。

　そんな実感だけがのし掛かり、自分の置かれた状況に改めて恐怖を抱く。

「ま、本当に安心できんのは、列車が出てからだな……」

　そんな事を考えていたクリークは、何かから逃げるようにその身を列車の客室車しや両りようの方へと向け──

　そこで彼は、手ての平ひらを見た。

　細く白い指の間から、眼鏡めがねの奥で無む邪じや気きに微笑ほほえむ瞳ひとみが見え──

　それが、クリークの見た最後の光景となった。







「あ、あれ……？」

　様よう子すを見に来たジャグジーが列車の乗じよう降こう口から左右の車両を覗のぞくも、そこにクリークの姿は認められなかった。

「どこに行ったんだろう……」

　訝いぶかしげに周りを見まわすと、不意に、ドアの横に立っていた白はく衣いの女と視線が合う。

　──お医者さん？

　なんでこんなところにと疑問に思うジャグジーの前で、眼鏡をかけた女は大げさに悲鳴をあげる。

「ひゃ!?　ご、ごめんなさい、すみません許して下さい！」

「えええ!?」

　どうやら自分の刺青いれずみ顔に驚いたようだと判断し、ジャグジーは慌あわてて手を振りながら誤ご解かいを解こうと言葉を紡つむぐ。

「す、すいません！　違うんです！　僕は強ごう盗とうとかじゃなくて、あ、でも昔は列れつ車しや強盗もしましたけど、その、少なくとも今は違います！　あ、あの、僕、今いま列車に入っていった顔に傷がある男の人を探してて！　でも見たらどこにもいなくて！　そのその、見かけませんでしたかごめんなさいすみませんんん」

　個人情報をバリバリと漏らしながら涙ぐむジャグジーに、女はきょとんと言葉を返した。

「え!?　ええっと、来ましたけど……どこかに行っちゃいましたよ？」

「そ、そうですか……すいません、ありがとうございました……！」

　ジャグジーはこれ以上深追いするのもまずいと判断し、眼鏡の女にペコリと頭を下げると、仲間達の待つホームへと戻っていく。







　顔面に刺青いれずみを入れた少年は不安げな表情を浮かべ、再び列車の外へと降りていった。

　その姿を見送りながら、ルネは自分の右手を見つめて考える。

「うーん。本当に、右手に吸い込まれた身体からだって、何ど処こに行っちゃうんでしょうね？」

　今いまし方がた、彼女はジャグジーに対して全く嘘うそは言っていなかった。

　自分の右手を通して『どこかに行ってしまった』男の記き憶おくを確認しながら──ルネは、自分の意志で肉体の行き先を考える。

「……地じ獄ごく？」

　出した答えが余りにも間の抜けたものだと気付き、彼女は腕を組んで考える。もしかしたら、今の男の知識を吸収した事により、逆に頭が悪くなってしまったのではないかと。

　その後も暫しばし肉体の行き先を考え続けたが、現状では答えなど出ないと判断し、大きく息をつきながら駅のホームへと降りて行く。

「ヒューイさんなら、もしかしたら解わかるかもしれませんね！」

　屈くつ託たく無い彼女の声は、誰だれにも聞かれる事無く嬉うれしそうに呟つぶやき漏らす。

「あー。楽しみですね、ヒューイさんの眼球がこっちに届くのが……」

　その声は本当に無む邪じや気きで、不ふ穏おんな空気など何一つ感じさせなかった。

　言葉の内容の不ぶ気き味みさすらも否定する暢のん気きな声で、ルネはシカゴの青空を仰ぎ見る。

　全てを見下ろしながら燦さん々さんと照りつける太陽は、シカゴの摩ま天てん楼ろうを黄色く輝かせ──

　今日も変わらぬ青空を街と人々に提供し続ける。

　燦々と、燦々と──







　その時、偶ぐう然ぜん同時に空を見上げていたミリアが、やはり無邪気な声を駅の構内に響ひびかせた。

「早くアイザックと会えますように！」

　その言葉はシカゴの空に通り抜け、どこまでもどこまでも染み渡る。

　この町で起こっていた様々な事件の空気を打ち払うように。

　そして、これから起こる新たな事件の始まりを告げるべく──




　青空を嘲あざ笑わらうように、新たな爆音がシカゴの街に響き渡った。
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成なり田た良りよう悟ご

友人が作ってくれたナイルのお面で撮影に挑む作家の図。監獄編のものとは色違いです。や、ありがとうございました……！　ナイルのお面の秘密はいつかバッカーノ東南アジア編で描ければと。刊行予定はいまのところ無いですが！
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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